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序

「今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告」第 9集石崎曲り田遺跡ーIIーが刊行の

運びとなりました。今回の報告は1980年度に調査を実施しました，我国の水稲耕作開

始期の遺跡として注目を集めた，糸島郡二丈町曲り田遺跡の埋蔵文化財の調査記録の

一部で， とくに問題となります稲作開始期の遺物を収録したものであります。

脊椎動物遺存体については九州大学医学部解剖学教室の船越公威先生，鉄器につい

ては新日本製鉄の佐々木稔先生，鉄滓等については新日本製鉄の大澤正己先生，黒曜

石・サヌカイトの産地分析については京都大学原子炉研究所の藁科哲男・東村武信先

生にそれぞれお願いしましたが，快諾され，その結果を本書に収録させていただけた

ことは望外の喜びであります。

寒風のなかで，調査に参加いただいた地元の方々，更にまた調査に全面的に協力し

ていただいた建設省九州地方建設局の方々に心からお礼申しあげます。

本書が文化財の保護と活用に広く利用され，又我国の稲作開始の問題を深める上で

一助ともなれば幸甚に存じます。

昭和 59年 3月31日

福岡県教育委員会

教育長 友野 隆



例 言

1 . この報告は1980年度に福岡県教育委員会が建設省九州地方建設局の委託を受けて実施した

一般国道 202号線今宿バイパス建設予定地に係る埋蔵文化財の調査記録である。

2. 包含層出土の獣骨等について九州大学医学部解剖学教室船越公威氏に， 16号住居跡出土の

鉄器については新日本製鉄の佐々木稔氏に， 27号住居跡出土の鉄滓等については新日本製鉄の

大澤正己氏に，黒曜石・サヌカイトの産地分析については京都大学原子炉研究所の藁科哲男

・東村武信氏にそれぞれ依頼し，玉稿を頂いた。

3. 本報告の執筆分担は下記のとおりである。

I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・................................... 橘ロ

II-1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・橋口

2 - a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・橋口

b・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 中間

C ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 中間

d・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.................................... 中間

e - 1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 橋ロ

2 ) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・船越

f ...... ・・・・・・・・・・・・... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......... ・・・橋ロ

3・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 中間

達也

達也

達也

研志

研志

研志

達也

公威

達也

研志

III -1・・ ・ ・ ・・ ・・・ ・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・ ・・ ・・・ 佐々木 稔・村田

2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大澤

3・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 中間

4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 藁科

N・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..橋口

正己

研志

哲男・東村

達也

明美・伊藤 薫

武信

4. 土器・鉄器の実測は橋口が， 石器・紡錘車・玉類等の実測は中間が行い， 製図は中間・

豊福弥生が行った。巻頭カラー図版の撮影は九州歴史資料館の石丸洋による。又遺物撮影は

石丸洋と平島美代子が行った。

5. 遺物の復原作業は岩瀬正信の指導の下に九州1歴史資料館で行った。

6. 本書の編集は橋口が行った。
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I . はじめに

建設省九州地方建設局から福岡県教育委員会が委託を受けた一般国道 202号線今宿バイパス

関係の埋蔵文化財の発掘調査の進行状況は第 2表に示すとおりである。これらの発掘調査の成

果は現在まで「今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告」として第 1集～第 8集が刊行されてい

る（第 1表）。
いしざき

第9集で報告を行うのは第28地点，糸島郡二丈町石崎所在「曲り田遺跡」の調査であるが，

遺構と弥生時代以後の遺物は既に第 8集で報告ずみであるので，今回は夜臼期以前の遺物につ

いてとりあげる。遺物の羅が多いので考察は割愛せざるを得なかったが，この部分は第11集と

第 1表 今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告書一覧
番号 副 題 収録した遺跡 報 牛 者にコ 備 考

湯納遺跡 浜田信也

第 1集 福岡市大字拾六町所在の遺跡群
宮の前遺跡 ・E地点 酒井仁夫 1969年調査

高崎古墳群 浜田 1970年報告

大又遺跡 副島邦弘

第 2集

若八幡古墳 柳田康雄，浜田，副島
福岡市大字徳永・飯氏所在の遺跡 飯氏馬場遺跡 永井昌文

1970・71年調企

飯氏鏡原遺跡 柳田，副島，浜田
1971年報告

第 3集 福岡市西区大字拾六町所在の遺跡
高崎古墳群 栗原和彦 1971年調査

大又遺跡 上野精志 1973年報告

第 4集
福岡市西区大字拾六町所在

青峰重範，松本昴
1971・72年調査

湯納遺跡の調査
湯納遺跡 林弘也，山本輝雄

栗原，上野，馬田弘稔
1976年報告

湯納遺跡 沢村 仁

今宿大塚南遺跡 松本． 林

第 5集
福岡市西区・糸島郡前原町所在

今宿高田遺跡 細川隆英 1971・72・73年

遺跡の調査
今宿小塚遺跡 粉川昭平 調査

糸島平野条里及び古 弓場紀知 1977年報告

野遺跡 栗原，柳田

上錯子遺跡 上野，馬田

第 6集
糸島郡lllJ原町大字波多江所在

松本，林，大澤正己

「波多江遺跡」
波多江遺跡 丸山苑成，橋口達也

1978年調査

高橘章，馬田
1982年報告

糸島郡ー丈町深江・大入地区所在
塚田遺跡 大澤，橋口，中間

第 7集
遺跡の調査

鎮懐石八幡宮裏古墳 橋口達也
1979年調査

赤岸遺跡 中間研志
1982年報告

第 8集 石崎・曲り田遺跡 I 曲り田遺跡
橋口達也，中間研志 1980・81年調査

上原周．長哲 1983年報告

佐々木稔．大澤正己

第 9集 石崎・曲り田遺跡II 曲り田遺跡
東村武信，藁科哲男 1980・81年調査

船越公威 1984年報告

橋口達也，中間研志

第10集 今宿高田遺跡 今宿高田遺跡
大澤正己．橘口達也 1982年調査

佐々木隆彦 1984年報告
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第 2表 今宿パイパス関係埋蔵文化財発掘調査の実績及ぴ予定一覧

地点
遺 名

調査所要区間 既調査面積

番号
跡 所 在 地

長さ 幅 面積 44年度 45年度 46年度

m m m' m' m' m' 

1 遺物散布地 福岡市西区大字拾六町 34 28 520 45 

2 ＂ ＂ 
52 50 2,600 63 

3 湯納遺跡
＂ 

280 40 11,200 168 1,200 

3 ＂ 
II 30 20 600 

4 宮の前遺跡
＂ 

110 40 4,400 400 

5 高崎1・2号墳
＂ 

36 15 540 160 

6 大又遺跡
＂ 

57 20 1,140 300 900 

6 高崎3・4・5号墳
＂ 

40 15 600 200 249 

7 須恵器散布地
＂ 

55 20 1,100 27 

8 弥生散布地
＂ 

33 39 1,287 

， 若八幡古墳 福岡市西区徳永 50 40 2,000 1,100 

10 馬場遺跡 福岡市西区飯氏 70 70 4,900 290 

11 鏡原遺跡
＂ 

70 50 3,500 550 

12 条里遺跡 福岡市西島区大前字原飯氏
～糸郡 町篠原

3,000 40 120,000 136 

13 古野遺跡 糸島郡前原町大字有田・篠原 150 40 6,000 482 

14 上錯子遺跡 糸島郡前原町大字有田 70 30 2,100 304 

15 遺物散布地
＂ 

300 30 9,000 

16 古墳2基 糸島郡前原町 30 30 900 

17 遺物散布地
＂ 

100 30 3,000 

18 
＂ ＂ 

40 30 1,200 

19 今宿高田遺跡 福岡市西区大字今宿字高田 50 40 2,000 

19' 今宿大塚南遺跡 福岡市西区大字今宿 100 40 4,000 

20 今宿小塚遺跡 福岡市西区大字今栢女原 30 40 1,200 

21 遺物散布地 糸島郡前原町 250 20 5,000 

22 
＂ ＂ 

50 40 2,000 

23 
＂ ＂ 

100 20 2,000 

24 
＂ ＂ 

230 20 4,600 

25 ＂ ＂ 
150 20 3,000 

26 II 

＂ 
200 20 4,000 

27 太田遺跡 糸島郡前原町東 300 30 9,000 

28 石崎曲り田遺跡 糸島郡二丈町大字石崎字曲り田 200 30 6,000 

29 遺物散布地 糸島郡二丈町大字上深江 100 40 4,000 

30 
＂ 糸島郡二丈町大字深江 100 40 4,000 

31 
＂ ＂ 

100 30 3,000 

(32) 鎮懐石八幡宮裏古墳 II 

(33) 糸島郡二丈町大入

(34) 赤岸遺跡
＂ 
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既 調 査 面 積 残調査
備 考

47年度 48年度 53年度 54年度 55年度 56年度 57年度 58年度 計 予定面積

面 m' m' m' m' m' m' m' m' m' 

45 〇 調査不要

63 

゜＂ 
4,612 5,980 〇 発掘調査終了．報告書既刊

450 450 

゜＂ 
400 〇 報告書既刊

160 〇 発掘調査終了．報告書既刊

1,200 

゜＂ 
449 

゜＂ 
27 〇 調査不要

゜
〇 消滅

1,100 〇 保存確定，報告書既刊

290 2,000 一部調査終了．報告書既刊

550 2,000 
＂ 

3,360 3 ,4'96 〇 調査終了，報告書既刊

482 

゜＂ 
630 934 

゜＂ 
4,500 

〇 路線変更のため調壺不要

゜＂ 
1,000 旧追 1

2,000 2,000 〇 旧追 2, 今回報告

650 650 〇 旧追 2'調査終了，報告書既刊

500 500 〇 旧追 3' ＂ 
1,000 

400 

400 

900 

600 

800 

2,700 2,700 0 58年度調査， 59年度報告予定

2,000 2,000 〇 調査終了， 5今7年回一度一部部報告報告

100 100 〇 遺構なし

3,000 3,000 〇 調査終了， 56年度報告

〇 調査不要

100 100 調゚（査二終丈浜了玉，5道6年路度）報告

30 30 調゚査終了．玉遺道構路なし（二丈浜 ） 

224 350 0 56年度報告（二丈浜玉道路）
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して早急に刊行するよう努力したい。

調査関係者は下記のとおりである。

総 括 福岡県教育委貝会 教 育 長

文化課長

庶務・会計

調査担当

文化課主任主事

II 技術主査

ff 主任技師

なお，遺物整理・図面整理・ 浄書等に大野由美子，蓑原鈴美，

力を受けた。記して感謝する。

-4-

友野 隆

藤井 功

JI I 村喜一郎

橋口達也

中 間研志

大田育子の諸姉には多大の協



II. 遺 物

1 . はじめに

遺構編で述べているように，当遺跡は織文時代，夜臼期，弥生時代，古墳時代，奈良• 平安

時代の遺構が複雑に重複していた。奈良• 平安時代の遺構と甕棺は比較的容易に検出できたが，

弥生時代以前の遺構が複雑に重複する部分では北端の輪郭のみはわかっていても，全容を把握

するには困難をきわめ，遺構検出のためやむなく遺構面を徐々に下げていったため，結果的に

は上層の弥生時代中期・後期の住居跡等をかなりとばしてしまっている。したがって第 8集で

報告した弥生時代以後の遺物は，発掘時に確実にその遺構に伴うものとしてとりあげた遺物の

みに限っている。これら上層の住居跡の柱穴等に伴う遺物が，下層の夜臼期の住居跡を発掘す

る際にかなり混入していた。又，夜臼期の住居跡の床面下に縄文土器も若干ではあるがみられ

た。発掘時に確認したものは当初から床面下の土器としてとりあげたが，一部は夜臼期のもの

と一緒にとりあげている。これらは発掘に忠実に，今回夜臼期の遺物をとりあつかう際に一緒

に報告し，判明する分についてはどの遺構に伴うものかを明らかにしたい。

2. 夜臼期の遺物

a. 土器・土製品

1)はじめに

ィ．器種 とくに甕と深鉢について

曲り田遺跡出土の土器には，壺..t宛・高杯・浅鉢・深鉢・鉢・甕・甑等の種類がみられる。

ところが縄文式土器を主に対象とする研究者と弥生式土器を対象とする研究者とで，甕と深鉢

についての認識が異っている観があり，若千の混乱が生じているといえよう。いま詳しく分類

を試みる気はないが，記述の都合上，本書で使用した甕と深鉢について説明を加えておこう。

まず，深鉢とは，かって夜臼式土器 bと仮称されていた土器で，口縁は外反し，肩部でつよ

く屈折した器形のものをいう。（註1)この土器はその多くが丹塗り磨研又は黒色磨研を加えた精
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製土器であり，御領式土器以来の深鉢の系譜をひくものである。口縁の破片のみでは大形壺と

の区別がつきにくい。

この深鉢以外の甕・深鉢と呼ばれる土器は，器形が浅く鉢として一目瞭然なものをのぞき，

そのほとんどを甕としてとりあげる。甕は直立又はやや外反ぎみのものと，深鉢同様に肩部で

つよく屈曲するものとに大別され，それらがそれぞれ刻目のないもの・刻目のあるもの・刻目

凸帯を貼付するものに分けられる。刻目には棒状工具・ 爪・指押圧・ヘラ・板木口によるもの

と多種多様である。これらの他に，現在まで知られていなかった器形として把手付のものと，

ロ縁か短かく直角に外反する小甕がみられた。

ロ．土器の器面調整について

この時期の土器の器面調整にはヘラミガキ，条痕，板状工具による擦過，ハケ目，ナデ等が

みられる。板状工具による擦過とは聞きなれない用語ではあろうが，基本はハケ目と同様，板

木口によって器面を擦過し，整えた痕跡である。ところでハケ目はこの擦過によって周知の模

様（痕跡）がついたものであるか（註2)同じ板木口による擦過にも，一見ヘラミガキ風のもの・

条痕風のもの・ ハケ目風のもの・ケズリ風のもの・ナデ風のもの各種がみられる。これらは板

木口による擦過の起点痕が認められる。条痕は二枚貝腹縁によるものといわれているが，これ

も又，二枚貝腹緑によるもの以外に，板木口によるものも存在するのではないかと思われた。

今後の検討が必要となろう。いまこれらの調整痕を Photo.Iに示すので参考にされたい。

では以下，土器の説明を加える。

註1) 森貞次郎・岡崎敬「1.福岡県板付遺跡」日本考古学協会編『日本農耕文化の生成』 1961

2) 横山浩一「刷毛目調整工具に関する基礎的実験」九州文化史研究所紀要23.1978 
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2)遺構に伴う土器・土製品

7号住居跡出土土器（第 1・2図）

1は壺の口縁である。復原口径は 9cm程度である。外面から口緑内面にかけては横方向のミ

ガキを施し，頸部内面には指頭圧痕がみられる。内面は黒色を呈し，外面は茶褐色～暗茶褐色

を呈する。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好である。本来は黒色磨研壺と思われる。

2は黒色磨研壺の肩から胴部へかけての破片で，胴部最大径は21cm程に復原できる。肩部は

段をつくっている。外面は横方向ミガキ，内面下半は横方向の擦過，肩部内面は指頭圧痕が認

められる。又内面には爪跡が数個みられる。内外ともに黒色を呈し，胎土には砂粒を少量含む。

焼成は硬く良好である。

3は直立する甕で，口縁は波状を呈している。復原口径は20cm, 外面は板状工具による縦方

向の擦過，口縁直下は横方向のナデがみられる。内面は風化のため調整法は不明。内面は灰白

色を，外面は黒褐色を呈する。胎士には大粒の砂を多く含み，焼成は良好である。

4は直立する甕の口縁である。内面は一見ナデ風の横方向擦過，外面は横方向の擦過を施し

ている。黒褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好である。

5は直立する甕の口縁部破片である。内外ともに風化のため調整法は観察でぎない。黒色を

呈し，胎土にはやや多く砂粒を含み，焼成は軟質で不良といえる。

6は口縁部でわずかに外反する甕である。口縁部に棒状工具による刻目を施す。内面には指

頭圧痕か認められるが，外面は風化のため調整法は不明。茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く

含み，焼成は軟質で不良といえる。

7は直立する甕で，口縁部に棒状工具による刻目を施している。内面の口縁下には指頭圧痕

が認められるが，以下は風化のため不明。外面は縦方向の擦過である。内面は赤褐色，外面は

黒褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや不良といえる。

8は口縁がわずかに外反する甕で，口緑には棒状工具による大きな刻目が施されている。内

面にはかすかに指頭圧痕が認められるが，外面の調整は風化のためわからない。内面は黒褐色，

外面は明茶褐色を呈する。胎土には多くの砂粒を含み，焼成は不良といえる。

9は口縁がわずかに外反する甕で，口縁には棒状工具による大きな刻目を施す。調整は内外

ともに風化のため不明。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色で，胎土には砂粒を多く含み，焼成は

不良。色の感じなどがちがうか， 8と同一個体の可能性かある。

10は直立する甕で， 口縁部にヘラによる大きな刻目を施している。内面は縦方向の擦過で，

口縁下は指によるナデ，外面は縦方向のナデ調整。内面は赤褐色，外面は黒褐色を呈し，胎土
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にはやや多めの砂粒を含み，焼成は良好である。

11は直立する甕で， 口縁部にヘラによる刻目を施している。内面は横方向の擦過，外面は風

化のため調整法は不明。内面は黒褐色，外面は茶褐色を呈し，焼成はあまりよくない。

12は直立する甕で，口縁部にヘラによる繊細な刻目を施している。内面は横方向ナデ，外面

は風化のため調整法不明。内面は暗褐色，外面は暗赤褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く

含み，焼成はあまりよくない。

13は直立する甕で，口縁部にヘラによる大きな刻目を施す。内面はナデ，外面は風化のため

不明。内面は赤褐色，外面は黒色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成はあまりよくな

し‘
゜
14は直立する甕で，口縁部にはヘラで刻目を施している。内外ともに風化のため調整法は不

明。内面は赤褐色，外面は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成はあまりよくない。

15は肩部で屈曲する甕で，口縁と肩部にヘラによる刻目を施す。 5片からなる比較的大きな

破片で，復原口径23.5cm, 肩部径25.2cmを測る。内面口緑下には指頭圧痕が認められる。他は

風化のため観察しにくいが，砂粒の流れからすると横方向の擦過を施している。外面の口縁か

ら肩部の間は横方向のハケ目，肩部以下は横又は斜方向のハケ目を施し，部分的に強い横方向

のナデつけがみられる。内面は明茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，

焼成は良好。肩部に黒斑が認められる。

16は肩部でつよく屈曲し，口頸部もつよく内傾する甕の口縁片である。ヘラによる刻目を施

している。内面は風化のため調整法不明，外面は横方向のナデと思われる。内面は黄褐色，外

面は黒色を呈し，胎土にはやや多めの砂粒を含み，焼成は良い。

17は肩部で屈曲する甕の口縁片で，ヘラによる刻目を施している。内外ともに風化のため調

整法は不明。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

18は直立する甕で， 口縁下に棒状工具による大きな刻目を施した凸帯をめぐらしている。調

整は内外ともにナデ，内面は黒色，外面は暗褐色を里し，胎士には細粒の砂をわずかに含み，焼

成はあまりよくない。

19は肩部で屈曲する甕の肩部片である。ヘラによる刻目を施した凸帯を貼付している。調整

法は内外ともに風化のため不明。茶褐色を呈し，胎土には細粒の砂を多く含み，焼成は良い。

20は小形の浅鉢又は高杯で，口径14cm弱に復原できる。内外ともに横方向ミガキである。茶

褐色を呈し，胎土にはやや多めに砂粒を含み，焼成はあまりよくない。肩部下に一部黒斑が認

められる。

21は黒色磨研の浅鉢片で，復原口径は約21cm。内外ともに横方向ミガキである。胎土には細

粒の砂をやや多めに含み，焼成は良い。口縁から肩部にかけてはさらに丹塗りも施されている。

22は浅鉢肩部片で，肩部径は20cm弱に復原できる。風化のため調整法の観察は困難であるが，

- 9 -
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内面の一部に横方向のミガキが認められる。暗褐色を呈し，胎土には細粒の金雲母片を含み，

焼成はあまり良くない。本来は黒色磨研と思われる。

23は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキで，内面は黒色，外面は黒褐色

を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成はあまりよくない。

24は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキで，黒褐色を呈する。胎土には

少量の砂粒を含み，焼成はあまりよくない。

25は底部片で底径 8.5cm程に復原できる。内外ともに風化のため調整法は不明。明黄褐色を
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呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良い。底部近くから外底にかけて小黒斑が認められる。

26は径 8.5cm程に復原できる底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は明

黄褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。又外面は二次的火熱

を受けて一部赤褐色に赤変した部分がある。

27は径 9cm程に復原できる底部である。内面には指頭圧痕が認められる。外面は横方向の擦

過を施す。暗茶褐色を呈するが，外面は二次的火熱を受けてやや赤変している。胎土には砂粒を

多く含み，焼成はあまりよくない。

28は復原径 9.7cmの底部である。内外ともにナデ調整で，内面には指頭圧痕が認められる。

内面は灰白色，外面は淡褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

29は復原径 9cm程の底部である。内外ともに風化のため調整法は不明であるが，内面には不

明瞭ながら指頭圧痕が認められる。赤褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

30は復原径 7.8cm程の底部片である。内面はナデで，指頭圧痕が認められる。外面は風化の

ため不明。暗黄褐色を呈するが，外面は二次的火熱を受けて赤変している。胎土には砂粒を多

く含み，焼成はやや良い。

31は復原径 9.5cmの底部である。内面は擦過の後ナデを加える。外面はナデ，外底は板木口

によるカキトリで上げ底状を呈する。内面は明赤褐色，外面は暗赤褐色，外底は黒色を里する。

胎土にはやや多めに砂粒を含み，焼成は良好である。

32は復原径 8.6cmの底部である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は明茶褐色を呈

するが，外面は二次的火熱を受け暗赤褐色に赤変している。胎土には砂粒を多く含み，焼成は

不良。又つぎ目は擬口縁を呈している。

33は復原径 8.8cmの底部である。内外ともに風化のため調整法不明。赤褐色を呈し，胎土に

は砂粒を多く含み，焼成はあまりよくない。

34は復原径 9.3cmの底部片である。内面は擦過，外面は風化のため不明。赤褐色を呈し，胎

土には砂粒を多く含み，焼成はあまりよくない。

35は復原径 6.8cmの黒色磨研の浅鉢底部である。風化のためミガキ方向は観察できない。胎

土には砂粒を少量含み，焼成はよくない。

36は復原径 6.0cmの底部片である。風化のため内外ともに調整法は不明。赤褐色を呈するが

外面は二次的火熱を受け，さらに赤桃色に赤変している。胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや

良い。

以上の土器は 7号住居跡に伴うものである。

37は纏文時代後期初頭頃のものと考えられる。床面下というより，丘頂部にあった纏文式土

器の流入とみたほうがよい。灰黄色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は悪い。

38は7号住居跡内の小柱穴より出土したもので，上層から掘りこまれた穴への混入とみてよ

-11 -



い。板付 I式の如意形口緑を呈する甕で， ロ縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，

外面は縦方向の細かいハケ目を施す。内面は黄褐色，ロ縁直下は横方向のハケ目， 口縁内面か

ら外面にかけては黒褐色を呈する。胎士には砂粒を多く含み， 焼成は不良。

39は弥生時代後期後半頃の鉢の口緑片である。 おそらくは 6号住居跡に伴う土器と考えられ

る。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈し， 胎土には砂粒を多く含み， 焼成は不良である。

40は平安時代初期の坪底部である。内外ともに風化のため調整法は不明。内外ともに黒色を

呈し， 精選粘士を用いている。焼成は軟質で不良。

8号住居跡出土土器（第 3-6図）

1は肩部で屈曲する大形の甕で，破片は各部分にわたっているが， 図示できる部分のみを示

して復原した。 口縁部は外反し， 口縁と肩部に棒状工具による刻目を施している。復原器高65

cm, 復原口径57.2cmを測る。内外ともに風化いちじるしくて， 調整法の観察は困難であるが，

ただ内面には指頭圧痕がのこり， ナデ調整であろうと思われる。黄褐色で一部は灰黄色を呈す
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るが， 全体に二次

的火熱を受けてい

る。胎土には砂粒

をやや多く含み，

焼成はよくない。

2は丹塗り磨研

の深鉢又は大形壺

の口縁部である。

風化のためミガキ

方向は不明。地は

淡赤褐色， 丹は暗

20cm 赤色を呈する。胎

土には少量の砂粒

を含み， 焼成はあ

まりよくない。
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3は壺の口縁片である。風化のため調整法は不明。黄褐色部分と黒色部分がある。胎土には

少塁の砂粒を含み，焼成はあまりよくない。

4は黒色磨研壺の破片である。内面から口縁下にかけては横方向ミガキ，それ以下は縦方向

の擦過である。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

5は丹塗り磨研壺の頸・肩部の破片である。風化のため内面の調整，外面のミガキ方向は不

明。内面は灰色，外面の地は黄褐色，丹は暗赤色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は

あまりよくない。

6は黒塗り磨研壺の頸部破片である。内面には指頭圧痕が明瞭である。外面は横方向ミガキ。

明黄褐色の地に淡黒褐色の黒色顔料を塗っている。胎土には砂粒を微量に含み，焼成は良好。

7は丹塗り磨研壺の胴部片である。内面はナデ，外面は横方向ミガキ。地は黄色で，丹は暗

赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

8は壺の口縁片である。風化のため内外ともに調整法は不明。黄褐色を呈し，胎土には砂粒

を多く含み，焼成はよくない。

9は黒色磨研壺の胴下半部と考えられる破片である。内面は砂粒の動きから横方向の擦過と

思われるが，外面は風化のためミガキ方向は不明。内面は黒色，外面は灰黒色を呈する。胎土

には砂粒を多く含み，焼成はやや不良。

10は黒色磨研浅鉢の肩部片である。風化がいちじるしいが，外面は辛うじて横方向ミガキが

観察できる。胎土には少量の砂粒を含み，焼成はよくない。

11は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外とも風化のためミガキ方向不明。胎土には砂粒を多

く含み，焼成は不良。

12は浅鉢の破片で，復原口径は約17cmを測る。内外ともにナデ調整。黒褐色～黒色を呈し，

胎士には砂粒を多く含み，焼成は良。磨研土器ではなく，一応粗製土器といえよう。

13は鉢と思われる。口縁は折り返している。このような技法は可楽里式甕の影響を受けたも

のであろうか。内面は横方向ミガキであるが，外面は風化のため調整法は不明。内面は黒色，

外面は暗褐色を呈する。胎土にはやや多めに砂粒を含み，焼成はよい。内面の黒色磨研から外

面も本来は黒色磨研であったものと思われる。

14は直立する甕の口縁片である。口縁はやや波状を呈する。内面はナデ調整で指頭圧痕がみ

られる。外面は風化のため不明。内面は淡黄色，外面は黒褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含

み，焼成は不良。

15は直立する甕の口縁である。内外ともに風化のため調整法は不明。暗茶褐色を呈し，胎土

には砂粒を多く含み，焼成は不良。

16は直立する甕の口縁片である。内外ともに風化のため調整法不明。暗茶褐色を呈し，胎土

には砂粒を多く含み，焼成は不良。

-13 -
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17は直立する痰で，口緑上端には棒状工具による刻目を施し，口縁下 2- 3cmの間にはヘラ

による刻目を施した凸帯を貼付している。内面には指頭圧痕が認められ，ナデ調整と思われる

が，外面は風化のため調整法不明。淡黄色を呈し，胎上には少量の砂粒を含み，焼成はあまり

よくない。

18は直立する甕で，口縁には棒状工具による刻目を施している。内外ともに風化のため調整

法は不明であるが，内面には指頭圧痕がみられる。暗褐色を星し，胎土には砂粒を多く含み，

焼成はよくない。

19は直立する甕で，口縁には棒状工具による刻目を施す。内面はナデ，外面は風化のため不

明。内面は赤褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

20は直立する甕で，口縁上端にヘラによる刻目を施す。内外ともに風化のため調整法不明。

内面は黒褐色，外面は黄褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は不良。

21は直立する甕で，口縁下にヘラによる刻目を施した凸帯を貼付している。内面は横方向擦

過，外面は風化のため調整法不明。茶掲色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

22は肩部で屈曲する甕で， 口縁と肩部にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ調整で

ロ縁下と肩部には指頭圧痕がみられる。外面はやや粗い横方向のハケ目を施している。内面下

半は茶褐色，上半から外面にかけては黒褐色～暗茶褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，

焼成は良い。

23は直立する甕で，口縁下に棒状工具による刻目を施した凸帯を貼付している。内面から凸

帯の上まではナデ，凸帯より下は風化のため不明。内面は明茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。

胎土には多くの砂粒と金雲母を若干含み，焼成はやや不良。

24は肩部で屈曲する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施す。内面はナデで

指頭圧痕が認められ，外面は横方向の擦過である。内面は淡黄色，外面は黒褐色を呈し，胎土

には砂粒を少量含み，焼成は良い。

25は肩部で屈曲する甕の口縁片である。口縁部には棒状工具による刻目を施す。内外ともに

風化のため調整法は不明。内面は黄褐色，外面は赤褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，

焼成は不良。

26は肩部で屈曲する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施す。風化のため内

外ともに調整法は不明。黒褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良。

27は肩部で屈曲する甕の肩部片である。肩部にはヘラによる刻目を施す。内面には指頭圧痕

が認められるのでナデと思われる。外面は横方向のハケ目を施している。内面は暗茶褐色，外

面は黒褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成はあまりよくない。 15と同一個体の可能性

もあるか，色調・胎土の感じなど微妙に異なる。

28は肩部で屈曲する甕の肩部片である。肩部にはヘラによる刻目を施す。内面の調整法は不

-15 -
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明，外面の肩より上は横方向擦過，肩より下はナデ。内面は赤褐色，外面は暗赤褐色で，胎士

にはやや少なめに砂粒を含み，焼成は良好。

29は肩で屈曲し，口頸部はつよく内傾する大形甕の肩部片である。肩部には棒状工具による

大きな刻目を施す。内外ともに横方向の擦過。内面は黒褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎士に

は砂粒を多く含み，焼成はやや良い。

30は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩部にはヘラによる刻目を施す。内面と，肩部より上

はナデ，肩部より下は粗いハケ目風の擦過を施す。内面は灰褐色，外面は黒褐色を呈する。胎

士には砂粒を多く含み，焼成は良。

31は肩で囲曲する疫の肩部片で，肩部には棒状工具で刻目を施した凸帯を貼付している。内

面と肩部より下位は条痕風の横方向擦過，肩部より上位は横方向擦過を施している。内面は明

茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎士には石英と金雲母片を多く含み，焼成は良い。

32は復原径 8.8cmの底部である。内面には指頭圧痕が認められるが，外面は風化のため調整

法不明。暗褐色～黒色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。外面には二次的火熱を受

けて赤変した部分もある。

33は復原径 9.4cmの底部である。風化のため内外ともに調整法は不明。内面は黄褐色，外面

は赤褐色を呈する。胎士には砂粒を多く含み，焼成は不良。外面は二次的火熱を受けて赤変し

ている。

34は復原径 7.8cmの底部である。内面は条痕，外面はナデ調整。内面は黄褐色，外面は黒褐

色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや良。

35は復原径 8cmの底部である。内面はナデ，外面は横方向擦過。外面には指頭圧痕による凹凸

が認められる。内面は淡茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成

はやや良。

36は復原径 8.1cmの底部である。内外ともに風化のため調整法の観察は困難であるが，外面

には35と同様の指頭圧痕によると思われる凹凸が不明瞭ながら認められる。茶褐色を呈し，胎

土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

37は復原径 8.9cmの底部である。内外ともに風化のため調整法は不明。赤褐色を呈し，胎士

には砂粒を多く含み，焼成はやや良好。

38は復原径 6.7cmの底部である。外面には板木口による縦方向の擦過が認められるが，他は風

化のため不明。内面は黒褐色，外面は赤褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや

良好。板付 I式に下る可能性も考えられるが，一応夜臼期のものとしてとりあげておく。

39は復原径 8.2cmの底部である。内面に指頭圧痕が認められるが，内外とも風化のため調整

法は不明。内面は黄褐色，外面は赤褐色を呈する。胎士には砂粒を多く含み，焼成は不良。

40は復原径10.4cmの底部である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黒色を呈し，

-17 -
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外面は二次的火熱を受けて赤桃色に赤変している。胎土には砂粒を含み，焼成は良好。

以上の土器， 63-67は 8号住居跡に伴う士器である。

41は如意形口縁を呈する甕の口縁片である。口唇にはヘラによる刻目を施す。風化のため内

外ともに調整法は不明。内面は黒色，外面は茶褐色を呈する。胎土には砂粒を少量含む。焼成

は良。板付II式の古い段階のものである。

42は如意形口縁を呈する甕の口縁片である。口唇には棒状工具による刻目を施している。内

面は横方向のハケ目，外面は風化のため不明。暗茶褐色を呈し，胎士には石英と金雲母を多量

に含む。焼成はやや良。板付 I式に属する。

43は口縁端に枯土帯を貼付した壺で， 口径は28.8cmに復原できる。内外ともにナデ。枯土帯

下は擬口縁を呈し，その部分はヨコナデを施している。淡茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く

含み，焼成はやや良。板付II式に属する。

44は大形壺の口縁片である。外反する口縁下に段をつくっている。内外ともに風化のため調

整法は不明。赤褐色～暗褐色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は不良。板付II式の古い

段階のものである。

45は高杯の口縁片である。口径は25.5cm程に復原できる。おそらくは口縁端に枯土帯を貼付

したものと思われるが確認できなかった。内外ともに風化のために調整法は不明。内面は赤褐

色，外面は二次的火熱を受けて赤紫色に変色している。胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

今川遺跡出土の高坪（註1) と同型式のものである。今川遺跡では板付 I式の新しい段階として

いるが，この種の口縁端に枯土帯を貼付するものは板付II式の古い段階に位置付けられる。（註2)

46も45と同種の高J:禾口緑片である。内外ともにミガキ。茶褐色を呈し，胎土には多くの砂粒

と金雲母片を含む。焼成は硬く，良好である。板付II式の古い段階に位憧付けられる。

47は復原径 9.0cmの底部である。内面は指によるナデで指紋が残っている。外面はやや細目

の縦方向ハケ目。内面は黒褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には石英・金雲母等を多く含み，

焼成は良好。弥生時代前期に属する。

48は逆 L字状口縁を呈する甕口縁片である。内外ともにヨコナデ。黄褐色を呈し，胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。弥生時代中期前半に比定できる。

49はく字形口縁の甕である。胴部破片もあるが直接接合できないので，口縁と底部で復原し

て図示する。復原器高20.5cm, ロ径18.1cm, 底径は 8cmで，底部はだらけておりわずかに丸底

化への傾向が出現しつつある。胴上半の内面はナデ，口縁外面はヨコナデ，他は風化のため不

明。黄白色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。弥生時代後期後半に比定できる。

50もく字形口緑の甕で， 口径22.6cmを測る。口縁内外はヨコナデ，内面には横方向の祖いハ

ケ目と指圧痕がみられ，外面は縦方向の粗いハケ目。内外とも口縁下約 7cmまでは黄褐色の色

を保っているが，それ以下は二次的火熱により黒褐色～赤褐色を呈する。胎土には砂粒を多く
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含み，焼成不良。弥生時代後期後半に比定できる。

51は壺の底部である。内面はナデ，外面はハケ目をナデ消している。外底はナデ。内面は黄

褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土にはやや少なめに砂粒を含み，焼成は良好。弥生時代後期

後半に比定できる。

52は復原径 8.0cmの底部である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黒褐色，外面

は茶褐色を呈する。胎士には砂粒を多く含み，焼成は不良。外面は二次的火熱により赤変して

いる。弥生時代中期に比定できる。

53は復原径10.4cmの底部である。内面はナデ，外面は粗いハケ目を施す。茶褐色で一部黒褐

色を呈する。胎土には砂粒を少量含み，焼成は不良。弥生時代中期に比定できる。

54は脚台と考えられる。内面にはしぼり痕がみられる。外面はナデ。黄褐色を呈し，胎土に

は砂粒を多く含み，焼成は良。弥生時代後期後半に比定できる。

55は高杯脚である。内面はしばり痕か明瞭である。外面はヘラ切りの後ナデ調整。下半部に

穿孔している。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含む。焼成は良好。弥生時代後期後半に

属する。

56は器台片である。茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや良。弥生時代後期

後半のものである。

57は球形の投弾で，弥生時代後期後半に属するものであろう。

58は金海式灰陶である。内面はナデ，外面の上半は縄，術文タタキ，下半はナデ。灰白色を呈

し，胎上は精選枯土を用い，焼成はやや軟質ながら良好。弥生時代後期後半に伴うものと考える。

59は須恵器である。内面は平行線タタキ，外面は格子目タタキ。内面は灰黒色，外面は暗茶

色。精選枯士を用い，焼成は硬質にて良好。奈良～平安初期頃のものである。

60は須恵器坪である。内外ともヨコナデ調整。灰黒色を呈し，胎土には砂粒を少鼠含み，焼

成は硬質にて良好。奈良～平安初期のものである。

61は内黒土師器である。内面は横方向ヘラミガキ。高台周辺はヨコナデ。黄褐色を呈し，胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良い。平安時代初期 (9C前半）に属する。

62は土師器高台付杯である。内面はヨコナデ，内底はナデ。外面は回転ヘラ削りと思われる。

高台固辺はヨコナデ。外底は荒削りのままである。奈良時代後半のものである。

以上41-62は上層の土器か混入したものである。これらのうち弥生時代後期後半のものは，

おそらく 6号住居跡に属するものと考えられる。

63は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外とも風化のためミガキ方向不明。胎土には細粒の砂

を少量含み，焼成は不良。

64は復原径 5.9cmの底部である。内面はナデで指頭圧痕がみられる。外面は風化のため調整

法不明。外面は二次的火熱を受け赤変している。
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65は復原径 9.6cmの底部である。内外ともに風化のため調整法不明。明黄褐色を里し，胎土

には砂粒を多く含み，焼成不良。

66は復原径 9.0cmの底部である。内面は指によるナデで指頭圧痕，爪跡等がみられる。外面

には不明瞭ながら指による調整痕がみられる。内面は淡黄色，外面は茶褐色を呈し，胎土には

砂粒を多く含み，焼成はやや良い。

67は復原径 9.6cmの底部である。内面はナデで指頭圧痕がみられる。外面は風化のため不明。

内面は黄褐色，外面は赤褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。外面は二次的

火熱により赤変している。板付 I式に下る可能性も考えられるが，一応夜臼期のものとしておく。

63-67は8号住居跡に伴うものである。

註 1)伊崎俊秋「弥生時代の遺構と遺物」津屋崎町教育委貝会『今川遺跡』津屋崎町文化財調壺報告書第4集1981

2)橋口達也「曲り田甕棺の編年的位置」福岡県教育委員会『石崎曲り田遺跡』I今宿バイパス関係埋蔵文化財

調査報告第 8集1983

11号住居跡出土土器（第 7-9図）

1は丹塗り磨研壺の口縁片である。口縁部は外反している。風化著しく，口縁部内面は横方

向ミガキであるが，他はミガキ方向不明。地は黄褐色で，丹は淡赤色を呈す。胎士にはやや多

めに砂粒を含み，焼成は軟質にて不良。

2は丹塗り磨研壺の口緑片である。風化のためミガキ方向は不明。地色は黄褐色で，丹は淡

赤色を呈する。胎土にはやや少なめに砂粒を含み焼成は軟質にて不良。

3は丹塗り磨研壺の口緑片である。風化のためミガキ方向は不明。内面には指頭圧痕がみら

れる。地は黄褐色，丹は淡赤色である。胎士には砂粒を少塁含み，焼成はやや良。

4は黒色磨研壺の口縁片である。内面は風化のためミガキ方向不明。外面は横方向ミガキ。

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

5は壺の口縁片である。口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面はナデ，外面は風化のためミガ

キ方向不明。内面は淡黒色，・外面は暗黄褐色を呈する。胎上には砂粒をやや多く含み，焼成は良い。

6は丹塗り磨研壺の口縁片である。丹抱り部分は横方向ミガキ。内面の丹抱りより下は調整

法不明。地は黄白色で，丹は淡赤色。胎土には精選粘土を使用し，焼成は良。

7は黒塗り磨研壺の口縁片である。内面は上位を横方向，下位をやや斜方向のミガキ，外面

は横方向のミガキ。地は明茶褐色で，その上に黒色顔料を塗っている。胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

8は黒色磨研壺の頸部片である。内面はナデ，外面は口縁外反部を横方向ミガキ，頸部は縦

方向ミガキ。内面は黄褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良。
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9は黒色磨研壺の口頸部で，復原口径は 9.1cm。10は径の算出はできない小片であるが， 9 

と同一個体と思われるので合せて復原した。口縁内面から外面は横方向ミガキ，内面頸部以下

はナデ。肩部内面には指頭圧痕が明瞭である。頸部内面にも指頭圧痕がみられるが，ナデ消し

ている。内面は黒褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

11はかなり大形の土器口縁片であるが器種を定かにはできない。壺又は深鉢であろうか。内

面には指頭圧痕がみられるか，全体に風化のため調整法は不明。黄褐色を呈し，胎土にはやや

少なめに砂粒を含み，焼成は不良。

12は小形の黒塗り磨研壺の胴部片で，胴部最大径は10.4cmに復原でぎる。内面は横方向条痕，

肩部は幅広の横方向ミガキで，胴中央部はナデ。内面は暗褐色，外面は茶褐色の地の上に黒色

顔料を塗っている。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良。

13は黒色磨研壺の頸から胴部にかけての二つの破片からなる。肩部には段をつくる。内面は

ナデで肩部内面は指頭圧痕がみられる。外面は横方向ミガキ。内面は灰褐色，外面は淡黒色。

胎土にはやや多めに砂粒を含み，焼成は良。

14は黒色磨研壺の胴部破片である。内面はナデ，外面は横方向ミガキ，内外ともに黒色を呈

し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は不良。

15は壺の肩部片である。内面はナデで，肩部には指頭圧痕がみられる。外面は風化のため調

整法不明。内面は暗褐色，外面は明茶褐色を里する。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

16は黒色磨研壺の肩部片である。肩部内面には指頭圧痕が明瞭である。外面は横方向ミガキ，

内面は黒褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。 9・10と同一個体の可能性が

つよい。

17は丹塗り磨研瑶である。口径は小片なので不確実ではあるが17cm程に復原でぎる。内外と

もに横方向ミガキ。丹は紫紅色を呈する。胎土には微最の砂粒を含み，焼成は良好。

18は黒色磨研浅鉢の破片である。口径は21.2cmに復原できる。内外ともに横方向ミガキ。内

面は黒色，外面は黒褐色を呈する。胎土には石英・雲母の細粒を含む。焼成は良好。

19は黒色磨研浅鉢の破片である。頸部の内傾と口縁の外反はつよく，古い要素を残している。

内外ともに横方向ミガキ。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

20は黒色磨研浅鉢であるが，風化のためミガキ方向は不明。胎土には砂粒を多く含み，焼成

は不良。

21は浅鉢の破片である。風化のため調整法は不明。内面は黒褐色，外面は黒褐色～茶褐色を

呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

22は浅鉢の破片である。内外ともに風化のため調整法は不明。現状は黒褐色を呈するが，本

来は黒色磨研であったと思われる。胎土には砂粒を少量含み，焼成は不良。

23は直立する甕の口縁片である。内面は横方向の擦過，外面は縦方向の擦過であるが，器表の
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剥落がいちじるしい。内面は黒褐色，外面は暗茶褐色。胎土にはやや少量の砂粒を含み，焼成は良。

24は直立する甕の口緑片である。内面は横方向擦過，外面は風化のため不明。暗茶褐色を呈

し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

25は直立する甕の口緑片である。内面は口縁下 1.3cmまでは横方向の擦過，それより下はや

や斜方向の擦過。焼成前に口縁にひび割れが生じ，それを補修した痕跡が残っている。内面は

黄褐色，外面は黒褐色。胎上には砂粒を少量含み，焼成はやや良好。

26は直立する甕の口縁片である。内外とも風化のため調整法は不明。黄白色を呈し，胎土に

は微量の砂粒を含み，焼成は不良。

27は直立する甕の口縁片である。風化のため内外ともに調整法は不明。暗褐色を呈し，胎土

には砂粒を多く含み，焼成は不良。

28は直立する甕の口縁片で，口径は21.5cmに復原できる。口縁には棒状工具による刻目を施

す。内面には一部指頭圧痕がみられるが，風化のため内外ともに調整法不明。内面は淡赤掲色，

外面は暗褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

29は直立する甕の口縁片で，口径は24cm程に復原できる。口縁には棒状工具による刻目を施

している。内面は風化のため調整法不明，外面はナデ。内面は淡赤褐色，外面は暗褐色を呈し，

胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや良好。

30は直立する甕の口縁片で，口縁には棒状工具による大きな刻目を施し，その間の口縁上端

は棒状工具で押圧し，凹凸をつくっている。内外ともに横方向のナデ調整。褐色を呈し，胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

31は直立する甕で，口縁部がわずかに外反している。口縁には棒状工具による刻目を施して

いる。内外ともにナデ。内面は淡黄褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，

焼成は良。

32は匝立する甕で， 口緑部はわずかに外反ぎみである。口縁には棒状工具による刻目を施し

ている。内外ともに風化のため調整法不明。内面は暗灰緑色，外面は黒褐色を呈し，胎土には

砂粒を多く含み，焼成は不良。

33は直立する甕で， 口縁はわずかに外反ぎみである。口縁には棒状工具による刻目を施して

いる。内面は風化のため調整法は不明であるが，指頭圧痕が不明瞭ながらみられる。外面はナ

デ。内面は淡赤褐色，外面は暗茶和色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成はやや良好。

34は直立する甕で， 口縁はわずかに外反ぎみである。口緑には棒状工具によるやや大きな刻

目を施している。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は淡赤褐色，外面は暗茶褐色を呈

し，胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや不良。

35は直立する甕の口縁片で，口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデで指頭圧痕

がみられる。外面は横方向のナデ。内面は淡赤褐色，外面は暗赤褐色を呈する。胎土には砂粒
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を多く含み，焼成は良。

36は直立する甕の口緑片で， 口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともに風化のため

調整法は不明。赤褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

37は直立する甕の口縁片で， 口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面は風

化のため不明。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈し，胎土には石英・雲母等を多く含み，焼成

は不良。

38は直立する甕の口緑片で， 口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。内面

は茶褐色，外面は淡黒褐色。胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや良。

39は直立する甕の口縁片で， 口縁にはヘラによる刻目を施す。内面は風化のため調整法不明，

外面はナデ風の横方向擦過。内面は暗褐色，外面は黒褐色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，

焼成は良好。

40は直立する甕の口緑片で，口縁の外側に棒状工具で大きな刻目を施した凸帯を貼付してい

る。内面は指頭圧痕の上から横方向擦過，外面は横方向擦過。茶褐色を呈し，胎土にはやや少

なめに砂粒を含み，焼成は良好。

41は肩で屈曲する甕の口縁片で，口縁には棒状工具による刻目を施している。内外ともナデ

調整，外面は器表の剥落がいちじるしい。内面は灰褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には砂

粒をやや多く含み，焼成は良。

42は肩で屈曲する甕の口縁片で，口縁には棒状工具による刻目を施している。内面は指頭圧

痕の上からナデ，口緑内面はヨコナデ，外面はナデ。内面は淡赤褐色，外面は黄褐色を呈し，

胎土には砂粒をやや少なめに含み，焼成良好。

43は肩で屈曲する甕の口縁片で，口縁には棒状工具による刻目を施す。内外ともに横方向の

擦過。内面は茶褐色，外面は黒色，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良。

44は肩で屈曲する甕の口緑片である。頸部の内傾度はつよい。口緑にはヘラによる刻目を施

す。内面には指頭圧痕がみられるが，内外とも風化のため調整法不明。内面は茶褐色，外面は

暗茶褐色，胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや良。

45は肩で屈曲する甕の口縁片で，口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面

は横方向ナデ。黒褐色を里し，胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや良好。

46は肩で屈曲する甕の口縁片で，口縁にはヘラによる刻目を施している。内外とも風化のた

め調整法不明。内面は黄褐色，外面は暗褐色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は不良。

47は肩で屈曲する甕の口縁片で，口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はハケ目の後

ナデ消し，外面はナデ。内面は茶褐色，外面は黒掲色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成

は良。

48は肩で屈曲する甕の肩部片で，肩には棒状工具による刻目を施した凸帯を貼付している。
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内面は横方向条痕で，頸部はその上からナデを加えている。外面は横方向の粗い擦過，凸帯の

上下はヘラによる削りとりで面どりしている。黒色を呈し，胎土にはやや少なめに砂粒を含み，

焼成は良好。

49は肩で屈曲する甕の肩部片で，肩には棒状工具による大きな刻目を施した凸帯を貼付して

いる。内面はナデ，外面は風化のため調整法不明。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は不良。

50は肩で屈曲する甕の肩部片で，肩には爪による刻目を施した凸帯を貼付している。内面は

条痕，外面は粗いナデ仕上，凸帯上部はヨコナデ。内面は灰黒色，外面は黒色。胎土には砂粒

をやや少量含み，焼成は良好。

51は肩で屈曲する甕の肩部片で，肩には爪による刻目を施している。内面は横方向の擦過，

外面の頸部は風化のため不明，胴部はナデ。内面は淡黄褐色，外面は淡黒褐色。胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良。

52は復原径 6.5cmの底部である。内面はナデ，外面の多くは器表が剥落しているが，板木口

による擦過の起点痕が残っている。暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

53は復原径10cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は淡赤褐色，外

面は黄褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

54は復原径 8.6cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。黄褐色を呈し，胎

土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

55は復原径 8.2cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法不明。内面は黄褐色，外面

は黒褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

56は復原径 8.9cmの底部片である。内外ともに調整法不明。茶褐色を呈し，胎土には砂粒を

多く含み，焼成は不良。

57は復原径 9.2cmの底部片である。外面は横方向擦過，内面は風化のため不明。内面は暗褐

色，外面は赤褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

58は復原径 7.9cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黄褐色，外

面は二次的火熱を受けて赤褐色を呈する。胎上には砂粒を多く含み，焼成は不良。

59は復原径 8.9cmの底部片である。内面は横方向の擦過，外面は風化のため不明。内面は黒

褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

60は復原径 9.6cmの底部片である。内面には指頭圧痕がみられる。外面は風化のため不明，

外底はナデ。内面は茶褐色，外面は淡赤褐色を呈する。胎上には砂粒を多く含み，焼成はやや

良。

61は復原径 8.6cmの底部片である。外面には指頭圧痕がみられるが，内面は風化のため不明。

茶褐色を呈し，胎士には砂粒をやや少量含み，焼成不良。
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62は復原径 8.8cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法不明。内面は明茶褐色，外

面は暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

63は復原径 8.4cmの底部片で，内外ともに風化のため調整法不明。内面は黒褐色，外面は茶

褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

64は復原径 9.7cmを測る底部片である。内面は指頭圧痕の上からナデ，外面は風化のため不

明，外底は板木口によるカキトリ。内面は黄褐色，外面は赤褐色で，二次的火熱を受けてさら

に赤変している。胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

65は復原径 9.4cmの底部片である。内面はナデ，外面には不明瞭ではあるが指頭圧痕がみら

れる。外底はナデ。赤褐色を呈するが外面は二次的火熱を受けさらに赤変している。胎土には

砂粒を多く含み，焼成は不良。

66は復原径 9.7cmの黒色磨研浅鉢の底部である。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ。胎土

には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

67は復原径 7.8cmの底部片で，内面に指頭圧痕がみられるが，内外ともに風化のため調整法

は不明。茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

68は復原径 9.2cmの底部片である。内面は擦過のあとナデを加えているが，数個の幅15mm前

後の擦過の起点痕がみられる。外面も擦過のあとナデを加えているが，幅20mm前後の擦過の起

点痕が残っている。茶褐色を呈し，胎上には砂粒を多く含み，焼成は良好。

69は復原径12.3cmの底部片である。外面には不明瞭ながら指頭圧痕がみられるが，内外とも

に風化のため調整法は不明である。内面は黄褐色，外面は明茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多

く含み，焼成は不良。

70は復原径10.lcmの底部片である。内面には指頭圧痕がみられ，外面には擦過と思われる大

きな整形痕がみられる。外底はナデ。内面は黒褐色，外面は淡赤褐色を呈し，胎土には砂粒を

多く含み，焼成は不良。器形は新しい感じをうけるが，つくり・胎土・調整等夜臼期のものと

してまちがいない。

71は甕の胴部片を利用した円盤である。径は 5.4cm。面を整えただけで，内外ともに加工は

加えてないが，風化のため調整法は不明。黄褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不

良。

72は壺胴部片を再利用した円盤である。径は 4.0cm。壺の外面はミガキをそのまま残し，内

面は少し磨って直にしている。内面は赤褐色，外面は茶褐色。胎土には砂粒を多く含み，焼成

は良好。

73は土器片利用の円盤片である。図示した面は土器の外面にあたる。土器の内面にあたる部

分は磨って直にしている。外面は黄褐色，内面は黒色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼

成不良。
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以上の土器は11号住居跡に伴うものである。

74は高外口縁片である。口縁には粘土帯を貼付し，鋤先口縁をなす。内傾度と口縁部の発達

具合からすると中期初頭頃のものと考える。外面には不明瞭ながら丹塗りの痕跡が認められる

が，風化のため調整法は不明。地は黄褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

75は逆L字状口縁を呈する甕口緑片で，その未発達さと内傾度から74と同時期の中期初頭頃

のものと考えられる。淡黄色を呈し，胎士にはやや少量の砂粒を含み，焼成は不良。

76は丹塗り壺の胴部片である。内面はナデ，外面は粗いハケ目のあと丹塗りを加えている。

地は黄白色，丹は濃赤色。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良。

77は甕底部で底径 5.4cmを測る。丸底化の傾向がみられる。内面はハケ目のあとナデ，外面

は細いハケ目を施す。黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。大きな黒斑が

底部から外底にかけてみられる。

78は復原径 9.2cmの底部片である。丸底化の傾向がみられる。内面はナデ，外面は風化のた

め不明。内面は黒褐色，外面は赤褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

79は器台の破片である。底径は 8.3cmに復原できる。風化のため内外ともに調整法は不明な

点が多いが，内面は指によるもの，外面はヘラナデかと思われる。赤褐色を呈し，胎土には砂

粒を多く含み，焼成は良好。

76-79は弥生時代後期後半に位置付けられるもので，これらは43号住居跡に伴うものと考え

られる。

12号住居跡出土土器（第10図）

1は黒塗り磨研深鉢の口緑片である。内外ともに横方向ミガキであるが，口縁端と口縁下 1

cm弱の部分はヨコナデ。茶褐色の地の上に暗褐色の黒色顔料を塗っている。胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

2は黒色磨研の大形壺の肩部片である。内面は横方向条痕，外面は横方向ミガキ。胎土には

砂粒を少量含み，焼成は良好。

3は黒色磨研の浅鉢又は高杯の破片であるが，おそらくは高杯であろう。内外ともに横方向

ミガキ。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

4は直立する甕の口縁片で，口径は25cm程に復原できる。口縁は棒状工具による刻目を施し

ている。内面には指頭圧痕がみられるが，風化のため詳細は不明。外面は縦方向の擦過。内面

は淡黄色，外面は暗褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

5は直立する甕の口緑片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面は指頭圧

痕の上からナデ，外面は風化のため不明。内面は暗褐色，外面は茶褐色を呈し，胎土には砂粒
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第 10図 12号 住居跡出土土器（縮尺1/3)

を多く含み，焼成は不良。

6は直立する甕の口縁片で，口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は風化のため不明，

外面は横方向条痕。内面は黒褐色，外面は茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成はや

や良好。

7は径 7.8cmの底部である。外面は擦過，内面は板木口によるカキトリ，外底は幅18mm前後

の板木口によるカキトリで上げ底を呈している。内面は黒色，外面は赤褐色を呈し，胎士には

砂粒を多く含み，焼成は良好。

8は復原径 8.8cmの底部片である。内面は風化のため調整法不明，外面は板木口による擦過

の起点痕が残る。淡茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや良好。
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9は復原径 8.8cmの底部片である。内面と外底はナデ。外面は縦方向の擦過。内面は黄白色，

外面は淡茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

10は復原径10.2cmの底部片である。内底は条痕様のカキトリの痕跡がある。内面と外底はナ

デ，外面は粗いハケ目を施す。内面は黄白色，外面は茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，

焼成は良。

11は逆L字状口縁の甕口縁片である。口縁は未発達で内傾しており，中期初頭の特徴を示す。

黄褐色を呈し，胎土には砂粒を少最含み，焼成はやや良好。

12は甕の口縁片である。口縁内外はヨコナデ。黄白色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼

成は軟質で不良。弥生時代後期後半に属する。

13は高j:不の破片である。内面は横方向ミガキ，外面は風化のため不明。茶褐色を呈し，胎土

には砂粒を多く含み，焼成は不良。弥生時代後期後半のものである。

1 -10は12号住居跡に伴う土器であり， 11-13は上層から混入したもので， 12・13は43号住

居跡に伴うものと考える。

13号住居跡出土土器（第11-16図）

1は丹塗り磨研壺である。胴部最大径は19.5cmに復原できる。口縁は小片なので，胴部に合

せて復原した。口縁内面から外面は横方向ミガキ，肩部内面は横方向の祖いミガキ，胴下半部

は横方向の粗い条痕。内面は灰褐色，丹は深紅色。胎土には砂粒を微量に含み，焼成は良好。

2は丹塗り磨研壺の口縁片である。内面から口緑外面は横方向ミガキ，頸部は風化のためミ

ガキ方向不明。地は灰黄色で，丹は暗い朱色。胎士には砂粒を多く含み，焼成は良。

3は黒塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。淡茶褐色の地に黒色顔料を塗

る。胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良。

4は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面から口縁外面までは黒色，

頸部は灰褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

5は小形壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外は黄褐色部分と黒色

部分がある。黒斑かと思われるが，本来は黒色磨研であったかもしれない。胎土には砂粒を多

く含み，焼成は良好。

6は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は明るい朱色。

胎土には砂粒をやや多めに含み，焼成は良好。

7は大形の丹塗り磨研壺の口縁片である。頸部内面は指頭圧痕。口縁外面は横方向ミガキ。

口縁内面と，頸部は風化のためミガキ方向不明。地は黄褐色，丹はやや明るい朱色。胎土には

砂粒を多く含み，焼成は良好。
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8は丹塗り磨研壺の口縁小片である。内外とも横方向ミガキ。地は淡黄色，丹は淡赤色。胎

土には微量の砂粒を含み，焼成は不良。

9は丹塗り磨研の大形壺の肩部片である。内面は風化のため調整法不明。外面は横方向ミガ

キ。内面は白濁色，外面の地は淡黄色，丹は淡赤色。胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

10は丹塗り磨研の大形壺の口縁，肩部の破片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄白色

丹は深紅色。胎上には少量の砂粒を含み，焼成は不良。

11は丹塗り磨研の大形壺の頸部片である。内面指頭圧痕の上をナデ，外面は横方向ミガキ。

地は淡黄色で，丹は淡赤色。胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

12は丹塗り磨研の大形壺の肩部片である。内面はナデ，外面は横方向ミガキ。内面は茶褐色，

丹は淡赤褐色で，化粧土に近い感じである。胎士には砂粒を少量含む，焼成は良好。

13は丹塗り磨研壺の肩部片である。風化のため内面の調整法は不明，外面は横方向ミガキ。

内面は灰褐色，外面の地は黄褐色，丹は淡赤色。胎士には砂粒を少量含み，焼成は良。

14は丹塗り磨研壺の肩部片である。内面は風化のため調整法不明。外面はミガキ方向不明。

地は暗黄褐色で，丹は暗朱色。胎土には砂粒を少量含み，焼成は不良。

15は丹塗り磨研壺の肩部片である。内面は風化のため調整法不明。外面は横方向ミガキ。地

は黄褐色，丹は暗赤色。胎上には砂粒を微量に含み，焼成は良。

16は黒色磨研壺の肩部片である。肩部径は15.4cmに復原できる。内面は指頭圧痕の上をナデ，

外面は横方向ミガキ。内面は黒褐色，外面は黒色を呈する。胎上には砂粒を少贔含み，焼成は

良。

17は丹途り磨研塊の口縁片である。内面はミガキ，口縁内面から外面は横方向ミガキ。地は

暗赤色。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良。

18は黒色磨研塊の口緑片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には砂粒を微量に含み，焼

成は良好。

19は黒色磨研の方形浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は暗褐色，外面は

灰褐色。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

20は鉢で，復原口径15.2cmを測る。内面は斜方向ナデ，外面は風化のため不明。茶褐色を呈

し，胎士には砂粒を多く含み，焼成良好。

21は鉢で，復原口径は14.2cm, 復原底径は 9.7cm, 器高は 5.5cmを測る。内面はナデ，外面

は風化のため不明。内面は暗茶褐色，外面は黒褐色，底部は赤褐色を呈する。胎士には砂粒を

少量含み，焼成不良。

22は黒色磨研の境又は鉢である。復原口径は21.8cm。内面は茶褐色の化粧土の上からやや祖

い横方向ミガキ，外面は粗い横方向ミガキ，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

23は鉢の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。黄褐色を呈し，胎土には砂粒
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を多く含み，焼成は良い。

24は精製深鉢の口縁小片と思われる。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒褐色，外面は暗茶

褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

25は精製深鉢の口縁片で，復原口径は20.2cm。内外ともに横方向ミガキで，内面は暗赤褐色，

外面は黒褐色。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

26は黒色磨研浅鉢片で，肩部の復原径は18.8cm。口縁で外反し，口緑下には段をつくり，頸

部の長い，肩部でつよく段をつくるもので，古い形態を残している。内外とも横方向ミガキ。

胎土には砂粒を少量を含み，焼成は良。

27は26と同様の黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外とも横方向ミガキ。胎士には細粒の砂少

量を含み，焼成は良好。

28も前二者と同様の黒色磨研浅鉢肩部片である。内外とも横方向ミガキ。胎上には細粒の砂

微量を含み，焼成は良好。

29は前三者と同様の浅鉢の肩部小片である。暗褐色を呈しているが，本来は黒塗り又は黒色

磨研と思われる。内外とも横方向ミガキ。胎土には細粒の砂微量を含み，焼成は良。

30は黒色磨研浅鉢で，復原口径は16.5cm, 肩部径は18.5cmを測る。頸部はつよく内傾し，ロ

縁部はほぼ頂にたちあがる。内外ともに横方向ミガキ。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は

良。

31は浅鉢又は高杯の破片である。復原口径は13.9cm。内外ともに風化のため調整法は不明。

内面は淡黒褐色，外面は黄褐色を呈するが，本来は黒喰りでも施していたものと思われる。胎

土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

32は黒色磨研浅鉢で，復原口径は22.6cm, 肩部径は24cmを測る。頸部は短く，かつつよく内

傾し，口縁は外反する。内外とも横方向ミガキ。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成はやや不

良。

33は浅鉢で，復原口径21.3cm, 肩部径は21.5cm。外面の口縁から肩部は横方向ミガキ。肩部

下は斜方向擦過，内面と胴下半は風化のため不明。内面は赤褐色，外面は黒褐色を呈する。胎

土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

34は黒色磨研浅鉢の小片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には砂粒をやや多く含み，

焼成は良。 30と同一個体の可能性が大。

35は黒塗り磨研浅鉢の小片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈している。胎士に

は細粒の砂少量を含み，焼成は不良。

36は黒色磨研浅鉢である。内外ともに横方向ミガキ。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は不

良。

37は黒色磨研浅鉢の口縁小片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の砂を多く含

-35 -
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み，焼成は不良。

38は黒塗り磨研浅鉢の口縁小片である。内外ともに横方向ミガキ。淡茶色の地に黒褐色の顔

料を塗る。胎土には細粒の金雲母片を微量に含み，焼成は良好。

39は黒塗り磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。暗黄褐色の地の上に黒褐色

の顔料を塗る。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

40は黒色磨研の壺かと思われる。内外ともに横方向ミガキ。胎上には細粒の砂少量を含み，

焼成は良好。

41は浅鉢の肩部片である。内外とも風化いちぢるしいが，辛うじて横方向ミガキが観察でき

る。淡褐色を呈し，胎土には細粒の砂少量を含み，焼成は不良。

42は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内面と外面の肩より上は横方向ミガキ，肩より下は風化

のため不明。胎士には砂粒を多く含み，焼成は不良。

43は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内面から外面の肩までは横方向ミガキ，肩より下はやや

祖い横方向ミガキ。胎土には金雲母がやや多く，石英は少ない。焼成は不良。

44は黒色磨研浅鉢の肩部片で，肩部の復原径は19.7cm。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒

色，外面は灰褐色～黒色。胎士には砂粒を多く含み，焼成は良好。

45は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内面と外面の肩より上は横方向ミガキ，肩より下は風化

のため不明。胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

46は直立する甕の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。黒色を呈し，胎上に

は砂粒をやや多く含み，焼成は不良。

47は直立する甕の口縁片である。内面は横方向条痕，外面は風化のため不明。内面は暗褐色，

外面は黄褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

48は黒色磨研方形浅鉢の口縁片である。内外ともにヘラミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

49は直立する猥の口縁片で，口縁はわずかに外反ぎみである。内面はハケ目に近い感じの横

方向擦過，外面は条痕風の斜方向擦過。暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

50は直立する甕の口縁片である。内面はミガキ風の横方向擦過，外面は指による調整で，凹

部ができている。内面は黒色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

51は直立する甕の口縁片である。内面は横方向条痕，外面は口縁下を擦過のあとナデ，それ

より下は横および斜方向の擦過。内面は明茶褐色，外面は茶褐色で，外は二次的火熱を受けて

いる。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

52は直立する甕の口縁片である。内面は条痕のあとナデ，外面は横方向の条痕。淡茶褐色を

呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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53は直立する甕の口縁片である。内面から外面の口縁下は横方向擦過，それより下は縦方向

擦過。内面は黄褐色，外面は暗褐色を呈し，胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良。

54は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過，外面は擦過と思われる粗い調整で，凹凸

がいちじるしい。黄褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

55は直立する甕の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は明茶褐色，外

面は暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は不良。

56は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向ナデ。内面は茶褐色，外面は濃褐色を呈

し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

57は直立する甕で，口縁がわずかに外反ぎみである。内外ともにナデと思われる。内面は黒

色，外面は黒褐色。胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや不良。

58は直立する甕の口縁片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は赤褐色，外面

は黄褐色を呈する。外面の下半には黒斑が認められる。胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

59は直立する甕の口縁片である。口緑より 5-17mmの間に， 指頭（爪）押圧による刻目を施

している。内面は茶褐色，外面は暗黄褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は不良。

60は直立する甕の口縁片で，口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ調整。

淡黄色を呈し，胎土には砂粒を微量に含み，焼成は良好。

61は直立する甕の口縁片で，口縁にはヘラによる大きな刻目を施している。内外ともに横方

向ナデ。内面は淡茶褐色，外面は茶褐色を呈し，胎土には砂粒少量を含み，焼成は良好。

62は直立する甕で口緑はわずかに外反する。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は

風化のため，指頭圧痕の凹部しか観察できない。外面は横方向ナデ。黄褐色を呈するが，外面

は二次的火熱を受けてやや赤変している。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

63は直立する甕で，口縁はわずかに外反ぎみである。口縁には棒状工具による刻目を施して

いる。内面は粗いハケ目風の擦過，口緑内面はさらに指による横方向ナデ，外面は風化のため

不明。内面は茶褐色，外面は淡黄色で，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

64は直立する甕で，口縁下 2-3cm程のところに，凸帯を貼付し爪による刻目を施している。

内外ともにナデ，黒褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

65は直立する甕で，口縁外側に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。内面はナデ，

外面は横方向ナデ。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

66は直立する甕で，口縁外側に凸帯を貼付し，棒状工具で刻目を施している。内外ともに風

化のため調整法は不明。内面は黄褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼

成は不良。

67は直立する甕で，口縁下 4-12mmの間に凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施している。

内外ともに風化のため調整法は不明。淡黄色を呈し，胎土には砂粒を含み，焼成は不良。
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68は直立する甕で，口縁外側に凸帯を貼付し，条痕工具で押圧した刻目を施している。内面

は条痕で，口緑直下は横方向擦過で条痕を消す。外面は横方向擦過。黒色を呈し，胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。

69は直立する甕で，口緑よりわずかに下った位置に凸帯を貼付し，爪による刻目を施してい

る。内面はナデ風の横方向擦過，外面は横方向擦過。黒色を呈し，胎士には砂粒を少量含み，

焼成は良好。

70は直立する甕で，口縁よりわずかに下った位置に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施して

いる。内面は横方向条痕，工具原体幅は17-18mm。外面は横方向擦過。内面は淡茶褐色，外面

は茶褐色，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

71は直立する甕で，口縁よりわずかに下った位置に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施してい

る。内面は風化のため不明，外面は横方向擦過。内面は淡黒色，外面は茶褐色，胎土には砂粒

を少量含み，焼成はやや良。

72は肩で屈曲する甕の口縁片で，口縁には棒状工具による刻目を施している。内面は横方向

ハケ目，外面は縦方向ハケ目。淡褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

73は肩で屈曲する甕の口緑片で，口頸部の内傾度はつよい。口縁にはヘラによる刻目を施し

ている。内面は指頭圧痕の上からナデ，外面はナデ。内面は茶褐色，外面は暗褐色。胎土には

砂粒を少量含み，焼成は良好。

74は肩で屈曲する甕で，口頚部の内傾度はつよい。口縁にはヘラによる刻目を施す。内面は

風化のため調整法不明。外面はナデ風の横方向擦過。内面は暗茶褐色，外面は淡茶色を呈し，

胎土には砂粒をやや少なめに含み，焼成は良。

75は肩で屈曲する甕で，口頸部の内傾度はつよい。内面はナデ，外面は横方向ナデ。内面は

明茶色，外面は褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

76は肩で屈曲する甕の口緑片で，口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともに横方向

ナデ。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成良好。

77は肩で屈曲する甕の口緑片で，口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は指頭圧痕の

上からナデ，外面は横方向擦過。黒褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成良好。

78は肩で屈曲する甕で，口頸部は短くてつよく内傾するものである。口縁には爪による刻目

を施している。内面は横方向条痕をナデ消し，外面は横方向ナデ。内面は黒褐色，外面は茶褐

色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

79は肩で屈曲する甕で，口縁外側に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。内面は指

頭圧痕の上から横方向ナデ，外面は風化のため不明。内面は赤褐色，外面は黄褐色を呈し，胎

土には砂粒を少量含み，焼成は不良。

80は肩で屈曲する甕の口縁で，口縁下 6-16mmの間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を
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施している。内面はナデ，外面は横方向条痕と思われるが風化のため不明瞭である。内面は茶

褐色，外面は淡黄褐色で，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

81は肩で屈曲する甕の口縁片で，口縁外側に凸帯を貼付し，爪先による刻目を施している。

内面は風化のため調整法は不明，外面は横方向条痕。黒色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含

み，焼成は良好。

82は肩で屈曲する甕の肩部で，肩部には棒状工具による刻目を施す。内面はナデ，外面は風

化のため不明。内面は淡黄色，外面は黄白色で一部黒褐色。胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は不良。

83は肩で屈曲する甕の肩部片で，凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。内面は横方

向条痕，外面の肩より上は横方向ナデ，肩より下は横方向擦過。内面は暗褐色，外面は淡茶褐

色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

84は肩で屈曲する甕の肩部片で，肩部にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面

の頸部はやや粗いハケ目，肩より下はナデ風の横方向擦過。内面は茶褐色，外面は淡黄褐色を

呈するが，肩上下にかかる大きな黒斑がある。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

85は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には爪先による刻目を施している。内外ともに風化

のため調整法は不明。内面は黄褐色，外面は暗黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は不良。

86は肩で屈曲する甕の肩部片で，凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。内面はナデ，

外面の肩より上は横方向ナデ，肩より下はナデ。内面は黒色，外面は暗赤褐色で，胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良。

87は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内外ともに風化

のため調整法は不明。肩の接合面は擬口緑を呈している。暗黄褐色を呈し，胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良。

88は径 8.0cmの底部である。かなり上げ底を呈する。全体にナデ調整。内底は暗褐色，外底

は淡赤褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

89は復原径 9.4cmの甑底部である。焼成後に底部を外→内へ穿孔している。孔径は 3-4 cm程

のものと思われる。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は白濁色，外面は黄褐色を呈し，

胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

90は復原径 9.8cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法不明。暗褐色を呈し，胎土

には砂粒を多く含み，焼成は不良。

91は復原径 9.7cmの底部片である。内面は指頭圧痕の上からナデ，外面は縦方向擦過，底部

外側から外底はナデ，淡赤褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

92は復原径 5.2cmの底部片である。いわゆる円盤貼付である。内面はナデ，外面は不明。内
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面は淡茶色，外面は暗褐色，底部外側から外底にかけては二次的火熱を受けて赤褐色に赤変し

ている。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良。

93は復原径 7.6cmの底部片で，外底は板木口によるカキトリでわずかに上げ底を呈する。内

外ともに風化のため調整法は不明。黄褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

94は復原径 9.2cmの底部片である。内面は横方向条痕，外面は縦方向条痕。外底は板木口に

よるカキトリでやや上げ底を呈する。内面は黒色，外面は暗褐色を呈し，胎土には砂粒を少量

含み，焼成は良。

95は復原径 6.0cmの底部片で，いわゆる円盤貼付である。内外ともに風化のため調整法は不

明，外底は板木口によるカキトリで，やや上げ底を呈する。内面は茶褐色，外面は淡茶褐色を

呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は不良。

96は復原径 9.1cmの甑底部である。底部中央に外→内へ穿孔している。孔径は 3-4cm程の

ものであろう。黄白色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

97は復原径 8.8cmの底部片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は茶褐色，外

面は黄褐色，外底は淡赤褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

98は復原径 9.3cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は縦方向擦過。擦過工具の原体

幅は23-24mm。茶褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

99は復原径 5.4cmの底部片である。内外ともにナデ，外底はカキトリのあとナデを加えてい

る。かなりの上げ底を呈する。暗褐色を呈するが，底部外側から外底にかけては二次的火熱に

より赤褐色に赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

100は復原径7.4cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法不明。内面は黄褐色，外面

は赤褐色を呈し，胎上には砂粒を多く含み，焼成は不良。

101は復原径7.8cmの底部片である。内面はナデ，外面は風化のため調整法不明。茶色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

102は径7.4cmの底部である。外底はナデ，他は内外とも風化のため不明。内面は黄褐色，外

面は茶褐色～赤褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

103は復原径7.3cmの底部片である。内外ともに風化のため不明。内面は淡黒色，外面は淡赤

褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は不良。

104は復原径8.8cmの底部片である。内外ともにナデ。内面は黒色，外面は黄白色を呈し，胎

土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

105は復原径5.7cmの底部片で，底部はだらけており，丸底に近いといえる。内面はナデ風の

擦過，外面は縦方向擦過，底部外側は横方向擦過。内面は黒褐色，外面は淡赤褐色を呈し，胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

106は復原径12.2cmを測る大形甕の底部片である。内面は指によるナデ，外面は縦方向擦過，
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外底は擦過の上からナデ。内面は赤褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，

焼成は良好。

107は復原径8.7cmの底部片である。内外ともにナデ，外底は板木口によるカキトリ。黄褐色

を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

108は黒色磨研浅鉢の底部片で，復原径は 7.0cm。内面はミガキ，外面は風化のためミガキ方

向不明。細粒の砂を多く含み，焼成は良。

109は復原径7.5cmの底部片である。内面は板木口による擦過で，工具原体幅は約20mm, 外底

はナデ，外面は風化のため不明。外底には籾圧痕がある。長さは6.6mm,幅は2.9mm, 茫長は2.1

mm, 長幅比は2.28。内面は黄褐色，外面は茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

llOは復原径7.6cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は淡茶色，外

面は茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

lllは復原径7.6cmの底部片である。内面は指頭圧痕の後ナデを加える。外面は擦過で，底部

外側には起点痕が残っている。エ具原体幅は23mm, 外底はナデ，淡茶色を呈し，胎士には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

112は復原径7.7cmの底部片である。内面はナデ，外面は風化のため不明，外底は板木口によ

るカキトリでわずかに上げ底を呈する。茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

113は復原径8.4cmの底部片である。内面は擦過，外面は風化のため不明。内面は黄白色，外

面は暗褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

114は復原径10.2cmの底部片である。内面は指頭圧痕の上からナデ，外面は風化のため不明。

内面は黒褐色，外面は赤褐色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は不良。

115は復原径6.7cmの底部片である。外面は縦方向の擦過，内面は風化のため不明。内面は赤

褐色，外面は茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

116は黒色磨研浅鉢の底部片で，復原径は 5.4cmを測る。内外ともにミガキ，外底は板木口に

よるカキトリで上げ底を呈する。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

117は復原径7.8cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は淡黄色，外

面は淡赤褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

118は土器片利用の円盤の破片である。円盤に加工して面どりするのみである。内外ともにナ

デ。土器外面は淡赤色，土器内面は，黄白色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

119は土器片利用の円盤である。径は4.3cm。上器の外面は条痕のあとナデ，内面はナデ。茶

褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

120は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向条痕。内面は茶褐色，外面は褐色を呈し，

胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。
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121は直立する甕の口緑片で，内外ともに横方向擦過。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

以上の士器は13号住居跡に伴うものである。

122は床面下の縄文式土器である。直立する甕の口縁小片である。外面は横方向擦過，内面は

不明。黄褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は不良。

123も同じく床面下の縄文式土器の甕胴部小片である。内外ともに横方向の擦過。茶褐色を呈

し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良。

124も同じく床面下の縫文土器片である。内外ともに風化のため調整法は不明。凹線文がみら

れる。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は不良。

125も同じく床面下の縄文式士器片である。内面は横方向条痕，外面には凹線がみられる。茶

褐色を呈し，胎上には砂粒を多く含み，焼成は不良。

126は同じく床面下の縄文式土器の口縁片である。二枚貝の貝殻腹縁の押圧による沈線風の文

様がみられる。内面は擦過と思われる。茶色を呈し，胎土にはわずかながら大粒の砂を含む。

焼成は良。

127は同じく床面下の縄文式土器片で，大きな凹線と刺突文を加えた文様と思われる。外面は

ナデ仕上げ，内面は風化のため不明。黄褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は不良。

128も同じく床面下の縄文式土器片で，凹線文がみられる。風化のため内面の調整痕は不明。

茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

129も同じく床面下の縄文式士器口緑片である。内面は条痕，口縁上面には刺突文を左→右方

向へ施し，外面には縦方向の凹線文がみられる。茶褐色を呈し，胎士には大粒の砂微量と，細

粒の金雲母等を含み，焼成は良好。

130は13号住居跡内に設けたトレンチより出土したもので，同じく床面下の縄文式土器と思わ

れる。口緑は直立しているが， しだいにひろがっていくようである。内外ともに粗い擦過を施

す。内面は暗茶褐色，外面は黒色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は良好。

131は床面下の縄文式士器片である。内面は粗い擦過，外面は不明な点が多いが，斜方向に文

様もしくは，条痕がみられる。茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

122-131の縄文式士器は13号住居跡と 16号住居跡で多くみられた。これらについては後節で

詳述するが，織文時代前期のものと考えられる。

132は板付 I式の壺口縁片である。復原口径は12cm。内外ともに横方向ミガキ。内面は黄白色，

外面は淡茶色を呈する。胎上には砂粒を多く含み，焼成は不良。

133は壺の肩部で，横沈線と羽状文をヘラ施文し，それに赤色顔料を入れている。内面は風化

のため調整法不明，外面はミガキ。内面は灰黒色，外面は淡黄色を呈し，胎土には砂粒少量を

含み，焼成は良。板付 I式に属する。
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134は板付 I式の高j:不口縁片である。内面は横方向ミガキであるが，外面は風化のため不明。

内面は淡茶色，外面は灰黒色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は不良。

135は板付 I式の甕口縁片で，口唇部にはヘラによる刻目を施している。内面の口縁直下は横

方向ハケ目，それより下は指頭圧痕の上からナデ。外面の口縁直下はヨコナデ，それより下は

横方向ハケ目。内面は茶褐色，外面は暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

136は板付 I式の甕口縁片で，口唇部にはヘラによる刻目を施す。内面はナデ，口縁直下はヨ

コナデ，外面は縦方向の粗いハケ目。黒褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

137は板付 I式の甕口緑片で，口唇部にはヘラによる刻目を施している。口縁下をヨコナデす

る他は内外ともハケ目をナデ消している。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色を里し，胎士には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。

138は板付 I式の甕口縁片である。口唇部にはヘラによる刻目を施している。口縁内面は横方

向ハケ目，外面口縁下はヨコナデの他は内外ともにナデ。内面は茶褐色，外面は黒褐色を呈し，

胎士には砂粒を少量含み，焼成は良好。

139は板付 I式の甕口縁片で，口唇部にはヘラによる刻目を施している。内外ともにハケ目を

施すが，口縁内面の横方向は粗いハケ目で他と異る。内面は暗褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎

土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

140は板付 I式の甕口緑片で口唇部にはヘラによる刻目を施している。内面は縦方向の祖いハ

ケ目の上からナデ，口縁下は横方向のハケ目，外面は縦方向のハケ目で，口縁下はヨコナデを

加えている。内面は黒色，外面は暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

141は板付 I式の甕口縁片で，口唇部にはヘラによる刻目を施している。内面は風化のため調

整法は不明。外面は縦方向ハケ目で口縁下はその上からヨコナデを加えている。黄褐色を呈し，

胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良。

142は板付II式の甕口縁片で，復原口径21.6cmを測る。口縁下端に部分的にヘラによる刻目

が施されている。内面は横方向ハケ目， 口緑内面から外面はナデ。内面は黄褐色，外面は茶褐

色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

143は板付II式の甕口縁片で，口縁下端にはヘラによる刻目を施している。内外ともに風化の

ため調整法は不明。淡黄色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

144は板付II式の甕口縁片で，口縁下端にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面

はハケ目で口縁下はさらにヨコナデを加えている。内面は黄褐色，外面は淡褐色を呈し，胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

145は板付II式の甕口縁片で，口縁下端にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面

は風化のため不明。黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

146は板付II式の甕口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。黒褐色を呈し，胎土
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には少景の砂粒を含み、

147は壺口縁片である。

焼成は不良。

u緑下には段をつくり占い要素を残している。板付II式の口い段隋の

ものであろう。調整法は内外ともに風化のため不明。黄褐色を呈し，

み，焼成は良。

胎土には少量の砂粒を含

148は口縁上端に粘士帯を貼付する壺の口緑片で，復原n径は18.8c111, 内外ともに横方向ミガ

キを加える C 茶褐色を呈 し． 胎上には少呈の砂粒を含み， 焼成は良好。板付1I式に属する。
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149は小形壺で，器高15.4cm, 復原口径9.9cm, 底径 6.0cmを測る。口縁内外は横方向ミガキ，

外底はナデ，他は風化のため不明。黒色部分と黄褐色部分があり，胎土には多贔に砂粒を含み，

焼成は不良。板付II式に属する。

認2-149の板付 I・II式の土器の多くは 13号住居跡の西南部から出土したもので， W ー 1区

とした部分，とくに17号 ・33号住居跡の西端から， 35号住居跡の南半の下層， 39号・ 41号・ 42

号住居跡の上層に形成されていた包含層の一角をなしていたものと思われるが，これらの時期

の遺構は検出できなかった。

150は逆L字状口縁をなす甕口縁片で，復原口径は23cmを測る。内傾の度合，口縁の未発達の

状態から中期初頭のものと考える。黄褐色の地に赤味を帯びた化粧土をかけている。胎土には

砂粒を多く含み，焼成は良。

151は逆L字状口縁の甕口縁片である。調整法は内外ともに風化のため不明。赤褐色を里し，

胎士には砂粒をやや多く含み，焼成は不良。 中期前半に比定できる。

152は復原径7.7cmの底部である。内外ともに風化のため調整法は不明。黄褐色を呈するか，

底部外側から外底にかけては二次的火熱を受けて赤変している。胎士には砂粒を多く含み，焼

成は不良。弥生時代前期のものと考える。

153は復原径9.2cmの底部片である。内面はナデ，外面はハケ目の上からナデを加えている。

外底はわずかに上げ底でナデ調整。黄褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。弥

生時代前期のものである。

154は復原径6.6cmの壺底部である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は淡茶色，外

面は淡黄色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。弥生時代前期のものと考える。

155は径8.4cmの底部である。内面は風化のため調整法不明。外面には甕棺内面にみられるも

のと同様の祖いハケ目様の擦過，外底は祖いナデ。内面は暗黄褐色，外面は茶色を呈し，胎士に

は砂粒を多く含み，焼成は良。弥生時代前期のものである。

156は，袋状口縁壺の口縁片である。口緑はほぼ直立に近くなっている。復原口径は10.6cmを

測る。口緑内面はハケ目の上からナデ，頸部はナデ，外面はヨコナデ。黄白色を呈し，胎土に

は砂粒を多く含み，焼成は良好。弥生時代後期後半のものである。

157は丹塗り磨研壺の口縁片である。内面は風化のため調整法不明，外面は横方向ミガキ。地

は黄褐色で，丹は暗赤色を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。弥生時代後期後

半のものかと考える。

158は壺の肩部片である。凸帯周辺はヨコナデ，他は内外ともにナデ。茶褐色を呈し，胎土に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。弥生時代後期後半のものであろう。

159は壺の胴部片である。内面はナデ，外面はハケ目のあとナデ，凸帯周辺はヨコナデ。内面

は黄褐色，外面は茶色，凸帯は黄白色を里する。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良。弥生時
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代後期後半のものであろう。

160は胴部破片である。内面はナデ，外面はハケ目，凸帯周辺はヨコナデ。茶褐色を呈し，胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

161は高坪口縁片で，復原口径は33cmと大きい。口縁内面は暗文風の縦方向ミガキ，体部内面

はハケ目のあとナデ，口縁外面は横方向ハケ目のあとヨコナデ，体部外面は横方向ミガキ。褐

色の地に黄白色の化粧土をかけてから先の調整を施している。胎土には砂粒を少量含み，焼成

はやや不良。弥生時代後期後半に属する。

162は弥生時代後期後半の高杯片である。調整法は内外ともに風化のため不明。黒褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は不良。

163は弥生時代後期後半の高杯で，内面はナデ， とくに屈折部は指によるナデ。外面は横方向

ミガキ。内面は茶褐色，外面は黄褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良。

164は甕の口緑片である。内外ともに風化のため調整法は不明。淡黄色を呈し，胎土には細粒

の砂を微量に含む。焼成は不良。弥生時代後期後半のものであろう。

165は小形の鉢である。器高は5.0cm, ロ径は 7.0cm。内面はナデ，外面は指による整形の後

ナデを加えている。茶色を里し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。弥生時代後期後半に属

する。

166は器台片で，復原径は12.4cm。内外ともに風化のため調整法は不明。茶褐色を呈し，胎土

には砂粒を多く含み，焼成は不良。弥生時代後期後半に属する。

167は鉢で，復原口径は18cm。口縁内外はヨコナデ。内面はハケ目をナデ消しているが，起点

痕だけが残っている。外面はナデ。内面は淡茶色，外面は暗褐色を呈する。胎土には砂粒を多

く含み，焼成は良。弥生時代後期後半のものと考える。

168は径9.8cmの底部である。底部はややだらける傾向が生じている。内外ともに風化のため

調整法は不明。茶褐色の地に黄色の化粧土をかけている。胎土には砂粒を多量に含み，焼成は

不良。弥生時代後期後半に属する。

169は復原径9.8cmの底部で，底部はだらける傾向が生じている。内外ともに風化のため調整

法は不明。内面は灰褐色，外面は黄褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。弥生

時代後期後半に属する。

156-169のこれら弥生時代後期後半に比定される土器は， 35号・ 37号住居跡のいずれかに伴

うものであることはまちがいない。

170は須恵器沐蓋の破片である。内外ともにヨコナデ。灰青色を呈し，胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は硬質にて良好。奈良時代後半頃のものであろう。

171は土師器杯片である。内外ともにヨコナデ。黄褐色を呈し，胎土には微細な雲母片等を含

み，焼成は良。平安時代初期のものである。
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172は須恵器胴部片である。内面は平行線タタキ，外面は格子目タタキがのこる。灰黄色を呈

し，胎土には精選粘士を使用している。焼成は軟質で，いわゆる生焼きである。奈良～平安初

期のものである。

14号住居跡出土土器（第17図）

1は壺の口縁片である。復原口径は 15.3cm。内外ともに風化のため調整法は不明。暗褐色～

黒色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は不良。

2は黒色磨研壺の口縁片である。内面は風化のためミガキ方向不明，外面は横方向ミガキ。

胎士には砂粒を少量含み，焼成は不良。

3は壺の口縁片である。口縁内面はヨコナテ‘ヽ，他は内外ともに不明。内面は暗茶褐色，外面は

茶色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は不良。

4は丹塗り磨研碗の口緑片である。内外ともに風化のためミガキ方向は不明。地は茶褐色，

丹は暗赤色を呈する。胎土には精選枯士を用い焼成は不良。

5は浅鉢又は高杯の破片で，復原径は13cm。内外ともに風化のため調整法は不明。灰褐色を

呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は不良。

6は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には精選粘土を用い，焼

成は良。

7は浅鉢の肩部片である。内面は黒色，外面は黄褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含

み，焼成は不良。

8は口緑が直に外反する小甕の破片である。内外ともに風化のため調整法は不明瞭であるが，

ミガキでないことは確実である。内面は茶褐色，外面は淡褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を

含み，焼成はやや不良。

9は直立する甕の口縁片である。内面と口縁端は横方向擦過，外面ナデ。内面は茶褐色，外

面は暗茶褐色を呈し，胎上には砂粒を少量含み，焼成は良。

10は直立する甕の口縁片である。口緑には棒状工具による刻目を施している。内面はナテ‘、9

外面は擦過。内面は淡黄色，外面は暗褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

11は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内外ともにナ

デ。明茶色を呈し，胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

12は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施し，その下に爪先の押圧

がある。内面はナデ，外面は擦過。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良。

13は直立する甕で，口縁はわずかに外反している。口縁には棒状工具による刻目を施してい
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る。内外ともに風化のため調整法は不明。褐色を尾し，胎上には砂粒を少量含み，焼成は不良。

14は直立する甕で，口緑はわずかに外反する。口縁には棒状工具による刻目を施し，内面は

やや粗いハケ目のあと指頭圧痕がみられる。外面は祖いハケ目。内面は黄褐色，外面は褐色を

呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は良。

15は直立する甕の口縁片で，口縁はわずかに外反ぎみである。口縁には棒状工具による刻目

を施している。内外ともに横方向擦過で，外面の口縁下に沈線状のものがあるか，小破片なの

で全周する沈線であるか否かわからない。

16は直立する甕の口縁片である。口緑には棒状工具による刻目を施している。内面には指頭

圧痕はみられるが調整法は不明，外面は縦方向擦過。茶褐色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，

焼成は不良。

17は口縁でわずかに外反し，胴部でふくらむが，一応直立する甕の一種とみてよい。口緑に

はヘラによる刻目を施している。内面は祖いハケ目のあと指頭圧痕を，その上をさらにナデを

加えている。外面は縦方向の粗いハケ目のあと，ナデているか，ハケ目はよく残っている。茶

褐色～黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

18は直立する猥の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ調

整。内面は茶色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

19は肩で屈曲する甕の肩部片である。風化のため不明瞭ではあるが小さな刻目が施されてい

る。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は淡茶色，外面は黄褐色を呈し，胎土には砂粒

を多く含み，焼成は不良。

20は直立する甕で，口緑はわずかに外反ぎみである。口緑にはヘラによる刻目を施している。

内外ともに風化のため調整法は不明。内面は茶褐色，外面は黒褐色を呈し，胎士には砂粒を多

く含み，焼成は不良。

21は疸立する甕の口緑片である。口緑よりわずかに下る位置に凸帯を貼付し，ヘラによる刻

目を施している。内面は条痕のあとナデ，外面はナデ。黒褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含

み，焼成は良。

22は甕胴部片で，内面に籾圧痕がある。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黒色，

外面は暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を含み，焼成は不良。籾痕の長は 6.1mm, 幅は 3.1mm,

長幅比は1.97である。

23は甕胴部片である。調整法の資料として示した。内面は横方向擦過，外面は縦方向の祖い

擦過である。内面は茶色，外面は褐色を呈し，胎上には砂粒を多く含み，焼成は良好。

24は復原径 7.2cmの底部片である。内面に指頭圧痕がみられるが，風化のため内外ともに調

整法は不明。内面は茶褐色，外面は黄褐色を呈し，胎上には砂粒を多く含み，焼成は不良。

25は復原径 7.4cmの底部片である。内外ともにナデ，外底は板木口によるカキトリの後ナデ
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を加えている。内面は黒色，外面は赤褐色を呈し胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

26は復原径 5.8cmの円盤貼付の底部である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黄

色，外面は黒色～黒褐色で本来は黒色磨研であったと思われる。壺の底部であろう。胎土には

大粒の砂粒を少量含み，焼成は不良。

27は復原径 7.1cmの底部片である。内面と外底はナテ，底部外側は横方向擦過，他は風化の

ため不明。内面は茶色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

28は復原径 8.4cmの底部片である。内面には指頭圧痕がみられるが，風化のため内外とも不

明な点か多い。外底はナデ。黄褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

29は復原径 9.4cmの底部片である。内面と外面はナデ。外面は粗いハケ目のあとナデを加え

ている。茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

以上の土器は14号住居跡に伴うものである。

30は板付 I式の甕で，口縁には刻目を施している。内外ともに風化のため調整法は不明。黄

褐色～灰褐色を呈するが，外面は二次的火熱を受けて赤変している。胎土には砂粒を多く含み，

焼成は不良。

31は復原径 8.1cmの底部片である。内面には指頭圧痕がみられるが，風化のため調整法は不

明，外面はナデ。赤褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。弥生時代前期のもので

ある。

32は復原径10cmの底部片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は茶褐色，外面

は赤褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。弥生時代前期のものと思われる。

33は逆L字状を呈する甕の口緑片である。内外ともに風化のため調整法は不明。淡黄色を呈

し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は不良。中期初頭に比定される。

34は逆L字状を呈する甕の口縁片である。口縁外側はヨコナデであることがわかるが，他は

風化のため不明。内面は黄褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不

良。中期初頭に比定される。

35はく字状を里する甕口縁片である。胴部内面はナデ，口縁内面は横方向の粗いハケ目。ロ

緑外面はヨコナデ，胴部外面は縦方向の粗いハケ目。内面は茶褐色，外面は褐色を呈し，胎土

には砂粒を多く含み，焼成は良。後期後半に属する。この土器は43号住居跡に伴うものと考え

る。

15号住居跡出土土器（第18図）

1は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には砂粒をやや多く含み，

焼成は不良。
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2は板付 I式の甕口縁片である。口縁にはヘ

ラによる刻目を施している。内面は横，外面は

縦方向の粗いハケ目。茶色を呈し，胎士には少

゜量の砂粒を含み，焼成は良好。

三~ 
直

1 II!s'l\~ 爪疇
10cm 1 1 2 

15号住居跡は土器の量が少なく，図示できる
第 18図 15号住居跡出土土器

（縮尺1/3)
のは以上の 2点であり，時期確定が困難であるが，切合いの状況等からして浅鉢の時期のもの

と考えられる。したがって 2は上層の土器の混入と思われる。

16号住居跡出土土器（第19図）

1は黒色磨研の小形壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には砂粒を少量含み，

焼成は良。

2は黒色磨研壺の口緑片である。内外ともに横方向ミガキ。暗褐色を呈し，胎土には精選枯

土を使用し，焼成は不良。

3は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎士には砂粒をやや多く含み，

焼成は不良。

4は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には砂粒を微量に含み，焼

成は不良。

5は大形壺の肩部片である。肩には段をつくる。内面は風化のため不明な点が多いが，肩部

内面には指頭圧痕がみられる。外面は横方向ミガキ。内面は灰褐色，外面は黄褐色を呈し，胎

土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

6は黒塗り磨研境の口緑片である。口緑内外は横方向ミガキ，内面の下半は縦・斜方向のミ

ガキ，外面下半は斜方向のミガキ。茶色の地に黒褐色の顔料を裕っている。胎土には精選枯土

を使用しており，焼成は良好。

7は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内面は横方向ミガキ，外面はミガキ方向不明。肩の直上

に沈線様のものがあるが，はっきりと沈線とはいえず，又，小片なので全周するか否かもわか

らない。細粒の石英・金雲母等を含み，焼成は不良。

8は浅鉢の肩部片である。風化のため内外ともに調整法は不明。暗褐色を呈しており，本来

は黒色磨研土器と思われる。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は不良。

9は肩で屈曲する甕の肩部片と思われる。内面下半は横方向擦過，上半はハケ目，外面はハ

ケ目と擦過を併用しているが，同ーエ具によるものとは思われない。内面は茶褐色，外面は暗

茶褐色を呈する。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良。

10は直立する甕の口縁片である。内面は祖い横方向擦過，外面は横方向擦過。内面は黒色，
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第 19図 16号住居跡 出 ,-_t器 （縮尺1/3)

外面は暗褐色を呈し，胎 1--:には砂粕を少讚含み，焼成は良。

11は直立する甕の口緑片である。口緑にはヘラによる刻Hを施している，， 1付面はナデ，外血

は横方向条痕。内血は茶褐色，外面は晃褐色を呈し，胎十には砂粒をやや多く含み，焼成は良"

12は直立する甕のU緑片である。口縁外側に凸帯を貼付し．条痕工具による亥lj目を施してい

る。内外ともに横方向条痕。内面は箕褐色，外面は黒色を弔し．胎十ーには少蘊の砂粒を含み、

焼成は良好。
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13は直立する甕の口縁片である。口縁より 5-15mmの間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内面ナデ，外面は風化のため不明。黄白色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成

は不良。

14は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，爪による

刻目を施す。内外ともに横方向ナデ調整。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良

好。

15は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁より 6-15mm下った間に凸帯を貼付し，爪による

刻目を施す。内外ともにナデ調整。淡茶褐色を呈し，胎土には砂粒をやや少なめに含み，焼成

は良好。

16は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁より 4-13mmの間に凸帯を貼付し，棒状工具によ

る刻目を施す。内外ともに風化のため調整法は不明。黒褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含

み，焼成は不良。

17は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪によると思われる刻目を施し

ている。肩の直上に沈線様のものがみられる。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黄

白色，外面は淡黄色，胎土には砂粒を少量含み焼成は不良。

18は調整法の資料として図示した甕の胴部片である。内面は横方向擦過，外面は斜方向の粗

い擦過。暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成良好。

19は丹塗り磨研壺の底部である。底径は 4.8cmを測る。内面はナデ，外面は横方向ミガキ，

外底は板木口によるカキトリで，やや上げ底を呈する。地は黄褐色，丹は明るい赤色。胎土に

は砂粒を少量含み，焼成は良。

20は黒色磨研浅鉢の底部片である。復原底径は 5.4cm。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ。

黒褐色を呈し，胎土には精選粘士を用い，焼成は良好。

21は復原径 6.4cmの底部片である。内面と外底はナデであるか，外面は風化のため不明。内

面は黒色，外面は赤褐色を呈する。胎士には大粒の砂粒少量と，細粒の砂を多く含み，焼成は

良好。

22は復原径 8.0cmの底部片である。内面は擦過，外面は不明，外底はナデ。内面は黒色，外

面は赤褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

23は復原径 9.3cmの底部片である。内外ともにナデ調整。内面は黄褐色，外面は淡黄色を呈

し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

24は復原径 9.7cmの底部片である。内外ともにナデ調整で，指頭圧痕も認められる。内面は

黄褐色，外面は茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

以上は16号住居跡に伴う土器である。

25は床面下の縄文式土器の胴部片である。深い刺突文と浅い沈線文がみられる。黄褐色を呈
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し，胎土には少羅の砂粒を含み，焼成は不良。編文時代前期のものと思われる。

26は弥生時代後期後半の高杯口縁片である。内面は横方向ミガキ，外面は風化のため不明。

黄白色を呈し，胎土には精選粘土を用い，焼成は良好。

27は器台の破片である。復原底径は 9cmを測る。内外ともに風化のため調整法は不明。赤褐

色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。弥生時代後期後半のものである。

これらの土器の他にこの住居跡からは鉄器片が出土している。この鉄器は床面に近いところ

からの出土であり，上層から混入した上記 2点の弥生時代後期後半の土器に伴う可能性はきわ

めてうすく，ほぽ確実に夜臼期のものといってよい。

17号住居跡出土土器（第20-27図）

1はミニチュア壺である。復原口径は 3.5cm, 器高は 3.3cm程のものである。暗褐色を呈し，

胎土には砂粒をわずかに含み，焼成はやや軟質で不良。

2は丹塗り磨研の大形壺である。復原口径は12.2cm。頸部は短くわずかに内傾し，口縁は外

反する。長胴になるものと思われる。外面から頸部内面までは横方向ミガキ，胴部内面はナデ。

地は茶色で，丹は暗赤色。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

3は壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ。頸部内面はナデで，指頭圧痕が

みられる。暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

4は丹塗り磨研の大形壺である。復原口径は13cm, 胴部最大径は28.6cmを測る。頸は短く長

胴のものである。口縁内面から肩部までは横方向ミガキ，胴部は縦方向ミガキ，頸部は条痕の

のち丁寧なナデ，胴部は条痕ののちナデるが，条痕はよく残っている。内面は灰黄色，丹は鮮

紅色で，一部暗赤色を里する。胎土には砂粒を少贔含み，焼成は良好。頸から肩部にかけて小

黒斑，胴部に大黒斑かみられる。

5は丹塗り磨研の大形壺の肩部である。肩部の復原径は19.4cmを測る。内面は擦過，外面は

横方向ミガキ。地は灰白色で，丹は暗朱色を呈する。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

6は丹塗り磨研の小形壺の破片で，復原口径は 7.0cm。頸部は短く，わずかに内傾し，口緑

は外反する。外面から口縁内面までは横方向ミガキであるが，頸部内面以下は風化のため不明。

地は黄褐色で，丹は暗赤色を呈する。胎土には精選粘土を用い，焼成は良。

7は丹塗り磨研大形壺の口縁片である。地は白色で，丹は暗赤色を呈する。丹塗りの後横方

向ミガキを施す。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

8は丹塗り磨研大形壺の口縁片である。外面から口縁内面までは横方向ミカ‘｀キ，それより下

は風化のため不明。地は白色で，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良。

9は丹塗り磨研大形壺の口縁片である。内外ともに風化のためミガキ方向は不明。地は黄褐

-58 -



色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は不良。

10は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は淡黒色で，丹はくすんだ

赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

11は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は丁寧なナ

デ。地は白色で，丹はどす黒い赤色を呈する。胎士には精選粘土を用い，焼成は良。

12は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面までは横方向ミガキであるが，内面に

は口縁直下のところまでしか丹をかけていない。頸部内面はナデ。地は暗黄白色で，丹は濁赤

黒色を呈する。胎土には精選粘土を用い，焼成は不良。

13は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面までは横方向ミガキが辛うじてわかる。

丹も痕跡的である。地は黄白色で，丹は黄赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

14は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面の丹ののこりは悪く， ミガキ方向は不

明。頸部内面は指頭圧痕の上からナデを加えている。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

15は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は風化のためミガキ方向不明，頸部内

面は風化のため不明。地は白色で，丹は暗赤色を呈す。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良。

16は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は淡赤橙色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

17は丹塗り磨研大形壺の口縁片である。内面はナデ。外面は横方向ミガキ。地は灰褐色，丹

は淡赤黒色を呈し，胎士には精選粘土を用い，焼成は良。

18は丹塗り磨研壺の肩部片である。内面は風化のため不明，外面は横方向ミガキ。内面は灰

色，外の地は黄褐色，丹は淡赤橙色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

19は丹登り磨研壺の頸部破片である。口縁内外は横方向ミガキ，頸部外面は縦方向ミガキ。

内面は指頭圧痕ののち横方向擦過。地は灰黄色，丹は赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含

み，焼成は良好。

20は丹塗り磨研大形壺の頸部片である。内面は指頭圧痕ののち丁寧なナデ。外面は縦方向ミ

ガキ。地は白黄色，丹は赤茶色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

21は丹塗り磨研壺の頸部片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ。頸部内面はナデ。地

は白濁色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

22は丹塗り磨研小形壺の頸・胴部の破片である。肩の復原径は 6.6cmを測る。内面はナデ，

外面はミガキ方向不明。地は淡灰色，丹は暗赤色を呈する。胎土には精選粘土を用い，焼成は良。

23は丹塗り磨研大形壺の肩部片である。内面は横方向ナデ，外面はミガキ方向不明。内面は

灰黄色，外の地は黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は不良。

24は壺の肩部片である。内面はナデ風の横方向擦過，外面は横方向ミガキ。内面は黒色，外
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面は黄褐色を呈する。胎土には少量の砂少粒を含み，焼成は良好。

25は丹塗り磨研大形壺の頸部片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は暗赤色

を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

26は小形壺の口縁片である。風化のため調整法は不明。灰色を呈し，胎土には砂粒をわずか

に含み，焼成は良好。

27は小形壺の口縁片である。ミガキを加えているが，風化のためミガキ方向は不明。茶褐色

を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

28は黒色磨研壺の口縁片である e 内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良。

29は黒塗り磨研壺の口縁片である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため不明。暗黄褐色

の地に黒色顔料を塗っている。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は不良。

30は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

31は黒色磨研壺の口縁である。頸部外面で横方向ミガキが観察できるか，他は風化のため不

明。胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

32は壺の口縁小片である。内外ともに風化のため調整法は不明。灰色を呈し，胎土には砂粒

を多く含み，焼成は良。

33は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には砂粒を少量含み，焼成

は良。

34は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には砂粒を多く含み，焼成

は良。

35は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は暗褐色を呈

する。外面はあるいは黒塗りかとも思える。胎土には少贔の砂粒を含み，焼成は良。

36は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は暗褐色を呈

する。外は黒塗りの可能性も考えられる。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

37は大形壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため不明。内面は暗黄褐色，

外面は淡茶色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

38は大形壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため不明。内面は黄褐色，

外面は暗褐色～黒色を呈する。胎土にはやや多めに砂粒を含み，焼成は良。

39は黒色磨研大形壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

40は黒色磨研壺の口縁片である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため不明。黒～黒褐色

を呈し，胎士には細粒の砂少量を含み，焼成は良。
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41は黒色磨研壺の口縁片である。内面は横方向ミガキ，外面は風化のため不明。内面は黒色，

外面は灰褐色～黒色を呈する。胎士には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

42は黒色磨研壺の口縁片である。外面は横方向ミガキ，内面は不明。胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

43は黒色磨研壺の口緑片である。内外ともに横方向ミガキ，内面は黒色，外面は淡黒色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み、焼成は良好。

44は大形壺の頸・ 肩部片である。外面は横方向ミガキ。内面は指頭圧痕ののちナデを加える。

内面は黒色，外面は暗褐色を呈している。黒色磨研といってもよいかもしれない。胎土には砂

粒を多く含み，焼成は良。

45は黒色磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため不明。内面は淡褐

色を呈し，外は黒色を呈する。胎士には砂粒を多く含み，焼成は良好。

46は大形壺の肩部である。内外ともに風化のため調整法は不明。淡黄白色を呈し，胎土には

砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

47は丹塗り磨研深鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキを加えるが，内面は黒色を呈

しており，いわゆる黒色磨研である。外面は黒色磨研の上から丹塗りを加えたものではなく，

当初からの丹塗りで，丹は赤茶色を星する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

48は丹裕り磨研塊の口縁片である。内面は横方向ミガキ，外面は風化のためミガキ方向不明。

地は黄褐色で，丹は暗赤色を呈する。胎土には微細粒の砂少量を含み，焼成は良。

49は丹塗り磨研塊の口縁片である。口緑下に沈線 1条をめぐらしている。内外ともに横方向

ミガキ。地は黄褐色で，丹は朱色。胎土には精選粘上を用い，焼成は良。

50は碗の口縁小片である。内外ともにナデ。暗褐色を呈し，胎士には微細な砂粒を含み，焼

成は良。

51は丹塗り磨研碗の口縁片である。口縁はやや波状を呈する。内面はナデ，外面は横方向ミ

ガキ。地は淡黄褐色で，丹は暗赤色。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

52は塊の口縁片である。口縁内面には段をつくっている。内外ともに横方向ミガキ。茶褐色

を呈し，胎土には少量の砂粒を含み焼成は良好。

53は碗の口縁片である。口縁内面には沈線状のものがみられる。内外ともに風化のため調整

法は不明。黄褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

54は坑の口縁片である。内面は擦過，外面はナデ。淡黄白色を呈し，胎土には砂粒を少量含

み，焼成は不良。

55は黒色磨研碗の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒を含み，焼

成は良好。

56は黒色磨研坑の口縁片である。口縁はやや波をうっている。内外ともに横方向ミガキ。胎
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土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

57は黒色磨研の碗又は鉢の口緑片である。内面は擦過，外面は横方向ミガキ。内面は暗黄褐

色，外面は黒褐色を呈する。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

58は内面黒色磨研の碗口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒褐色，外面は淡黄

色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

59は方形浅鉢の口縁片である。内面には沈線をめぐらしている。内外ともに風化のため調整

法は不明。黄褐色を呈し，胎土にはやや多めに砂粒を含み，焼成は良好。

60は方形浅鉢の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。暗茶褐色を呈し，胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

61は黒色磨研方形浅鉢の口縁片である。内面には段をつくっている。内面は風化のためミガ

キ方向は不明，外面は横方向ミガキ。内面は暗褐色～黒色，外面は暗茶褐色を呈する。外面は

黄褐色の地の上に黒色顔料を塗ったものかともみえる。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良。

62は黒塗り磨研方形浅鉢の口縁片である。 64と同一個体である。内面は横方向ミガキ，外面

は風化のため不明。茶褐色の地の上に黒色顔料を塗っている。胎土にはわずかに砂粒を含み，

焼成は良好。

63は方形浅鉢の口縁小片である。外面はミガキ，内面は風化のため不明。黄褐色を呈し，胎

土には砂粒を微量に含み，焼成は良好。

64は62と同一個体であり▲印の所で接合できた。黒塗り磨研方形浅鉢の口縁片で，諸特徴は

62と同じ。

65は方形浅鉢の口縁片である。内外ともにミガキ。内面は灰褐色，外面は灰褐色～黒色を呈

する。一応黒色磨研とよんでいいのかもしれない。胎士には砂粒を微置に含み，焼成は良好。

66は黒色磨研浅鉢の口縁小片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

67は壺又は浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。茶褐色を呈し，胎土には少量の

砂粒を含み，焼成は良好。

68は口緑でつよく外反し，頸部は長く，肩には明瞭な段をつくる，古い要素を残した黒色磨

研浅鉢である。内外ともに横方向ミガキ，内面は淡黒褐色，外面は黒色。胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

69は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

70は浅鉢口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。淡灰褐色を呈し，胎土には砂

粒を多く含み，焼成は不良。現状では粗製といえる。

71は黒色磨研浅鉢で，復原口径は16.0cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。胎士にはやや多
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めに砂粒を含み，焼成は良好。

72は黒色磨研浅鉢である。内外ともに横方向ミガキ。暗褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良。

73は黒塗り磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は茶色の地の上から暗

褐色の黒色顔料を塗っている。外面は黒色を呈する。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

74は内面から外面の口頸部は黒色磨研，外面の胴部は黒塗り磨研の浅鉢である。黒塗り部分

は灰褐色の地の上から淡黒色の黒色顔料を塗っている。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は不良。

75は黒色磨研浅鉢である。内外ともに横方向ミガキ。ロ・頸部には黒色磨研の上にさらに丹

塗りの痕跡がみられる。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

76は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の砂少量を含み，

焼成は良好。

77は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。灰褐色～黒褐色を呈しており，

あるいは黒塗りかとも思われる。胎土には細粒の砂少量を含み，焼成は良。

78は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の砂微量を含み，焼成

は良好。

79は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黄褐色，外面は黒色。

胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

80は口縁が直立し，頸部は内彎ぎみのやや古い要素を残した浅鉢の口縁片である。内外とも

に風化のため調整法は不明。淡褐色を呈しているが，本来は黒塗り磨研であったかと思われる。

胎士には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

81は浅鉢の胴部片である。肩部の復原径は22cmを測る。内面は横方向ミガキ。外面は横方向

条痕。黒褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良。

82は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに風化のためミガキ方向は不明。胎土には砂粒

をやや多く含み，焼成は不明。

83は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎士には砂粒をやや多く含み，

焼成は良好。

84は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は灰褐色を

呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成はやや良。

85は黒塗り磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。灰褐色の地の上から黒色顔

料を塗り黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

86は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成はやや不良。

87は丹塗り磨研深鉢の肩部片と思われる。内外ともに横方向ミガキ。茶褐色の地の上に，暗
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赤褐色の丹塗りを施している。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

88は黒塗り磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。灰褐色の地の上に黒色顔料

を塗り黒褐色を呈する。胎士には細粒の砂微量を含み，焼成は良好。

89は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

90は浅鉢の肩部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。褐色を呈し，胎士には砂粒

を多く含み，焼成は不良。

91は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内面は横方向ミガキ，外面は風化のため不明。黒褐色を

呈し，胎土には砂粒を少量含み．焼成は良。

92は黒色磨研浅鉢の胴部片である。内外ともに横方向ミガキ。内外ともに黒色磨研の上から

さらに丹塗りを加えた痕跡がみられる。胎上には砂粒を多く含み，焼成は良好。

93は高杯の杯・脚部片である。凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。杯内面および，

凸帯から上はミガキ，凸帯より下は風化のため不明，脚内面はナデ。杯内面と脚内面は黒色を

呈し，本来黒色磨研であったと思われるが，外面は二次的火熱を受け，暗赤紫色に変色した部

分がある。胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

94は口縁で直に外反する小甕である。復原口径は15.2cm。内面は指頭圧痕の上からナデ。ロ

縁上端はナデ。口縁外側は一見ミガキ風の横方向ナデ。外面は縦方向のヘラナデ。茶褐色を呈

し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

95は口縁で直に外反する小甕である。復原口径は13.5cm。内面は指頭圧痕の上からナデ。ロ

縁部はヨコナデ．外面はミガキ風の縦方向ヘラナデ。内面は暗茶褐色，外面は黄褐色～褐色を

呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

96は直立する甕で口縁は外反している。復原口径は19.5cmを測る。内面は指頭圧痕の上から

ナデ，外面は風化のため不明。内面は淡赤褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く

含み，焼成は不良。

97は直立する甕の口縁片で，胴部はややふくらみぎみである。内面は板木口による擦過と，

指頭圧痕がみられる。口縁部は横ナデ，外面はナデ。内面は黄褐色，外面は暗茶褐色を呈し，

胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

98は直立する甕で，復原口径は18.7cmを測る。内外ともに横方向擦過。内面から口縁直下ま

では黒褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

99は直立する痰で，復原口径は25.6cmを測る。内面は縦方向の擦過，口縁下は横方向擦過，

外面は縦方向の丁寧な擦過。内面は淡茶褐色，外面は赤褐色～暗褐色を呈し，胎土には少量の

砂粒を含み，焼成は良好。

100は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。黒色を呈し．胎土には砂粒を多く
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含み，焼成は良好。

101は直立する甕の口縁片である。内外ともにミガキ風の横方向擦過。内面は暗黄褐色，外面

は黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

102は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。内面は暗茶褐色，外面は茶褐色を

呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

103は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。内面は明茶色，外面は暗茶褐色を呈する。

胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

104は直立する甕の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。黄褐色を呈し，胎土

には砂粒を多く含み，焼成は不良。

105は直立する甕の口縁片である。口縁は外反ぎみで，胴部はわずかにふくらむ。内面はナデ，

外面は横方向擦過。茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

106は直立する甕の口縁片である。内外ともに擦過。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

107は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

108は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。灰黄色を呈し，胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

109は直立する甕の口縁片である。内面は指頭圧痕の上からナデ，外面はナデ。内面は淡赤褐

色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

110は直立する甕の口縁片である。内面は横方向条痕，外面は条痕をナデ消す。内面は暗褐色，

外面は黒色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

111は直立する甕の口縁片である。口縁はやや波をうっている。内外ともに横方向擦過。内面

は黄褐色，外面は暗黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

112は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。内面は淡茶色，外面は灰黄色を呈

し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

113は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

114は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

115は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。内面は淡褐色，外面は暗褐色を呈し，胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

116は直立する甕の口縁片である。内面は指頭圧痕ののちナデ，外面はナデ。内面は淡褐色，

外面は黒褐色を里し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。
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117は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。黄褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，

焼成は良。

118は直立する甕の口緑片である。内外ともに横方向擦過。内面は茶褐色，外面は暗褐色で，

胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

119は直立する甕の口緑片である。内面は指頭圧痕の上からナデ，外面はナデ。内面は淡褐色，

外面は暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

120は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。内面は灰黒色，外面は淡黄色を呈し，胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

121は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。灰黄色を呈し，胎士には微量の砂粒を含

み，焼成は良好。

122は直立する甕の口緑片である。口縁はやや波をうっている。内外ともにナデ。黄褐色を呈

し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

123は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。灰黄色を呈し，胎土には微量の砂粒を含

み，焼成は良好。

124は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。暗茶褐色を呈し，胎上には砂粒をやや多

く含み，焼成は良。

125は直立する甕の口緑片である。口縁はやや波をうっている。内面は擦過，口縁内面はナデ，

外面は風化のため不明。暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

126は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ，口縁内外はヨコナデ。茶褐色を呈し，胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

127は直立する甕の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。黄禍色の地に淡赤褐

色の化粧士をかけている。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

128は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。黒色を呈し，胎土には砂粒を少量

含み，焼成は良好。

129は直立する甕の口緑片である。口緑はやや波をうっている。内外ともにナデ。内面は黄褐色，外

面は黒褐色を呈する。口緑上面には淡赤色の丹を塗っている。胎土には少星の砂粒を含み焼成は良好。

130は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。黒色を呈し，胎士には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

131は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。暗褐色を呈し，胎士には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

132は直立する甕の口縁片である。内面は板木口による擦過，外面はナデ。暗赤褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

133は直立する猥の口縁片である。内外ともにナデ。黄白色を呈するが，内面には橙色の化粧
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上が付着した部分がある。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

134は直立する甕の口緑片である。内外ともに横方向擦過。茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多

く含み，焼成は良好。

135は直立する甕の口緑片である。内外ともにナデ。黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

136は直立する甕で口緑はわずかに外反する。内外ともに風化のため調整法は不明。黒褐色を

呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

137は直立する甕の口縁片である。内面はミガキ風の擦過，外面はナデ風の丁寧な擦過を施す。

内面は赤褐色，外面は暗赤褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

138は直立する甕の口縁片である。内面には指頭圧痕が認められるか風化のため不明な点か多

い。外面はナデ。内面は茶褐色。外面は暗茶褐色を呈し，胎士には砂粒をやや多く含み，焼成

は良好。

139は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。内面は淡茶褐色，外面は暗褐色を呈し，

胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

140は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。内面は灰掲色，外面は暗茶褐色を

呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

141は直立する甕の口縁片である。口縁は波をうっている。内面は指頭圧痕の上からナデ，外

面はナデ。内面は黄褐色，外面は暗褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

142は肩で屈曲する甕の口縁片である。内外ともにナデ。内面は暗黄白色，外面は暗黄茶色を

呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

143は黒色磨研深鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

144は直立する甕で口縁はわずかに外反ぎみである。口縁には棒状工具による刻目を施す。内

面はナデ，外面は擦過。内面は明茶褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

145は直立する甕の口緑片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面はナデ，

外面は縦横の擦過。内面は淡褐色，外面は暗褐色を呈し，胎土には細粒の砂を多く含み，焼成

は良好。

146は直立する甕の口緑片である。口縁上端に棒状工具で押圧した刻目を施す。内面は指頭圧

痕の上からナデ，外面は擦過。内面は茶褐色，外面は暗褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含

み，焼成は良好。

147は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面はナデ，

外面は横方向擦過。暗褐色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は良好。
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148は直立する甕で口縁はわずかに外反する。口縁には棒状工具による刻目を施している。内

面は指頭圧痕の上からミガキ風の擦過，外面は丁寧なナデ。内面は灰褐色，外面は赤褐色を呈

し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

149は直立する甕の口縁片である。口縁には爪による粗い刻目を施す。内面は擦過，外面は条

痕。内面は黒色，外面は暗茶褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良。

150は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施す。内外ともにナデ。内面は

淡黄褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には細粒の砂をやや多く含み，焼成は良。

151は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁には爪による刻目を施す。内外ともに風化のため

調整法は不明。暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は不良。

152は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁には爪による刻目を施す。内面は擦過，外面は風

化のため不明。黒色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成はやや不良。

153は肩で屈曲する甕の口緑片である。口縁にはヘラによる刻目を施す。内外ともにナデ。内

面は暗黄褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎士には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

154は肩で屈曲する甕の口縁片である。口緑にはヘラによる大きな刻目を施している。内外と

もに横方向擦過。黒色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

155は直立する甕の口縁片である。口縁外側には凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施して

いる。内外ともに風化のため調整法は不明。口縁から内面は黄白色，外面は黒色を呈し，胎土

には砂粒をやや多く含み，焼成は軟質で不良。

156は直立する甕の口縁片である。口縁下 6-13mm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具による刻

目を施している。内面から凸帯まではナデ，凸帯より下は風化のため不明。茶褐色～暗茶褐色

を程し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

157は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-13mm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具による刻

目を施している。内面は横方向擦過，外面は風化のため不明。黄白色を呈し，胎土には砂粒を

多く含み，焼成は良好。全体に薄手である。

158は直立する甕の口緑片である。口縁下10mm程のところに凸帯を貼付し，棒状工具による刻

目を施している。内面は横方向条痕，外面は風化のため不明。内面は茶褐色，外面は灰褐色を

呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

159は直立する甕の口縁片である。口縁外側に凸帯を貼付し，刻目を施している。内面はナデ，

外面は横方向擦過。内面は淡茶色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

160は直立する甕の口緑片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，棒状工具

による刻目を施している。内外ともにナデ。内面から凸帯の上までは淡赤褐色，凸帯より下は

淡褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

161は直立する甕の口緑片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，棒状工具
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による刻目を施している。内外ともにナデ。内面は黒褐色，外面は暗黄褐色を呈し，胎土には

砂粒をやや多く含み，焼成は良。口縁下 3cm程のところに補修孔を穿っている。外径は13mm,

内径は 3-4 mmを測る。

162は直立する甕の口緑片である。口緑下 4-14mm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具による大

きな刻目を施している。内面は横方向擦過，口縁から凸帯まではヨコナデ，凸帯より下は風化

のため不明。内面から凸帯の下までは黒色，外面は淡赤褐色を呈する。胎上には少量の砂粒を

含み，焼成良好。

163は直立する甕の口縁片である。口縁下13-25mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内面はヨコナデ様の擦過と思われる。外面はナデ。内面は黒褐色，外面は黄

褐色を呈し，胎上には砂粒を多く含み，焼成は良好。

164は直立する甕の口縁片である。口縁下 6-16mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。口縁と凸帯周辺はヨコナデ，外面は横方向擦過，内面は風化のため不明。内

面は黄褐色，外面は濃茶褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

165は直立する甕の口緑片である。口縁下 5-13mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。口縁から凸帯周辺はヨコナデ，外面は擦過，内面は風化のため不明。内面は

茶褐色，口緑から凸帯は暗赤褐色，外面は淡茶褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，

焼成は良好。

166は直立する甕の口縁片である。口緑下 5-llmm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内外ともに横方向擦過。内面は黒褐色，外面は淡黄色を呈し，胎土には砂粒を多く

含み，焼成は良好。

167は直立する甕の口縁片である。口緑よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，爪による

大きな刻目を施している。内外ともにナデ。内面は黒色，外面は黒褐色を里し，胎土には砂粒

を多く含み，焼成は良。

168は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，爪による

大きな刻目を施している。内外ともに横方向擦過。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

169は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，爪による

刻目を施している。内面はハケ目風の横方向擦過，外面はナデ風の擦過。内面は淡黒褐色，外

面は黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

170は直立する甕の口緑片と思われる。口縁より下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによる刻

目を施している。内外ともに横方向擦過。淡茶褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含む。焼成

は良好。

171は匝立する甕の口緑片である。口縁下14-30mm程のところに凸帯を貼付し，ヘラによる大
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きな刻目を施している。内面は指頭圧痕ののちナデ，外面はナデ。内面は赤褐色，外面は黄

色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

172は直立する甕の口緑片である。口縁より 5-16mm程下ったところに凸帯を貼付し，ヘラに

よる刻目を施している。内面は指頭圧痕ののちナデ，外面はナデ。内面は黄白色，外面は灰褐

色～黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

173は直立する甕の口縁片である。口縁下 3-14mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。黄白色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

174は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下った位置に凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。内面から凸帯まではナデ，外面は横方向条痕。内面は灰褐色，外面は黒色

を里し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

175は直立する甕の口縁片である。口縁下 4-13mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。口縁内外と凸帯部分はヨコナデ，他は内外ともに横方向擦過。茶褐色を里するが

ロ縁内外だけは黒色である。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

176は直立する甕の口縁片である。口縁下 3-12mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内外ともにナデ。内面は淡黄色，外面は淡茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良。

177は直立する甕の口緑片である。口縁下 5-17mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる大きな

刻目を施している。内面は横方向擦過，外面はナデ。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

178は直立する甕の口縁片である。口縁下 6-19mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる大きな

刻目を施している。内外ともにナデ。内面は黄白色，外面は暗黄褐色を呈し，胎上には砂粒を

多く含み，焼成は良。

179は直立する甕の口縁片である。口緑より 4-12mm程下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。内外ともに横方向擦過。内面は黄褐色，口縁内外は黒色，外面は淡褐色を

呈する。胎土には細粒の砂を多く含み，焼成は良好。

180は直立する甕の口緑片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによ

る刻目を施している。外面は擦過，内面は風化のため不明。黄褐色を呈し，胎土には砂粒をや

や多く含み，焼成は良好。

181は直立する甕で口縁はわずかに外反ぎみである。口縁外側に凸帯を貼付し，ヘラによる刻

目を施す。内面は指頭圧痕のあとナデ，外面は縦方向擦過。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

182は直立する甕の口縁片である。口緑よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによ

る刻目を施している。内外ともにナデ。黄白色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良
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好。

183は直立する甕の口縁片である。口緑下 4-llmm程下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻

目を施している。内面は指頭圧痕の上からナデ，外面は風化のため不明。淡茶褐色を呈し，胎

士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

184は肩で屈曲する甕の口縁片で，復原口径は20.7cm。口緑より 5-13mm程下った間に凸帯を

貼付し，爪による大きな刻目を施している。内外ともに横方向の擦過であるが，凸帯周辺だけ

はナデ。内面から口縁にかけては黄褐色，外面は黒褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，

焼成は良好。

185は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラ

による刻目を施している。内外ともに横方向の条痕であるが，口縁から凸帯にかけてはナデ。

黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

186は内傾の度合が弱く直立する甕の口縁片と思われる。口縁よりわずかに下ったところに凸

帯を貼付し，板木口による刻目を施している。内面から口縁下までは横方向擦過，外面はハケ

目に近い縦方向の擦過。内面は黒色，外面は黒褐色。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

187は直立する甕の口縁と思われる。口緑より下ったところに凸帯を貼付し，不明瞭な刻目を

施している。内外ともに横方向の擦過。内面は黒色，外面は黒褐色を呈し，胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

188は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁より下ったところに小突起を貼付するが，刻目は

明瞭でない。内外ともにナデ。黄褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

189は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には棒状工具による大きな刻目を施している。内外

ともにナデ。暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

190は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には棒状工具による刻目を施している。内面はナデ，

凸帯より上は横方向擦過，凸帯より下は風化のため不明。内面は明茶褐色，外面は淡黄褐色を

呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は良好。

191は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には棒状工具による刻目を施している。内外ともに

ナデ調整。内面は茶褐色，外面は淡茶褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

192は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には棒状工具による刻目を施している。内面は擦過，

外面は横方向の擦過で，肩より上は一見ハケ目風である。内面は黒色，外面は茶褐色を呈し，

胎上には砂粒を少量含み，焼成は良好。

193は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には棒状工具による大きな刻目を施している。内外

ともに横方向擦過。内面は灰褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

194は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施してい

-77 -



る。内面は横方向擦過，外面は風化のため不明。内面は赤褐色，外面は暗赤褐色を呈し，胎土

には砂粒を多く含み，焼成は良。

195は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。内面は横方向擦過，外面は横方向条痕。内面は淡茶色，外面は黒褐色を呈し，胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。

196は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。内外ともに横方向擦過。内面は淡黄褐色，外面は茶褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く

含み，焼成は良好。

197は肩で屈曲する甕の口縁片である。肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内

面は横方向擦過，外面は風化のため不明瞭ではあるが横方向条痕と思われる。内面は黄褐色，

外面は茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

198は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内

外ともに横方向擦過。内面は黄褐色，外面は茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

199は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩部にはヘラによる刻目を施している。内面は指頭圧

痕の上からナデ，外面はナデ。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

200は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。内外ともに横方向の粗い擦過。淡褐色を呈し，胎土には砂粒を多く，焼成良好。

201は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内外ともに風化

のため調整法は不明。内面は黒色，外面は灰色を里し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

202は屑で屈曲する肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。内面

は横方向条痕，外面は横方向擦過。内面は黒褐色，外面は褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多

く含み，焼成は良好。

203は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内外ともに横方

向擦過。内面は黒褐色，外面は暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

204は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内外ともに横方

向擦過。内面は黒色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

205は甕の胴部片である。調整法の資料として示す。内面は横方向の粗い擦過，外面は斜方向

の粗い擦過。暗黄褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

206は甕の胴部片である。調整法の資料として示す。内外ともに横方向の条痕である。内面は

淡黄褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

207は甕の胴部片である。調整法の資料として示す。内面は横方向の擦過，外面は斜方向の粗

い擦過。内面は暗灰色，外面は暗黄褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。
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208は甕の胴部片である。調整法の資料として示す。内面は横方向条痕，外面は横・斜方向の

条痕。内面は黒色，外面は茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

209は直立する甕で，口縁はわずかに外反する。口縁にはハケ目工具による刻目を施している。

内面は縦方向の細いハケ目，外面はハケ目のあと横方向条痕を施す。口縁内外はヨコナデ。内

面は黄褐色，外面は黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

210と211は甕の胴部片で同一個体である。調整法の資料として図示する。内面は横方向条痕，

外面は斜方向条痕の上からナデている。内面は黒色，外面は茶褐色，胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

212は復原径7.0cmの丹塗り磨研の底部である。内面と外底はナデ，外面は風化のためミガキ

方向不明。内面の地は灰色，外面の地は黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎上には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

213は径 5cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は縦方向の擦過。内面は黄白色，外面

は茶褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良。

214は復原径7.8cmの底部である。内外ともにナデ。内面は灰白色，外面は茶褐色を呈し，胎

土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

215は径6.4cmの浅鉢底部である。内面は黒色磨研，外面はさらに暗赤褐色の丹塗りを加えて

いるかミガキ方向は不明。外底は板木口によるカキトリの後ナデ。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

216は復原径7.4cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は風化のため不明。内面は暗茶

褐色，外面は赤褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

217は復原径7.8cmの底部片である。内外ともにナデ。茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含

み，焼成は良好。

218は底部片であるが，小片で径を算出できないので一応 8cmで復原して図示した。ナデ調整。

黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

219は復原径6.2cmの黒色磨研浅鉢の底部片である。外面はミガキ，外底はナデ，内面は風化

のため不明。黒褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

220は復原径8.3cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は灰白色，外

面は灰黄色を呈し，胎士には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

221は復原径7.8cmの底部片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は黒褐色，外

面は暗褐色を呈するが，底部外面は二次的火熱を受け赤変している。胎士には細粒の砂を多く

含み，焼成は良好。

222は復原径7.6cmの底部片である。内面は擦過，外面はナデ。内面は黒色，外面は二次的火
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熱を受けて赤褐色を呈する。胎土には大粒の砂を少量含み，焼成は良好。

223は復原径7.4cmの黒色磨研浅鉢の底部片である。内外ともにミガキ。胎士には細粒の砂を

多く含み，焼成は良好。

224は復原径6.9cmの底部片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は黒褐色，外

面は茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

225は復原径6.2cmの黒色磨研壺の底部片である。外面は横方向ミガキ，外底はヘラによる削

リトリ，内面は風化のため不明。内面は茶褐色，外面は黒褐色を呈し，胎土には細粒の砂少量

含み，焼成は良好。

226は径10.7cmの底部である。内面と外底は擦過，外面はナデ。黄褐色を呈し，胎士には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。

227は径9.4cmの底部である。内面は指ナデ，外面は縦方向の擦過に，部分的に指頭圧痕がみ

られる。外底はナデ。内面は淡赤褐色，外面は黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

228は径8.6cmの底部である。外面は縦方向擦過，底部外側から外底はナデ，内面は風化のた

め不明。内面は黄褐色，外面は茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。底面

に籾圧痕がみられる。長6.5mm, 幅3.3mm, 長幅比は1.97である。

229は径7.7cmの底部である。内面は擦過，外面はナデ，外底は板木口によるカキトリを施す。

内面は黄褐色，外面は茶褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

230は径9.7cmの底部である。内面は条痕の痕跡かみられる。外面はナデ，外底は板木口によ

るカキトリ。内面は黄褐色，外面は赤褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

231は径8.2cmの底部である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は淡赤褐色，外面は

暗黄褐色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は良好。

232は甑底部片で復原径は9.6cmである。外から内部へと穿孔している。孔の径は 3cm程のも

のである。内外ともにハケ目を施す。淡黄褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は

良好。

233は復原径9.5cmの底部片である。内面はナデ，外面は細いハケ目ののちナデを加えている。

外底はナデ。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

234は復原径8.0cmの底部片である。内面は条痕，外面はナデ。内面は暗茶褐色，外面は赤褐

色～淡褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

235は復原径7.8cmの底部片である。外面は縦方向擦過，外底はナデ，内面は風化のため不明。

内面は明黄褐色，外面は暗黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

236は径を算出できないので一応 9cmで復原して図示した。内面はナデ，外面は風化のため不

明。内面は茶褐色，外面は赤褐色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は良。
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237は復原径7.6cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は淡茶色，外

面は黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

238は復原径8.0cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。暗黄褐色を呈し，

胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

239は復原径；8.0cmの黒色磨研浅鉢の底部である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため不

明，外底はナデ。黒褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

240は復原径8.0cmの底部片である。内面は擦過，外面はナデ。内面は褐色，外面は黒色を呈

し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

241は復原径9.0cmの底部片である。内面は擦過ののちナデ，外面は風化のため不明。赤褐色

を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

242は甑の底部片で，復原径は7.9cmを測る。外から内へ穿孔し，外径は 2cm程のものである。

内外ともに風化のため調整法は不明。淡赤褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は

良。

243は径を算出できないので一応 9cmで復原して図示した。内面と外底はナデ，外面は風化の

ため不明。内面は灰褐色，外面は茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

244は復原径9.2cmの底部片である。内面はナデ，外面は縦方向の擦過，外底も擦過。内面は

黒褐色，外面は茶褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

245は復原径7.4cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は細いハケ目ののちナデを加え

ている。内面は赤褐色，外面は淡桃色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

246は復原径7.5cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。黄褐色を呈し，胎

土には微量の砂粒を含み，焼成は良。

247は径8.5cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黄白色，外面は

淡茶褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。底面に籾圧痕がある。長6.4mm,輻

3.5mm, 長幅比は1.83である。

248は復原径7.8cmの底部片である。内外ともにナデ。外底は板木口によるカキトリ。暗黄褐

色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

249は復原径8.0cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は暗黄褐色，

外面は淡茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

250は土器成形時に底部外側に貼付した枯土帯がはずれたものである。復原径は8.8cmである。

剥落部分は擬口縁を呈し，ナデ調整である。外面もナデ。擬口縁部分は茶褐色，器面は淡茶褐

色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。かなりの上げ底を呈するようである。

251は復原径8.7cmの底部片である。内外ともにナデ，底部外側には指頭圧痕か明瞭である。

淡赤褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。
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252は復原径9.2cmの底部片である。内面は擦過．外面は風化のため不明。内面は黄褐色．外

面は暗黄褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

253は復原径9.6cmの底部片である。内面は擦過，外面は風化のため不明。内面は灰黄色．外

面は赤褐色を呈し．胎土には少量の砂粒を含み．焼成は良。

254は復原径11.0cmの丹塗り磨研大形壺の底部である。外面は指頭圧痕ののちナデ．内面と外

面は不明。地は黄褐色，丹は暗赤色を里し，胎土には砂粒をやや多く含み．焼成は良好。

255は復原径9.0cmの底部片である。内外ともにナデ。内面は黒褐色．外面は淡赤褐色を呈し，

胎土には細粒の砂をやや多く含み，焼成は良好。

以上は17号住居跡に伴う士器である。

256は縄文式土器の口縁片である。口緑外側にヘラによる刻目と斜方向の刻線が認められる。

内外ともにナデと思われる。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み．焼成は良好。縫文時

代前期のものと考えられる。

257は板付 I式の甕口緑片である。口唇部には棒状工具で軽く押圧した刻目を施している。内

面はミガキ風の横方向擦過．外面はナデ。内面は茶褐色．外面は暗黄褐色を呈し，胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。

258は板付 I式の甕口縁片である。口唇部にはヘラによる刻目を施す。内面はナデ．外面はハ

ケ目ののちナデ。黄褐色を呈し，胎士には砂粒を多く含み．焼成は良好。

259は板付 I式の甕口縁片である。口唇部にはヘラによる刻目を施している。内外ともに風化

のため調整法は不明。内面は淡茶色，外面は茶褐色を呈し．胎土には砂粒を多く含み．焼成は

やや不良。

260は板付II式の甕口縁片である。口緑下端にヘラによる刻目を施している。口縁内面はハケ

目，他はナデ。淡茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み．焼成は良好。

261は板付 I式の甕口縁片である。口唇部にはハケ目エ具による刻目を施している。口縁内面

は横方向ハケ目．それより以下は指頭圧痕ののちナデ，外面はハケ目。黒褐色を呈し，胎土に

は砂粒を少量含み．焼成は良好。

262は板付 l式の甕口縁片である。口唇部にはハケ目エ具による刻目を施している。内面はナ

デ．外面はやや粗いハケ目。内面は暗黄褐色．外面は褐色を呈し．胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

263は板付 I式の甕口縁片である。口唇部にはヘラによる刻目を施している。口縁内面と口唇

部は横方向ハケ目，他は内外ともにハケ目ののちナデを加えている。黒褐色を呈し．胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好である。

264は板付 I式の甕口緑片である。口唇部にはハケ目エ具による刻目を施している。内面は粗

いハケ目ののちナデ．外面は細いハケ目。内面は黄褐色．外面は褐色～黒色を呈し．胎土には
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少鼠の砂粒を含み， 焼成は良好。

265は板付 I式の甕口緑片である。 口唇部にはハケ目エ具による刻目を施している。内面はナ

―一，-

T, 外面はハケ目ののちナデを加えている。内面は黄褐色，外面は暗褐色を呈し， 胎土には少

量の砂粒を含み， 焼成は良好。

266は板付 I式の甕口緑片である。 口唇部にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナテ，.o

暗褐色を呈し， 胎土には少量の砂粒を含み， 焼成は良好。

267は無文土器甕の口緑片である。

内面は黒色，外面は淡黄色を呈し，

ロ縁は折り返してつくっている。内外ともに横方向ナデ。

胎土には砂粒をやや多く含み， 焼成は良好。古い形態のも

のであり，板付II式の古い段階頃に伴うものと考える。

268は高杯の口縁片である。 口縁は直に近く外反し，内に低く傾斜している。内外ともに横方

向ミガキ。茶褐色を呈し，

269は壺口緑片である。

胎土には少量の砂粒を含み， 焼成は良好。板付II式に属する。

口緑下に段をつくっている。内外ともに横方向ミガキ。茶褐色で一部
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黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。板付 I式に属する。

270はヘラ描きの複線山形文をもつ壺屑部片である。内面はナデ。外面は風化のためミガキ方

向不明。内面は灰褐色，外面は黄褐色を呈する。胎土には精選粘土を使用し，焼成はやや不良。

板付 I式に属する。

271は大形壺の口縁片である。口縁下には段をつくっている。内外ともに横方向ミガキ。茶褐

色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。板付II式の古段階に属する。

272は大形壺の肩部片である。肩には段をつくる。内面はナテ‘ヽ，外面はミガキ。内面は茶色，

外面は黄褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。板付II式の古段階に属する。

273は復原径7.0cmの壺底部片である。外面はナデ，内面は風化のため不明。内面は黄白色，

外面は赤褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。弥生時代前期に属する。

274は径10.8cmの底部である。内面は風化のため不明瞭であるか，ハケ目エ具の起点痕がみら

れる。外面はハケ目ののちミガキ風の擦過。黄白色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は

良好。底部外側から外底にかけて黒斑がある。弥生時代前期に属する。

275はおそらく， ＜字状口縁甕の口縁片であろう。内外ともに風化のため不明。明茶褐色を

呈し，胎士には砂粒を少量含み，焼成は良好。弥生時代後期のものであろう。

276はく字状口緑を呈する甕口緑片である。内外ともにヨコナデ。茶褐色を呈し，胎土には砂

粒を多く含み，焼成良好。弥生時代後期後半のものであろう。

277はく字状口縁を呈する甕口縁片である。内外ともにヨコナデ。内面は暗茶褐色，外面は黒

褐色を呈し，胎上には砂粒を多く含み，焼成は良好。弥生時代後期後半のものであろう。

278はく字状口縁を呈する甕口縁片である。口縁内外はヨコナデ，他は内外ともにナデ。黄白

色を呈し，胎士には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

279は高坪口縁片である。内面は横方向ミガキ，外面は風化のため不明。茶褐色を呈し，胎土

には砂粒をやや多く含み，焼成は良。弥生時代後期後半に属する。

280は脚部片である。復原径は13.4cm。内外ともに横方向ミガキ。脚裾端部はヨコナデ。茶褐

色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。弥生時代後期のものであろう。

281は器台の脚部片である。内外ともにナデ調整。黄褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含

み，焼成は良好。弥生時代後期後半に属する。

282は高杯脚部片である。内面はナデ，外面はハケ目を施す。赤褐色を呈し，胎土には砂粒を

多く含み，焼成は良好。弥生時代後期後半に属する。

283は土師器坪口縁片である。内外ともにヨコナデ。茶褐色を呈し，胎土には赤色粒子を含む。

焼成は良好。平安時代初期のものと考ける。

284は土師器坪口縁片である。内外ともにナデ。茶褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は軟質で不良。平安時代初期のものと考える。
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275-282の弥生時代後期後半に属する土器は， 35号住居跡に伴うものであることはまちがい

ない。

18号住居跡出土土器（第28・29図）

1は丹準り磨研壺のロ・頸部片である。口縁内外面は横方向ミガキ，頸部外面は縦方向ミガ

キ。地は黄白色，丹は鮮紅色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

2は丹塗り磨研大形壺の口縁部片である。外面から口緑内面までは横方向ミガキ，頸部内面

はナデ。地は白濁色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

3は丹党り磨研壺の口縁片である。内外ともに風化のためミガキ方向は不明。地は黄白色，

丹は痕跡的であるか暗赤色を呈する。胎土には少屋の砂粒を含み，焼成はやや不良。

4は内面黒色磨研，外面丹塗り磨研の壺口縁片である。内面は横方向ミガキ，外面は風化の

ためミガキ方向不明。外の地は黄褐色，丹は痕跡的であり，淡赤色を呈する。胎土には砂粒を

少量含み，焼成は良好。

5は黒色磨研にさらに丹登りを加えた壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は

黒色磨研のまま，外面はさらに丹咆りを加えて赤味のかかった黒褐色を呈する。胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

6は黒色磨研の壺口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には少量の

砂粒を含み，焼成は良好。

7は黒色磨研壺の口緑片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には砂粒をやや多く含み，

焼成は良好。

8は壺の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は明茶色，外面は黄褐色

部分と黒色部分がある。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は不良。

9は丹塗り磨研壺の頸，肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。地色は黒褐色，丹は赤桃

色を呈する。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

10は黒色磨研壺の肩部片である。内面はナデ，外面は横方向ミガキ。内面は黒褐色，外面は

黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

11は丹塗り磨研壻の口縁片である。口緑直下には内外ともに沈線 1条をめぐらしている。内

外ともに横方向ミガキ。内面の地は灰黒色，外面の地は黄褐色，丹は淡赤色を呈する。胎土に

は細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

12は丹党り磨研境の口緑片である。口縁直下に一条の沈線をめぐらしている。内外ともに風

化いちじるしく，丹も痕跡的である。地は黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒

を含み，焼成は良。
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13は丹塗り磨研婉の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明な点か多く，丹も痕

跡的である。内面と外面の地は黄褐色，丹は暗赤色を呈する。精選粘土を使用し，焼成は良。

14は内面黒色磨研，外面丹塗り磨研の墳口縁片である。内外ともにミガキ。内面は黒褐色，

ロ縁内面から外面は不明瞭ではあるが丹塗りと思われ，暗赤褐色を呈している。胎土には微量

の砂粒を含み，焼成は良好。

15は黒色磨研浅鉢の口緑片である。内外ともに横方向ヘラミガキ。胎土には微量の砂粒を含

み，焼成は良好。

16は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

17は浅鉢の破片である。風化のため内外ともに調整法は不明。暗褐色を呈し，胎土には砂粒

を多く含み，焼成はやや良。

18は黒色磨研浅鉢の肩部片である。肩の上には一条の沈線をめぐらしている。内外ともに横

方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

19は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には細粒

の砂を少量含み，焼成は良好。

20は黒色磨研浅鉢の胴部片である。内外ともに横方向ミガキ。暗褐色を呈し，胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

21は直立する甕の口縁片である。内面は指頭圧痕の上からナデ。外面はナデ。茶褐色を呈し，

胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

22は黒色磨研の直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒

を含み，焼成は良好。

23は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色を呈し，

胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

24は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，

焼成は良好。

25は肩で屈曲する甕の口緑片である。内外ともにナデ。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色を呈

し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

26は肩で屈曲する甕の口縁片である。内面はナデ，外面は横方向擦過。内面は暗黄褐色，外

面は褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

27は口縁が直に外反する小甕である。復原口径は13.6cm。内面は指頭圧痕の上からナデ。ロ

縁内外はヨコナデ，外面は縦方向ナデ。内面は暗褐色，外面は暗黄褐色～黒色を呈し，胎土に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。

28は口縁で外反する甕である。口縁は粘土帯を貼付してつくっている。口縁内外は横方向擦
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過。内面は黒褐色，外面は黄褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

29は直立する甕の口縁片である。口縁上端にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナ

デ。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

30は直立する甕の口縁片である。口緑下15-32rnrn下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる大き

な刻目を施している。外面はナデ，内面は風化のため不明。茶褐色を呈し，胎土には砂粒をや

や多く含み，焼成は良好。

31は直立する甕の口縁片である。口縁外側には凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施して

いる。内面は指頭圧痕の上からナデ，外面はナデ。内面は黄褐色を外面は茶褐色を呈し，胎土

には砂粒を少量含み，焼成は良好。

32は直立する甕の口縁片である。口縁下 4-lOrnrn下った間に凸帯を貼付し，爪による大きな

刻目を施している。内面は横方向擦過， 口縁から凸帯にかけてはナテ｀，外面は風化のため不明。

黒色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

33は肩で屈曲する甕の口縁片である。口緑よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，棒状

工具による刻目を施している。内面の口縁直下は指頭圧痕の上からヨコナデ，頸部内面は指頭

圧痕の上からナテ‘ヽ，外面はナデ。内面は赤褐色，外面は暗黄褐色を呈し，胎土には砂粒をやや

多く含み，焼成は良好。

34は直立する甕で復原口径は20.9cmを測る。口縁より 5-17rnrn程下った間に凸帯を貼付し，

爪による大きな刻目を施す。内面はナデで指頭圧痕かみられる。口緑から凸帯下まではヨコナ

デ，外面は縦方向の擦過。黒褐色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は良好。

35は肩で屈曲する甕で，復原口径は21.6cmを測る。口縁から 4-12rnrn程下ったところに凸帯

を貼付し，口縁と凸帯にヘラによる刻目を施している。口縁内面は指頭圧痕ののちヨコナデ，

頸部内面は横方向擦過。口緑から凸帯の下まではヨコナデ，頸部はナデ。赤褐色を呈し，胎土

には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

36は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には爪による大きな刻目を施している。内外ともに

横方向擦過。黒褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

37は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には爪先による刻目を施している。内外ともに横方

向擦過。茶褐色～暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

38は復原径10.2cmの丸底の壺底部である。風化のため内外ともに調整法は不明。内面は黒色，

外面は黄褐色であるが二次的火熱を受けて赤桃色に赤変している。胎土には砂粒を多く含み，

焼成は良好。

39は復原径7.lcmの浅鉢底部片である。内面は黒色磨研，外面はナデで茶褐色を呈するが，黒

塗りの可能性も考えられる。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

40は復原径8.0cmの底部片である。内面は横方向擦過，外面は縦方向擦過。暗赤褐色を呈し，
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第 29図 18号住 居 跡 出土土器 2 (縮尺1/3)

胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

41は復原径8.0cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。暗赤掲色を里し、胎

土には砂粒を多く含み｀焼成は良好。

42は復原径7.7cmの黒色磨研壺の底部片である。外面はミガキ，内面と外底は風化のため不明。

内面は黄白色．外面は黒色を呈し，胎土には砂粒を多く含み．焼成は良好。

43は径4.6cmの底部である。内外ともに擦過。内面は暗茶褐色，外面は黒色を呈し，胎土には

少紐の砂粒を含み，焼成は良好。蓋の可能ヤ,,も考えたが．図示した外底部分がすれているので，

底部と考えた。

44は復原径5.0cmの小形壺の底部片である。内外ともに風化のため調怪法は不明。黄白色を呈

し，胎土には少旦の砂粒を含み、焼成は良。

45は復原径：6.8cmの底部）ヤである。肉面はナテ＂，外面は不明瞭ながら指頭圧痕がみられる。外

底は板木口によるカキトリで上げ底にする。内面は患色．外面は赤秘色を呈し，胎土には砂粒

を多く含み．焼成は良好。

46は復原径9.8cmの丹塗り磨研壺の底部片である。内面はナテ・.底部外側は横方向ミガキ。地

は茨褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好"

47は復原径8.0cmの底部片である。内面はナテ＇、外面はナデで，底部外側には指頭圧痕かみら

れる。内面は淡赤褐色，外面は暗赤掲色を早し、胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

48は上器片利用の円盤である。外側の加工が丁寧であり．紡錘車として使用した可能性もあ

ふ 内外ともに風化のため調整法は不明，内面は黒褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には砂

粒を多く含み．焼成は良。

49は土器片利用の円盤である。径は4.l-4.7cmでやや長円形を呈する。内外ともにナデ．暗

褐色を呈し，胎上には砂粒をやや多 く含み，焼成は良好。
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18・19・25号住居跡上面出土土器（第30図）

これらの土器は18号 ・19号・ 25号住居跡の遺構面を検出する過程で出土したもので，これら

の住居跡に伴うが，いずれかを確定できないもの，又これらの住居跡より上層にあった土器の

両者を含んでいる。

1は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄白色，丹は暗赤色，胎

土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

2は壺の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。黄白色を呈し，胎士には砂粒

を少量含み，焼成は良。

3は深鉢口縁片である。内面はナデと思われる。外面は風化のため不明，黒色を呈し，胎土

には少量の砂粒を含み，焼成はやや不良。本来は黒色磨研の精製深鉢と考える。

4は深鉢の口縁片かと思われる。内外ともに風化のため調整法は不明。地は茶褐色，丹は暗

赤色を呈する。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

5は直立する甕の口縁片である。外面は縦方向の擦過，口縁部はナデ，内面は風化のため不

明。内面は淡黄色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

6は弥生時代後期後半の高杯肩部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は茶

褐色，外面は黄褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は不良。

7は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

8は鉢の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。暗褐色を呈するが，外面の一

部は二次的火熱を受けて赤変している。胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

9は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内外とも

に横方向ナデ。暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

10は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 6-16mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による

大きな刻目を施している。内外ともに風化のため調整法は不明。灰白色を呈し，胎土には砂粒

を少量含み，焼成は良好。

11は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には棒状工具による刻目を施す。内面は縦方向ナデ，

外面は風化のため不明。内面は黒色，外面は茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は

不良。

12は内面黒色磨研，外面は丹塗りと思われる高坪である。内面は横方向ミガキ，外面は風化

のため不明。外面は黄白色を呈する。胎士には砂粒を多く含み，焼成は良好。板付 I式の新段

階のものと考える。
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第 30図 18・19・25号住居跡上面出七七器（縮尺1/3)

13は板付II式の根口縁片である。 U緑下端にヘラによる刻目を施している。内外ともに風化

のため調整法は不明。内面は烈褐色，外面は淡褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は

やや不良。

14はく字状口縁を呈する弥生時代後期後半の褻である。口縁内外はヨコナテ．他は内外とも

にナデ。茶掲色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好c

15は土師器杯片である。内外ともにヨコナデでロクロ痕が明瞭である。淡茶褐色を呈し，胎

土には少景の砂粒を含み，焼成は良好。平安時代初期のものである。

16は須恵器杯片である。内外ともにヨコナデ。灰黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。奈良末一平安初期のものである。

17は須恵器杯片である。内外ともに ヨコナデ。灰色を呈し、胎土には微量の砂粒を含み，焼

成は良好。奈良末～平安初期のものである。

以ート．のうち時期を特記しなかったものはすべて夜El期の土器である。

-92-



21号住居跡出土土器（第31図）

1は壺の口緑片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黒色，外面は黄白色を

呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

2は直立する甕の口縁片である。口縁はやや波をうっている。口縁より 3-13mm程下った間

に凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内面は黒色，外面は暗赤褐色を呈し，胎土には

砂粒をやや多く含み，焼成は良。

3は方形浅鉢の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。黒褐色を呈し，胎土に

は砂粒を少量含み，焼成は不良。

4は復原径8.0cmの底部片である。内面はナデ，外面は指頭圧痕ののちナデ。外底には木葉痕

がみられる。

以上が21号住居跡に伴うものである。

5は板付 I式の甕口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施す。内外ともに風化のため不

明。黄褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

6は板付II式の甕と思われる。風化のため内外ともに調整法は不明。口唇部に刻目はないよ

うである。淡黄色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

7は復原径9.2cmの底部片である。内外ともにナデと思われる。内面は茶褐色，外面は淡赤褐

色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。弥生時代前期のものである。

8はく字状口縁を呈する甕の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。黄褐色～

褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。弥生時代後期後半のものと考えられる。
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第 31図 21号住居跡出土土器（縮尺1/3)
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23号住居跡出土土器（第32図）

1は丹塗り磨研壺の口緑片である。 n緑の部分だけ横方向のミガキが観察できるが，他の部

分は風化のため不明。地は淡茶色、丹は暗赤色を呈する。胎上には少鍼の砂粒を含み，焼成は

良。

2は黒色磨研の大形壺の口緑と思われる。内面はナデ，外面は横方向ミガキ。内面は暗茶掲

色，外面は黒色を呈する。胎土には少属の砂粒を含み、焼成は良好。

3は黒色唸研深鉢の肩部片である。 内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎上には砂粒を

少益含み，焼成は良好。

4は鉢の口縁片である。 LJ緑には棒状上具による刻目を施している。内面は指頭庄痕ののち

ナデ，外血はナデ。内面は暗茶褐色．外而は茶褐色を星し，胎七には少讚の砂粒を含み，焼成

は良好。

こ灼口
ヽヽ 1 ,-, 

゜
10cm 3

 

第 32図 23号住居跡出 土 土 器 （縮尺1/3)

24号住居跡出土土器 （第33図）

1は直1/.する喪で口緑がわずかに外反する。内外ともに風化のため調整法はイ＜明。淡茶色を

吊し．胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。夜白期のものである。

2は板付I式の痰口緑片である。口唇部にはヘラによる刻目を施している。口縁内面は横}j

向ハケ目ののちナデ，胴部内面はナデ，口緑外面はナテ．脂l部外面は細いハケ目。内面は淡茶

色，外血は暗福色を呈し．』台土には少量の砂粒を含み．焼成は良。

3は器台である。底径は 6.5cmを測る。外わくをつくって内部に枯土を充壌している。風化

のため調整法は不明。赤褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は不良。弥生時代中

期前半のものと考える。

以上 3点しか固示し得る土器が

ないが，切合い関係等からして，

］がこの住居跡に伴う土器と考え

られる。

゜
10cm 

3 

第 33図 24号 住居跡 出土土 器（縮尺1/3)
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25号住居跡出土土器（第34図）

1は黒色磨研壺の口緑片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の砂を微量に含み，

焼成は良好。

2は直立する甕の口緑片である。口緑は波をうっている。内外ともに風化のため調整法は不

明。内面は黄褐色，外面は茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

3は直立する甕の口緑片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は灰褐色，外面

は黒色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

4は黒色磨研浅鉢の胴部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の砂少量を含み，

焼成は良。

5は直立する甕の口縁片である。口緑はわずかに外反し，棒状工具による刻目を施している。

内外ともに風化のため調整法は不明。内面は淡茶褐色，外面は黄白色を呈し，胎土には少量の

砂粒を含み，焼成は不良。

6は直立する甕の口縁片である。口緑はわずかに外反ぎみである。口緑上端には棒状工具に

よる刻目を施している。内面は指頭圧痕ののちナデ，外面は風化のため不明。内面は淡茶褐色，

外面は暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

7は直立する甕の口緑片である。口緑より 5~13mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による大

きな刻目を施している。内外ともに横方向擦過。赤褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，

焼成は良好。

8は直立する甕の口縁片である。口緑端を一部欠失しているが，口緑より 10~25mm程下った

間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施している。内外ともに横方向擦過。淡赤褐色を呈
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第 34図 25号住居跡出土土器（縮尺1/3)
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し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

9は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施してい

る。内外ともに横方向擦過。内面は黒色，外面は暗褐色を呈している。胎土には砂粒を多く含

み，焼成は良好。

10は径10cmの底部である。内外ともにナデ，外底には木葉痕がみられる。内面は黄白色，外

面および外底は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。底部外側はナデであ

るが，黒色磨研壺の底部であると考える。

26号住居跡出土土器（第35~37図）

1は丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。復原口径は12.0cmを測る。口縁内外は横方向ミガキ，

頸部は縦方向ミガキ，頸頭内面は指頭圧痕ののちナデ。内面は黄褐色，外の地は淡黄色，丹は

暗赤褐色で質か悪い。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

2は壺のロ・頸部片である。復原口径は13.2cmを測る。外面から口緑内面は横方向ミガキ，

頸部内面は指頭圧痕ののちナデ。濃茶褐色を呈し，胎士には細粒の砂を少鼠含み，焼成は良好。

17と諸特微等から同一個体の可能性が大。

3は壺の口縁である。口縁端はわずかに折返している。外面は横方向ミガキ，口縁直下はヨ

コナデと思われるが，口縁から内面にかけては風化のため不明。内面は暗黄褐色～黒色，外面

は赤褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

4は壺ロ・頸部片である。復原口径は11.5cm。外面は横方向ミガキを辛うじて観察できるが，

内面は風化のため不明。内面は明黄色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼

成はやや不良。

5は壺の口縁～肩部である。さらに下半部もあるが，部分を確定できない。復原口径は14.2

cmを測る。外面から口縁内面までは横方向ミガキ。頸部内面は指頭圧痕の上から擦過。肩部内

面には指頭圧痕がみられる。胴部内面は擦過ののちナデ。内面は赤褐色～黒褐色，外面は黒褐

色で一部赤褐色のところあり。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

6は丹塗り磨研壺の口緑片である。風化のためミガキ方向は不明。地は灰色，丹は暗赤色を

呈する。胎土には精選粘士を用い，焼成は良好。

7は丹抱り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は茶褐色，丹は暗赤色を呈

する。胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

8は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面から口緑内面までは横方向ミガキ，頸部内面は風化

のため不明。地は淡茶色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

9は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面の地は淡赤褐色，外の地
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は暗黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

10は黒色磨研の壺又は浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎士には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

11は丹塗り磨研壺の肩部片である。外面は風化のためミガキ方向は不明。内面は風化のため

不明。内面は灰色，外の地は淡黄色，丹は暗赤褐色で質か悪い。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成はやや不良。

12は丹塗り磨研壺の肩部片である。内面はナデ，外面は横方向ミガキ。地は灰黄色，丹は暗

赤色を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

13は丹塗り磨研壺の肩部片である。内面はナデで，肩部には指頭圧痕がみられる。外面は横

方向ミガキ。地は灰褐色，丹は暗赤色を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

14は丹塗り磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため不明。内面は灰

色，外の地は灰黄色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

15は丹塗り磨研壺の肩部片である。内面はナデ，外面は風化のためミガキ方向不明。内面は

赤褐色，外の地は灰褐色～黒褐色，丹は暗赤褐色を里する。胎上には砂粒を多く含み，焼成は

良。

16は壺の肩部片である。頸部内面は横方向擦過，肩部内面は指頭圧痕ののちナデ，外面は横

方向ミガキが辛うじてわかる。内面は黄白色，外面は淡黄色～黄褐色を呈し，胎土には少量の

砂粒を含み，焼成は良好。

17は壺の底部である。底径 6.8cmの丸底化した底部をもつ。内面は擦過，外面は横方向のミ

ガキ。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。器形からは弥生後期後半の可

能性も考えられないこともないか，色，胎上，焼成，手法等から夜臼期のものと考えられ， 2 

の底部であろうと思われる。

18は椀の口縁かと思われる。内外ともに風化のため調整法は不明。黄褐色を呈し，胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良。

19は鉢の口縁片である。内面はミガキ風の横・斜方向の擦過，外面は縦方向の擦過。黒褐色を

呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

20は黒色磨研の深鉢である。内外ともに横方向ミガキ。胎士には細粒の砂を微量に含み，焼

成は良好。

21は方形浅鉢の口縁片である。外面にはハケ目様の条線が認められる。内面は風化のため不

明。暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

22は浅鉢口緑片である。口縁内面で段をつくり，さらに阻曲する古い要素をもっている。内

外ともに風化のため調整法は不明。黄褐色を呈し，胎土には少羅の砂粒を含み，焼成は良。

23は浅鉢又は高杯の破片である。頭部は直立し，口緑は外反し，口縁下には段をつくり，又
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肩部の段はつよく張り，古い要素を残している。内面は灰褐色，外面は淡黄褐色を呈し，胎土

には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

24は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎士には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

25は黒色磨研浅鉢の口緑片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

26は黒塗り磨研浅鉢の破片である。内外ともに横方向ミガキ。淡赤褐色の地に黒色顔料を喰

り，黒褐色～黒色を呈する。胎士には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

27は黒色磨研浅鉢の破片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を里し，胎士には微量の

砂粒を含み，焼成は良。

28は浅鉢の口緑片である。風化のため調整法は不明であるか‘，口縁下に指頭圧痕がみられる。

灰黒色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は不良。本来は黒色磨研であろう。

29は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の砂を微量に含

み，焼成は良好。

30は黒色磨研浅鉢の肩部片である。風化のため辛うじて横方向ミガキが観察できる。内面は

淡黒褐色，外面は黒色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

31は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は淡褐色，外面は黒褐色

を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

32は直立する甕の口縁片である。内面は横方向ナデ，外面は斜方向のナデ。内面は黄褐色，

外面は黒褐色を呈し，胎土には少贔の砂粒を含み，焼成は良好。口縁下に米の圧痕がある。

長 4.5mm, 幅 1.9mm, 長幅比2.37である。

33は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過。外面はナデ。内面は淡黄色，外面は黄

褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み、焼成は良好。

34は鉢の口縁片である。内外ともに横方向擦過。内面は黒褐色，外面は淡褐色および黒斑が

みられる。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

35は直立する甕の口縁片である。口縁はわずかに外反ぎみで，胴部でふくらみをもつものと

思われる。内外ともにナデ。内面は黒褐色。外面は茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

36は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。内面は茶褐色，外面は淡赤褐色を

呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は良好。

37は直立する甕の口縁片である。口緑は外反ぎみで，胴部でふくらむものである。口縁には

ヘラによるか細い刻目を施している。内面は指頭圧痕ののち粗いハケ目，口緑内面はナデ，外

面は斜方向のナデ。内面は黄褐色，外面は暗茶褐色～黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，
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焼成は良好。

38は直立する小甕で，復原口径は11.6cm。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面から

外面の上半は指頭圧痕ののちナデ。外面下半は縦方向擦過。内面は黄褐色～暗茶褐色，外面は

赤褐色～暗褐色を呈し，胎士には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

39は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともに横方向

擦過。内面は褐色，外面は黒褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

40は直立する甕の口緑片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面

は一見ハケ目風の縦方向擦過。内面は黄褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

41は直立する甕の口縁片である。口縁はわずかに外反ぎみで，胴部はややふくらむ。口縁に

はヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ調整。内面は黄褐色，外面は茶褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

42は直立する甕の口縁片である。口縁はわずかに外反ぎみで，胴部はふくらむものと思われ

る。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。赤褐色～暗赤褐色を呈し，胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

43は肩で囲曲する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は横方向

ナデ，外面は横方向擦過。内面は黄褐色，外面は黒褐色を里し．胎士には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

44は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに，低くて目立たない部分

的な凸帯を貼付し，棒状工具による不明瞭な刻目を施している。内面は指頭圧痕ののちナデ，

外面は風化のため不明。内面は暗茶褐色，外面は黒褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

45は直立する甕の口緑片である。口縁からわずかに下ったところに凸帯を貼付し，棒状工具

による刻目を施している。内面から口縁まではナデ，凸帯より下は横方向擦過。内面は暗黄褐

色，外面は暗褐色を呈し，胎士には細粒の砂少量を含み，焼成は良好。

46は直立する甕で，復原口径は29.0cmを測る。口縁はやや波をうっている。口縁より 9-21 

mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内面はナデ，口縁から凸帯の下ま

ではヨコナデ，胴部外面はナデ。口縁内外は赤褐色，他は暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多

く含み，焼成は良好。凸帯下に内から外へ穿孔した補修孔がある。外径は 2.7cm, 内径は 1.3

cm程に復原できる。

47は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-15mm程下った間に凸帯を貼付し，棒状工具によ

る刻目を施している。外面は擦過，内面は風化のため不明。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良。
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48は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-12mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による刻目

を施している。内面は横方向条痕，外面は擦過。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土

には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

49は直立する甕の口緑片である。口縁下 4-16mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による刻目

を施している。口縁内面は横方向擦過，内面は擦過ののちナデ，口縁から凸帯下まではヨコナ

デ，外面は擦過。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

50は肩で屈曲する甕で，復原口径は15.0cm。口緑よりわずかに下ったところと肩には凸帯を

貼付し，ヘラによる刻目を施している。内面はナデで．口縁部には指頭圧痕がみられる。外面

は横方向の擦過。内面は赤褐色～褐色，外面は茶褐色～暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒をやや

多く含み，焼成は良好。

51は肩で屈曲する甕の肩部である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施している。

内面は横方向擦過，外面は風化のため不明。内面は黒色，外面は茶褐色を呈し，胎土には砂粒

をやや多く含み，焼成は良好。

52は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。内面は横方向擦過，外面は風化のため不明。内面は茶褐色，外面は黄褐色～褐色を呈し，

胎土には砂粒をやや含み，焼成は良。

53は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

内外ともにナデ調整。内面は褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を多く含み，

焼成は良好。

54は甕の胴部片である。調整法の資料として図示する。内面は横方向条痕，外面は縦方向の

粗い擦過。内面は黄褐色，外面は黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

55は把手の破片である。やや下向きで，幅は 4cm, 長さ 3.5cm,厚さ 2cm程のものである。内

面および把手部分はすべてナデ調整を施す。内面は淡黄色，外面は黒褐色を呈するが，下面は

二次的火熱を受けて赤褐色に赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。類似品

は刻目を施すものであるが33号住居跡出土の甕（甑）にみられる（第50図114)。

56は径10.7cmの底部である。内外ともにナデ，外側には不明瞭なから指頭圧痕がみられる。

黄白色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

57は径 7.9cmの底部片である。内面はナデ，外面は縦方向の擦過。内面は黄白色，外面は暗

茶褐色を呈し，胎上には砂粒を多く含み，焼成は良好。

58は復原径 9.4cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は擦過。内面は淡赤褐色，外面

は茶褐色を里し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

59は復原径 8.8cmの底部片である。内面は指ナデ，外底はナデ，外側は不明瞭ながら指頭圧

痕がみられる。内面は黄白色，外面は赤褐色を呈し，胎土には大粒の砂を少量含み，焼成は良
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好。

60は復原径 9.4cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。ただ外側には不明

瞭ながら指頭圧痕がみられる。

61は復原径 9.1cmの底部片である。内面は擦過で，工具の起点痕が残っている。外面は風化

のため不明であるが，外側には指頭圧痕がみられる。黄褐色を呈するが，外側から外底にかけ

ては二次的火熱を受け赤桃色に赤変している。胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

62は復原径10.0cmの底部片である。内面は擦過ののちナデ，外面は風化のため不明。内面は

黄褐色，外面は淡赤褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

63は復原径 7.2cmの底部片である。内面は擦過，外面は風化のため不明であるが，外側には

指頭圧痕がみられる。暗黄灰褐色を呈するが，外側から外底にかけては二次的火熱により赤変

している。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成はやや不良。

64は復原径 9.0cmの底部片である。外面は指頭圧痕ののちナデ。内面と外底は風化のため不

明。内面は黄褐色～黒色，外面は黒色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

65は径 6.2cmの黒色磨研浅鉢の底部片である。外底はナデ，外面は風化のためミガキ方向不

明。胎土は明茶褐色を呈するが，外面は茶褐色～黒色であり，あるいは黒塗りかもしれない。

胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

66は復原径 8.4cmの底部片である。内面は指頭圧痕ののちナデ，外面は風化のため不明。淡

赤褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

67は復原径 7.7cmの底部片である。内面はナデ，外面は縦方向の擦過。内面は黄褐色と黒褐

色部分があり，外面は黄褐色を呈する。胎土には大粒の砂粒を少量含み，焼成は良。

68は径算出不能なので，一応 8cmで復原して図示した。内面はナデ，外面は風化のため不明。

内面は明黄褐色，外面は黒褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

69は復原径 5.2cmの黒色磨研浅鉢と思われる底部片である。風化のためミガキ方向は不明。

黒褐色を呈し，胎土には細粒の砂をやや多く含み，焼成は良。

70は復原径 7.8cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は暗赤褐色，

外面は褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

71は復原径 7.6cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明であるが，外側には

指頭圧痕がみられる。内面は黄褐色，外面は二次的火熱を受けて赤桃色に赤変している。胎土

には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

72は径算出不能なので一応 8cmで復原して図示した。内外ともに風化のため調整法は不明。

内面は黒色，外面は黄褐色を呈するが，外側から外底にかけては二次的火熱を受けて赤変して

いる。胎土には大粒の砂をやや多く含み，焼成は良。

73は復原径 8.0cmの底部片である。内外ともにナデ。赤褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を
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含み，焼成は良好。

74は径算出不能なので一応 7cmで復原して図示した。黒色磨研浅鉢の底部である。内面はミ

ガキ，外面は風化のため不明。内外ともに黒色であるが，底部外側から外底は二次的火熱を受

けて赤桃色に赤変している。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

75は復原径 9.0cmの底部片である。内面は指頭圧痕ののちナデ，外面は擦過。内面は黄褐色，

外面は赤褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

以上の土器は26号住居跡に伴うものである。

76は壺口縁片かと思われる。内外ともに丁寧なナデ。暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。弥生時代前期のものと考えられる。

77は復原径 9.4cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。淡赤褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。弥生時代前期のものである。

78は復原径 8.6cmの底部片である。内外ともにナデ調整。内面は暗褐色，外面は赤褐色を呈

し．胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。弥生時代前期のものと考えられる。

79は復原径10.1cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。黄褐色を呈し．胎

土には少量の砂粒を含み．焼成は良好。弥生時代前期のものと考えられる。

80は土師器甕の口緑片と思われる。内外ともに横方向ミガキ。暗茶褐色を呈し．胎土には微

量の砂粒を含み，焼成は良好。
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28号住居跡出土土器（第38-41図）

1は丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。外面から口緑内面までは横方向ミガキ。頸部内面は

指頭圧痕ののちナデ。内面は茶褐色，外面の地は黄褐色～黒褐色，丹は暗赤色を呈する。胎士

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

2は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は赤茶色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

3は壺の頸・肩部片である。胴部最大径は27.0cmを測る。胴部内面は横方向の粗い擦過，肩

部内面は指頭圧痕，頸部内面はナデ，外面の頸部は横方向条痕，胴部はケズリ風の擦過。暗赤

褐色を呈し，胎土には大粒の砂粒を多く含み，焼成は良好。

4は壺の口縁片である。内外ともにナデ風の擦過。明茶褐色を呈し，胎土には大粒の砂をや

や多く含み，焼成は良好。

5は黒色磨研壺の肩部片である。肩部内面には指頭圧痕があり，内面はその上から横方向擦

過，外面は横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒と細粒の金雲母片を含み，焼成

は良好。

6は黒色磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため不明。黒褐色を呈

し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良。

7は黒色磨研浅鉢の口縁片である。風化のためミガキ方向は不明。黒褐色を呈し，胎上には

少量の砂粒を含み，焼成は不良。

8は浅鉢又は高杯の破片である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため不明。黄褐色を呈

し，胎士には大粒の砂粒を少量含み，焼成は良。

9は方形浅鉢の口縁片である。内面では段をつくり，外面では稜をつくっている。黄褐色部

分と赤褐色部分がある。胎土には大粒の砂粒をやや多く含み，焼成は良。

10は浅鉢又は高杯の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。暗茶褐色を呈し，胎土には細

粒の砂を多く含み，焼成は良好。

11は黒色磨研浅鉢である。復原口径は19.9cm, 肩部径は21.1cm, 底径は 7.1cm, 復原器高は

9.0cmを測る。口縁はやや波をうっている。外面から内面の肩部下までは横方向ミガキ，胴部

内面はミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

12は黒色磨研浅鉢の大きな破片であるが，径算出不能なので，口径26cmで復原して図示する。

内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

13は黒色磨研浅鉢の肩部片である。風化のためミガキ方向は不明。黒褐色を呈し，胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良。

14は壺胴部片である。内面は条痕，外面は上部を横方向ミガキ，下部は縦方向ミガキ。内面
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は灰褐色，外の地は淡黄色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

15は黒色磨研浅鉢口縁のかなり大きな破片であるが，径算出不能なので，口径26cmで復原し

て図示した。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

16は復原口径 8.4cmの直立する口縁をもつ小甕片である。内面は指頭圧痕ののち横方向ナデ，

外面は縦方向擦過。内面は明黄色，外面は黄褐色を呈する。口縁の内外は二次的火熱により赤

変している。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

17は直立する甕の口縁片である。内面は指頭圧痕ののちナデ，外面は横方向の粗い擦過。内

面は明茶色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には大粒の砂少量を含み，焼成は良好。

18は直立する甕の口縁片である。口縁はやや波をうっている。口緑内外は横方向擦過，他は

内外ともに縦方向擦過。内面は赤褐色，外面は暗赤褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

19は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。暗褐色を呈し，胎土には大粒の砂

粒少量を含み，焼成は良好。

20は直立する甕の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は淡黄褐色，外

面は黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は軟弱で不良。

21は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ風の横方向擦過。黒褐色を呈し，胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

22は直立する甕の口縁片である。口縁より下ったところに凸帯を貼付し，棒状工具による刻

目を施している。内面は黄褐色，外面は暗褐色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は良好。

23は直立する甕の口緑片である。口縁より 4-13mm程下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる

大きな刻目を施している。内面は指頭圧痕ののちナデ，外面はナデ。内面は黒色，外面は暗黄

褐色を呈し，胎上には砂粒を多く含み，焼成は良好。

24は直立する甕の口縁片である。口縁より 5-15mm程下った間に凸帯を貼付し，瓜による大

きな刻目を施している。内面は擦過，口緑から凸帯下まではヨコナデ，外面は条痕風の粗い擦

過。内面は黒色，外面は黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

25は直立する甕の口縁片である。口緑下 7-15mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による刻目を

施している。口縁内外はナデ，他は内外ともに擦過。内面は暗黄褐色，外面は黒褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

26は肩で屈曲する甕である。復原口径は25.0cm, 肩部径は33.1cmを測る。頸部はつよく内傾

している。口縁には刻目なし，肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施している。内面

は横方向の粗い擦過，ロ・頸部外面は条痕風の粗い擦過，胴部外面はナデ風の横方向擦過。内

面は明茶褐色，外面は茶褐色を呈し，胎士には大粒の砂をやや多く含み，焼成は良好。頸部に

小黒斑がみられる。
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27は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁より 4-13mm程下った間に凸帯を貼付し，棒状工

具による大きな刻目を施している。内外ともに風化のため調整法は不明。暗黄褐色を呈し，胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

28は肩で屈曲する甕である。復原口径は22.7cm, 肩部径は29.0cm。口縁はかなり波をうって

いる。口縁より 5-17mm程下った間と肩に凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施している。

内面は指頭圧痕ののちナデ，外面は風化のため不明。灰褐色～黒褐色を呈し，胎土には砂粒を

多く含み，焼成は良好。

29は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は横方向

擦過，外面はナデ。内面は黒褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

30は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩の復原径は32.4cm。肩には凸帯を貼付し，爪による

大きな刻目を施している。内面は横方向擦過，外面の口縁近くと凸帯より下は条痕風の横方向

擦過，凸帯の上部はナデ風の横方向擦過。内面は赤褐色，外面は黒色を呈し，胎士には少量の

砂粒を含み，焼成は良好。

31は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁より 4-9 mm程下った間に凸帯を貼付し，棒状エ

具による大きな刻目を施している。内面から凸帯の上までは黒褐色，外面は明茶褐色を呈し，

胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

32は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁より 4-12mm程下った間に凸帯を貼付し，爪によ

る刻目を施している。内面は横方向擦過， 外面はナデ。黒褐色を呈し，胎士には砂粒をやや

多く含み，焼成は良好。

33は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる大きな刻目を施して

いる。内面は指頭圧痕ののちナデ，凸帯周辺はヨコナデ，胴部外面は条痕風の擦過。淡黄色を

呈し，胎土には少最の砂粒を含み，焼成は良好。

34は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。内面は横方向擦過，凸帯周辺はナデ，胴部外面は横方向の祖い擦過。内面は黒褐色，外面

は茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

35は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。凸

帯固辺はナデ，他は内外ともに横方向擦過。内面は明黄褐色，外面は暗黄褐色を呈し，胎土に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。

36は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。内外ともにナデ。黄褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

37は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には爪による雑な刻目を施している。内面はナデ，

外面は横方向擦過。濃茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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38は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には棒状工具による大きな刻目を施している。内面

は横方向擦過，外面は風化のため不明。内面は暗褐色，外面は暗黄褐色を呈し，胎士には細粒

の砂をやや多く含み，焼成は良。

39は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内

外ともに横方向擦過。内面は黒褐色，外面は暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

40は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

頸部は内外ともに横方向条痕，凸帯周辺と肩部内面はナデ。内面は赤褐色，外面は暗茶褐色を

呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

41は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる大きな刻目を施している。内外とも

にナデ。内面は暗褐色，外面は褐色を呈するが，肩部下は二次的火熱を受けて赤変している。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

42は甕の胴部片である。内面は横方向条痕，外面は縦方向の調整痕がある。内面は暗黄褐色

を呈し，外面は赤褐色を呈する。胎士には砂粒を多く含み，焼成は良。

43は甕の胴部片である。調整法の資料として図示した。内外ともに横方向の擦過。内面は淡

赤褐色，外面は一部は茶褐色，大部分は黒斑と思われるが黒色を呈する。胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

44は丹塗り磨研壺の底部で，径は 9.6cmを測る。内面はナデ，外面は横方向ミガキ，外底に

は木葉痕が残り，ナデ調整。地は黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

45は径 7.2cmの底部である。内面と外底はナデ，外面は風化のため不明。内面は黄褐色，外

面は二次的火熱を受けて赤変し暗赤褐色を呈する。胎上には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

46は径 5.5cmの底部である。内面は指頭圧痕ののちナデ，外面はナデ。底部外側には指頭圧

痕がみられる。内面は黄褐色と茶褐色，それと対応する外面は黒斑と茶褐色とはっきりと色が

わかれている。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

47は復原径 8.8cmの底部片である。内面は条痕工具によるカキトリ，外面はナデ。暗黄褐色

を呈し，胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

48は復原径 4.2cmの小さな底部片である。外面はナデ。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

49は復原径 8.1cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は風化のため不明。茶褐色を呈

し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

50は士器片利用の円盤である。径は 6- 6.5cmを測る。内外ともにナデ。内面は赤褐色，外

面は茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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以上の土器は28号住居跡に伴うものである。

51は板付II式の甕口緑片である。口縁下端にヘラによる刻目を施している。内面はハケ目，

ロ縁部はヨコナデ，外面はナデ。内面は暗褐色，外面は暗黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

52は板付II式の甕口縁片である。口緑下端にヘラによる刻目を施している。内外ともに風化

のため調整法は不明。明茶褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良。

53は板付II式の壺口縁片である。口縁外側にはヘラによる刻目を施している。内外ともに風

化のため調整法は不明。暗黄褐色を呈し．胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

54は板付II式の甕口縁片である。内外ともにヨコナデ。淡黄褐色を呈し．胎土には少量の砂
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粒を含み，焼成は良好。

55は高杯脚裾片と思われる。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黄褐色，外面は暗

褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。板付II式の古段階のものかと考える。

56は逆L字状口縁を呈する甕口縁片である。内外ともにヨコナデ。黄褐色を呈し，胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。中期前半のものである。

57は弥生後期後半の高杯口縁片である。内外ともにナデ。暗赤褐色を呈し，胎上には少量の

砂粒を含み，焼成は良。

58は弥生後期後半の高坪口緑片である。内面は横方向ミガキ，外面は風化のため不明。内面

は黄褐色，外面は暗黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

59は弥生後期後半のく字状口縁を呈する甕の破片である。口縁内外はヨコナデ，内面はナデ，

外面はやや粗目のハケ目を施している。淡黄色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は

良好。

60は壺胴部片である。コ字形凸帯 1条を貼付している。凸帯周辺はヨコナデ，他は内外とも

にナデ。黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み．焼成は良好。

61は高坪脚部片である。内外ともにナデ。黄褐色を里し，胎土には微量の砂粒を含み，焼

成は良好。弥生後期後半のものである。 58と同一個体か。

62は弥生後期後半の高杯脚裾片である。内面はハケ目，外面はハケ目ののちナデ，脚裾端は

内外ともにヨコナデ。黄褐色の地に赤褐色の化粧土をかける。胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

63は弥生後期後半の大形壺の底部である。底部は丸底化し，径は14.6cmを測る。内面は指ナ

デ，外面はやや粗いハケ目。淡赤褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

57-63の弥生時代後期後半の士器は35号， 37号住居跡に伴うものであることは確実である。

64は須恵質の杯口緑片である。内外ともにヨコナデ。表面は灰色を呈するが，胎土は淡黄色

を里している。胎上には精選粘土を用い，焼成は良好。

65は須恵器杯口縁片である。内外ともにヨコナデ。灰色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み．

焼成は良好。

66は上師器杯口縁片である。内外ともにヨコナデ。黄褐色を呈し，胎上には赤色粒子を含む

精選粘上を用い，焼成は良好。

67は土師器坪口緑片である。内外ともにヨコナデ。黄褐色の地に茶黄色の化粧士をかけてい

る。胎士には微量の砂粒を含み．焼成は良好。

64-67は奈良時代後半～末に位置付けられ, 28号住居跡とほぼ重複していた27号住居跡に伴

うものであることは確実である。
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29号住居跡出土土器（第42図）

1は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は鮮紅色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

2は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

3は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微塁の砂粒を含み，焼

成は良好。

4は黒塗り磨研壺の口縁片である。外面から口緑内面は横方向ミガキ，頸部内面は風化のた

め不明。茶褐色の地に黒色顔料を塗り黒褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は

良好。

5は黒塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黄褐色，外面は黒色顔

料を塗り黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

6は黒色磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，内面は頸までは横方向ミガキ，胴部

内面は横方向擦過，肩部内面は指によるナデで指紋痕がある。内外ともに黒色を呈する。胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

7は黒色磨研塊である。復原口径は15.3cmを測る。口縁下には 1条の沈線をめぐらす。口縁

内面は横方向ミガキ，体部内面は斜方向ミガキ，外面は横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は暗赤

色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

8は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

9は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

10は直立する甕の口縁片である。内外ともに擦過。茶褐色～暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒

をやや多く含み，焼成は良好。

11は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁はやや波をうっている。内外ともにナデ風の擦過。

暗黄褐色を呈し，胎土には細粒の砂・雲母片等を微量に含み，焼成は良好。

12は直立する甕の口縁片である。口縁には爪による小さな刻目を施している。内面口縁下に

指頭圧痕がみられるが，内外ともに風化のため調整法は不明。内面は茶褐色，外面は淡褐色を

呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

13は直立する甕である。復原口径17.2cmを測る。口縁にはヘラによる刻目を施している。ロ

縁部はヨコナデ，外面はナデ風の縦方向擦過，内面は風化のため不明。黄褐色を呈し，胎土に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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14は直立する猥の口緑片である。口緑にはヘラに よる刻目を施している。外面は横）I向擦過

内面は風化のため不明。内面は茶褐色，外面は淡茶掲色を呈し，胎土には少最の砂粒を含み、

焼成は良好。

15は直立する炭の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は指頭圧痕の

のちナデ，外曲は横h向擦過。内面は淡赤褐色、外面は暗茶禍色を呈し，胎七には少量の砂粒
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を含み，焼成は良好。

16は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施す。内外ともに風化のため不

明。内面は茶褐色，外面は褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

17は直立する甕の口縁片である。口縁下10-25mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による大き

な刻目を施している。内外ともに風化のため調整法は不明。淡黄色を呈し，胎上には砂粒をや

や多く含み，焼成は良。

18は復原径10.5cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は風化のため不明であるが，指

頭圧痕がみられる。内面は黄褐色，外面は暗赤褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は

良。

19は復原径 9.3cmの甑底部片である。焼成後に外から内へ穿孔している。内外ともに横方向

擦過。内面は赤褐色，外面は黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成良好。

20は復原径 9.4cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は縦方向の擦過。内面は黄褐色，

外面は暗茶褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

21は復原径 7.4cmの底部片である。内面と外底はナデ。外側は不明瞭な指頭圧痕がみられる

他は不明。明茶褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

22は復原径 7.6cmの底部片である。内面はヘラナデ。外面はナデ風の縦方向擦過。内面は淡

茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。底部外側から外底にかけてな二次的火熱により赤変してい

る。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

23は復原径 7.2cmの底部片である。内面はナデ，外面は横方向ナデ，外底は板木口によるカキ

トリ，外底周縁はナデ，淡茶色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

24は復原径が 8.4cmの底部片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。淡茶褐色を呈し，

胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

25は径算出不能のため 8cmで復原して図示した。内外とも風化のため不明。内面は淡茶色，

外面は暗茶褐色を呈し，胎士には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

26は復原径 9.3cmの底部片である。外底はナデ，他は風化のため不明。黄褐色を呈し，胎上

には砂粒を多く含み，焼成は良好。

30号住居跡出土土器（第43図）

1は直立する甕の口縁片である。口縁内外は丁寧な擦過，内面は横方向ナデ，外面は粗い横

方向擦過。黄褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

2は丹塗り磨研椀の口縁片である。地は黄褐色，丹は痕跡的にしか残らず，ミガキ方向は不明。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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第 43図 30号 住柑跡出土 土 器（縮尺1/3)

3は直立する褻の口縁）ヤである。口緑上端に浅い小さなilJ目を施している。内面はナデ．外

面はミガキ風のナデ。明賀褐色を呈し．胎土には少凪の砂粒を含み．焼成は良好．

4は直立する甕である。復原口径は27.5cmを測る。n縁はヘラによる刻目を施している。内

血から 口緑下までは横 Jili•J条痕， Jllnj部は斜方向の条痕。 内面は貨掲色、 外而は暗茶褐色を呈す

る。胎土には石英 ・雲母をやや多く含み．焼成は良好。

5は烹色序研浅鉢の閂部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎十．には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

以＿卜は30号住居跡に伴うものである。

6は弥生時代後期後半のく 字状□縁を呈ずる復口繰片である。IJ縁内而はハケ目ののちヨコ

ナデ．胴部内面はナデ。口緑外面はヨコナデ．胴部外面はハケ目。茶褐色を呈 し．胎七には少

益の砂粒を含み，焼成は良好。

7は同じく弥生時代後期後半の栞である。内外ともに風化のため不明。内面は赤褐色，外面は淡

黄色を呈し．胎上には砂粒をやや多〈 含み．焼成はイ＜良。

8'よ弥生時代後期後半の鉢口線!',・である。内面は十デ．外面はハケ目。内血は褐色．外面は

赤褐色を呈し．胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや不良。
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32号住居跡出土土器（第44図）

胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

25・26・32号住居跡付近出土土器（第45図）

逍構検出の過程で出土したもので．いずれの住居跡に伴うかを確定できなかった土器である。

1は晃色病研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ， 1村面は風化のため不明。内面は灰褐

色．外面は患色を呈する。胎ヒには少景の砂粒を含み．焼成は良好。

2は丹塗り 磨研汝鉢の口緑）ヤである。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は淡赤色を

呈 し，胎土には少磁の砂粒を含み，焼成は良好。

3は黒色磨研浅鉢の間部片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は黒褐色を

呈 し，胎土には少凪の砂粒を含み，焼成は良好。

4は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横）j向 ミガキ。胎土には砂粒をやや多く含み．

焼成は良好。

5は直立する痰の口縁片である。口緑よリ5-l 7mm程下った期に凸帯を貼付し，爪による大

きな刻Hを施している。内外ともに風化のため調整法は不明。淡黄掲色を呈し．胎土には少蘊

の砂粒を含み，焼成は良好。

6は直立する疫の口緑}',・である。 n縁より 3-7皿程下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。外而は横方向擦過，内面は風化のため不明。内面は灰褐色，外而は巣褐色

を呈し，胎土には少菰の砂粒を含み，焼成は良好。

7は肩で屈曲する甕の肩部片である。 肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻 目を施 してい

る。内外ともに横方向の祖い擦過。内面は赤掲色，外面は暗茶禍色を呈 し，胎土には砂粒を多

〈含み，焼成は良好。
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33号住居跡出土土器（第46~54図）

1は大形壺で，口径は12.8cm, 胴部最大径は28.7cmを測る。復原器高は35-36cmのものであ

ろう。内面には指頭圧痕が明瞭であり，その上からナデている。外面はナデ調整。淡赤褐色を

呈するが，胴部に焼成時に生じた色変部がある。黒斑と同様のものであろうが，中心は灰色を

周縁は茶褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

2は丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。復原口径は14.8cmを測る。内面は指頭圧痕ののちナ

デ，外面は横方向ミガキ。地は淡黄白色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

3は丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。復原口径は15.0cm, 外面から口縁内面までは横方向

ミガキ，頸部内面は横方向擦過。地は淡黄褐色，丹は暗赤色を呈し，部厚いが雑な塗りである。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

4は丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。復原口径は8.3cmを測る。口緑内外は横方向ミガキ，

頸部外面は縦方向ミガキ，頸部内面はナデ。地は淡茶色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量

の砂粒を含み，器壁はうすく仕上げられ，焼成は良好。

5は黒塗り磨研壺のロ・頸部片である。外面から口縁内面までは横方向ミガキ，頸部内面は

指頭圧痕ののちナデ。地は淡黄色～淡茶色，外面には黒色顔料を塗っている。胎土には少量の

砂粒を含み，暗黄緑色を呈する。焼成は良好。

6は丹塗り磨研壺の口縁部片である。口縁下には沈線 1条をめぐらしている。内面はナデ，

外面は横方向ミガキ。地は黄白色，丹は暗赤色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

7は丹登り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ。頸部内面は横方向擦

過。地は黄白色，丹は明紅色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

8は丹塗り磨研壺の口縁部片である。外面から口縁内面までは横方向ミガキ，頸部内面はナ

デ。内面は灰黄色，外の地は淡黄色，丹は暗赤色を呈する。胎土には細粒の砂を少量含み，焼

成は良好。

9は丹塗り磨研壺の口縁部片である。口縁内外は横方向ミガキ，頸部内面は横方向擦過。地

は黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

10は丹塗り磨研壺の口縁部片である。内外ともに横方向ミガキ。地は淡黄白色，丹はどす黒

い赤色を呈する。胎土には精選粘土を用い，焼成は良。

11は壺のロ・頸部片である。内面から口縁下までは横方向擦過，外面は横方向ミガキ，頸部

内面は接合面の痕跡が明瞭である。淡赤褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

12は壺のロ・頸部片である。外面から口縁内面までは横方向ミガキ，頸部内面は丁寧なナデ。

淡茶色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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13は丹塗り磨研壺の口縁片である。丹は痕跡的であるので外面のミガキ方向は不明。頸部内

面は指頭圧痕ののちナデ。内面は灰黄色，外の地は淡黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎士には

砂粒をやや多く含み，焼成は良。

14は大形壺又は精製深鉢の口緑片と思われる。外面は横方向ミガキ，内面はナデ。赤褐色を

呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

15は壺口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は淡黄色，外面は黄白色を

呈し，胎土には細粒の砂少量を含み，焼成は良。

16は壺口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は淡黄白色，外面は淡灰白

色を呈し，胎上には微量の砂粒を含み，焼成は良。

17は黒色磨研壺の口縁片である。口縁内外は横方向ミガキ，頸部外面は縦方向ミガキ，頸部

内面は横方向擦過。胎士には少鼠の砂粒を含み，焼成は良好。

18は丹塗り磨研壺の口緑片である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため不明。地は淡黄

白色，丹は暗赤色を呈し，胎土には細粒の砂を少量含み，焼成は良好。

19は壺口縁片である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため不明。内面は淡黄褐色，外面

は淡黄色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

20は丹塗り磨研大形壺である。復原器高は36.7cm, ロ径は15.2cm, 胴部最大径は34.8cm, 底

径は10.3cmを測る。口縁内面から外面の胴部上半までは横方向ミガキ，底部近くは縦方向の擦

過，底部外側は指頭圧痕かみられる。内面の頸部下半は横方向擦過，肩部内面は擦過ののちナ

デ，胴部から内底にかけてはナデ。地は黄褐色，丹は暗赤色を呈するが，口縁部には暗赤紫色

を呈する部分もある。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

21は黒塗り磨研壺である。復原口径は15.6cmを測る。外面から口縁内面は横方向ミガキ，内

面は横方向擦過。内面と外面の地は暗黄褐色でその上から黒色顔料を塗り，黒褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

22は黒塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面までは横方向ミガキ，頸部内面は風化

のため不明。内面と外面の地は黄褐色で，その上から黒色顔料を塗り黒褐色を呈する。胎土に

は大粒の石英等を少量含み，焼成は良好。

23は黒塗り磨研と思われる壺口緑片である。外面の黒塗りはほとんど剥落し，地の黄褐色が

むき出しになっている。内面は横方向擦過で黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

24は丹塗り磨研の，口縁が直立する短頸壺の口縁部片である。地は淡黄白色，丹は暗赤色を

呈するが，内面の丹は赤茶色で化粧土のようである。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

器形は無文土器系のものと考える。

25は黒色磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部外面はナデ。内面
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は黄褐色，外面は黒色を呈する。あるいは黒塗りかもしれない。胎土には砂粒をやや多く含み

焼成は良。

26は丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面はナデ。

地は明茶色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

27は丹塗り磨研壺の肩部片である。内面は指頭圧痕ののちナデ，外面は横方向ミガキ。地は

淡黄白色，丹は暗赤色を呈する。胎土には細粒の砂少量を含み，焼成は良好。

28は黒色磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ。内面は指頭圧痕ののちナデ。内面は

暗茶褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

29は丹塗り磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ。内面は横方向擦過，地は淡赤褐色，

丹はどす黒い赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

30は黒色磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，内面はナデ。内面は黄白色，外面は

黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

31は壺肩部片である。肩部内面に指頭圧痕がみられる他は，風化のため不明。黄褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

32は壺の肩部片である。内面は横方向擦過，外面は横方向ミガキ。内面は黒色，外面は灰黄

色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

33は壺肩部片である。内面はナデ，外面は横方向ミガキ。内面は明茶褐色，外面は明褐色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

34は黒色磨研壺の胴部片である。胴上部にあたる部分に 1条の沈線をめぐらしている。内面

はナデ，外面は横方向ミガキ。内面は灰褐色，外面は黒～黒褐色を呈する。胎土には細粒の砂

を微量に含み，焼成は良好。

35は丹塗り磨研坑の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は淡黄白色，丹は暗赤色を

呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

36は坑口縁片である。横方向擦過ののち丁寧なナデを加えている。内面は淡黄白色，外面は

暗黄褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

37は内面は黒色磨研，外面は丹塗り磨研の婉口緑片である。内面の口縁直下は横方向ミガキ，

体部は縦方向ミガキで，黒色を呈する。外面の地は黄褐色，丹は暗紫紅色を呈する。胎土には

微量の砂粒を含み，焼成は良好。

38は丹塗り磨研の婉破片である。外面は横方向ミガキ。内面は風化のため不明。内面は黄白

色～黒褐色，外面の地は黄白色～黒色で，丹は暗赤茶色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良。

39は丹塗り磨研婉である。内面は横方向ミガキ，外面は風化のため丹は痕跡的でありミガキ

方向は不明。内面は黒褐色，外の地は黄褐色で，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含
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み，焼成は良好。

40は黒色磨研方形浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

41は浅鉢口縁片である。口頸部はつよく内傾し，口縁にはヘラによる刻目を施している。淡

黄色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

42は浅鉢破片である。頸部はつよく内傾し，口縁は外反し，口緑下には段をつくる。内外と

もに風化のため調整法は不明。灰色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。本来は

黒色磨研であろうと思われる。

43は黒色磨研浅鉢片である。内面から外面肩部までは横方向ミガキで黒色を呈する。体部外

面は灰黄色を呈し，調整法も不明，本来のものか否かは不明。胎士には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

44は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

45は浅鉢口縁片である。口縁内外は横方向擦過，頸部内面は風化のため不明。内面は黒褐色

～淡褐色，外面は暗灰黄色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

46は黒塗り磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黄褐色の地の上から黒色顔

料を塗る。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

47は黒塗り磨研浅鉢である。内外ともに横方向ミガキ。黄褐色の地の上に黒色顔料を塗り黒

褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

48は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は黒褐色を

呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

49は黒色磨研浅鉢又は高杯の破片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土に

は細粒の砂を少量含み，焼成は良好。

50は黒色磨研浅鉢片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，内面は横方向の粗いミガキ。

内面は黒色，外面は淡黒褐色を呈する。黒塗りかもしれない。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

51は浅鉢片である。風化のため内外ともに調整法は不明。灰褐色を呈し，胎士には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

52は浅鉢片である。内面は擦過，外面は風化のため不明。内面は暗黄褐色～黒褐色，外面は

暗茶褐色～黒褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

53は浅鉢口緑片である。内外ともにミガキ風の横方向擦過。黒褐色を呈し，胎土には砂粒を

やや多く含み，焼成は良好。

54は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ，黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒

-125 -



二
[

門
日
い
甘

一 85 

二
汀

面資・ぐ

』よ

羹

}

ぇ否

.• 
t?
．
 

{
 

竺吟
[
9

差’ぶ．．．

r
p
.
 

一
5

ふ
号

t
.
J
.
 

孔
｀
汽
品
，
ー
、
f
廷．

こ

ご
含
．
？
・
99̀
・

↑i•• 翌――ャ．

-
9

、召．冠土
．．
 

李，．

ゃ1塁
i〗
ぷ9
2，
 

[
E
-
P
.

一
-
〗
e
g
.
i

，i

こ
"
3

•• 

-）＾
苓
な
迄
・

,
5
 

•• 

-`

し
"
[.• 

」

．．
 

ぷ
t

-．
 

9
.
 

，＇ 
•• 
9•9, ＇ 

＇ 1
,
．99
9
ヽ
ー

,' 
,' 
!’ ••• 

，
 

.
,
9
i
 

l
,
,
、.
＇ 

9
,

＇’9
9
 

！
 
~., 

,' 

,
I
I
 

＇ 

1
1
9
,
 ．．
 
ー

,
1
,
'
 

,., 

,＇ 
!
＇
＇
,
＇
’
‘
 

9
 .
 

•• 

，
9
 

,'・

9
,

＇ 

,＂、'
,'’ ,
1
,
，
9
,
i
 

9

,

 

,

J

 

J
'
 

l
,
1

・・
'
9
9
9

．
 

,. 
ー

,、
．． 

‘

`

 

閲
W
り
．
＼

＼
 

[
 nH日

]
1

吝芍ぇ、べ和こご：今s/・iこ：ヤ::

二誓二三竺_
琴・

I 1 —••o 95 

t
1
1
|
|

ー

j
川りー
1

[
[
―

□

二三

L" 

三：~一／〗
口釘

第 49図

迂
ィ・”

->!! 
”ジ

□ ~~ 
101 

=oWWW'( 
I 1 103 

"' さ，—-マ,-,, .. 

··.• 
ら弓. 0 "4:l:c 

11 105 

a 
→竺―こ—---~·--,--

立芝ジツ炉どrr..ーも,:_名.. 
り的建富竺---＇之. — 

ぷ,,.苓 E心

¥ I 104 

ニ 0竺ー竺三匹困__ -ー ニニ—=--

I I 
迄乏こ

106 

゜33号 住 居 跡 出土土器 4 (縮尺1/3)
-126-



を含み，焼成は良好。

55は黒色磨研浅鉢の肩部片である。肩にはつよく段をつくり，又 1条の沈線をめぐらしてい

る。頸の長い58のような浅鉢になるものと思われ，古い要素を残しているといえよう。内外と

もに横方向ミガキ。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

56は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎士には細粒の砂を微量に含

み，焼成は良好。

57は深鉢の肩部かと思われる。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は淡茶褐色，外面

は黒色を呈する。本米黒色磨研かと思われる。胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

58は黒色磨研浅鉢の肩部片である。肩の上下に 1条ずつ沈線をめぐらしている。頸部の長い

古いタイプのものである。内外ともに横方向ミガキ。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

59は黒塗り磨研浅鉢である。肩には段をつくり， 1条の沈線をめぐらしている。 58と同様頸

の長いものと思われ，古い要素を残しているといえよう。内外ともに横方向ミガキ。赤褐色の

地の上に黒色顔料を塗り，黒褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成はやや不良。

60は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の砂を少量含み，

焼成は良好。

61は黒色磨研浅鉢の肩部片である。肩には段をつくり，頸部は長く， 58・59等と同様古い要

素を残している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

62は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

63は浅鉢肩部片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は黒色，外面は茶褐色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

64は高杯脚部片である。杯と脚の間には凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施している。

杯内面はミガキ，凸帯周辺は横方向ミカ‘‘キ，脚外面は縦方向ミガキ，脚内面はナデ，淡黒色を

星し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

65は口縁が直に外反する小甕の口縁片である。口緑部はミガキ風の横方向ナデ。外面は横方

向ナデ，内面はナデ。淡茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

66は丹塗り磨研士器であるが器形を確定できない。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため

不明。内面は暗褐色，外面の地は暗黄褐色，丹は暗赤茶色。胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

67は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。内面は暗茶褐色，外面は黒色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

68は直立する甕の口縁片である。内面は指頭圧痕ののちナデ。外面は風化のため不明。内面

は暗褐色，外面は二次的火熱を受けて淡茶紫色に変色している。胎土には少量の砂粒を含み，
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焼成は良好。

69は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。内面は黄褐色，外面は暗黄褐色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

70は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。内面は茶褐色，外面は暗褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

71は直立する甕の口縁片である。口縁はわずかなから波をうっている。内面は横方向擦過，

外面は風化のため不明。淡黄褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成はやや不良。

72は直立する甕の口縁片である。口緑はやや波状を呈する。内面は擦過，外面は風化のため

不明。内面は茶褐色，外面は褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

73は直立する甕の口縁片である。胴部は少しふくらみぎみである。内面は横方向擦過，外面

は風化のため不明。内面は茶褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良。

74は直立する甕の口緑片である。胴部は少しふくらみぎみである。外面は横方向擦過，内面

は風化のため不明。内面は灰黄色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，

焼成は良好。

75は直立する甕の口縁片である。口縁はやや波をうっている。内面は横・斜方向の擦過，外

面はミガキ風の縦・横方向擦過。内面は淡黄褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

76は直立する甕の口縁片である。内面はナデ，外面は条痕風の横方向擦過。内面は赤褐色，

外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

77は頂立する甕の口縁片である。口緑はやや波状を呈する。内外ともに風化のため調整法は

不明。暗黄褐色を里し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

78は直立する甕の口緑片である。内外ともにナデ。内面は茶褐色，外面は黄褐色を呈する。

胎土には大粒の砂を少量含み，焼成は良好。

79は直立する甕の口縁片である。口縁内外はヨコナデ，外面は縦方向擦過，外面はナデ。淡

赤褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

80は直立する甕の口縁片である。口縁はやや波をうっている。内面は横方向擦過，外面は丁

寧なナデ。内面は濃茶褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

81は直立する甕の口緑片である。口縁はやや波をうっている。外面はナデ，内面は風化のた

め不明。内面は暗灰白色，外面は黒褐色を呈する。胎士には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

82は肩で屈曲する甕の口緑片である。外面はナデ，内面は風化のため不明。内面は暗茶褐色，

外面は暗黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み、焼成は良好。

83は深鉢の肩部片と思われる。内外ともに横方向擦過。内面は淡赤褐色，外面は暗茶褐色を
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呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

84は直立する甕の口緑片である。胴部はわずかにふくらみぎみである。口縁上端にヘラによ

る刻目を施している。内面は指頭圧痕ののちナデ，外面は縦方向擦過。内面は淡茶色～淡黄色，

外面は明茶色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

85は直立する甕の口縁片である。胴部はわずかにふくらみぎみである。口縁上端にヘラによ

る刻目を施している。内面はナデ，外面は縦方向擦過。淡茶褐色を呈し，胎土には微量の砂粒

を含み，焼成は良好。

86は直立する甕の口縁片である。口縁上端には棒状工具による刻目を施している。内面は指

頭圧痕ののちナデ，外面はナデ風の擦過。内面は赤褐色，外面は淡褐色を呈する。胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。

87は直立する甕の口縁片である。口縁上端にはヘラによる刻目を施しており，やや波状を呈

している。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は暗黄褐色～暗褐色，外面は暗茶褐色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

88は直立する甕である。復原口径は16.0cm。口縁には棒状工具による刻目を施している。内

面はナデ，外面は風化のため表面の剥落がいちぢるしいが，擦過を施していることが辛うじて

わかる。内面の下半は黒褐色，上半は暗黄褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良。

89は直立する甕の口縁片である。口縁はわずかに外反しており，棒状工具による刻目を施し

ている。内面は指頭圧痕ののちナデ。口縁内面から口縁上端は横方向擦過，外面は縦方向の細

いハケ目ののち間隔をおいてナデを加えてハケ目を消している。内面は暗赤褐色，外面は暗茶

褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

90は直立する甕の口緑片である。口縁はやや波をうっている。口縁には棒状工具による刻目

を施している。内面はナデで指頭圧痕がみられる。外面は斜方向の擦過。内面は黄褐色，外面

は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

91は直立する甕の口緑片である。口緑はわずかに外反ぎみである。口縁には棒状工具による

刻目を施している。内外ともに風化のため調整法は不明。黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒

を多く含み，焼成は良好。

92は直立する甕の口縁片である。口緑はわずかに外反ぎみで，胴部はややふくらむ。口縁に

は棒状工具による刻目を施している。外面は縦方向のハケ目，内面は風化のため不明。内面は

黄褐色～暗茶褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

93は直立する甕の口縁片である。口緑には棒状工具による刻目を施している。内外ともに風

化のため調整法は不明。内面は黄褐色，外面は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。
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94は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内外ともに横

方向擦過。内面は淡赤褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

95は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面は横方向

擦過，外面は風化のため不明。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

96は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面は横方向

擦過，外面は風化のため不明。黒褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

97は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面

は縦横の擦過。内面は黄褐色，外面は暗茶褐色～黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

98は直立する甕の口縁片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内面から外面のロ

縁下までは横方向，それ以下は縦方向の擦過。内面は暗黄褐色，外面は黒褐色～黒色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

99は直立する甕の口縁片である。口緑はわずかに外反ぎみで，胴部はふくらみをもつ。口縁

にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は赤褐色，外面

は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

100は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面

はナデかと思われる。内面は暗黄褐色，外面は褐色。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

101は直立する甕の口縁片である。口緑はわずかに外反ぎみである。口縁にはヘラによる刻目

を施している。内面はナデで指頭圧痕かみられる。外面は風化のため不明。内面は黒褐色，外

面は暗茶褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼成は良。

102は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる大きな刻目を施している。内面はナデ

で，指頭圧痕がみられる。外面はナデと思われる。内面は暗茶褐色，外面は暗褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

103は直立する甕の口緑片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ調

整。内面は淡褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

104は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともにヨコナ

デ。内面は明黄橙色，外面は暗赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

105は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともに横方向

擦過。暗黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

106は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともに横方向

擦過。明茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

107は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。

内面は茶褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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108は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は擦過，外面

は風化のため不明。褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

109は直立する甕の口縁片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内面は剥落，外面

は風化のため調整法は不明。淡赤褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

110は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁は棒状工具による刻目を施している。内面はナデ，

外面は風化のため不明。内面は黄褐色，外面は灰褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

111は肩で屈曲する甕の口縁片である。口緑には棒状工具による刻目を施している。内面は粗

いハケ目又はハケ目風の擦過とでもいえる。外面はハケ目。内面は暗褐色，外面は暗黄褐色を

呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

112は直立する甕である。口径は24.0cmを測る。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は

ナデで，口縁下と胴中央部に指頭圧痕がみられる。外面の口緑部は横方向擦過，外面はミガキ

風の縦・横方向の擦過。暗茶褐色を呈するが，上半部に大黒斑か認められ，その内面にも小黒

斑がみられる。下半部は二次的火熱を受けて赤褐色に赤変している。胎土には砂粒を多く含み，

焼成は良好。

113は直立する甕で，復原口径は25.5cmを測る。 口縁にはヘラによる刻目を施している。 内面は

ナデで，口縁下と胴部中央に指頭圧痕が認められる。外面の口縁下は横方向擦過，外面は丁寧

なナデ風の縦方向擦過，内面は暗黄褐色～黒褐色，外面は暗茶揺色を呈する。胎士には砂粒を

やや多く含み，焼成は良好。

114は把手付の甕である。口縁は直立し，ヘラによる刻目を施している。把手は幅 4cm前後，

やや下向きで長さ 2cm強，先端の厚さは 6mm, 基部で4.5cm程である。先端にはヘラによる刻目

を施している。一つの把手は26号住居跡の西側の包含層より出土したものであるが，刻目の数

が異なるだけで，同一個体と思われるので合せて復原した。内面は指頭圧痕ののちナデ。外面

は，口縁下を横方向擦過，上半は縦方向擦過，下半は横方向擦過。内面は黒褐色で一部黄褐色，

外面は茶褐色～明茶褐色を呈するが，把手より下位は二次的火熱を受けている。とくに把手の

下部から先端にかけては火を強く受けたものと思われ赤変している。胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。曾iである可能性が強い。

115は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，棒状工具

による刻目を施している。内面から口縁上端はナデ風の擦過，凸帯周辺はナデ，外面は風化の

ため不明。内面は淡茶褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良

好。

116は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，棒状工具

による刻目を施している。内面は条痕風の横方向擦過，外面は横方向擦過。暗褐色を呈し，胎

-132 -



土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

117は直立する甕の口縁片である。口縁より 7-17cm程下った間に凸帯を貼付し，爪による大

きな刻目を施している。内面はナデ風の横方向擦過。口縁から凸帯下までは横方向擦過，外面

は条痕風の斜方向擦過。内面は茶褐色，外面は赤味を帯びた茶褐色を呈する。胎土には少量の

砂粒を含み，焼成は良好。

118は直立する甕の口縁片である。口縁より 10-22mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による大

きな刻目を施している。内面の口縁下は横方向擦過，胴部内面はナデ。外面の口縁は横方向擦

過，凸帯部はナデ，外面は条痕風の斜方向擦過。内面は暗茶褐色，外面は茶褐色を呈する。胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

119は直立する甕の口縁片である。口縁はやや波をうっている。口縁より 3-lOmm程下った間

に凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施している。内外ともに横方向擦過。内面は暗黄褐色，

外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

120は直立する甕の口縁片である。口縁より 6-26mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による刻

目を施している。内面はナデで指頭圧痕かみられる。口縁上端は擦過。外面はナデ。内面から

凸帯の上までは赤褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

121は直立する甕の口縁片である。口縁より 9-20mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による大

きな刻目を施している。内外ともに横方向擦過。内面から凸帯の上までは黄褐色，外面は黒色

を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

122は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-llmm程下った間に凸帯を貼付し，爪による刻目

を施している。内面は条痕風の横方向擦過，口縁内面から外面は横方向擦過。内面から凸帯の

上までは淡茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

123は直立する甕の口縁片である。口縁は波をうっている。口縁より 6-15mm程下った間に凸

帯を貼付し，爪による大きな刻目を施している。凸帯部はナデ，他は内外ともに横方向擦過。

口縁内外は暗茶褐色，他は暗黄褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

124は直立する甕で復原口径は25.1cmを測る。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し

ヘラによる刻目を施している。内面は横方向擦過，外面は擦過。内面は黄褐色と明茶褐色のま

だら，外面は明茶褐色。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

125は直立する甕の口縁片である。口緑よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによ

る刻目を施している。凸帯部はナデ，他は内外ともに横方向擦過。内面は黒色，外面は淡黄褐

色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

126は直立する甕の口縁片である。口縁より 4-12mm程下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。内面はナデで指頭圧痕がみられる。口縁から凸帯まではナデ，外面は風化

のため不明。内面は茶褐色，外面は淡黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

-133 -



>•

令
>

＼
＼
い
H

＼
 

¥¥ 

〗口五
145 //~ 

~~、翠入
＼＼望デき'146

I ¥ 

三戸旱~i豆星 147

゜
10cm 

第 51図 33号 住 居 跡 出土土器 6 (縮尺1/3)
-134 -



127は直立する甕の口縁片である。口縁外側に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

内面は縦方向擦過，外面は横方向擦過。内面は淡茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

128は直立する甕の口緑片である。口縁より 4-llmm程下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。内外ともにナデで，内面には指頭圧痕がみられる。内面から凸帯の上まで

は明茶褐色，外面は淡黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

129は直立する甕の口緑片である。口縁より 4-12mm程下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。内面は横方向擦過，外面はナデ。内面は灰白色，外面は淡褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

130は直立する甕の口縁片である。口縁より 5-14mm程下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。凸帯部はナデ，他は内外ともに横方向擦過。内面から凸帯の上までは黒色，

外面は灰褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

131は直立する甕の口縁片である。口縁より 4-14mm程下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。凸帯部はナデ，他は内外ともに横方向擦過。茶褐色を呈し，胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

132は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによ

る刻目を施している。内外ともに横方向擦過。内面は暗黄褐色，外面は黒色を呈する。胎土に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。

133は直立する甕の口縁片である。口縁下 4-16mm程下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻

目を施している。口縁から凸帯まではナデと思われるが，他は風化のため不明。灰白色を呈し，

胎土には少羅の砂粒を含み，焼成は良好。

134は直立する甕の口緑片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによ

る刻目を施している。口緑から凸帯まではナデ，内面は横方向擦過，外面は縦方向擦過。明茶

褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

135は直立する甕の口縁片である。口緑より 6-15mm程下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。内外ともに横方向擦過。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

136は直立する甕の口緑片である。口縁より 5-12mm程下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。内外ともに条痕風の横方向擦過，内面は黄褐色，外面は赤褐色を呈する。

胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

137は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによ

る刻目を施している。口縁から凸帯まではナデ，他は内外ともに横方向擦過。内面から凸帯の

上までは暗褐色，外面は暗赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

-135 -



138は疸立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによ

る刻目を施している。凸帯周辺は横方向ナデ，他は内外ともに横方向擦過。内面は黒褐色，外

面は暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

139は直立する甕の口緑片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによ

る刻目を施している。内外ともにナデ。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良

好。

140は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には棒状工具による刻目を施している。内面はナデ，

外面は横方向擦過。内面は暗黄褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

141は肩で屈曲する甕の頸・胴部片である。肩の復原径は19.3cm。肩にはヘラによる刻目を施

している。内面は横方向擦過，頸部外面は横方向ナデ，肩部下は横方向擦過，胴部は縦方向擦

過。内面は淡褐色，外面は褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

142は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内面は擦過，外

面はナデ風の横方向擦過。内面は暗黄褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

143は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

内面は粗い横方向の擦過，凸帯部はナデ，外面は横方向擦過。内面は暗褐色，外面は暗茶褐色

を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

144は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。

内面は暗赤褐色，外面の肩より上は黒褐色，肩より下は暗赤褐色を呈する。胎上には微量の砂

粒を含み，焼成は良好。

145は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。

内面は暗褐色，外面は暗茶褐色～黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

146は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

内面はナデ，凸帯部はナデ，肩より下は斜方向の擦過。淡黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

147は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

内外ともに横方向擦過。黄褐色を呈し，胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

148は径9.1cmの底部である。内面は指頭圧痕ののち擦過。外面も指頭圧痕ののち擦過。外底

はナデ。内面は明茶褐色，外面は暗褐色，外底は黄白色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

149は壺底部である。径は5.7cmを測る。内面はナデ，外面は風化のため不明。淡黄褐色を呈

し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。
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150は復原径10cmの底部片である。内面はナデで指頭圧痕がみられる。外面は縦方向の擦過，

外底はナデ。内面は黄褐色，外面は茶褐色，外底は褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

151は復原径11.5cmの底部片である。内面はナデで指頭圧痕がみられる。外面は縦方向擦過，

外底は擦過。内面は暗茶褐色，外面は暗赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

152は復原径8.0cmの底部片である。内外ともにナデ，外底は板木口によるカキトリ。内面は

淡黄褐色，外面は暗赤褐色を呈する。胎土には少鍼の砂粒を含み，焼成は良好。

153は径10.3cmの底部片である。内面は擦過，外面はナデで，底部外側には指頭圧痕が明瞭で

ある。内面は淡黄褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良虹。

154は復原径8.0cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は風化のため不明。内面は茶褐

色，外面は赤褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。板付 I式かと考える。

155は径8.1cmの底部片である。内面は擦過，外面は横方向擦過，外底は板木口によるカキト

リ。内面は淡黄褐色を呈するが，外面は二次的火熱によって淡赤紫色を呈している。胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

156は復原径11.2cmの甑底部片である。外から内へと穿孔しているが，中心からはかなりずれ

ている。内外ともに縦方向擦過，外底はナデ。内底は淡赤褐色，内面は暗褐色，外面は淡黄褐

色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

157は復原径12.7cmの底部片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は淡茶黄色，

外面は暗黄褐色～暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

158は復原径9.0cmの底部片である。外面はナデで，指頭圧痕がみられる。内面は風化のため

不明。外底には稲わららしき圧痕がある。淡茶褐色を呈し，胎土には少星の砂粒を含み，焼成

は良好。

159は復原径11.0cmの底部片である。内外ともにナデで，底部外側には指頭圧痕が明瞭である。

内面は淡黄色，外面は淡赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

160は復原径10.8cmの甑底部片である。かなり片寄ったところに外から内へ穿孔しているので，

多孔の証であった可能性も考えられる。内外ともにナデ。内面は淡茶褐色，外面は茶褐色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

161は復原径7.8cmの底部片である。内外ともに縦方向擦過。外底はナデ。内面は暗黄褐色，

外面は淡褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

162は復原すると底径7.5cm程の底部片である。内面はナデ，外面は縦方向擦過。内面は茶褐

色，外面は黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

163は径算出不能なので， 9.0cmで復原して図示した。内面は横方向擦過，外面は縦方向擦過，
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底部外側は横方向ナデ，外底は板木口によるカキトリ。内面は暗褐色，外面は赤褐色を呈する。

胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

164は復原径9.7cmの底部片である。内面は横方向条痕，外面は縦方向擦過，底部外側は横方

向擦過，外底は板木口によるカキトリ。内面は黒色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

165は復原径7.5cmの底部片である。内面と外底はナデ。外面は風化のため不明。内面は暗褐

色，外面は二次的火熱を受けており，明茶褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成

は良好。

166は底部成形の際，周縁にめぐらした粘土帯である。復原径は8.9cm。接合面は擬口縁を呈

する。外面はナデ。黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

167は復原径9.4cmの底部片である。内外ともに擦過，外底は板木位によるカキトリ。内面は

黄白色，外面は暗褐色，外底は黒色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

168は復原径9.1cmの底部片である。内面は擦過，外面は風化のため不明。外底は板木口によ

るカキトリ。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

169は黒色庖研浅鉢の底部片で，復原径は6.1cm。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ。外底

は板木口によるカキトリ。内面は黒色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

170は復原径9.7cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は横方向擦過。内面は淡茶色，

外面は二次的火熱により暗赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

171は径算出不能なので 9cmで復原して図示した。内面と外底はナデ，外面は風化のため不明。

内面は赤褐色，外面は暗赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

172は復原径8.2cmの底部片である。内面は擦過，外面は底部外側に指頭圧痕がみられる他は

風化のため不明。内面は黒褐色，外面は二次的火熱を受けて灰紫色に変色している。胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

173は176と同一個体である。径8.2cmの底部片である。内面はナデ，外面は横方向擦過。内面

は淡黄色，外面は黒褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

174は径算出不能なので径9.0cmで復原して図示した。内外ともにナデ。茶褐色を呈し，胎土

には少贔の砂粒を含み，焼成は良好。

175は復原径10.6cmの底部片である。内外ともにナデ，底部外側は横方向ナデ，外底は擦過。

内面は黄白色，外面は黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

177は復原径8.9cmの底部片である。内外ともにナテ‘‘。内面は淡茶褐色，外面は茶褐色を呈す

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

178は復原径9.0cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は風化のため不明。内面は淡黒
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褐色，外面は二次的火熱を受けて淡赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

179は黒色磨研浅鉢の底部片で復原径は7.6cm。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ。胎土に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。

180は復原径8.5cmの底部片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。外底は粗い擦過。

内面は淡黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

181は浅鉢底部片である。復原径は7.6cmを測る。内面はミガキ，外面は横方向擦過。外底は

条痕工具によるカキトリののちナデ。内面は茶褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の

砂粒を含み，焼成は良好。黒塗りの可能性もある。

182は復原径9.6cmの底部片である。外面は横方向擦過，外底は粗いカキトリ。茶褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

183は復原径8.4cmの底部片である。内外ともに横方向擦過，外底はナデ。内面は淡茶色。外

面は茶褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

184は復原径9.8cmの底部片である。内面は擦過ののちナデ，底部外側は横方向ナデ，外底は

ナデ。内面は暗茶褐色，外面は淡赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

185は黒色磨研浅鉢の底部片で，復原径6.4cm。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ。胎土に

は微量の砂粒を含み，焼成は良好。

186は復原径6.7cmの底部片である。内面は擦過，外面は擦過，底部外側には指頭圧痕が明瞭

である。外底はナデ。内面は淡茶色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

187は復原径6.4cmの黒色磨研浅鉢の底部片である。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ，外

底はナデ。胎士には少羅の砂粒を含み，焼成は良好。

188は復原径9.0cmの底部片である。外面はナデ。淡黄白色を呈し，胎土には砂粒をやや多く

含み，焼成は良好。

189は黒色磨研の壺底部，と思われる。復原径は6.5cmを測る。内面はナデで指頭圧痕がみられる。

外面は風化のためミガキか擦過か不明。内外ともに黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

190は復原径9.2cmの底部片である。外底は板木口によるカキトリで上げ底を呈する。外面は

風化のため不明。淡赤褐色を呈するが，二次的火熱を受けて淡赤紫色に赤変した部分がある。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

191は復原径9.0cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は風化のため不明。内面は明赤

褐色，外面は暗赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

192は甕胴部片利用の円盤で復原径は 4cm程のものである。外縁は磨って整えている。内面は

ナデ，外面は擦過。内面は淡赤褐色。外面は暗褐色。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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193は土製人形品である。頭にあたる部分は太く，手は細く，足は中ぐらいにつくっており，

単なるヒトデ形の土製品ではなく確実に人形品である。高さは3.8cm,手をひろげた幅は4.4cm

を測る。いずれが前面か判断に苦しむが，腕のひろげ方からみて，側面観の左，つまり右側に

図示した部分が前面であろうかと思われる。別の面の丁度股間に亀裂があり，性器を表現した

ものではないかという意見もあったが，残念ながらこの面は後面である可能性がつよい。つく

りは雑で，指によるナデ調整である。暗黄褐色～淡褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

以上は154をのぞき33号住居跡に伴うものである。

194は板付 I式の壺口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は暗黄褐色，外面は黒褐色

を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

195は板付 I式の大形壺の口緑片である。内外ともに横方向ミガキ。黄白色を呈し，胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

196は板付 I式の壺肩部片である。肩部にはコンパスを使用した同心重弧文を施している。大

きな弧は半径15mm, 小さな弧は半径12.5mmを測る。内面はナデ，外面は横方向ミガキ。内面は

淡茶色，外面は淡黄色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

197は丹塗り磨研の深鉢かと考えられる。内面は横方向ミガキ，外面は風化のため不明。内面

の地は黒褐色，外面の地は黄褐色，丹は暗赤色。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。板

付 I式かと思われる。

198は高杯破片である。復原口径は23.3cm。口縁内面から外面は横方向ミガキ。内面はナデ。

赤褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。板付 I式の新しい段階に属する。

199は前者と同様板付I式新段階の丹塗り磨研高杯片である。口縁内外と頸部・体部は横方向

ミガキ，体部内面と口縁外面の下半部はヨコナデ。地は赤褐色，丹は暗赤色を呈する。胎士に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。

200は板付 I式の甕口縁片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内面はハケ目のの

ちナデ，外面は粗いハケ目。内面は黒褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

201は板付 I式の甕口縁片である。口縁にはハケ目エ具刺突による刻目を施している。内面は

ナデ， 口縁下はハケ目，外面は粗いハケ目ののちナデ。内面は淡茶褐色，口縁内面から外面は

暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

202は板付 I式の甕口緑片である。口縁にはハケ目エ具刺突による刻目を施している。内外と

もにハケ目。黒褐色を星し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

203は板付 I式の甕口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，口縁

内面はハケ目，口縁外面はヨコナデ，外面はハケ目。暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を
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含み，焼成は良好。

204は板付 I式の甕口緑片である。口縁にはハケ目エ具による刻目を施している。内外ともに

粗いハケ目。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良

好。

205は板付 I式の甕口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。口縁内外はヨコナ

デ，他は内外ともにナデ。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少羅の砂粒を含み，

焼成は良好。

206は板付 I式の甕口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面

は風化のため不明。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

207は板付I式の甕口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。口縁内外はヨコナ

デ，他は内外ともにナデ。内面は淡茶褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

208は肩に刻目凸帯をめぐらす甕である。凸帯周辺はヨコナデ，他はナデ。内面は淡赤褐色，

外面は暗赤褐色を呈する。胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。板付 I式と思われる。

209は板付I式の甕である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は指頭圧痕ののちハ

ケ目，口縁内外はヨコナデ，外面は縦方向のナデ。内面は黒褐色～暗黄褐色，外面は暗茶褐色

を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

210は径8.4cmの底部片である。内面はハケ目ののちナデを加えているが，ハケ目の起点痕の

他に弧を呈する圧痕がみられる。棒木口によるタタキあて具痕ではないかと考える。外面は細

いハケ目，外底はナデ，淡茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。板付 I式

のものである。

211は復原径8.6cmの底部片である。内面は粗いハケ目ののちナデ，外面はナデ。内面は暗褐

色，外面は黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。板付 I式のものである。

212は丹塗り磨研壺の底部である。径は6.2cmを測る。外面は横方向ミガキ，外底はナデ，内

底は風化のため不明。地は茶褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。板付I式のものである。

213は復原径9.0cmの底部片である。内面は擦過ののちナデ，外面は風化のため不明。内面は

暗茶褐色，外面は黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。古い要素を残し

ているが，板付 I式としてよかろう。

214は復原径10.0cmの底部片である。内面は粗いハケ目ののちナデ。外面はハケ目，外底はナ

デ。内面は暗褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

215は逆L字状を呈する甕口縁片である。口縁下にヨコナデがみられる他は風化のため不明。

暗黄褐色を呈するが，二次的火熱による赤変部分もみられる。胎土には少量の砂粒を含み，焼
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成はやや不良。弥生中期前半のものである。

216は袋状口縁壺である。内面はナデ，外面は風化のため不明。淡黄白色を呈し，胎土には精

選粘土を使用し，焼成は良。弥生後期後半のものである。

217は高杯口縁片である。内面は横方向ミガキ，外面は風化のため不明。茶褐色を呈し，胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。弥生後期後半のものである。

218はく字状口縁を呈する甕の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。淡黄白色

を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや不良。弥生後期後半のものである。

219は須恵器杯蓋片である。口縁内外はヨコナデ，他は内外ともにナデ。青灰色を里し，胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

34号住居跡出土土器（第55図）

1は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は淡黄色，丹は暗赤色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

2は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には少量の

砂粒を含み，焼成は良好。

3は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

4は浅鉢口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は茶褐色を呈する。本

来は黒色磨研であろうと思われる。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

5は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。内面は暗褐色，外面は黒褐色を呈し，胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

6は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ風の横方向擦過。淡赤褐色を呈し，胎土に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。

7は肩で屈曲する甕の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。茶褐色を呈し，

胎土には多くの砂粒と赤色粒子を含み，焼成は良。
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8は直立する甕の口緑片である。口縁より 22-3lmm程下った間に凸帯を貼付し，爪による刻

目を施している。内面は横方向条痕，口縁部はヨコナデ，外面は条痕ののちナデを加えている。

黄掲色を呈し，胎土には少贔の砂粒を含み，焼成は良好。

9は直立する額の口緑片である。口緑より 5-12mm程下った問に凸帯を貼付し，口緑と凸帯

にヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ風の横方向擦過。暗赤掲色を呈し，胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好．

10は直立する甕の0縁片である。口縁より 5-12mm程下った間に凸帯を貼付し，棒状工具に

よる刻目を施している。内面は黒褐色，外面は黒色～暗黄褐色を呈する。胎土には少繭の砂粒

を含み，焼成は良好。

11は直立する甕の口緑片である。口縁より 4-15mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による刻

目を施している。内外ともにナデ風の横方向擦過。黒色を呈し，胎上には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

12は肩で屈曲する痰で，肩の復原径は15.7cmを測る。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目

を施している。内面はナデ，外面の眉より上は横方向擦過，肩より下は縦方向擦過。内面は暗
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茶褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

13は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内

面はナデ，外面の凸帯周辺は横方向擦過，肩より下は縦方向擦過，内面は茶褐色，外面は黒色

～黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

14は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には爪先刺突による刻目を施している。外面は横方

向擦過，内面は風化のため不明。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

15は復原径8.0cmの底部である。内外ともに擦過，底部外側と外底周縁はナデ，外底は板木口

によるカキトリ。内面は灰褐色，外面は明茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

16は黒色磨研浅鉢底部で，径は7.5cmを測る。内面は丁寧なミガキ，外面は二次的火熱を受け

て風化がいちぢるしく不明。内面は黒色，外面は黄・ 赤褐色に変化しているが部分的に本来の

黒色部分が残っている。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

17は黒色磨研浅鉢の底部で，径は6.8cmを測る。内外ともに風化いちぢるしくミガキ方向は不

明。内面は黒色，外面は黒色～黒褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成はやや不

良。

36号住居跡出土土器（第56図）

1は丹塗り磨研大形壺のロ・頸部片である。復原口径は15.7cmを測る。外面から口縁内面ま

では横方向ミガキ。頸部内面は横方向擦過。内面は灰褐色，外面の地は淡黄色，丹は暗赤色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

2は丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。口縁内面は横方向ミガキ。頸部内面はナデ，外面は

風化のためミガキ方向は不明。地は淡黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

3は丹塗り磨研大形壺の頸．肩部片である。内面はナデで指頭圧痕かみられる。外面は横方

向ミガキ。地は黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

4は大形壺の肩部片である。内面は指頭圧痕ののち横方向擦過，外面は横方向ミガキ。内面

は暗茶褐色，外面は茶褐色～黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

5は黒色磨研小形壺の肩部片である。復原胴部最大径は8.5cmを測る。内面は指によるナデ，

外面は横方向ミガキ。内外とも黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

6は壺の口縁部片である。復原口径は16.5cmを測る。口縁は短く，わずかに外反する。内外

ともにヨコナデ。赤褐色を呈し，胎土には少量の砂粒と微量の金雲母片を含み，焼成は良好。

器形的には無文土器の系統のものといえよう。
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7は黒色磨研境の口縁片である。口縁はかなり波をうっている。内面は粗い擦過，外面は横

方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

8は黒色磨研境の口縁片である。内面は横方向擦過，口縁部は横方向ミガキ，外面はミガキ

風の横方向擦過。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

9は高杯又は方形浅鉢の口縁片である。口縁はやや波をうっている。内外ともに横方向ミガ

キ。淡茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

10は直立する甕の口縁片である。口緑下には 1条の沈線をめぐらしている。外面は横方向擦

過，内面は風化のため不明。内面は赤褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多

く含み，焼成は良好。

11は直立する甕の口縁片である。口縁内外はヨコナデ，他は内外ともに横方向擦過。内面は

茶褐色～黒褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

12は直立する甕の口縁片である。内面はナデ，外面は横方向擦過。内面は赤褐色，外面は茶

褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

13は直立する甕の口縁片である。口縁上端に爪による刻目を施している。内面はナデ風の擦

過，外面は丁寧なナデ。内面は褐色，外面は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒と金雲母片を

含み，焼成は良好。

14は匝立する甕の口縁片である。口縁上端には爪による刻目を施している。内外ともにナデ

調整。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

15は肩で屈曲する甕の口緑片である。口縁より 3~lOmm程下った間に凸帯を貼付し，ヘラに

よる刻目を施している。内面はナデ風の横方向擦過，外面はナデ。内面は黒褐色，外面は褐色

を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

16は直立する甕の口縁片である。口緑より下ったところに凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内面は条痕風の粗い擦過，凸帯の周辺はナデ，外面は斜方向の粗い擦過。内

面は黒色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

17は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内

面は丁寧なナデ，外面の凸帯の上はヨコナデ風の擦過，頸部は条痕風の粗い擦過。内面は黒色，

外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

18は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。内面の肩より上は横方向擦過，肩より下は横方向条痕。凸帯周辺はナデ，外面はナデ風の

横方向擦過。内面は淡茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

19は丹塗り磨研の方形浅鉢の破片と思われる。内面の段より上は横方向ミガキ，段より下は

斜方向ミガキ，外面は丁寧なナデ。内面の地は淡黄色，丹は淡赤色，外面は黒色で黒色磨研と
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いってよかろう。胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

20は肩で屈曲する甕である。口縁はかなり波をうち刻目はない。肩には凸帯を貼付し，爪に

よる大きな刻目を施している。内外ともに横方向の粗い擦過。内面は茶褐色，外面の口縁は茶

褐色，凸帯周辺は黒色を呈する。黒色部分は黒斑かとも思われる。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

21は径10.2cmの丹塗り磨研壺の底部である。内面はナデ，外面は横方向ミガキ。外底は板木

ロによるカキトリ。地色は黄白色，丹は淡赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

22は径7.3cmの底部片である。内面はナデ，外面は擦過，外底は板木口によるカキトリ。エ具

の幅は28mmを測る。内面は黒褐色，外面は明茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

23は復原径11cmの底部片である。内外ともにナデ。底部外側には不明瞭な指頭圧痕がみら

れる。内面は黄白色，外面は暗赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

38号住居跡出土土器（第57図）

1は黒塗り磨研壺である。復原口径は12.Ocm, 肩には 1条の沈線をめぐらしている。外面か

ら口縁内面までは横方向ミガキ，内面の頸部から胴部にかけてはナデ，肩部内面には指頭圧痕

がみられる。内面の地は褐色，外面の地は茶褐色を呈し，その上から黒色顔料を塗っている。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

2は黒塗りの壺口縁片である。内面はナデ風の擦過，外面はナデ。内面は茶褐色の地に黒褐

色の黒色顔料を塗っているが，外面は茶褐色を呈し，黒登りか否かはっきりしない。胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

3は丹塗り磨研大形壺の胴部片である。胴部最大径は35.6cmに復原できる。胴部の上半は横

方向ミガキ，下半は斜方向ミガキ。内面は風化のため不明。内面は褐色，外面の地は黄褐色，
丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

4は丹塗り磨研深鉢の肩部片である。外面は横方向ミガキ。内面は風化のため不明。地は赤

褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

5は黒色磨研の高杯口縁片と思われる。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

6は浅鉢の口緑片である。内外ともに風化のため調整法は不明。茶褐色を呈し，胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良。

7は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過であるが，外面には縦方向の砂の動
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第 57図 38号住居跡出土 七 器 （縮尺1/3)

きもみられる。黒褐色を呈するが．外面は二次的火熱によ り暗茶褐色に変色している。胎土に

は砂粒を多く含み．焼成は良好。
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8は直立する甕の口緑片である。内面は擦過ののちナデ，口縁部はナデ，外面は斜方向の擦

過。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み焼成は良好。

9は肩で屈曲する甕で，復原口径は16.5cmを測る。口縁はかなり波をうっている。口縁より

7 -14mm程下った間と肩に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。胴部内面は横方向擦

過，頸部内面は横方向擦過ののちナデ，口縁内外と凸帯部はナデ，外面は横方向擦過。凸帯の

間は茶褐色，他の部分は暗茶褐色。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

10は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内

外ともにナデ。黒褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

11は復原径10.9cmの底部片である。内底は板木口によるカキトリ，外面は風化のため不明。

茶褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

39号住居跡出土土器（第58-61図）

1は丹塗り磨研大形壺のロ・頸部片である。復原口径は15.0cmを測る。頸部内面はナデ，口

縁内面から外面は丹の剥落がいちぢるしくミガキ方向は不明。地は黄色，丹は暗赤色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

2は丹塗り磨研大形壺のロ・頸部片である。復原口径は18.8cmを測る。外面から口縁内面は

横方向ミガキ，口縁内面はナデ。地は黄白色，丹は淡赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含

み，焼成は良好。

3は丹塗り磨研大形壺のロ・頸部片である。復原口径は18.6cm。内外ともに丹塗りの後，横方向

ミガキを施すが，丹塗り前には口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は横方向ナデで調整を行っ

ている。内面の地は淡黄褐色。外面の地は淡黄色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

4は大形壺のロ・頸部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黄白色，外面

は淡黄色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

5は丹塗り磨研壺の口緑片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面はナデ。内

面は灰黄色，丹は暗赤色を呈する。胎上には微量の砂粒を含み，焼成は良好。器形的には通常

の壺と異なり，無文士器にみられるフラスコ形をした壺の系統のものかと考える。

6は丹塗り磨研壺の口緑片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ。頸部内面は横方向擦

過。内面は暗茶褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微贔の砂粒を含み，焼成は良好。

7は黒色磨研壺の口縁片である。内面から口縁下までは横方向ミガキであるが，外面は風化

し，灰黄色を呈し，調整法も不明。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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8は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄白色，丹は淡赤褐色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

9は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため不明。内面は黄

白色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

10は黒色磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面にかけては横方向ミガキ，頸部内面は条

痕風の横方向擦過。内面は灰褐色，外面は濃灰褐色を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼

成は良好。

11は黒色庖研壺の口縁片である。外面から口緑内面にかけては横方向ミガキ，頸部内面はナ

デ風の擦過。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

12は黒色磨研壺の口縁片である。風化のためミガキ方向は不明。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良。

13は壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。暗茶褐色を呈し，口縁内面に丹の痕跡が

認められる。本来は丹塗り磨研かと思われる。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

14は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄白色，丹は淡赤褐色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

15は丹塗り磨研壺の肩部片である。内面はナデ，外面は横方向ミガキ。内面は淡黄色，丹は

暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

16は黒色磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，頸部内面はナデ，肩部内面は横方向

擦過。黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

17は深鉢の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。黄白色を呈し，胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。本来は丹塗り磨研であったと思われる。

18は丹塗り磨研椀の口縁片である。口縁下には 1条の沈線をめぐらしている。外面は丁寧な

横方向ミガキ，内面は風化のため不明。内面は灰黒色，丹は鮮紅色を呈する。胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

19は黒色庖研の椀又は浅鉢の口縁片である。内外ともに風化のためミガキ方向は不明。胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良。

20は浅鉢で，復原口径は19.8cmを測る。内面から外面の肩まではナデ，体部外面は斜方向の

条痕を施している。胎士には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

21は黒色磨研方形浅鉢である。内外ともにミガキ方向不明。黒褐色を呈し，胎士には微量の

砂と金雲母の細片を含み，焼成は良好。

この他に内外ともに丹塗りで彎曲の少い破片がかなりあり，方形浅鉢又は盤のようなものと

思われるが図示可能な部分がないので省略している。

22は浅鉢口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。明茶褐色を呈し，胎土には小量の砂粒を
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含み，焼成は良好。

23は黒色磨研の浅鉢又は高杯の破片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

24は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微細な金雲母片を含む精選

粘土を用い，焼成は良好。

25は浅鉢口縁片である。内面は茶褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

26は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

27は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

28は黒塗り磨研浅鉢の肩部片である。内面は横方向擦過，外面は横方向ミガキ。内面と体部

外面は暗灰褐色，頸部にはさらに黒色顔料を塗っている。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

29は黒色磨研浅鉢で，復原口径は22.7cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の

砂を微量に含み，焼成は良好。

30は黒色磨研浅鉢片で，復原口径は24.6cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

31は黒裕り磨研浅鉢片で，復原口径は25.6cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。茶褐色の地

の上から黒色顔料を塗り，黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

32は鉢で，復原口径は25.6cmを測る。口縁はわずかに波をうっている。内外ともに横方向の

粗いミガキ。内面は暗黄褐色の地の上に暗茶色の化粧土をかけている。外面は暗茶褐色を呈す

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

33は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過，外面は横方向条痕。茶褐色を呈し，胎

士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

34は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ風の横方向擦過。茶褐色を呈し，胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

35は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。内面は暗黄褐色，外面は暗茶褐色

を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

36は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。口縁下に指紋がのこる。内面は濃茶褐色，

外面は暗茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

37は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色～

黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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38は直立する甕の口緑片である。内面は横方向ナデ，口緑部はナデ風の擦過，外面は斜方向

の擦過。黒褐色～黒色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

39は直立する甕の口緑片である。内面は縦方向の擦過，外面は擦過ののちナデ。茶褐色を呈

し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

40は肩で屈曲する甕の口縁片で，復原口径は24.5cmを測る。外面は横方向擦過，内面は風化

のため不明。内面には丹塗りを施している。内面の地は淡黄色，丹は暗赤色，外面は暗褐色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

41は肩で屈曲する甕の口縁片である。内面はナデ，外面はミガキ風の横方向擦過。明茶褐色

を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

42は肩で屈曲する甕の口縁片である。内外ともにナデ。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

43は肩で屈曲する甕の口縁片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。黒色を呈し，胎

士には細粒の砂を少量含み，焼成は良好。

44は肩で屈曲する甕の口縁片である。内面はナデ，外面は横方向擦過。内面は黄褐色，外面

は暗黄褐色を呈する。胎士には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

45は肩で屈曲する甕の口縁片である。内面はナデ，外面はミガキ風の横方向擦過。茶褐色を

呈し，胎土には少量の砂粒と金雲母片を含み，焼成は良好。

46は肩で屈曲する甕で，復原口径は13.4cmを測る。内面はナデ。口緑下はヨコナデ，外面は

横方向の条痕。内面は茶褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良

好。

47は直立する甕の口縁片である。口縁上端に棒状工具による刻目を施している。内面から外

面の口縁はミガキ風の横方向擦過，外面は縦方向のミガキ風擦過。

48は直立する甕で口縁はわずかに外反する。口縁上端にはヘラによる刻目を施している。内

外ともにナデ。内面は淡茶白色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

49は直立する甕の口縁片である。口縁上端にはヘラによる刻目を施している。内面は縦方向

の擦過，工具幅は23mm。外面はナデ。内面は淡赤褐色，外面は茶褐色を星する。胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

50は匝立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデで，

内面には指頭圧痕がみられる。内面は茶褐色，外面は黒褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

51は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内外ともにナ

デ。褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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52は匝立する甕で，復原口径は25.0cm。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面には指

頭圧痕がみられ，その上から縦方向擦過を加える。口縁の擦過は一見条痕風である。外面はナ

デ風の縦方向擦過。内面は淡黄褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

53は直立する甕の口縁片である。口縁下 7-17mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内面から凸帯下までナデ，外面は横方向擦過。茶褐色を呈し，胎士には砂粒

をやや多く含み，焼成は良。

54は直立する甕の口縁片である。口緑より 4-16mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による刻

目を施している。内外ともにミガキ風の横方向擦過。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

55は直立する甕の口縁片である。口縁より 4-14mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による大

きな刻目を施している。内面から凸帯まではナデ風の横方向擦過。外面は条痕風の擦過。内面

は黒色，外面は黒色～黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

56は直立する甕の口縁片である。口縁より 5-19mm程下ったところに凸帯を貼付し，爪によ

る刻目を施している。内面は条痕風の横方向擦過，口縁内面から凸帯まではナデ。外面は風化

のため不明。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

57は直立する甕の口縁片である。口緑より 15-23mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による大

きな刻目を施している。内外ともにナデ風の擦過。口緑内外は淡黄色の地に淡赤色の丹塗りを

施している。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

58は直立する甕の口緑片である。口縁より 4-12mm程下った間に凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。内外ともにナデ。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

59は直立する甕の口縁片である。口縁より ll-23mm程下った間に凸帯を貼付し，爪による大

きな刻目を施している。内面から凸帯まではナデ風の横方向擦過，外面は条痕風の擦過。内面

は黄褐色，外面は茶褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

60は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による大きな刻目を施

している。内面はナデ風の縦方向擦過，肩部内面には指頭圧痕がみられる。外面はナデ。内面

は淡茶褐色，外面は茶褐色を呈する。胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

61は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。外面は横方向擦過，内面は風化のため不明。黒褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，

焼成は良好。

62は肩で屈曲する甕で，復原口径は25.2cm, 肩部径は31.8cmを測る。口縁下 5-15mm程の間

と肩に凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施している。頸部内面はミガキ風の横方向擦過，
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外面の口縁から肩の凸帯下までは横方向擦過，胴部は内外ともに条痕。内面は黄褐色，外面の

肩までは黄褐色，胴部は暗茶褐色を呈する。胎土には少贔の砂粒を含み，焼成は良好。

63は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内

面は条痕風の横方向擦過，凸帯周辺はナデ，胴部外面はミガキ風の横方向擦過。黄褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

64は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。内面および外面の頸部から凸帯まではナデ，胴部外面は横方向擦過。胴部内面は淡褐色，

頸部内面は黄褐色，外面は褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

65は肩で限曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による擦過。内面はナ

デ，外面は条痕風の横方向擦過。黒褐色を呈し，胎上には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

66は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。内外ともに横方向擦過。内面は黄褐色，外面は黒褐色を里する。胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

67は爪による刻目を施した凸帯である。ナデ調整。褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

68は甕の胴部片である。調整法の資料として図示した。内面は横方向擦過，外面は縦方向条

痕。淡黒褐色を呈し，胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

69は甕の胴部片である。調整法の資料として図示した。内面は横方向，外面は横方向ののち

縦方向の擦過。内面は淡赤褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

70は径 8.6cmの底部片である。内面はナデで指頭圧痕がみられる。外底はナデで少し上げ底

を呈している。外面は風化のため不明であるが，底部外側には指頭圧痕がみられる。内面は茶

褐色，外面は黄白色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

71は径 8.7cmの底部である。外面はナデで底部外側には指頭圧痕がみられる。内面は風化の

ため不明。内面は灰黒色，外面は淡黄色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

72は径 6.4cmの底部である。内外ともに擦過，外底は指頭による整形で上げ底を呈し，ナデ

調整。内面は黄白色，外面は淡赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

73は径 7.4cmの底部である。内面は擦過，外面はナデ，外底は板木口によるカキトリでやや

上げ底を呈する。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

74は復原径 8.8cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は不明。内面は黄白色，外面は

黒褐色を呈する。胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

75は径 7.9cmの底部片である。内外ともにナデで，底部外側には指頭圧痕がみられる。黄褐

色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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第 61 図 39号住居跡出土土器 4 (縮尺1/3)

76は復原径 7.3cmの底部片である。内外ともに擦過。内面は淡黄色，外面は赤褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

77は復原径 5.6cmの底部片である。内面と外底はナデ。外面は縦方向擦過，底部外側はナデ

風の横方向擦過。内面は黄白色，外面は黄褐色を呈する。胎上には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

78は復原径 9.4cmの底部片である。内面は擦過，外底はナデ，外面は風化のため不明。内面

は黄白色，外面は暗赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

79は復原径 8.5cmの底部片である。内面は擦過ののちナデ，外面は擦過，外底は板木口によ

るカキトリで上げ底を呈する。内面は黄褐色，外面は二次的火熱を受けて淡赤褐色に赤変して

いる。外底は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

80は復原径12.2cmの底部片である。内面はナデ，外面は縦方向ナデ，底部外側は横方向ナデ。

内面から外面の一部と外底は明茶褐色，外は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼
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成は良好。

以上は39号住居跡に伴うものである。

81は縄文後期初頭頃のものと考えられる。内面は条痕風の擦過，外面は斜方向に 2条の沈線

文を施し，口緑上端には沈線文と刺突文を施している。灰褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

40号住居跡出土土器（第62-68図）

1は黒色磨研壺である。復原口径は 11.9cm, 胴部最大径は24.2cmを測る。外面は横方向ミガ

キで頸部に一部斜方向の部分がみられる。頸部内面は横方向ミガキ，胴部内面はナデ，肩部

内面には指頭圧痕が明瞭である。内面は灰褐色～灰黒色，外面は黒色を呈する。胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

2は丹塗り磨研大形壺のロ・頸部片である。復原口径は14cmを測る。外面から口縁内面は横

方向ミガキ，頸部内面はナデ風の横方向擦過。地は黄白色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。

3は黒色磨研の小形壺の口頸部片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。

4は丹塗り磨研壺の胴部片で，胴部最大径は12.9cmに復原できる。内面はナデ，外面は横方

向ミガキ。内面と外面の地は黄白色，丹は暗赤色を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成

は良好。

5は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色～黒褐色，外面は暗

茶褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

6は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄白色，丹は淡赤色を呈

する。胎土には精選粘上を用い，焼成は良好。

7は黒塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ。頸部内面はナデ。内

面は黒褐色，口緑内面から外面は黄褐色の地の上から黒色顔料を塗り，黒褐色を呈する。胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

8は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色～黒褐色，外面は黒

褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

9は丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。外面から口縁内面までは横方向ミガキ，頸部内面は

ナデ。地は淡黄色，丹は淡赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

10は丹塗り磨研大形壺の肩部片で，復原肩径は20.2cmを測る。外面は横方向ミガキ，頸部内

面はナテ‘ヽ，胴部内面は横方向条痕。内面と外面の地は黄白色，丹はやや鮮やかな暗赤色を呈す
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る。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

11は丹塗り磨研椀の口縁片である。内面は斜方向ミガキ，口縁内面から外面は横方向ミガキ。

地は淡黄色，丹はやや鮮やかな暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

12は丹塗り磨研深鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄白色，丹は淡赤色を

呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

13は丹塗り磨研深鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面の丹は明淡赤色，外面

の丹は暗赤褐色を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

14は深鉢の口緑かと思われる。内外ともに風化のため調整法は不明。淡赤褐色を呈し，胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良。

15は方形浅鉢の口縁片である。内外ともにミガキ。内面は明赤褐色，外面は暗黄褐色を呈す

る。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

16は黒色磨研方形浅鉢の口縁片である。内面は丁寧なミガキ，外面は粗いミガキ。黒褐色を

呈し，胎士には精選粘土を用い，焼成は良好。

17は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼

成は良好。

18は黒色磨研浅鉢である。肩の上には 1条の沈線をめぐらしている。内外ともに横方向ミガ

キ。黒褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

19は浅鉢口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は淡茶色，外面は淡褐色を呈してい

る。あるいは黒塗りかと思われる。胎土には精選粘土を用い，焼成は良好。

20は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は

良好。

21は黒色磨研浅鉢又は高杯の破片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒褐色，外面は

黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

22は高杯である。復原口径は12.2cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

23は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

24は浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は灰黄色，外面は淡茶色を呈する。口縁

内外には暗赤色の丹塗りが施されている。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

25は浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。明茶色を呈し，胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良好。

26は黒色磨研浅鉢又は高杯で，復原口径は19.2cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。胎土に

は微量の砂粒を含み，焼成は良好。
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27は浅鉢の口緑片である。内外ともに横方向ミガキ。灰黄色を呈し，胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良好。

28は黒色磨研浅鉢又は高杯の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外と

もに横方向ミガキ。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

29は黒色磨研浅鉢の口縁片である。口緑には 1条の沈線をめぐらしている。内外ともに横方

向ミガキ。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

30は黒色磨研浅鉢の口緑片である。内外ともに横方向ミガキ。‘胎士には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

31は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は黒褐色を呈する。

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

32は黒色磨研の浅鉢と思われる。口縁下には 1条の沈線をめぐらしている。内外ともに横方

向ミガキ。内面は茶褐色，外面は灰黒色～黒色。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

33は黒色磨研浅鉢又は高杯の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒
を含み，焼成は良好。

34は丹塗り磨研浅鉢の肩部片である。内面と頸部は横方向ミガキ，体部外面は横方向条痕。

内面は黄褐色，外の地は黄褐色，丹は淡赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

35は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。暗茶褐色を呈し，胎土には微量の砂

粒を含み，焼成は良好。頸は長く，古い要素を残しているといえる。

36は黒色磨研浅鉢片である。頸は長く，肩の上に 1条の沈線をめぐらし，古い要素を残した
ものである。内外ともに横方向ミガキ。淡黒褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は

良好。

37は黒色磨研浅鉢の肩部片である。肩は明瞭な段をつくり，肩の上には 1条の沈線をめぐら

した古い要素を残したものである。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の砂を微量に含み，
焼成は良好。

38は浅鉢の肩部片である。内面はミガキ風の横方向擦過。肩より上は横方向の擦過，肩より

下は粗い斜方向の擦過。内面は黒色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

39は黒色磨研浅鉢である。器高は 9.9cm, ロ径は21.5cm, 底径は 6.6cmを測る。内外ともに

横方向ミガキ，外底は擦過。内面は明茶褐色，外面は茶褐色～黒褐色を呈する。胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

40は浅鉢である。器高は12.5cm, ロ径は24.6cm, 底径は 7.1cm。内面から外面の肩の下まで

は横方向擦過，体部外面は縦方向擦過，底部外側は横方向擦過，外底はナデ。内底は黒褐色，

内面から外面の上半は淡茶褐色，外面の下半は淡褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み．
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焼成は良好。

41は直立する甕の口縁片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は灰黄色，外面

は暗褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

42は直立する甕の口縁片である。内面はナデ，外面は横方向擦過。内面は黒色，外面は黒～

暗茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

43は直立する甕の口縁片である。内面から口縁下まではナデ風の横方向擦過，外面はナデ風

の縦方向擦過。内面は灰褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

44は直立する甕で，復原口径は16.6cmである。内面は横方向の条痕であるが胴中央付近を沈

線状に 1条ナデ消している。口縁外面は横方向擦過，外面は斜方向擦過で，内面と同じく沈線

状に 1条ナデ消している。内面は淡茶褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含

み，焼成は良好。

45は直立する甕の口縁片である。内面から口縁外面まではナデ，外面は横方向擦過ののちナ

デ。内面は黒色～淡赤桃色，外面は淡赤桃色を呈する。黒色部分は黒斑かとも思われる。胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

46は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。黒褐色を呈し，胎土には微量の砂

粒を含み，焼成は良好。

47は直立する甕の口縁片である。内面はナデ風の擦過。口縁上端はヘラ切り，口緑外面は横

方向擦過，外面は縦方向擦過。褐色を旱し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

48は直立する甕口縁である。口縁はわずかに外反ぎみで，胴部はすこしふくらむ。内外とも

にナデ。内面は淡茶色，外面は灰褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

49は黒色磨研椀の口縁片である。口縁はかなり波状を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良。

50は直立する甕の口縁片である。内面から口縁外面までは横方向擦過，外面は縦方向擦過。

内面は黒褐色，外面は淡赤桃色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

51は直立する痰の口縁片である。内面は斜方向擦過，口縁内面から外面は横方向擦過。内面

は黒褐色，外面は黄桃色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

52は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデで，内面には指頭圧痕がみられる。内面は

赤褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

53は直立する甕の口縁片である。内面はナデ風の横方向擦過，外面はナデ風の縦横の擦過。

内面は暗黄褐色，外面は褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

54は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過，外面はナデ。内面は黄褐色，外面は淡

赤桃色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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55は直立する甕の口縁片である。口緑はわずかに波をうっている。内外ともにナデ。黄褐色

を呈し，胎土には細粒の砂微量と金雲母片を含み，焼成は良好。

56は直立する甕の口縁である。内面はナデで指頭圧痕がみられ，外面は指頭によるナデで凹

凸が明瞭である。内面は黄褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

57は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。内面は黄褐色，外面は黒褐色を星する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

58は直立する甕の口縁片である。口緑内外はヨコナデ，他は内外ともにナデ風の縦方向擦過。

内面は淡茶色，外面は褐色を呈する。胎上には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

59は肩で屈曲する甕の口縁片である。内外ともにナデで，口緑内外には指頭圧痕が明瞭であ

る。黄白色を呈し，胎士には細粒の砂を少量含み，焼成は良好。

60は肩で屈曲する甕の口縁片である。内外ともにナデで，口縁内外には指頭圧痕か明瞭であ

る。黄白色を里し，胎士には細粒の砂を少量含み，焼成は良好。 59と同一個体かと思われる。

61は直立する甕の口縁片である。口縁上端にはヘラによる刻目を施している。口緑内外はナ

デ風の横方向擦過，内面は斜方向の擦過，外面はナデ風の縦方向擦過。内面は淡茶色，外面は

褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

62は直立する甕の口縁片である。口緑上端にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナ

デ。褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

63は直立する甕の口縁片である。口緑には棒状工具による刻目を施している。内面はナデ風

の横方向擦過，外面はナデ。内面は赤褐色，外面は灰褐色の地の上から赤褐色の化粧土をかけ

ている。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

64は直立する甕の口縁片である。口緑には棒状工具による大きな刻目を施している。内面は

横方向擦過，外面は風化のため不明。黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

65は直立する甕の口縁片である。口緑には棒状工具による刻目を施している。内面はナデ，

外面はナデ風の縦方向擦過。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

66は直立する甕の口緑片である。口縁には角のある棒状工具による刻目を施している。内面

は横方向擦過，外面はナデ。黄褐色を呈し，胎土には砂粒を微量に含み，焼成は良好。

67は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面は斜方向

擦過，口緑内面は横方向擦過，外面はナデ風の縦方向擦過。内面は淡赤褐色，外面は明茶褐色

を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

68は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面はナデ，

ロ縁外面は横方向ナデ，外面はナデ。内面は淡赤褐色，外面は明茶褐色を呈する。胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。
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69は直立する甕の口縁片である。口緑にはヘラによる大きな刻目を施している。内外ともに

ナデ。淡赤褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

70は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともに祖いハ

ケ目風の擦過（既にハケ目といってもよいが，若千明瞭さを欠く），口緑内面から上端はナデ。

暗褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

71は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。

内面は淡赤褐色，外面は淡褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

72は直立する甕の口縁片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。

内面は淡褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

73は直立する甕の口縁片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ風の横

方向擦過，外面はハケ目。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

74は直立する甕の口縁片である。口緑はわずかに外反ぎみで，胴は少しふくらむ。口縁には

ヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ風の横方向擦過。内面は淡茶色，外面は黒褐色

を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

75は直立する甕の口縁片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。

内面は淡茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

76は直立する甕の口縁片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。口縁内面から上端

は横方向ナデ，内面は斜方向擦過，外面はナデ風の縦横の擦過。内面は淡茶色，外面は暗褐色

を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

77は直立する甕の口緑片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ風の横

方向擦過，外面はナデ風の縦方向擦過。内面は淡茶色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には微

量の砂粒を含み，焼成は良好。

78は直立する甕の口縁片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。

内面は黄褐色，外面は暗褐色を呈する。胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

79は直立する甕の口縁片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内外ともに丁寧な

ナデ。内面は淡褐色，外面は暗褐色を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

80は直立する甕の口縁片である。口緑外側に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

内面はナデ，口縁下は横方向擦過，外面は縦方向擦過。内面は淡茶褐色，外面は褐色を呈する。

胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

81は肩で囲曲する甕の口縁片である。口緑には棒状工具による刻目を施している。内外とも

にナデ。内面は淡黄褐色，外面は淡褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

82は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内面は横方向擦
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過，外面はナデ。内面は茶褐色，外面は暗黄褐色～褐色を里する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

83は肩で屈曲する甕の口緑片である。肩には爪先刺突による刻目を施している。内外ともに

風化のため調整法は不明。内面は黄褐色の地の上から淡赤褐色の化粧土をかける。外面は暗茶

褐色。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良。

84は肩で屈曲する甕で，口縁は外反する。復原口径は28.4cm, 肩部径は36.6cmを測る。口縁

と肩にはヘラによる刻目を施している。内面は指頭圧痕ののちハケ目，口緑内面は横方向ハケ

目ののちナデ，頸部外面は斜方向ハケ目ののちナデ，肩部下は横方向擦過，胴部外面は粗いハ

ケ目風の斜方向擦過。内面は暗赤褐色～暗黄褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

85は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-llmm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具による刻

目を施している。内面は横方向条痕，口縁から凸帯下まではヨコナデ，外面は横方向条痕のの

ちナデ。黒色を呈し，胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

86は直立する甕の口縁片である。口縁下 3-15mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内外ともに横方向擦過，口縁上端から凸帯の上半はナデ。内面は褐色，外面

は茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

87は直立する甕で，復原口径は29.0cmを測る。口縁下13-25mm程の間に凸帯を貼付し，爪によ

る大きな刻目を施している。内面はナデ， 口縁から凸帯の上まではナデ風の横方向擦過，外面

は擦過。黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

88は直立する甕である。口縁下 7-20mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大ぎな刻目を施し

ている。内面から口縁外面は横方向擦過，外面は斜方向擦過。暗褐色を呈し，胎土には微羅の

砂粒を含み，焼成は良好。

89は直立する甕の口縁片である。口縁下 3-llmm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内外ともにナデ風の横方向擦過。内面から凸帯の上までは黒褐色，外面は褐色を

呈するが，凸帯下面は二次的火熱を受けて赤紫色に赤変している。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

90は直立する甕の口縁片である。口縁外側に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

内面は擦過ののちナデ，外面はナデ風の擦過。内面は淡黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土

には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

91は直立する甕の口縁片である。口緑下 3-llmm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内外ともにナデ。内面は灰黄色，外面は淡赤褐色を呈する。胎士には細粒の砂を

微羅に含み，焼成は良好。

92は直立する甕の口緑片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによ
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る刻目を施している。内外ともに風化のため調整法は不明。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

93は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-16mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内外ともにナデ。内面から凸帯の上までは淡茶色，凸帯より下は暗茶褐色を呈す

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

94は直立する甕の口縁片である。口縁下 4-llmm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内面から凸帯の上まではナデ風の横方向擦過，外面は風化のため不明。黒色を呈

し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

95は肩で屈曲する甕のロ・頸部片で，復原口径は22.2cmを測る。口縁下 4-15mm程の間に凸

帯を貼付し，爪による大きな刻目を施している。内面は横方向擦過，口縁から凸帯部はナデ，

頸部外面は粗い条痕風の横方向擦過。内面は暗黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎士には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。凸帯下に補修孔を穿っている。外径はllmm, 内径は 4mmを測る。

96は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 3-lOmm程の間に凸帯を貼付した痕跡がある。

内面は横方向擦過ののちナデ，外面は横方向擦過。内面から凸帯下 2cm程までは黒色，それ以

下は灰色を呈する。胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

97は肩で屈曲する甕の口縁片である。口緑下 3-12mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大き

な刻目を施している。内面は条痕を横方向擦過でカキ消し，条痕と擦過が交互にみられる。ロ

緑から凸帯部はナデ，頸部外面は条痕ののちナデ。内面は明茶色，外面の凸帯より上は黄褐色，

凸帯より下は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

98は肩で屈曲する甕の口縁片である。凸帯下 4-12mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大き

な刻目を施している。内面から凸帯まではナデ風の横方向擦過，外面は横方向擦過。暗褐色の

地の上から淡赤色の丹抱りを施している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

99は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 3-12mm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目

を施している。内外ともに横方向擦過。内面は淡茶褐色，外面は茶褐色を呈するか，口縁内面

から凸帯上半までは赤褐色の丹塗り（風の化粧士）を加えている。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

100は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 4-13mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻

目を施している。外面はナデ風の横方向擦過，内面は風化のため不明。黄白色を呈し，胎土に

は微量の砂粒を含み，焼成は良好。

101は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には棒状工具による刻目を施している。凸帯部はナ

デ，凸帯より下は横方向擦過，内面は風化のため不明。内面は黄白色，外面は淡赤褐色を呈す

る。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

102は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には爪による大ぎな刻目を施している。内面は横方
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向擦過，外面の肩より上はハケ目風の横方向擦過，肩の下は横方向擦過，胴部外面は斜方向の

条痕。内面は明茶褐色，外面は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

103は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内

面は横方向擦過，外面は横方向擦過ののちナデ。内面は淡赤褐色，外面は茶褐色を呈する。胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

104は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。

内面は明茶色，外面は黄褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

105は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内

外ともにナデ。黒褐色を呈し．胎土には微量の砂粒を含み．焼成は良好。

106は黒色磨研浅鉢の底部片で復原径は 7.、1cmを測る。内外ともにミガキ。黒褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

107は黒色磨研浅鉢の底部片で．復原径は6.8cmを測る。内面はミガキ．外面はミガキ風の擦

過．外底はナデ。胎土には微鼠の砂粒を含み，焼成は良好。

108は復原径9.6cmの底部片である。内面はナデ，外面は縦方向擦過。内面は明黄褐色，外底

は暗褐色を呈するが，外面から外底周縁は二次的火熱により赤褐色に赤変している。胎上には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

109は復原径9.4cmの底部片である。内面はミガキ風の擦過．外面は横方向擦過，底部外側は

ョコナデおよび横方向擦過。外底は板木口によるカキトリ。内面は黒褐色，外面は淡褐色を呈

する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

llOは径8.7cmの底部である。内面は条痕．外面は擦過．底部外側から外底はナデ。内面は淡

茶褐色，外面は暗黄褐色．外底は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

lllは径9.6cmの底部である。内面は擦過，内底はナデ，外面は風化のため不明。内面は淡茶

色．外面は黄褐色を呈するが．底部外側から外底周縁は二次的火熱を受けて赤変している。胎

土には少量の砂粒を含み．焼成は良好。

ll2は復原径7.4cmの壺底部片である。内面はミガキ風の擦過．外面は縦方向ミガキ。底部外

側はヘラ切り．外底はミガキ。内面は黄褐色～淡黒褐色，外面は淡黒褐色を呈する。胎土には

微量の砂粒を含み，焼成は良好。

ll3は径7.3cmの底部である。内外ともにナデ。淡赤褐色を呈し，胎上には微量の砂粒を含み．

焼成は良好。

ll4は復原径11.1cmの底部片である。内面は擦過ののちナデ．外面は粗いハケ目風の縦方向擦

過。外底は板木口によるカキトリ。内面は淡黄褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量

の砂粒を含み．焼成は良好。

ll5は径8.4cmの底部片である。内面と外底はナデ．外面は縦方向擦過。内面は赤褐色．外面
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は暗褐色を呈するが，底部外側から外底周緑にかけては二次的火熱により赤変している。胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

116は復原径9.3cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は縦方向擦過。赤褐色を呈し，

胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

117は復原径9.4cmの底部片である。内面は擦過，外面はナデ。内面は黄白色，外面は赤褐色

を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

118は復原径9.8cmの底部片である。内外ともにナデ。内面は明茶色，外面は暗茶褐色を呈す

る。胎上には少羅の砂粒を含み，焼成は良好。

119は復原径8.4cmの底部片である。内面は擦過ののちナデ，外面は縦方向擦過，外底は擦過。

黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

120は復原径8.5cmの底部片である。内面は擦過ののちナデ。外底はナデ，外面は風化のため

不明。内面は淡茶褐色，外面は褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

121は復原径8.0cmの底部片である。内外ともに縦方向の擦過。内面は黄褐色，外面は二次的

火熱により赤褐色に赤変している。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

122は復原径9.()cmの底部片である。内面は擦過，外面は風化のため不明。内面は黄褐色～褐

色，外面は明赤褐色を呈する。胎土には少羅の砂粒を含み，焼成は良好。

123は復原径10.8cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は縦方向擦過。茶褐色を呈する

が，底部外側から外底周縁にかけては二次的火熱により赤褐色に赤変している。胎上には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

124は黒色磨研浅鉢の底部片で，復原径は9.0cmを測る。外面はミガキ，内面は風化のため不明。

淡黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

125は復原径7.8cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は縦方向擦過。淡茶褐色を呈し，

胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

126は復原径8.2cmの底部片である。内外ともに擦過。茶褐色を呈し，胎上には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

127は浅鉢の底部である。復原径は 7cm程のものである。内面はミガキ，外面は横方向ミガ

キ。淡茶色を呈し，胎上には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

128は復原径9.3cm程の底部片である。外底には木葉痕がある。黄褐色を呈し，胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

129は復原径11.8cmの底部片である。内面はナデ，外面は縦方向擦過。内面は黄褐色，外面は

暗茶褐色を呈する。胎士には砂粒を多く含み，焼成は良好。

130は復原径11.0cmの底部片である。内外ともに擦過。内面は淡茶色，外面は淡黄赤色を呈す

る。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。
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第 68図 40 号住居跡出土土器 7 (縮尺1/3)

131は不明土製品である。底部周縁に貼付された粘士帯に似るが，断面の形態，調整等からこ

の粘土帯ではないと考える。一部擦過で，他はナデ調整。茶褐色を星し，胎土には微量の砂粒

を含み，焼成は良好。

132は土器片利用の円盤である。復原径は 6cm程のものである。外面は擦過，内面はナデ。内

面は淡黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

133は土器片利用の円盤である。径は3.8- 4.1cm。外面はナデ風の擦過，内面はナデ。外面

は黒褐色，内面は黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

以上は40号住居跡に伴うものである。

134は板付 I式の高杯肩部片である。内面は横方向擦過，頸部外面は横方向ミガキ，体部外面

は擦過ののちナデ。内面は黒褐色，外面は黄褐色を呈する。胎上には少鼠の砂粒を含み，焼成

は良好。

135は板付 I式甕の口緑片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面

は風化のため不明。内面は黒色，外面は赤褐色を里する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成

は不良。

136は板付 I式甕の底部片である。径算出不能のため 9cmで復原して図示した。内面はナデ，

外面は粗いハケ目。内面は黒褐色，外面は淡赤褐色を呈するが，底部外側から外底周縁は二次

的火熱により赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

137は逆L字状口縁の甕片である。口緑内外はヨコナデ，内面はナデ，外面は風化のため不明。

黄褐色を呈する。口縁内面には淡赤色の丹塗りの痕跡がある。胎土には少量の砂粒を含み，焼

-177 -



成は良好。弥生時代中期前半のものである。

138は径7.0cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面はハケ目。内面は黄褐色，外面は褐

色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。弥生時代中期前半のものである。

41号住居跡出土土器（第69-71図）

1は丹塗り磨研壺の口緑片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は暗赤色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

2は丹塗り磨研壺の口縁片である。復原口径は12.6cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。内

面の地は茶褐色，丹は淡赤色を呈する。胎土には精選粘土を用い，焼成は良好。

3は黒色磨研壺のロ・頸部片である。外面から口緑内面までは横方向ミガキ，頸部下半はナ

デ。胎士には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

4は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は黒褐色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

5は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には精選粘土を用い，焼成

は良好。

6は黒色磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面はナデ。内面

は淡灰黒色，外面は灰黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

7は黒色磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面はナデ，内面

は灰色，外面は黒色を呈し，いずれも銀びかりをしている。胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

8は壺の口縁片である。内面はナデで指頭圧痕がみられる，外面は横方向ミガキ。内面は褐

色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

9は壺の頸部片である。外面から口縁内面までは横方向ミガキ，頸部内面は横方向擦過。内

面は淡茶色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

10は丹塗り磨研壺の胴部片である。内面はナデ，外面は縦方向ミガキ。内面は灰褐色，丹は

やや鮮やかな淡赤色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

11は丹塗り磨研椀の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色の地の上から丹塗りを加

えている。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

12は黒色磨研深鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は暗黒褐色，外面は黒色

を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

13は黒色磨研方形浅鉢の口縁片である。口縁は内外ともに段をつくっている。内外ともにミ

ガキ。黒褐色～黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。
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14は黒色磨研浅鉢の口縁片である。頸の長い古い要素を残したものと考える。内外ともに横

方向ミガキ。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

15は黒色磨研浅鉢片である。内面から頸部外面までは横方向ミガキ。体部外面は横方向擦過。

内面と頸部外面は黒色，体部外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

16は黒色磨研の高杯片と思われる。内外ともに横方向ミガキ。内面は黄褐色，外面は黒褐色

～黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。板付 I式かとも考えられる。

17は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

18は黒色磨研の浅鉢又は高杯である。復原口径は17.8cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。

内面は黒褐色～黒色，外面は黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

19は黒色磨研浅鉢で，復原口径は20.8cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。内面は灰黒色～

黒色。外面は黄白色の地の上に灰褐色の色がみられ，本来は黒塗りかと思われる。胎土には微

量の砂粒を含み，焼成は良好。

20は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

21は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎士には精選粘士を用い，焼成は良

好。

22は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎士には細粒の砂を微量に含

み，焼成は良好。

23は黒色磨研浅鉢の口緑片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎士には微量

の砂粒を含み，焼成は良好。

24は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。内面から口縁直下までは黒色，頸部

付近は暗黄褐色を呈する。胎土には細粒の砂を少量含み，焼成は良好。

25は黒色磨研土器の口縁片であるが，器種を確定できない。内外ともに横方向ミガキ。黒褐

色を呈し，胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

26は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の砂を微量に含

み，焼成は良好。

27は鉢の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。暗黄褐色を呈し，胎土には微

量の砂粒を含み，焼成は良好。

28は鉢の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。暗黄褐色を呈し，胎土には微

量の砂粒を含み，焼成は良好。 27と同一個体の可能性もある。

29は龍立する甕の口縁片である。内外ともにナデ風の擦過。内面は黒色，外面は黒褐色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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30は直立する甕の口緑片である。口緑内外はナデ。内面は明茶色，外面は暗茶褐色を呈する。

胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

31は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。口緑下に石庖T穿孔具を用いて両面穿孔した補修孔がある。外側の外径は10mm,

内側の外径は 7mm, 内径は 4mmを測る。

32は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過，口縁内面はその上からナデ。外面は縦

方向擦過ののちナデ。内面は淡茶色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

33は直立する甕の口縁片である。内面はナデで指頭圧痕かみられる。外面は丁寧なナデ風の

斜・縦方向の擦過。内面は淡茶色，外面は黒褐色を里する。胎土には微巌の砂粒を含み，焼成

は良好。

34は直立する甕の口緑片である。内面は縦方向擦過ののちナデ，口縁内外は横方向擦過のの

ちナデ，外面はナデ。内面は明茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

35は直立する甕の口緑片である。内面はナデ風の擦過，外面もナデ風の擦過。内面は淡茶色，

外面は黄褐色を里する。口緑上端から口緑外面には暗赤色の丹塗りを施している。胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。

36は直立する甕の口緑片である。口縁はかなり波を打っている。内面から口縁外面までは横

方向擦過，外面はナデ風の縦方向擦過。内面は暗黄褐色，外面は黒褐色および茶褐色を呈する。
胎士には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

37は直立する甕の口縁片である。口縁にはやや角のある棒状工具による刻目を施している。

内外ともにナデ。外面から刻目までは淡黄褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には微量の砂
粒を含み，焼成は良好。

38は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面は斜方向

擦過，外面はナデ。内面は暗黄褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

39は直立する甕の口縁片である。口緑には棒状工具による刻目を施している。内外ともにナ
デ。内面は暗黄褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

40は匪立する甕の口縁片である。口緑には棒状工具による刻目を施している。内面から刻目

までは明黄褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

41は直立する甕の口縁片である。口緑には板木口による刻目を施している。内面は条痕，外

面は縦方向擦過ののちナデ。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

42は直立する痰の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともに擦過。
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内面は黒色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

43は直立する甕の口緑片である。口縁は外反ぎみである。内面はナデ，外面は縦方向擦過。

内面は黄白色の地の上に淡茶色の化粧土をかけている。外面は茶褐色を呈する。胎土には細粒

の砂を少量含み，焼成は良好。

44は直立する甕の口縁片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ風の横

方向擦過，外面は縦方向擦過。内面は黒褐色，外面は黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含

み，焼成は良好。

45は直立する甕の口緑片である。口緑下 3-llmm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具による刻

目を施している。内面から凸帯下までは横方向擦過，外面は風化のため不明。内面は灰白色，

外面は褐色を呈する。口縁内外には暗赤紫色の丹塗りを施している。胎土には少量の砂粒を含

み焼成は良好。

46は直立する甕の口縁片である。口緑下 4-llmm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内面は横方向ナデ、口縁から凸帯上半まではナデり凸帯より下は風化のため不明。

内面は暗黄褐色～黒褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には石英・金雲母片・黒色粒子等をや

や多く含み，焼成は良好。

47は直立する甕の口縁片である。口緑下 4-llmm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具による刻

目を施している。内面から凸帯上半まではナテ--. 凸帯下は横方向擦過。内面は淡黄褐色，外面

は暗茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

48は直立する甕の口縁片である。口緑下12-34mm程の間に凸帯を貼付し，口縁と凸帯にヘラ

による刻目を施している。内外ともにナデ。内面から凸帯の上までは黄白色の地の上から淡茶

色の化粧土をかけている。凸帯より下は淡褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は

良好。

49は直立する甕の口緑片である。口縁下 4-15mmの間に凸帯を貼付し，ヘラによる大きな

刻目を施している。口縁内外は横方向ナデ。内面は横方向擦過，外面は縦方向擦過。黄白色を

呈するが，口縁内面から凸帯の上までは暗赤色の丹塗りを施している。胎土には細粒の砂を微

量含み，焼成は良好。

50は直立する甕の口緑片である。口緑下 5-13mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内外ともにナデ。内面は黒褐色～黒色，外面は淡黄褐色を呈する。胎土には微量

の砂粒を含み，焼成は良好。

51は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には棒状工具による刻目を施している。内面はハケ

目風の横方向擦過。外面は横方向擦過。内面は暗赤色，外面は褐色～暗褐色を呈する。胎土に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。

52は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内外ともに横方
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向擦過。明茶色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

53は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

内外ともに横方向擦過。内面は黒色，外面は淡黄色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

54は径9.0X9.4cmでやや扁円形を呈する底部である。内外ともに擦過，外底はナデ。内面は

黄褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

55は径7.OX7 .9cmでやや扁円形を呈する底部である。内面は擦過，外面はナデ。内面は淡茶

褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

56は径9.3cmの底部片である。内外ともに擦過，外底はナデ。内面は黄褐色，外面は淡茶褐色

を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

57は復原径10.3cmの底郎片である。内面はナデ，外面は縦方向擦過，底部外側は削り風の横

方向擦過，外底は擦過。内面は淡黄褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

58は復原径9.4cmの底部片である。内面と外底はナデ。底部外側は板木口による横方向の擦

過。外面は風化のため不明。内面は黄白色，外面は黄褐色を呈するが，二次的火熱により赤変

している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

59は復原径8.6cmの底部片である。内外ともに擦過。内面は暗黄褐色，外面は暗茶褐色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

60は復原径9.4cmの底部片である。内外ともにナデ。内面は黄白色，外面は茶褐色，外底は黒

褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

61は径算出不能なので 9cmで復原して図示した。内外ともに擦過。内面は黄褐色，外面は赤

褐色を呈する。外面は二次的火熱を受けて赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

62は復原径9.6cmの底部片である。内面はハケ目風の擦過，外面は細かいハケ目，底部外側か

ら外底はナデ。内面は茶褐色，外面は淡褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良

好。

63は黒色磨研壺の底部片で，復原径は8.0cm。内面は擦過，外面は横方向ミガキ，外底はミガ

キ。底部外側から外底固緑は二次的火熱により，赤褐色に赤変している。胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

64は復原径8.3cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は縦方向擦過，底部外側は指頭圧

痕かみられる。内面は明茶色，外面は黄褐色を呈するか一部二次的火熱を受けて赤変している。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

65は復原径8.4cmの底部片である。内外ともにナデ。淡茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を
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含み，焼成は良好。

66は復原径9.4cmの底部片である。内外ともに擦過，外底はナデ。内面は淡茶褐色，外面は買

褐色を呈する。胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

67は復原径8.6cmの底部片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は暗茶褐色，外

面は黒褐色を呈するが，二次的火熱により赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は
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良好。

68は復原径8.4cmの底部片である。内外ともに擦過，外底はナデ。内面は黄褐色，外面は黒褐

色，外底は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

69は黒色磨研浅鉢の底部片で復原径は8.0cm。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ，外底は板

木口によるカキトリ。内面は淡褐色，外面は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

70は復原径8.4cmの底部片である。内面は擦過，外面はナデと思われる。黄褐色を呈し，胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

71は径算出不能なので 8.0cmで復原して図示した。内外ともに風化のため不明。内面は黄褐

色，外面は淡茶色。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

72は復原径9.3cmの底部片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は茶色，外面は

暗赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

73は復原径8.8cmの底部片である。外面はナデ，底部外側には指頭圧痕がみられる。内面は黒

褐色，外面は淡茶色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

74は復原径8.2cmの底部片である。内面と外底はナテ‘ヽ，底部外側は削り風の横方向擦過。淡茶

褐色を里し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

75は復原径10.1cmの底部片である。内外ともに擦過，外底はナデ。内面は淡黄白色，外面は

赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

76は復原径9.1cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は風化のため不明。内外ともに黄

褐色，外底は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

77は径算出不能なので 9.0cmで復原して図示した。内面と外底はナデ，外面は縦方向擦過。

内面は赤褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少最の砂粒を含み，焼成は良好。

78は復原径11.8cmの底部片である。内面は擦過，外底はナデ，外面は風化のため不明。内面

は淡茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

以上は16だけが疑問か残るが， 41号住居跡に伴うものである。

79は板付 l式甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。口緑内面は横方向

の粗いハケ目であるが，他は内外ともにナデ。内面は灰黄色，外面は暗褐色を呈する。胎土に

は少羅の砂粒を含み，焼成は良好。

80はW-1区の41号住居跡上面から出土した板付 I式甕の口縁片である。口縁にはヘラによ

る刻目を施している。口縁内面は横方向の粗いハケ目であるが，他は内外ともにナデ。内面は

暗黄褐色～黒褐色，外面は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

81はW-1区の41号住居跡上面から出土した板付 I式甕の口縁片である。口縁にはヘラによ

る刻目を施している。内面はナデ，外面はハケ目ののちナデ。内面は黄褐色，外面は暗褐色を
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呈する。胎士には細粒の砂少量を含み，焼成は良好。

82はW-1区の41号住居跡上面から出土した板付 I式甕の口縁片である。口縁にはヘラによ

る刻目を施している。内面は横方向の粗いハケ目，外面はナデ。内面は褐色，外面は暗茶褐色

を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

83は径算出不能なので 9.0cmで復原して図示した。内外ともにナデ。内面は褐色，外面は黄

褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。板付 I式と考える。

42号住居跡出土土器（第72・73図）

1は丹塗り磨研壺の頸．肩部片である。肩の復原径は10.0cm。内面はナデ，外面は縦方向ミ

ガキ。内面は黄白色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

2は黒色磨研壺の口縁片である。復原口径は 9.4cmを測る。頸部内面はミガキ，口縁内面か

ら外面は横方向ミガキ。やや輝きぎみの黒色を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良

好。

3は丹塗り磨研壺の肩部片である。胴部内面は横方向擦過，頸部内面はナデ，外面は縦方向

ミガキ。内面は灰黄色，外面の地は淡黄色，丹は暗赤色を呈する。胎士には精選粘上を用い，

焼成は良好。

4は壺の肩部片である。胴部内面は横方向条痕，頸部内面は横方向擦過，外面は横方向ミガ

キ。内面は淡黄褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

5は深鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は茶褐色，外面は明赤褐色を呈し

丹塗り様である。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

6は黒色磨研浅鉢で，復原口径は24.8cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。内面から肩部ま

では黒色を星するが，体部外面は灰黄色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

7は黒色磨研浅鉢片である。口縁には 1条の沈線をめぐらす。内外ともに横方向ミガキ。胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

8は黒塗り磨研浅鉢片である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため器表が剥落して不明c

茶褐色の地の上から黒色顔料を塗っている。内面は剥落しているが内面にも塗っていたものと

思われる。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良。

9は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の砂を微量に含

み，焼成は良好。

10は高杯脚片である。杯・脚部の間には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。凸帯

部の径は 6.4cmを測る。内面はミガキ，杯部外面は横方向ミガキ，脚部外面は縦方向ミガキ，

脚部内面はナデ。明茶褐色を呈するか，一部に暗茶褐色を呈する塗ったような部分がある。本
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来は黒塗りを施したものかもしれない。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

11は直立する甕の口緑片である。内外ともに横方向擦過。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒

を含み．焼成は良好。

12は直立する甕の口縁片である。内面から口縁外面は横方向ナデ，外面は横方向擦過。黒褐

色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

13は直立する甕の口縁片である。内面はナデ，外面はナデ風の横方向擦過。黒褐色を呈し，

胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

14は直立する猥の口緑片である。内面は横方向擦過．外面はナデ。内面は茶褐色，外面は淡

茶褐色を呈する。胎上には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

15は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による大きな刻目を施している。内面は

擦過ののちナデ．外面はナデ風の縦方向擦過。内面は淡茶色，外面は黒褐色を呈する。胎土に

は少量の砂粒を含み．焼成は良好。

16は直立する甕の口縁片である。口縁はわずかに外反ぎみである。口縁には棒状工具による刻

目を施している。内面はナデ，外面はナデ風の擦過。内面は黒褐色，外面は茶褐色～黒褐色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

17は直立する甕の口縁片である。口緑はわずかに外反ぎみである。口縁には棒状工具による大

きな刻目を施している。内外ともにナデ。暗褐色を里し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

18は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面はナデ，

外面はナデ風の擦過。黒褐色を呈し，胎上には細粒の砂を微量と金雲母片を含み，焼成は良好。

19は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ．外面

は縦方向擦過。内面は赤褐色，外面は黒褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良

好。

20は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。

内面は赤褐色．外面は褐色を昆する。胎土には少最の砂粒を含み．焼成は良好。

21は直立する甕の口縁片である。日縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。

内面は淡褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

22は直立する痰の口縁片である。口縁にはヘラによる亥lJ目を施している。内面はナデ．口縁

内面はハケ目風の横方向擦過，外面は擦過。内面は褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には

少量の砂粒を含み．焼成は良好。

23は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ風の擦

過．外面はナデ。内面は暗茶褐色．外面は黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は

良好。
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24は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面は

斜方向擦過。内面は褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

25は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，爪によ

る大きな刻目を施している。内面から凸帯下まではナデ，外面は条痕風の横方向擦過。内面は

黒色，外面は黒色～暗黄褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

26は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施してい

る。頸部外面はナデ，凸帯上部は横方向擦過，内面は風化のため不明。内面は黄褐色，外面は

黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

27は肩で屈曲する甕の頸．肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。胴部内面は

横方向条痕，頸部は内外ともにナデ。胴部内面は黒褐色，頸部内面は赤褐色，頸部外面は暗褐

色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

28は肩で屈曲する甕の頸・胴部片で，肩の復原径は32.2cmを測る。肩にはヘラによる刻目を

施している。肩部内面は指頭圧痕，胴部内面は横方向擦過ののちナデ，頸部内面は横方向擦過，

頸部外面は横方向擦過ののちナデ，肩部直下は横方向擦過，胴部外面は縦方向擦過。内面は茶

褐色～暗褐色，頸部外面は茶褐色，胴部外面は濃茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

29は径11.4cmの底部片である。内外ともに擦過，外底はナデ。外面の擦過工具の幅は約12mm。

内面は淡黄褐色，外面は茶褐色～暗黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

30は復原径 9.0cmの底部片である。内外ともに擦過，外底はナデ。内面は赤褐色，外面は暗

褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

31は復原径 6.9cmの底部片である。内面と外底はナデ，底部外側は風化のため不明。暗赤褐

色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

32は復原径 7.8cmの底部片である。外底はナデ，他は風化のため不明。内面は淡赤褐色，外

面は黒褐色，外底は淡赤褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良。

33は復原径 8.0cmの底部片である。内面は擦過，外底はナデ，底部外側は風化のため不明。

内面は黄褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

34は復原径 7.3cmの底部片である。内面は擦過ののちナデ，外面はナデ。暗黄褐色を呈し，

胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

35は甑の底部で復原径は 9.2cmである。外から内へ穿孔している。内面は擦過，外底はナデ，

外面は風化のため不明。内面は淡赤褐色，外面は暗赤褐色，外底は黒褐色を呈する。胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

以上は42号住居跡に伴うものである。

36は板付 I式壺の肩部片である。 3条の沈線をめぐらしている。内面はナデ，外面はミガキ
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内面は黄白色，外面は淡黄褐色と黒色を呈する。胎土には少鼠の砂粒を含み，焼成は良好。

37は42号住居跡上面出土の板付 I式甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施してい

る。内面はナデ，外面は細かいハケ目。内面は黄褐色，外面は褐色を呈する。胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

38は42号住居跡上面から出土した板付 I式甕の口緑片である。口縁にはヘラによる刻目を施
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している，内外ともにナデ。内面は黄褐色～褐色の地の上から暗赤色の丹塗り，外面は褐色―

黄褐色を呈する。胎十．には少景の砂粒を含み，焼成は良好。

39は42号住居跡加面から出土 した板付 I式襄のU緑片である ，， n縁にはヘラによる刻目を施

している。内外ともにナデ。内而は褐色，外面は暗茶掲色を吊する。胎土には少量の砂粒を含

み．焼成は良好。

40はT字状口緑を呈する弥生中期の甕口緑片である。内外ともにヨコナテ"0 淡赤褐色を呈し

胎土には少箪の砂粒を含み，焼成は良好。

41は復原径 9.2cmの底部片である。内面と外底はナデ。外而は祖いハケ目。内面は黒褐色，

外面は明茶褐色を呈するが，底部外側から外底周縁にかけては二次的火熱により赤変している。

胎土には少品の砂粒を含み，焼成は良好。板付 I式に比定される。

42は板付I式の鉢の底部片と思われる。復原n径は 7.6cmを測る。内血と外底はナテ］外面

は擦過ののちナデ。黄白色を呈するが，底部外側から外底にかけては烹掲色を呈する ，， 胎 J-.に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。

43は板付I式の底部と思われる。復原径は 9.6cmを測る。内外ともに擦過ののちナテ＇ 。外底

はナデ。内面は褐色，外血は暗質褐色を呈する"胎土には少鉦の砂粒を含み，焼成は良好。

1号支石墓棺外副葬小壺 （第74図）

丹塗り磨研の小壺である C 器高11.8cm, U径 9.7cm、肩音11

径 9.1cm, 胴部最大径は肩部近くにあり 11.3cmを測る。底径

は 6.4cm。外面の口縁から胴部上半は横方向ミガキ。I洞部ド

半は縦方向 ミガキ。内面は風化のため不明。胴部には大きな

患斑がある。棺外副葬であり，当初は外気にさらされていた

ためであろうか風化がいちじるしく，丹塗りは痕跡的であるが，外

面の全体に施されていたことは確実である。地は淡寅褐色，丹

は暗紅色を呈する。胎上には少量の砂粒を含み、焼成は良。

゜
10cm 

第 74図 1号支石墓棺外昌I.
葬小壺（縮尺1/3)

支石墓 ・甕棺墓墓壊内出土土器（第75図〕

1 は 1 号支石墓墓墳1人」出土の椀である く， 復原径は25.6cmを測る。内外ともに横 hl•iJ ミガキ<>

昭賞褐色を呈する力＼内血の一部に丹途りの痕跡が残り，本来は丹塗り磨研であったことがわ

かる。』台上には少鍼の砂粒を含み，焼成は良好。

-192 -



¥I  
／三い ＼、4 -0: 了

、二三t'□= ,f詈←い二
い 7 8 ' 一ーニ;t" 

]
I
 

窟m戸 /2

／
 

/』

3
 

ー＼ 

ヽ

゜
10cm 

第 75図 支石墓・甕棺船墓擦内出土土器（縮尺1/3)

2は 1号支石墓墓壕内出土の烹色磨研浅鉢の底部で，径は 8.2cmを測る。内面はミガキ，外

面は横方向ミガキ。外底は擦過。阻．色を呈するが外底は茶褐色である。胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良好。

3は 1号支石墓墓墳内から出上した底部片で，復原径は11cmを測る。内血は擦過ののちナテが

外面は縦・横の擦過．外底は擦過。内面と外底は茶褐色，外面は暗謁色を呈する。胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。

l -3は棺外副葬小壺とほぽ同時期のものである。

4は 4号甕棺墓塞墳内から出上した患色）料研壺の頚・肩部片で，肩の復原径は20.0cmを測る。

頸にはヘラ施文の4条の縦沈線・肩には 1条の沈線をめぐらす。又肩には 3条の複線山形文を

施文している。内而はナデ，外面は横方111]ミガキ。内面は褐色，外面は黒色を呈する。胎上に

は砂粒をやや多く含み，焼成は良。

5は 4号痰棺益拳塙内から出十．した壺底部片で，復原径は 7.0cmを測る。内外ともに風化の

ため調整法は不明。内面は暗褐色，外面は淡褐色を呈する。胎上には砂粒をやや多〈含み，焼

成は良。

4・5はいずれも夜臼湖のものであるが， 4の頸．肩部の沈線，複線山形文など住居跡等よ

り出士したものに比して新しい段階のものである。

6は 6号甕棺募集塙内より出七した屑で屈曲する狭の口緑片である。口縁には棒状工具によ
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る刻目を施している。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は灰黒色，外面は茶褐色を呈

する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は不良。

6号甕棺墓は15号・ 16号・ 21号住居跡等と切り合っているが， 15号住居跡の土器が混入した

可能性が最も大きい。

7は7号甕棺墓墓墳内出土の甕口縁片である。直立する甕で，口縁はわずかに外反ぎみ，胴は

少しふくらむものである。口縁には棒状工具による刻目を施している。内外ともにナデ。茶褐

色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

8は7号甕棺墓墓壊内より出土した鉢の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施してい

る。内面はナデ，外面は擦過。赤褐色を呈し，胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

9は7号甕棺墓墓墳内より出土した底部片で，復原径は 9.0cmを測る。内外ともにナデで，

底部外側には指頭圧痕がみられる。外底は擦過。暗黄褐色を呈し，胎上には細粒の砂少量を含

み，焼成は良好。

10は7号甕棺墓墓i廣内から出土した丹塗り磨研壺底部である。丸底を呈し，復原径は10cmを

測る。内面と外底はナデ，外面は斜方向ミガキ。内面は淡黄色，丹は暗赤色を呈する。胎士に

は微量の砂粒と赤色粒子を含み，焼成は良好。

7号甕棺墓は11号， 14号住居跡と切り合っており，これらの土器はこの両者の住居跡からの

混入であることは確実であり，いずれかというと 11号住居跡に伴う可能性がつよい。

11は11号甕棺墓墓墳内から出土した底部片で，復原径は10.0cmを測る。内外ともにナデ。暗

茶色を里し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。夜臼期のものである。
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3)包含層出土の土器・土製品

黒色包含層出土土器（第76・77図）

1は黒色磨研大形壺のロ・頸部片である。復原口径は22.0cmを測る。外面から口縁内面は横方

向ミガキ。頸部内面はナデ。地は淡黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良。

2は丹塗り磨研深鉢の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面はナデ。

暗褐色の地に暗赤色の丹塗りを施している。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

3は黒色磨研浅鉢又は高坪である。復原口径は19.Ocm。内外ともに横方向ミガキ。胎土には

砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

4は黒色磨研浅鉢又は高坪である。復原口径は21.6cm。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈

するか，ロ・頸部にはさらに丹塗りを加えている。丹は暗赤色。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

5は鉢で，復原口径は26.2cmを測る。内面はナデ，外面は横方向のヘラナデ。内面は暗茶褐

色，外面は暗茶褐色～褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

6は鉢で，復原口径は24.4cmを測る。内面はナデ，外面は横方向の粗いミガキ。内面は茶褐

色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

7は直立する甕で，復原口径は26.8cmを測る。内面から口縁外面までは横方向擦過，外面は

斜方向擦過。暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒と金雲母片を含み，焼成は良好。

8は直立する甕の口縁片である。口縁内外は横方向ナデ，内面はナデ，外面はナデ風の縦方

向擦過。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

9は直立する甕の口縁片である。口縁下 4-14mm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内面はナデ風の横方向擦過， 口縁から凸帯下までは横方向ナデ，外面はナデ。内面

は黒褐色，外面は黒色を呈する。胎土には細粒の砂を少量含み，焼成は良好。

10は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。凸帯周辺は横方向ナデ，他は内外ともに横方向擦過。内面は明茶色，外面は黒褐色を呈す

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

11は径9.6cmの底部である。内外ともにナデ，外底は擦過ののちナデ。内面は黄褐色，外面は

赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

12は内面黒色磨研，外面丹塗り磨研浅鉢の底部で，径は5.8cmを測る。内面と外底はミガキ，

外面は横方向ミガキ。内面は灰黒色，外面は淡黄色の地に暗赤褐色の丹塗りを施している。胎

土には精選粘土を用い，焼成は良好。
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I/ 

゜第 77図 黒色包含層出土土器 2 (縮尺1/3)

13は黒色磨研浅鉢の底部片である。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ，外底は板木口によ

るカキトリののちミガキ。胎土には細粒の砂をやや多く含み，焼成は良好。

14は復原口径10.2cmの底部片である。内外ともにナデ。底部外側には不明瞭ではあるが指頭
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圧痕がみられる。内面は暗黄褐色，外面は褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は

良好。

15は直立する甕で，復原口径は27.4cmを測る。口緑には棒状工具による大きな刻目を施して

いる。内外ともに擦過。この擦過は甕棺内面にみられる擦過と同類のものである。暗褐色を呈

するが，口縁下 8cm程より下は％周程，二次的火熱により赤褐色に赤変している。胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。

16は肩で屈曲する甕で，復原口径は26cm, 肩部径は32.2cmを測る。口縁と肩にはヘラによる

刻目を施している。口縁内外は横方向ナデ，内面は指頭圧痕の上から斜方向の細かいハケ目，

外面は斜方向の細かいハケ目。内面は淡褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

17は肩で屈曲する甕で，復原口径は29.0cm, 肩部径は30.1cmを測る。口緑下 9-17mm程の間

と肩に凸帯を貼付し，口縁部凸帯にはヘラによる刻目を，肩部凸帯には棒状工具による刻目を

施している。内面は黄褐色，外面は茶褐色， 口緑内外は黒色を呈する。肩部より下には二次的火

熱により赤褐色に赤変する部分があり，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

W-1区包含層出土土器（第78-81図）

1は黒塗り磨研壺のロ・頸部片である。復原口径は12.6cmを測る。外面から口緑内面は横方向

ミガキ，頸部内面はナデ。明茶褐色の地の上に黒色顔料を塗り，黒褐色を呈する。胎土には微

量の砂粒を含み，焼成は良好。

2は壺のロ・頸部片で，復原口径は10.0cmである。外面から口縁内面はミガキ、頸部内面は

ナデ。黄白色を呈し，胎土には精選粘土を用い，焼成は良好。

3は壺のロ・頸部片で，復原口径は12.0cmを測る。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内

面はナデで指頭圧痕が明瞭である。内面は淡褐色，外面は暗黄褐色の地の上から一部黒塗りの

痕跡が認められる。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

4は丹塗り磨研壺の口縁片である。内面から口縁外端までは横方向ミガキ，口縁外面はヨコ

ナデ，頸部は縦方向ミガキ。地色は黄白色，丹は淡赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

5は丹塗り磨研深鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄白色，丹は暗赤色を

呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

6は黒色磨研壺の口縁片であるが，風化のためミガキ方向は不明。黒褐色を呈し，胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良。

7は壺の口縁片である。内外ともに擦過。灰褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成

-198 -



□三［ニ ― ~ --~ , • 3 

＝〖予巳〖〗咤｀｀冒~、一
It 

16 

ー

ロ ニ 、ヽ

~ 
戸 。

¥! — -~, 
り］一一己翌如J -=-~ ~ 透亨=-=-==-- ~ 雲ど紅文：
=-- —豆：：玄： 噸玉芝ぇ、 内豪ふふ=--===-

I -----ー ぐ姿傘深~' ー：翠ふ-.... .,,. - -- -°'~ 
/ 22 -ゞ.・ー"'"- ~ 瓢瓢己？ 〖＼＼＇叫 ℃嘉；

0 10cm 23 , , ... , ,.-た
24 -

第 78図 W-1区包含層出土土器1 (縮尺1/3)

-199 -



は良好。

8は黒塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は横方向擦

過。暗黄褐色の地の上から黒色顔料を塗る。口縁内外の一部にはさらに暗赤色の丹塗りが施さ

れている。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は不良。

9は黒塗り磨研壺のロ・頸部片である。外面から口縁内面はミガキであるが風化のためミガキ

方向は不明。頸部内面は風化のため調整法不明。灰褐色の地の上に黒色顔料を塗り，黒褐色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

10は黒色磨研壺の肩部片である。内面はナデ，外面は横方向ミガキ。内面は淡茶褐色，外面

は黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

11は丹塗り磨研壺の肩部片である。内面はナデで，指頭圧痕か明瞭である。外面は横方向ミ

ガキ。内面は茶褐色，外面の地は茶褐色，丹は淡赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

12は丹塗り磨研深鉢片で，復原口径は27.8cmを測る。 頸部内面はナデで指頭圧痕かみられ

る。口縁内外は横方向ミガキ，頸部外面は斜方向ミガキ。地は黄白色，丹は暗赤色を呈するが，

二次的火熱を受けて赤紫色に赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

13は黒色磨研浅鉢又は高杯で，復原口径は18.4cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。胎土に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。

14は浅鉢で，復原口径は20.5cmを測る。内外ともにやや粗い横方向のミガキ。内面は茶褐色，

外面は暗茶褐色～暗褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

15は浅鉢で，底径は6.9cm, 肩部径は20.9cm, 復原器高は9.7cm, 復原口径は19.2cm程のもの

である。底部外側は横方向ミガキ，外底はナデ，他は内外ともに風化のため調整法は不明。褐

色～黒褐色を呈する。本来は丹塗り磨研であったと思われる。胎士には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

16は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は

良好。

17は黒色磨研浅鉢の口緑片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

18は浅鉢口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。暗黄褐色～黒褐色を呈する。胎士には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。

19は黒塗り磨研高坪の脚部片である。坪・脚の間には凸帯を貼付し，凸帯の径は 5.8cmを測

る。内面はナデ，凸帯周辺はヨコナデ，脚部外面は縦方向ミガキ，脚部内面はナデ。外面は明

茶色の地の上から黒色顔料を塗り，黒褐色を昆する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

20は丹塗りの小墳である。器高は3.2cm,復原口径は8.0cm, 復原底径は4.3cm。口縁下には 1
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条の沈線をめぐらしている。内面は擦過，外面はナデで下半には指頭圧痕がみられる。黄白色

の地に暗赤色の丹塗りを施している。胎土には大粒の砂少量を含み，焼成は良好。

21は口縁が直に外反する小甕である。内外ともに丁寧なナデを加えている。暗黄褐色を里し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

22は鉢の口緑片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともに横方向擦過。淡

黄色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

23は直立する甕の口縁片である。口縁はわずかに外反ぎみで，胴部はわずかにふくらむ。口縁に

はヘラによる刻目を施している。内面は丁寧なナデ，口縁内面は横方向ハケ目ののちナデ，ロ

縁外面はナデ，外面は縦方向ハケ目。内面は明茶褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には微

量の砂粒を含み，焼成は良好。

24は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁はつよく外反している。口唇部にはヘラによる刻

目を施している。口縁内外は横方向ナデ，内面はナデ風の横方向擦過，外面はナデ風の縦方向

擦過。淡黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

25は肩で屈曲する甕の頸．肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内面は指頭

圧痕の上から横方向ハケ目，頸部から肩まではナデ，肩部下は横方向の擦過，胴部外面はナデ。

内面は茶褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

26は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内面は擦過のの

ちナデ，肩部内面には指頭圧痕がみられる。外面はナデ風の横方向擦過。内面は茶褐色，頸部

外面は茶褐色，肩部は黒褐色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

27は直立する甕の口縁片である。口縁下 7-2lmm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内外ともに擦過。茶掲色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

28は直立する甕である。口緑よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施

している。内面は横方向擦過，外面はナデ風の擦過。内面は褐色，外面は黒褐色を呈する。胎

土には細粒の砂を少量含み，焼成は良好。

29は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。 内面から凸帯下まではナデ風の横方向擦過，外面はナデ風の縦方向擦

過。暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

30は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下27-38mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる大

きな刻目を施している。内面はナデかと思われる。外面は風化のため不明。内面は暗灰褐色，

外面は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

31は肩で屈曲する甕の口縁片である。口緑下 7-17mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大き

な刻目を施している。内面は横方向擦過，外面はナデ。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈する。

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。
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32は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。内面は横方向の擦過，外面は条痕風の横方向擦過。内面は淡黄褐色，外面は暗黄褐色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。内面には一部に丹の痕跡が認められる。

33は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

内面は条痕風の横方向擦過，外面は横方向擦過。内面は淡明茶色，外面は淡黄褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

34は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内

面は横方向擦過，頸部外面は風化のため不明，胴部外面は横方向擦過。淡黄褐色を呈し，胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

35は復原底径8.8cmの胴・底部片である。内外ともにナデ，底部外側は一部ハケ目風の縦方向

擦過。内面は淡黒褐色，外面は淡赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

36は黒色磨研浅鉢の脚ともいうべき底部である。径は6.1cmを測る。外面は横方向ミガキ，脚

内面はナデ，内面は風化のため不明。黒色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

37は黒色磨研壺の底部片である。底部復原径は8.2cm程のものである。内面はナデ，外面は横

方向ミガキ。底部外側はヘラ削り風の横方向擦過。内面は淡褐色，外面は淡褐色～黒色を呈す

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

38は径7.1cmの底部である。内面は擦過，外面はナデと思われ，底部外側には指頭圧痕がみら

れる。外底は板木口によるカキトリ。内面は暗茶褐色，外面は黄褐色を呈するが，底部外側か

ら外底周縁は二次的火熱により，赤褐色に赤変している。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

39は黒色磨研壺の底部で，径は7.0cmを測る。内面は擦過，外面はハケ目ののち横方向ミガキ，

外底は擦過ののちナデ。内面は黄褐色，外面は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

40は浅鉢底部で，径は8.8cmを測る。外面は横方向ミガキ，他は風化のため不明。内面は黒褐

色，外面は黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

41は径7.Ocmの底部である。かなりの上げ底を呈する。内面と外面と外底周縁は擦過，底部外

側と外底上げ底音防｝はナデ。内面は暗茶褐色，外面は暗赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

42は径7.8cmの底部である。内面はナデ，外面は縦方向擦過。内面は淡黄色，外面は黄白色を

呈するが，底部外側から外底周縁は二次的火熱を受け赤褐色に赤変している。

43は復原径11.0cmの底部片である。内外ともに風化のため不明。黄褐色を呈するが，外面は

二次的火熱により赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

44は復原径10.0cmの底部片である。内外ともにナデ，外底は板木口によるカキトリで上げ底
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を呈する。内面は黄褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

45は復原径9.2cmの底部片である。内面と底部外側はナデ，外面は擦過，外底は板木口による

カキトリで上げ底を呈する。暗黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

46は復原径9.2cmの底部片である。内外ともにナデで，底部外側には指頭圧痕がみられる。茶

褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

47は黒色磨研浅鉢の底部片で，復原径は7.7cmを測る。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ。

内面は茶褐色，外面は褐色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

48は復原径11.1cmの底部片である。内面はナデ風の擦過，外面は縦方向擦過，底部外側から

外底にかけてはナデ。内面は明茶褐色，外面は黄褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

49は復原径9.8cmの底部片である。内外ともに擦過，外底はナデ。内面は茶褐色，外面は淡黄

褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

50は復原径8.2cmの壺底部片である。内面は擦過ののちナデ，外面は横方向ミガキ，底部外側

は縦方向ミガキ，外底はナデ。内面は黒色，外面は淡黄褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良好。

51は復原径9.0cmの底部片である。内面と底部外側から外底周縁はナデ，外面は縦方向擦過，

外底は条痕工具によるカキトリで上げ底を呈する。内面は黄褐色，外面は黄褐色を呈するが，

底部外側から外底周縁にかけては二次的火熱を受け赤紫色に赤変している。胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

52は復原径9.0cmの底部片である。内外ともにナデ。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

53は鉢の底部片と思われる。復原径は9.0cm。外面は丁寧なナデ，外底はナデ。内面は風化の

ため不明。内面は淡茶褐色，外面は黒褐色～黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

54は復原径8.8cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は縦方向擦過。内底は黄褐色，内

面は黒褐色，外面は淡赤褐色を星する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

55は復原径9.6cmの底部片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は黄褐色，外面

は暗茶褐色を呈するが外面から外底にかけては暗赤褐色に赤変している。胎土には大粒の砂粒

をやや多く含み，焼成は良好。

56は壺の底部で，径は8.9cmを測る。内面と外底はナデ，外面は横方向ミガキ，底部外側はヘ

ラ削り風の擦過。内面は茶褐色，外面は褐色～黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

57は底径10.2cmを測る，胴・底部片である。内面はナデ，外面は縦方向擦過，底部外側は横方
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向擦過，外底周縁は擦過，外底は板木口によるカキトリ。内面は黄褐色，外面は黄褐色である

が，二次的火熱を受けて淡赤褐色に赤変している。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

58は丹塗り磨研大形壺の胴下半部片である。復原底径は12.4cm程のものである。内面はナデ，

外面は縦方向ミガキ，底部外側は横方向擦過ののちナデ。内面と外面の地は淡黄色，丹は暗赤

色部分と赤桃色部分がある。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

以上は夜臼期のものであるが，以下に第 8集にもれていた板付 I式の壺・高坪等を追加して

おく。

59は壺の肩部片で，ヘラ描きの複線山形文を施文している。内面はナデ，外面は横方向ミガ

キ。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

60は壺の肩部片で，ヘラ描きの沈線 2条とその下に重弧文を施している。内面はナデ，外面

は横方向ミガキ。内面は黄褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

61は高坪口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黄白色を呈し，胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

62は高坪口縁片で，復原口径は25.2cmを測る。内面は横方向ミガキ，外面は風化のため不明。

口緑上端は暗褐色，他は淡茶褐色を呈する。胎土には少巌の砂粒を含み，焼成は良好。

63は高坪口縁片で，復原口径は28.2cmを測る。内外ともに風化のため不明瞭ではあるが，横

方向ミガキが辛うじて観察できる。内面は黄白色の地の上から暗茶褐色の化粧土をかける。外

面は明茶褐色を呈する。胎士には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

61・62・63の高杯は板付 I式の新しい段階のものである。

ー^
．

・グ・
□

9.

．．
 

‘
．
．
こ
・
-;,t.9] 

・
し
．
．
．
．
．
｝
＾

で
，
•

、全ご
．． 

｛
 

印
李
ぷ

「

F

L
ぷ．

1

琴｝ヽ

/
 

二
60

、¥、＇¥
ー,~61

゜

三~
ー==--=r--ーニっ二

第 81 図 W-1区包含層出土土器4 (縮尺1/3)

-206 -



W-2区包含層出土土器（第82-89図）

1は内面黒控り，外面丹塗り磨研の壺口縁片で，復原口径は9.8cmを測る。内外ともに横方向

ミガキ。地は灰黄色，内面は黒色，外面の丹は明赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

2は黒色磨研の上に丹塗りを施した壺の口縁片で，復原口径は10.1cmを測る。内外ともに横方

向ミガキ。黒色の上に淡赤色の丹塗り。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

3は黒色磨研壺の口縁片で，復原口径は11.5cmを測る。外面から口縁内面は横方向ミガキ，

頸部内面はナデ。褐色を呈し，胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

4は丹塗り磨研壺の口縁片で，復原径は12,6cmを測る。外面から口縁内面は横方向ミガキ，

頸部内面はナデ。地は淡黄色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

5は丹塗り磨研壺のロ・頸部片で，復原口径は13.4cmを測る。外面から口縁内面は横方向ミガ

キ，頸部内面の下半はナデ。地は暗黄褐色，丹はやや明るい赤色を呈する。胎士には微量の砂

粒を含み，焼成は良好。

6は丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。復原口径は14.6cmを測る。外面から口縁内面は横方向

ミガキ，頸部内面は横方向擦過。黄白色の地に暗赤色の丹を塗る。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

7は丹塗り磨研壺のロ・頸部片で，復原口径は10.4cmを測る。外面から口縁内面は横方向ミガ

キ，頸部内面はナデ。地は黄白色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

8は丹塗りの大形壺である。復原口径は20.6cmを測る。口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面

は擦過ののちナデ。口緑端はヨコナデ，外面は縦方向の擦過。内面は暗黄褐色，外面は暗茶褐

色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

9は丹塗り磨研壺の口縁片で，復原口径は14.2cmを測る。口縁内面は横方向ミガキ，口縁外

面はヨコナデ，外面は縦方向ミガキ。頸部内面はナデ。地は淡黄色，丹は淡赤色を呈する。胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

10は黒色磨研壺の口縁片で，復原口径は9.6cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。胎土には精

選粘土を用い，焼成は良好。

11は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は横方向擦

過。地は黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

12は壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は横方向擦過，茶褐色

を呈し，胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

13は壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ。内面は淡茶色，外面は褐色を呈
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する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

14は黒色磨研の壺又は深鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒

を含み，焼成は良好。

15は丹塗り磨研壺のロ・肩部片である。口縁部は内傾して短く，すぐに肩・胴部に連らなる Q

器形は無文土器の系統のものと考える。外面から口縁内面は横方向ミガキ。肩部内面は板木口

によるナデあげ。内面の地色は明黄褐色，丹は淡赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

16は黒色磨研壺の肩部片である。胴部内面は横方向擦過，頸部から肩部の内面は指頭圧痕が

みられ，ナデ調整，外面は横方向ミガキ。内面は黒褐色，外面は黒色を呈する。胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

17は丹塗り庖研大形壺の頸．肩部片である。内面は削り風の擦過，肩部内面には指頭圧痕が

みられる。頸部外面は縦方向ミガキ。肩部は横方向ミガキ。内面は黒色，外面の地は淡黄色，丹

はやや明るい赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

18は大形壺の頸・胴部片である。復原胴部最大径は37,2cmを測る。頸部内面に横方向擦過が

みられる他は内面はナデ，外面の頸から胴部上半は横方向ミガキ，胴部下半は縦方向ミガキ。

内面は暗黄褐色～淡褐色，外面は灰褐色～黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

19は壺の頸・胴部片で，復原胴部最大径は17.4cmを測る。内面はナデ，外面は風化のためミ

ガキ方向不明。内面は淡黄色，外面は灰褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

20は黒色磨研壺の肩部片である。内面はナデ，肩部内面には指頭圧痕が明瞭，外面は横方向

ミガキ。内面は黒褐色，外面は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

21は境の口縁片である。内面は丁寧なミガキ，外面は風化のため不明。暗紫色の地に淡茶色

の化粧土をかけている。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

22は黒色磨研の深鉢に一部丹塗りを加えたものである。外面は横方向ミガキ，内面は風化の

ため不明。内面は黄褐色，外面は黒色，丹は赤紫色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

23は黒色磨研方形浅鉢の口縁片である。内外ともに段をつくっている。内外ともに横方向ミ

ガキ。内面は黒色，外面は暗褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

24は方形浅鉢の口縁片である。風化のためミガキ方向は不明。暗褐色を呈し，胎土には細粒

の砂を微量に含み，焼成は良好。

25は黒色磨研浅鉢の口縁片で，復原口径は20.4cmを測る。口縁は外反し，口縁には段をつく

り，頸部はほぼ直立して長めのものである。肩には明瞭な段をもうける古い要素を残したもの

であろうと思われる。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には細粒の砂を微量に含
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み，焼成は良好。

26は高杯又は浅鉢片で，復原口径は21.6cmを測る。口縁は外反し，頸部には細い 2条の沈線

をめぐらしている。内外ともに横方向ミガキ。灰黄色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼

成は良好。

27は黒色磨研浅鉢又は高杯で，復原口径は22.4cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。灰黒色

を呈し，胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

28は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼

成は良好。

29は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼

成は良好。

30は黒色磨研浅鉢で，復原口径は22.8cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，

胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

31は黒色磨研浅鉢で，復原口径は26.0cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。胎土には細粒の

砂を少量含み，焼成は良好。

32は黒色磨研高坪又は浅鉢で，復原口径は12.2cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。胎土に

は微量の砂粒を含み，焼成は良好。

33は浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。淡黄橙色を呈するか，体部外面には暗赤色の

丹塗りの痕跡か認められる。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

34は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には微量

の砂粒を含み，焼成は良好。

35は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

36は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には細粒のヤ少を

微量に含み，焼成は良好。

37は黒色磨研浅鉢片である。内面は横方向ミガキ，外面は風化のため不明。淡黒褐色を呈し，

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良。

38は黒色磨研浅鉢の口縁片である。頸の長いものと思われる。内外ともに横方向ミガキ。胎

土には精選粘土を用い，焼成は良好。

39は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には精選粘土を用い，焼

成は良好。

40は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は黒色～褐色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

41は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ，胎土には少量に砂粒を含み，焼成は
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良好。

42は浅鉢というよりも肩で屈曲する小甕というべきであろうか。肩部の復原径は16.2cmを測

る。内面はナデで，指頭圧痕がみられる。外面は風化のため不明。内面は黒褐色，外面は暗黄

褐色を呈するか，頸部は二次的火熱により赤褐色に赤変している。胎土には砂粒を多く含み，

焼成は良好。

43は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

44は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には細粒

の砂を微量に含み，焼成は良好。

45は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。胎士には微量の砂粒を含み。

焼成は良好。

46は黒色磨研浅鉢の肩部片である。肩はつよく張り，肩の上に 1条の細い沈線をめぐらして

いる。 25・38等の頸の長い浅鉢の屑部である。内外ともに横方向ミガキ。淡黒褐色を呈し，胎

土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

47は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には微量

の砂粒を含み，焼成は良好。

48は直立する甕で，復原口径は24.0cmを測る。口縁内面はナデ風の横方向擦過，内面は縦方

向擦過。口縁外面は横方向ナデ，外面はナデ。内面は淡茶色，外面は暗褐色を呈するか，口縁

部は二次的火熱を受けて，淡赤褐色に赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

49は直立する甕で，復原口径は19.6cmを測る。口縁内外は横方向擦過，内面は縦方向の擦過，

外面は斜・縦方向擦過。内面は明茶色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

50は直立する甕で，復原口径は17.1cmを測る。内面はナデで口縁内面には指頭圧痕かみられ

る。外面は風化のため不明。淡黄色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

51は直立する甕で復原口径は25.5cmを測る。内面は横方向擦過，外面は斜方向擦過。内面は

黄白色，外面は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

52は丹塗りの小鉢である。復原tJ径は10.8cmを測る。口縁外面は横方向擦過，外面は縦方向

擦過，内面は風化のため不明。内面は淡黒褐色，外の地は灰白色，丹は暗赤色を呈する。胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

53は鉢の口縁片である。内外ともにナデ。内面は黒褐色，外面は赤褐色を呈する。胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

54は鉢の口縁片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。暗褐色を呈し，胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。
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55は鉢の口縁片で，復原口径は16.9cmを測る。内外ともに粗い横方向のミガキ。明茶色を呈

し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

56は直立する甕で， 口縁はわずかに内彎ぎみである。復原口径は16.6cmを測る。口縁内面は

横方向擦過，胴部上半は擦過，下半はナデ，口緑外面は削り風の横方向擦過，外面は縦方向擦

過。内面は暗褐色，外面は暗茶褐色を呈するが，胴部下半は二次的火熱により赤変している。

胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。

57は直立する甕の口縁片である。内面はナデ風の横方向擦過，口緑外面は横方向ナデ，外面

は縦方向擦過。内面は淡茶褐色，口縁内面から外面は黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含

み，焼成は良好。

58は直立する甕の口縁片である。内外ともに風化のため不明，ナデかと思われる。内面は暗

黄褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

59は直立する甕の口縁片である。口縁内面は横方向擦過，他は内外ともにナデ。内面は淡茶

色，外面は暗黄褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

60は疸立する甕の口縁片である。内面は縦方向の擦過，口縁外面はナデ風の横方向擦過，外

面はナデ風の縦方向擦過。内面は淡茶色，外面は褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

61は直立する甕で， 口縁はわずかに外反ぎみで胴は少しふくらむ。内外ともにナデ。暗褐色

を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

62は粗製鉢で，口縁は内彎している。復原口径は23.6cmを測る。内面は条痕風の横方向擦過，

ロ縁外面は条痕風の横方向擦過と，一部に条痕かみられる。胴部外面は条痕風の斜方向擦過。

内面は暗黄褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

63は疸立する甕で，復原口径は19.2cmを測る。口縁内外は粗いハケ目風の横方向擦過，内面

はナデ風の縦方向擦過，外面は縦方向擦過ののちナデ。内面は明黄橙色，外面は暗褐色を呈す

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

64は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。内面は黒色，外面は黒褐色を呈す

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

65は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデで口縁内面には指頭圧痕かみられる。暗茶

褐色を呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

66は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデで，内面には指頭圧痕かみられる。内面は

明茶褐色，外面は暗褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

67は直立する甕の口縁片である。口縁内面は横方向擦過，内面は擦過，外面はナデ。暗褐色

を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

68は直立する甕の口縁片である。口縁内外はヨコナデ風の擦過，他は内外ともに横方向擦過。
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内面は暗褐色，外面は黒色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

69は肩で屈曲する甕の口縁片である。内外ともにナデ。内面は淡茶色，外面は暗茶褐色を呈

する。胎土には少羅の砂粒を含み，焼成は良好。

70は直立する甕の口縁片である。口縁上端にはヘラによる刻目を施している。内外ともに横

方向擦過。黒褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

71は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による大きな刻目を施している。内外と

もにナデ。内面は淡茶色，外面は黄褐色で一部黒色を呈する。胎土には砂昧立をやや多く含み，

焼成は良好。

72は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。口縁内面は横

方向ナデ，内面は斜方向擦過，外面はナデ風の縦方向擦過。内面は淡赤褐色，外面は褐色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

73は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。外面はナ

デ風の横方向擦過，内面は器表剥落のため不明。内面は黄褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

74は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面はナ

デ風の横方向擦過，口縁外面は横方向擦過，頸部外面はナデ風の縦方向擦過。内面は淡茶褐色，

外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

75は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデで

内面には指頭圧痕かみられる。内面は暗茶褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

76は直立する甕で，復原口径は29.1cmを測る。口縁にはヘラによる刻目を施している。口縁

内面は横方向擦過，内面はナデで指頭圧痕かみられる。外面はナデ。内面は暗赤褐色，外面は

暗褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

77は直立する甕で，復原口径は28.0cmを測る。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面

はナデで，指頭圧痕かみられる。外面は斜方向の擦過。内面は暗茶色～暗黄褐色，外面は暗褐

色を呈するが，胴部下半は二次的火熱を受けて暗赤褐色に赤変している。胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

78は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデで，指

頭圧痕がみられる。口縁外面はナデ風の横方向擦過，外面はナデ風の斜方向擦過。内面は暗赤

褐色，外面は暗褐色～黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

79は直立する甕の口緑片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面

は条痕風の擦過。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は

良好。
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80は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は一見指ナデ

風の擦過，外面はナデ。淡茶褐色で外面の一部は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

81は直立する甕の口縁片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外面

は風化のため不明。内面は暗褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼成は

良好。

82は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。外面は擦過，内面

は風化のため不明。内面は暗黄褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

83は肩で屈曲する甕で，復原口径は9.4cm,復原肩部径は12.8cmの小形のものである。口縁と

肩にはヘラによる刻目を施している。口縁内面がナデの他は内外ともに擦過。内面は淡茶褐色，

外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

84は直立する甕の口縁片で，復原口径は19.6cmを測る。口縁下 3-13mm程の間に凸帯を貼付

し，棒状工具による刻目を施している。内面はナデ風の横方向擦過，口縁から凸帯下まではヨ

コナデ，外面は横方向の擦過。内面は淡茶色， 口縁から凸帯上半は茶色，外面は褐色を呈する。

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

85は直立する甕で，復原□径は22.0cm。口縁外側に凸帯を貼付し，ヘラによる大きな刻目を

施している。内面はナデ， 口縁外面は横方向擦過，外面は縦方向擦過。内面は暗黄褐色，外面

は暗黄褐色～暗褐色を呈するが，口縁下 5cm程より下位は二次的火熱を受けて淡赤褐色に赤変

している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

86は直立する甕の口縁片である。口縁外側には凸帯を貼付し，ヘラによる大きな刻目を施し

ている。内面から凸帯下まではナデ，外面は縦方向擦過。内面は淡茶色，外面は暗褐色を呈す

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

87は直立する猥の口縁片である。口縁下 6-14mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内面はナデ， 口縁内面から凸帯下まではヨコナデ，外面は横方向擦過。内面は黄

褐色～褐色，外面は淡茶色と黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

88は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-13mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内面は条痕風の横方向擦過，口縁から凸帯下までは横方向ナデ。外面は横方向擦

過。内面は黒褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

89は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 3-14mm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具によ

る刻目を施している。内面はナデ風の擦過，外面は風化のため不明。暗褐色を呈し，胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

90は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 2-12mm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目
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を施している。内面はナデ，口縁内面から凸帯下まではヨコナデ，外面は横方向擦過。内面は

褐色，外面は暗茶褐色を呈するが，口縁内面から刻目まで暗赤褐色の丹塗りを施している。胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

91は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 4-13mm程の間に凸帯を貼付し，板木口に

よる大きな刻目を施している。口縁内面から凸帯下まではナテ‘ヽ，他は風化のため不明。内面は

黄褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

92は肩で屈曲する甕である。口縁下 6-15mm程の間と肩に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内面と頸部外面は横方向の粗い擦過，胴部外面は縦方向の擦過，口縁から凸

帯下，屑部凸帯の周辺は横方向ナデ。内面は暗赤褐色，外面は暗茶褐色を呈するが， 口縁内面

から頸部外面にはさらに黒塗りを加えている。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

93は肩で屈曲する甕である。口縁下 4-15mm程の間と肩には凸帯を貼付し，爪による大きな

刻目を施している。口縁と凸帯周辺は横方向ナデ，他は内外ともに横・斜方向の粗い擦過。茶

褐色を呈し，胎土には少贔の砂粒を含み，焼成は良好。

94は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 6-16mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻

目を施している。内面はナデ風の横方向擦過，口縁から凸帯下までは横方向ナデ，頸部外面は

ナデ風の縦方向擦過。内面は淡茶色，外面は黒褐色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，

焼成は良好。

95は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施してい

る。内外ともに風化のため不明。内面は淡黄褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には少量の

砂粒を含み，焼成はやや不良。

96は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラ

による刻目を施している。内面は横方向擦過，外而は横・ 斜方向の擦過，内面は黄褐色，外面

は茶褐色を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

97は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による大きな刻目を施

している。内外ともにナデ。内面は黄白色，外面は淡黄色を呈する。胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

98は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による大きな刻目を施

している。内面から外面の凸帯下まではナデ，胴部外面はナデ風の擦過。内面は淡黄色，外

面は明茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

99は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施してい

る。内面はナデ風の横方向擦過，外面は横方向擦過。内面は黒色，外面は暗褐色を呈する。胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

100は肩で屈曲する甕で，復原口径は32.5cm, 肩部径は40.0cmを測る。口縁下 4-15mm程の間
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と，肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施している。内面と頸部外面は横方向の粗い

擦過，肩部下は斜方向条痕ののちナデ，胴部外面は縦方向条痕，口縁内面から凸帯下まではナ

デ風の横方向擦過。内面は淡赤褐色，外面は暗茶褐色～褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

101は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，外

面は横方向の擦過。内面は暗褐色，外面は黒色を呈する。胎土には少量の砂味立を含み，焼成は良好。

102は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。内面は横方向擦過，凸帯周辺はヨコナデ，胴部外面はナデ風の縦方向擦過。内面は暗黄褐

色～黒褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み．焼成は良好。

103は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。凸帯部はヨコナデ，他は内外ともに横方向の粗い擦過。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

104は肩で屈曲する甕の肩音防片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。内面は擦過，凸帯部はヨコナデ，外面は横方向擦過。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

105は肩で屈曲する甕の肩・胴部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施し

ている。内面は横方向の粗い擦過，外面は斜方向の条痕をナデを加えて消している。内面は淡

茶色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

106は肩で屈曲する甕の肩部片である。頸部の内傾度はつよい。肩には凸帯を貼付し，爪によ

る大きな刻目を施している。内面は横方向の擦過，外面は風化のため不明。内面は明黄褐色，

外面は黒色で一部黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

107は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

内面は横方向擦過，外面はナデ。内面は暗褐色，外面は明赤褐色を呈する。胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

108は肩で屈曲する甕の肩部片である。屑には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

内面と胴部外面はナテ‘ヽ，頸部外面は横方向条痕，凸帯部はヨコナデ。内面は黒褐色，外面は暗

褐色を呈するか，胴部外面は二次的火熱を受けて暗赤紫色に赤変している。胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

109は胴・底部片で，復原口径は8.2cmを測る。内外ともにナデ，底部外側は指頭圧痕がみら

れる。赤褐色を呈し，胎土には砂粒を少量含み，焼成は良好。

110は径7.8cmの底部である。内面は擦過，外面はナデ。内面は茶褐色，外面は淡茶褐色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

111は径6.0cmの底部である。内外ともにナデ。内面は淡黄色，外面は淡黄褐色を呈するが，
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二次的火熱を受けて赤変している。胎土には少足の砂粒を含み，焼成は良好。

112は径7.9cmの底部片である。内面は条痕，外面と外底はナデ，底部外側はナデ風の横）］向

擦過。内面は黒色，外面は黄褐色を呈する。胎土には細粒の砂を少量含み，焼成は良好。

113は復原径9.4cmの底部片である。内面は擦過，外面はナデで底部外側には不明瞭ではあるが，

指頭圧痕がみられる。内面は淡黄色，外面は茶褐色を呈する。 胎土には少最の砂粒を含み，焼

成は良好。

114は径9.4cmの底部片である。内面と外底は擦過，外面はナデと思われる。内面は灰黄色，

外面は赤掲色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

115は復原径9.5cmの底部片である。内面と．底部外側から外底にかけてはナデ，外面は縦方

向擦過。内面は黒色，外面は淡赤掲色を呈する。胎土には砂粒をやや多〈含み，焼成は良好。

116は復原径7.3cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は風化のため不明。内面は暗茶
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褐色，外面は赤褐色を呈する。胎土には少羅の砂粒を含み，焼成は良好。

117は復原径8.8cmの底部片である。内面と外面は擦過，外底はナデ。内面は黄褐色，外面は

赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

118は径6.6cmの底部片である。外面と外底は擦過，内面は風化のため不明。黄褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

119は復原径8.0cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は擦過。内面は淡茶色，外面は

淡褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

120は復原径7.8cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は横方向擦過。暗赤茶色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

121は復原径7.2cmの底部片である。内面と外底はナデ，外面は縦方向擦過。内面は黄褐色，

外面は淡赤黄色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

122は径10.3cmの底部片である。内面および底部外側から外底はナデ，外面は縦方向の条痕。

茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

123は径7.4cmの浅鉢底部片である。内面はミガキ，外面は横方向擦過，外底は擦過ののちナ

デ。内面は黄褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

124は丹塗り磨研浅鉢又は墳の底部で径は7.2cmを測る。外面は横方向ミガキ，外底は擦過の

のちナデ，内面は風化いちぢるしく不明。地は黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の

砂粒を含み，焼成は良好。

125は黒色磨研浅鉢の底部片で，復原径は7.3cmを測る。内外ともに横方向ミガキ，底部の直

上は削り，底部外側はミガキ，外底はナデ。黒色で一部は灰褐色を呈する。胎士には微量の砂

粒を含み，焼成は良好。

126は復原径7.8cmの底部片である。内面は擦過，外面は縦方向擦過，底部外側は横方向ナデ，

外底は板木口によるカキトリ。内面は褐色，外面は淡茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

127は復原径8.0cmの底部片である。内外ともに擦過，底部外側から外底周縁はナデ，外底は

板木口によるカキトリ。内面は黒色，外面は赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

以上は夜臼期の土器である。

128は板付 I式の鉢口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ風の擦

過，口縁内面はヨコナテ，外面はナデ。内面は暗褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少醤

の砂粒を含み，焼成は良好。

129は黒色磨研高杯の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。器形的には板付I式の高杯であると考える。

-224 -



W-3区包含層出土土器（第90-117図）

W-3区包含層については幅 3m, 長さ約 8mのトレンチを設けて発掘した。 8層から17層

が夜臼期の遺物を出土する層である。 9・10・11層は混貝層であり， 9・10層からの遺物の出土は

少なかったが，発掘時に10層の土器は11層と一緒にとりあげている。又， 12・13・14・15層は層

位としては古いが，斜面の高所に位置し，表面に露出していたこともあって結果的には遺物は

一緒にとりあげている。

又異なる層位から出土した土器で接合されたものについては新しい層位のはうに入れて説明

を加えている。 8層と 11層， 8層と 11層と 16層， 11層と 16層， 11層と 17層等，各層位間で接合

される土器が存在するので， W-3区の包含層は 8-17層の間に時間差があるとは考えられな

い。では順次，説明を加えていく。

く8層出土土器＞

1は丹塗り磨研壺である。口径は10.6cm, 肩部径は11.9cmを測る。頸部内面の上半から口縁

外面にかけては横方向ミガキ，頸部から胴上位にかけては縦方向ミガキ，胴部は斜方向ミガキ，

頸部内面の下半から胴部内面はナデ風の横方向擦過。内面は灰黄色，丹はやや鮮やかな紅色を

呈する。胎土には精選粘土を用い，焼成は極めて良好。無文土器の丹塗り磨研壺である可能性

が強い。

2は丹塗り磨研大形壺の口縁で，口径は15.8cmを測る。口縁内外は横方向ミガキ，頸部外面

は縦方向ミガキ，頸部内面はナデ。内面の地は黄白色，丹はやや明るい赤色を呈する。胎土には

微量の砂粒を含み，焼成は良好。

3は丹塗り磨研大形壺である。口縁はわずかに外反し，頸は短く、肩は不明瞭で，そのまま胴

部につづく。復原口径は12.2cmとそれほど大きくはないが，それに比して胴部はかなり大きく

なりそうである。口縁内面から外面にかけては横方向ミガキ，頸部内面はナデ，胴部内面はナ

デ風の横方向擦過。地は黄白色，丹は暗赤色を呈するが，口縁から胴部にかける大黒斑と，肩

部付近に小黒斑がみられる。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

4は丹塗り磨研壺の口縁片である。口縁は短く直に外反している。内外ともに横方向ミガキ。

地色は黄褐色，丹は暗紅色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

5は丹塗り磨研大形壺の頸・肩部片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は横

方向の粗い擦過，肩部内面はナデ風の横方向擦過。内面は淡黄褐色，丹はやや明るい赤色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

6は丹塗り磨研壺の肩・胴部片である。肩部復原径は16.7cmを測る。頸から肩にかけては縦

方向ミガキ，胴部上半は斜方向ミガキ，内面は横方向擦過。内面は淡黄褐色，丹は濃赤色を呈

する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。
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7は丹塗り磨研壺の頸．肩部片である。頸から肩にかけては縦方向ミガキ，胴部上半は斜方

向ミガキ，内面は横方向擦過。内面は淡黄褐色，丹は濃赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良好。 6と同一個体の可能性もある。

8は丹塗り磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，内面はナデ，肩部内面には指頭圧

痕が明瞭である。内面は灰白色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良

好。

9は丹塗り磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，頸部内面はナデ，胴部内面は横方

向擦過。頸部内面は黄褐色，胴部内面は淡褐色，丹はやや明るい赤色を呈する。胎土には少量の

砂粒を含み，焼成は良好。

10は丹塗り磨研壺の肩部片である。頸から肩にかけては縦方向ミガキ，胴部上半から下は横

方向ミガキ，内面は横方向擦過。内面は黄褐色，丹は濃赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良好。

11は丹塗り磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，頸部内面は横方向ナデ，肩部内面

は縦方向ナデ。内面は灰色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

12は丹塗り磨研小形壺の胴部片である。復原胴部最大径は 7.3 cmを測る。外面は横方向ミガ

キ，内面はナデ。内面は白色，丹は暗赤紫色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良

好。

13は丹塗り磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，内面はナデ。内面は淡黄褐色，丹

はやや明るい赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

14は黒色磨研壺で，復原口径は11.4cmを測る。外面から頸部内面までは横方向ミガキ，肩部

内面は横方向擦過。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

15は黒色磨研壺の口縁片である。口縁外面は横方向擦過，他は内外ともに横方向ミガキ。胎

土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

16は直立する短頸壺の口縁片と思われる。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は縦

方向擦過。黄白色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。無文土器系の短頸壺で，

132と同一個体の可能性もあるが，直接にはつながらない。

17は粗製の小壺の肩・胴部片である。外面はナデ，内面は横方向擦過ののちナデ。明茶色を

呈するが，胴部に黒褐色の黒斑がある。胎土には微量の砂粒と金雲母片を含み，焼成は良好。

18は黒色磨研壺の肩・胴部片である。外面は横方向ミガキ，内面はナデで肩部以下には指頭

圧痕が明瞭である。内面は黒褐色，外面は灰黒色を呈する。胎土には小量の砂粒を含み，焼成

は良好。

19は黒色磨研浅鉢又は高杯で，復原口径は17.6cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。胎土に

は微量の砂粒を含み，焼成は良好。
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20は丹塗り 磨研大形壺の頚 ．肩部片である。 肩の復原径は37.2cmを測る。 外面は横方向 ミガ

キ． 内面はナデで指頭圧痕が明瞭。内面は黄褐色． 丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

21は丹塗り大形壺の頸・胴部片で， 8層からの 5片. 11層からの 2片が接合された。肩は不

明瞭でだらだら と胴部につづいている。胴部最大径の復原値は37.3cm。外面は横方向擦過のの
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ちナデ，頸・肩部内面は条痕ののち擦過，胴部内面は横方向擦過ののちナデ。内面は茶褐色，

外面は茶褐色の地に赤褐色の化粧土風のきたない丹塗りを施している。胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良好。

22は黒色磨研深鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

23は丹塗り，黒塗り磨研坑で，復原口径は19.2cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。地は淡

黄色，口縁端から内面は淡赤色の丹塗りで，他に鮮紅色の水銀朱と思われる赤色顔料の痕跡が

各所にみられる。外面は黒塗りで黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

24は黒色磨研高坪又は浅鉢で，復原口径は12.1cmを測る。口縁内面から外面は横方向ミガキ，

内面は横方向擦過。内面は黒褐色，外面は黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は

良好。

25は黒色磨研浅鉢で，復原口径は18.9cm, 肩部径は21.0cmを測る。口縁は外反し，口縁下に

は段をつくり，頸は長く，肩には明瞭な段をつくり，沈線 1条をめぐらしている。古い要素を

もつものである。内面は黒色，外面は黒褐色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成

は良好。

26は黒色磨研浅鉢の肩部片である。肩の段は明瞭で， 25のような長頸の浅鉢になるものであ

る。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は黒褐色を呈する。胎土には細粒の砂を微

量に含み，焼成は良好。

27は黒色磨研浅鉢の肩部片である。肩の段は明瞭で， 25と同様の長頸の浅鉢になるものであ

る。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色～黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良

好。

28は浅鉢肩部片である。前三者に比べると，若干肩の段の張り具合が弱いが，同じく長頸の

浅鉢と思われる。内外ともに横方向ミガキ。黄褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成

は良好。

29は黒色磨研浅鉢で，器高10.2cm, ロ径18.8cm, 肩部径20.4cm, 底径6.2cmを測る。内底は

ミガキ，底部近くは斜方向ミガキ，外底は擦過ののちミガキ，他は内・外面，底部外側ともに

横方向ミガキ。黒褐色～黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

30は黒色磨研高杯又は浅鉢で復原口径は22.8cmを測る。頸部に 2条の細い沈線をめぐらして

いる。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色～黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は

良好。 W-2区26と同様な形態をもち同一個体の可能性も考えられるが，径・ロ縁部の高さ等

大きさがちがうようである。

31は黒色磨研浅鉢である。 8層より 1片， 11層より 2片， 16層より 3片出土したものが接合

した。復原口径は24.4cm, 復原肩部径は27.1cm, 復原器高は12.5cm程のものである。内外とも
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に横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

32は黒色磨研高杯にさらに丹塗りを加えたものである。復原口径は15.6cm。口縁は外反し，

肩は張り明瞭な段をつくる。口縁下と肩の上に各 1条ずつ沈線をめぐらしている。内面から外

面の体部上半までは横方向ミガキ，体部下半はミガキ。黒褐色～黒色を呈し，さらにロ・頸部

の内外に鮮やかな赤色の丹塗りが施されている。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

33は黒色磨研浅鉢又は高外の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は

黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

34は黒色磨研浅鉢の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は横方向擦

過。黒褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

35は浅鉢の口縁片であるが，肩部の接合のしかたが，他のものとは逆になっている。内外と

もにナデ。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

36は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は暗茶褐色，外面は黒色を呈す

る。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

37は黒色磨研浅鉢片である。口縁部は外反し頸はやや長く，深目のものになりそうである。

内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

38は黒塗り磨研浅鉢の肩部片である。内面から，外面の肩までは横方向ミガキ，肩より下は

風化のためミガキ方向不明。明茶褐色の地の上から黒色顔料を塗っている。胎土には微量の砂

粒を含み，焼成は良。

39は黒色磨研浅鉢の肩・体部片である。肩部の復原径は22.5cmを測る。内外ともに横方向ミ

ガキ。内面は黒色，外面は黒褐色～黒色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良
好 。・

40は黒色磨研浅鉢の肩・体部片である。 8層から 1片， 11層から 1片出土したものが接合さ

れた。肩部の復原径は26.6cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は黒褐色を

呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

41は鉢の口縁片である。内外ともにミガキ風の横方向擦過。黒褐色を呈し，胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

42は鉢の口縁片である。内面はハケ目，外面は横方向擦過。内面は黄褐色，外面は茶褐色を

呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

43は直立する甕で，復原口径は23.8cmを測る。内面は削り風の横方向擦過，口縁外面は横方

向，胴上半は斜方向，胴下半は横方向の擦過。内面は灰黄色を呈するが，口縁には淡赤褐色の

丹塗りが施されている。外面は褐色を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

44は直立する甕である。 8層から 4片， 11層から 1片， 16層から 1片他 2片が接合されたも

のである。復原口径は22.5cmを測る。内外ともに縦・斜方向の擦過。内面の上半は黒褐色，下
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半は黄褐色，外面は暗褐色を呈するが，口縁下5-6cm以下は二次的火熱を受けて赤褐色に赤変

している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

45は8層出土のものr11層より出土した口縁片1片が接合された。直立する甕で，復原口径は

23.8cmを測る。内面は横方向条痕，口縁内面はナデ。外面の上半は斜方向擦過，下半は縦およ

び斜方向の擦過。内面は淡茶色，外面は底部近くは茶褐色であるが大部分は褐色を呈する。胎

土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

46は直立する甕の口縁片である。内面は横方向条痕，口縁内面から外面は横方向擦過。内面

は淡茶色，外面はその上から淡赤色の丹塗りを加えている。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

47は直立する甕の口縁片である。内面は擦過ののちナデ，外面は横方向条痕と一部横方向擦

過。内面は黄褐色，外面は淡褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

48は直立する甕の口縁片である。口縁内外はナデ風の横方向擦過，内面は斜方向擦過，外面

はナデ風の縦方向擦過。内面は淡茶褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

49は直立する甕で，復原口径は24.8cmを測る。内面は条痕，外面は斜・横方向の擦過。内面

は淡茶色，外面は暗褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。 45と同一個体の

可能性もあるが，直接つながらない。

50は直立する甕の口縁片である。口縁内外はナデ風の横方向擦過，他は内外ともにナデ風の

縦方向擦過。内面は明茶色，外面は暗褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

51は直立する甕の口縁片である。口縁内外は横方向擦過。暗茶褐色を呈し，胎土には少量の

砂粒を含み，焼成は良好。

52は直立する甕の口縁片である。口縁内外はナデ風の横方向擦過，内面はナデ風の縦方向擦

過。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

53は直立する甕の口縁片である。口縁内外はナデ風の横方向擦過，内面は縦方向擦過，外面

はナデ風の縦方向擦過。内面は淡茶褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

54は直立する甕の口縁片である。口縁内外はナデ風の横方向擦過。内面は縦方向擦過，外面

はナデ風の縦方向擦過。内面は灰黄色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

55は直立する甕の口縁片である。口縁内面はナデ風の横方向擦過，内面はナデ風の縦方向擦

過，外面はきたない横方向の擦過。灰黄色を呈し，胎土には微量の細砂粒を含み，焼成は良好。

56は直立する甕の口縁片である。内面は条痕風の粗い擦過ののちナデ，口縁内外はナデ風の

横方向擦過，外面はナデ風の縦方向擦過。内面の下半は褐色，上半は暗黄褐色，外面は淡褐色を

を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。
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57は直立する甕の口縁片である。内面は縦方向擦過，口縁内面は横方向擦過，外面は擦過。

内面は淡褐色～黒色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

58は直立する甕の口縁片である。内面は粗い斜方向の擦過，外面は粗い横方向の擦過ののち

ナデ。内面は淡褐色，外面は褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

59は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過，外面はナデ風の縦方向の擦過。内面は

暗黄褐色，外面は黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

60は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過，口縁内面は横方向ナデ，外面はナデ。

内面は茶褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

61は直立する甕の口縁片である。内面はナデ，外面は縦方向擦過ののち横方向擦過。内面は

淡茶色，外面は暗褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

62は直立する甕の口縁片である。口縁内外はナデ風の横方向擦過，他は内外ともにナデ風の

横方向擦過。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈する。口縁の一部には淡赤色の丹の痕跡がみら

れる。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

63は直立する甕の口縁片である。口縁内外は横方向擦過，他は内外ともに縦方向擦過。内面

は黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

64は肩で屈曲する甕の口縁片である。内面から口縁端まではナデ風の横方向擦過，外面は横

方向擦過。内面は黒色，外面は黒褐色～褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良

好。

65は直立する甕の口縁片である。口縁はかなり波をうっている。内面は擦過というよりハケ

目といってよい。口縁外面は横方向擦過，それより以下はハケ目風の横方向擦過。口縁内面に

指紋が付着している。暗黄褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

66は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は縦方向擦過，

口縁内面は横方向擦過，口縁外面はナデ風の横方向擦過，外面はナデ風の縦方向擦過。内面は

淡褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

67は直立する甕の口縁片で，復原口径は23.2cmを測る。口縁には棒状工具による大きな刻目

を施している。内面は一部ハケ目風の斜方向擦過，口縁外面は一部ハケ目風の斜方向擦過，外

面は縦方向擦過。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

68は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。口縁内外はハ

ケ目。内面は淡茶色，外面は明茶色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

69は直立する甕で，口縁には棒状工具による刻目を施している。内面は横方向擦過ののち部

分的にナデを加えている。口縁内外はナデ，外面は縦方向擦過。内面から口緑直下までは黄褐

色，外面は暗褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。
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70は直立する甕の口縁片である。口縁にはハケ目エ具による刻目を施している。内面は横方

向，外面は縦方向のハケ目。エ具幅は26mmを測る。内面は黒褐色，外面は暗茶褐色を呈する。

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

71は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる大きな刻目を施している。内面は斜方

向の擦過，口縁内外はナデ風の横方向擦過，外面はナデ風の擦過。内面は淡茶色，外面は暗褐

色～黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

72は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は斜方向擦過

口縁内面は横方向擦過，外面は風化のため不明。暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

73は直立する甕である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は斜方向の擦過で，上

半はハケ目に近い。外面はナデ風の縦方向擦過。内面下半は褐色，上半は黄褐色，外面は褐色

を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

74は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。

褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

75は肩で屈曲する甕である。口頸部の内傾度はつよい。 復原口径は30.0cm, 復原肩部径は36.

6 cmを測る。口縁と肩には棒状工具による大きな刻目を施している。内面は横方向擦過である

が，頸部下半はナデで指頭圧痕が明瞭である。内面は黄褐色～黒褐色，外面は淡黄色を呈する。

頸部には淡赤褐色の化粧土風の丹塗りを施している。

76は肩で屈曲する甕である。復原口径は16.5cm, 復原肩部径は18.5cmを測る。口縁と肩部に

はヘラによる刻目を施している。内面は斜方向の擦過，肩部には指頭圧痕がみられる。口縁内

面から肩部までは横方向擦過，胴部は縦方向擦過。内面は淡黄褐色，口頸部は茶褐色，胴部は

黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

77は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ。

明茶褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

78は肩で屈曲する哀の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内面は擦過，頸

部外面はナデ，胴部外面は削り風の擦過。内面は暗茶色，外面は灰黄色を呈する。胎土には微

量の砂粒を含み，焼成は良好。

79は直立する甕である。口縁外側には凸帯を貼付し，棒状工具による大きな刻目を施してい

る。内面はナデ風の横方向擦過，口縁上端から口縁下にかけては横方向ナデ，外面はナデ。内

面は黒褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

80は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-14mm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具による刻

目を施している。内外ともにナデ。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

81は直立する甕で，復原口径は17.8cmを測る。口縁下20-30mm程の間に凸帯を貼付し，爪に
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よる刻目を施している。胴部内面はナデ風の横方向擦過，頸部内面は横方向条痕，口縁内外は

横方向のナデ，凸帯より上は横方向条痕ののちナデ，凸帯より下は横方向擦過。内面から凸帯

の上までは淡灰褐色，凸帯より下は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

82は直立する甕の口縁片である。口縁下 7-22mm程の間に凸帯を貼付し，工具原体不明のき

たない刻目を施している。内面は横方向の条痕風の擦過，口縁端は横方向ナデ，外面は横方向

条痕。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

83は直立する甕で，復原口径は25.3cmを測る。口縁下 7-17mm程の間に凸帯を貼付し，爪に

よる刻目を施している。内面は条痕風の擦過，口縁から凸帯下まではナデ風の横方向擦過，外

面は粗い横方向の擦過。内面は明黄橙色，外面は褐色を星する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

84は直立する甕の口縁片で，復原口径は26.5cmを測る。口縁下 7-15mm程の間に凸帯を貼付

し，爪による刻目を施している。内面から凸帯下までは横方向擦過，外面は縦方向擦過。黒褐

色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。凸帯下に補修孔を両面穿孔している。外

の外径7.5 mm, 内の外径は 7mm, 内径は 3.5mmを測る。

85は8層から出土した 1片， 16層から出土した 2片が接合したものである。肩で屈曲する甕

で，復原口径は31.0cm, 復原肩部径は33.0cmを測る。口縁よりわずかに下ったところと肩に凸帯

を貼付し，爪による刻目を施している。内面は横方向擦過ののちナデ，口縁内面から凸帯下ま

では横方向ナデ，頸部は粗い横方向擦過で一部ナデ，胴部は横・斜方向の粗い擦過。内面は褐

色～暗褐色，外面は淡褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

86は肩で屈曲する甕の口縁片で，復原口径は28.0cmを測る。口縁下 3-12mm程の間に凸帯を

貼付し，棒状工具による刻目を施している。内外ともにナデ風の横方向擦過。内面は黒褐色，

外面は明茶色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

87は肩で屈曲する甕である。口頸部の内傾度はつよい。口縁下 5-17mm程の間に凸帯をめぐ

らし，凸帯と肩に爪による刻目を施している。内面から口縁凸帯下まではミガキ風の横方向擦

過。頸部と胴部上半は横方向の粗いミガキ，胴部下半は縦方向の擦過。内面は暗黄褐色，外面

は淡茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

88は肩で屈曲する甕の肩部片である。口頸部の内傾の度合は弱い。口縁下6-15mm程の間に，

凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内面から凸帯の上までと凸帯下は横方向擦過。凸

帯はヨコナデ，外面は粗い横方向のミガキ。内面は淡黄色，外面は灰黄色を呈する。口縁内外に

は淡赤褐色の化粧土風の丹塗りを施している。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

89は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 3-12mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻

目を施している。口縁内面はナデ風の横方向擦過，頸部内面は削り風の横方向擦過，外面は横

方向擦過。茶褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。
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90は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，先端に丸味のある板木口による

刺突の刻目を施す。内外ともにナデ。内面は茶褐色～黒褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

91は甕で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

凸帯部はナデ，他は内外ともに横方向条痕。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

92は肩で屈曲する甕の肩部片である。頸部の内傾度は弱い。肩には凸帯を貼付し，ヘラによ

る刻目を施している。肩部内面は横方向条痕，頸部内面は条痕の上からナデを加えている。凸

帯はナデ，外面は横方向の擦過。内面は淡黄色，外面はその上から淡赤色の丹塗りを施してい

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

93は丹塗り磨研壺の底部である。底径は 6.0cmを測る。内面と外底は擦過。胴部は縦方向ミ

ガキ，底部外側は横方向ミガキ。内面と外面の地は淡黄色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微

量の砂粒を含み，焼成は良好。

94は丹塗り磨研壺の底部で径は 9.4cmを測る。内面と外底はナデ。外面は横方向ミガキ。内

面は黒褐色，外面の地は淡黄色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良

好。

95は丹塗り磨研壺の胴下半部である。底部は丸底化した平底で，復原径は 9.7 cmを測る。内

面は擦過，外面は斜・横方向のミガキ，外底はミガキ。内面は黄白色，外面の地は黄褐色を呈

する。丹は痕跡的であるが，淡赤橙色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

96は黒色磨研浅鉢の底部で，径は 5.7 cmを測る。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ，外底

は擦過。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

97は丹塗り磨研壺の底部で，ほぼ丸底化した平底といえよう。復原底径は 7.0 cmを測る。内

面は擦過，外面はミガキ。内面は灰色，外面の地も灰白色で，丹は暗赤色を呈する。胎土には

黒色粒子微量を含んだ精選粘土を用い，焼成は硬緻できわめて良好。無文土器の丹塗り磨研壺

の底部と思われる。

98は黒色磨研浅鉢の底部片で，復原径は 7.6cmを測る。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ，

外底は板木口によるカキトリで上げ底を呈する。内面は黒色，外面は灰黒色を呈する。胎土に

は細粒の砂を微量に含み，焼成は極めて良好。

99は黒塗り磨研壺の底部片である。内面は擦過，外面は横方向ミガキ，外底はミガキ。内面

は暗茶褐色，外面は茶褐色の地の上に黒色顔料を塗っている。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

100は黒色磨研浅鉢の底部片で，径は 7.0 cmを測る。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ，

外底はナデ。内面は黒色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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101は丹塗りの底部片である。復原径は5.2cmを測る。内面はナデ，外面はハケ目風の縦方向

擦過，外底周縁は擦過，外底は板木口によりカキトリでわずかに上げ底を呈する。内面は暗褐色，

外面は黄褐色の地の上から淡赤色の丹塗りを施している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良

好。蓋の可能性も考えられる。

102は黒色磨研壺の底部片で，復原径は6.5cmを測る。外底は丸味をもっている。内面はナデ，

外面は横方向ミガキ，外底はミガキ。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には精選粘

土を用い，焼成は良好。

103は径10.<k:mの底部である。内面は粗いハケ目といってもよい縦方向の擦過，外面は縦方向

擦過，外底は擦過。内面は淡茶色，外面は二次的火熱を受けて赤褐色に赤変している。外底は

黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成良好。

104は復原径6.5cmの底部片である。内外ともにナデ。内面は黄白色，外面は黒褐色を呈する。

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

105は径10.<k:mの底部である。内面は横・縦方向擦過，外面は縦方向擦過，外底はナデ。内面

は黄褐色，外面は黒褐色を呈するが，底部外側から外底周縁にかけては二次的火熱を受けて淡

赤茶色に赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

106は8層から出土した 4片と， 11層から出土した 2片が接合された。胴下半部で底径は8.6

cmを測る。内面は横方向条痕，内底はナデを加えている。外面は縦方向の粗い擦過，底部外側

から外底はナデ。内面は淡茶褐色，外面は黄褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成

は良好。

107は復原径9.7cmの底部片である。内面は縦方向擦過，外面は縦方向の粗い擦過，底部外側

は横方向擦過ののちナデ。外底はナデ。内面は黒色，外面は淡赤茶色を呈する。胎土には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

108は径6.4cmの底部である。内面は横方向擦過，外面は縦方向擦過，底部外側は横方向擦過，

外底周縁はナデ，外底は板木口によるカキトリで上げ底を呈している。内面は茶色，外面は茶

褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

109は復原径8.8cmの底部片である。内面はナデ，外面は縦方向擦過，外底はナデ。内面は淡

黄褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

110は径10.<k:mの丹塗りの底部である。内面は擦過，外面は横方向擦過ののちナデ，外底は板

木口によるカキトリでわずかに上げ底を呈する。内面は暗黄褐色，外面の地は淡黄色，丹は暗赤

色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

111は丹塗り磨研壺の底部で，径は7.1cmを測る。内面は板木口による回転ナデ風の擦過，外

面は縦方向ミガキ，底部外側はナデ，外底には木葉痕が残っているが，ナデ調整である。内面

は淡黄色，外面の地は黄褐色，丹は淡赤色を呈する。胎土には少量の砂粒と赤色粒子を含む。
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焼成は良好。

112は径9.2cmの底部片である。内面はミガキ風の擦過，外面は横方向擦過，外底はナデ。内

面は黒色，外面は灰黄色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

113は復原径8.6cmの底部片である。内面は横方向擦過，外面は縦方向擦過ののちナデ。外底

は擦過。内面は黒色，外面は淡黄色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

114は復原径9.0cmの底部片である。内面は擦過ののちナデ，外面は横方向条痕，外底周縁は

ナデ，外底は条痕工具によるカキトリで上げ底を呈する。内面は淡茶色．外面は褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

115は径7.6cmの浅鉢底部である。内面はミガキ， 外面は横方向ミガキ，底部外側はナデ，

外底には木葉痕がのこる。茶褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

116は復原径9.4cmの底部片である。内外ともに縦方向擦過，底部外側は削り風の擦過，外底

は粗い擦過，外底周緑はナデ。内面は黄褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

117は復原径9.2cmの底部片である。内面は横方向擦過，外面は縦方向擦過，底部外側は横方

向擦過，外底は板木口によるカキトリ。内面は淡茶色，外面は黒褐色，外底は茶褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

118は径算出不能なので9.0cmで復原して図示した。内面はナテ‘ヽ，外面はナテ‘‘風の縦方向擦過，

外底はナデ。内面は黄褐色，外面は淡茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良

好。
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第 100図 W-3区包含層(9層）出土土器11(縮尺1/3)

119は径算出不能なので8.6cmで復原して図示した。内面は縦方向擦過，外面は条痕風の横方

向擦過。内面は黒色，外面は黄褐色を呈するが，二次的火熱により赤桃色に赤変している。胎

土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

く9層出土土器＞

120は直立する甕で，復原口径は23.6cmを測る。内面は斜・縦方向擦過，口縁内面は横方向擦

過，外面は擦過ののちナデ。内面は暗掲色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

121は直立する甕である。内面の下半は横方向ナデで指頭圧痕がみられ指紋も残っている。上

半は縦方向擦過，口縁外面は横方向擦過ののちナデ，外面は縦方向擦過ののちナデ。黒褐色を

呈するが，外面は二次的火熱を受けて，器表が剥落し，かつ暗赤紫色に赤変している。胎土に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。

122は直立する甕の口縁片である。口縁上端にはヘラによる刻目を施している。内面は横方向

擦過ののちナデ，口縁外面はナデ風の横方向擦過，外面はナデ風の縦方向擦過。内面は茶褐色，

外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

123は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，丸味のある板木口で押圧した大

きな刻目を施している。内面は横方向擦過，外面の肩より上はナ夫肩より下は横方向擦過。淡

褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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く11層出土土器＞

124は丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。外面から頸部上半は横方向ミガキ，頸部下半以下は

ナデ。地は黒色で，本来黒色磨研壺に丹塗りを加えたものと考えられる。丹は暗赤色を呈する。

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

125は黒塗り磨研壺のロ・頸部片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面はナデ

風の横方向擦過。内面は黒褐色，外面の地は明茶褐色を呈し，その上から黒色顔料を塗ってい

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

126は黒色磨研壺のロ・頸部で， 口径は8.6cmを測る。口縁内外は横方向ミガキ，頸部は縦方向

ミガキ，肩部は横方向ミガキ，頸部内面は横方向擦過。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含

み，焼成は良好。

127は黒色磨研壺で，復原口径は12.0cmを測る。外面から口縁内面までは横方向ミガキ，頸部

内面から肩部内面にかけては横方向擦過，胴部内面は横方向ミガキ。内面は黒色，外面は灰黒

色～黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

128は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は横方向ナ

デ。地は淡黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

129は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は横方向擦

過。地は淡茶色，丹はやや鮮やかな紅色。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

130は丹塗り磨研壺の口緑片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面はナデ風の

横方向擦過。地は淡茶色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

131は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面は横方向ミガキ，内面はナデ風の擦過，口縁内外は

風化のため不明。地は淡黄褐色，丹は暗紅色を呈する。胎土には精選粘土を用い，焼成は良好。

132は口縁がほほ直立する短頸の大形壺である。 11層から出土した 3片， 16層から出土した 2

片が接合したもので，この他に 8層から出土した97の口縁， 11層， 17層より出土した 211の底

部等がこの土器と同一個体になるものと思われる。無文土器の短頸壺の系統のものである。復原

ロ径は21.4cm, 復原肩部径は22.2cmを測る。内外ともにナデ風の横方向ミガキ。黄白色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

133は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

134は丹塗り磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，頸部内面は横方向擦過，肩部内面

は横方向ナデ。内面は黒色，丹は暗赤褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

135は丹塗り磨研壺の肩・胴部片である。復原肩部径は11.2cmを測る。外面と頸部内面は横方

向ミガキ，肩部内面は横方向の粗いミガキ，胴部内面は横方向擦過。内面は黒色，丹は暗紅色

を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。
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136は丹塗り磨研壺の肩・胴部片である。肩の段付近は横方向ミガキ，胴部上半は縦方向ミガ

キ，内面はナデ風の横方向擦過。内面は灰黄色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量のi少粒を

含み，焼成は良好。

137は丹塗り磨研壺の頸・胴部片で，復原肩径は13.5cmを測る。外面は横方向ミガキ，内面は

横方向擦過。内面は灰色，外面の丹は鮮やかな暗紅色部分ときたない暗赤茶色部分とがある。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

138は丹塗り磨研壺の肩部片である。頸部は縦方向ミガキ，肩の段の付近は横方向ミガキ。内

面は灰黄色，丹は淡赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

139は丹塗り磨研壺の頸・肩部片である。復原肩部径は33.5cmを測る。外面は横方向ミガキで肩の段

は特に丁寧に仕上げている。外面は横方向擦過。 内面は黒色部分と黄白色部分とがある。丹は

やや明るい淡赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

140は丹塗り大形壺の頸部片である。 11層から出土した 4片と， 17層から出土した 1片が接合

された。内面は条痕をハケ目風擦過でかき消す。外面は縦横の擦過。内面は茶褐色，外面は茶

褐色の地の上から赤褐色の化粧土風のきたない丹塗りを施している。

141は丹塗り磨研壺の肩・胴部片である。内面はナデ風の横方向擦過，肩の段の付近は横方向

ミガキ，胴部上半は縦方向ミガキ。内面は灰黄色，丹はやや明るい淡赤色を呈する。胎土には

微量の砂粒を含み，焼成は良好。 136と同一個体の可能性もあるが，直接にはつながらない。

142は丹塗り磨研壺の胴部片である。胴上半は横方向ミガキ，胴下半は縦方向ミガキ，内面は

横方向擦過。内面は灰黄色，丹はやや鮮やかな暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

143は墳で．復原口径は11.0cm。内底はミガキ，口縁内面から外面はやや粗い横方向ミガキ，

外底は粗いミガキ。茶褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み焼成は良好。口縁下に径4mm程

の補修孔がある。

144は境の口縁片である。口縁内外は横方向ナデ，他は内外ともに横方向擦過。灰黄色を呈し，

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

145は黒色磨研浅鉢である。口縁は直立ぎみに外反し，肩はつよく張り，肩の上には浅い沈線

（状を呈する）を 1条めぐらしている。復原口径は18.0cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。黒

色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

146は黒塗り磨研浅鉢又は高外で，復原口径は18.3cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。茶色

の地に黒色顔料を塗っている。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

147は浅鉢で，復原口径は17.4cmを測る。内面はナデ風の横方向擦過，頸部外面は条痕風の粗

い横方向擦過。体部外面は擦過。内面は黒色で一部黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。
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148は黒色磨研浅鉢で，復原口径は23.5cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外

面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

149は黒色磨研浅鉢で，復原口径は27.0cmを測る。口縁は直立し，口縁下には沈線をめぐらし

ている。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色～黒色を呈する。胎土には微量の砂粒と金雲母片を

含む。焼成は良好。

150は黒色磨研浅鉢で，復原口径は26.6cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎

土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

151は黒色磨研浅鉢の肩部片である。肩には明瞭な段をつくり， 1条の沈線をめぐらしている。

古い要素を残した長頸の浅鉢の肩部である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は黒

褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

152は黒色磨研深鉢の肩部片である。内面は横方向擦過で一部ハケ目風を呈する。頸部外面は

横方向ミガキ。胴部外面はナデ，内面は黒褐色，頸部外面は黒褐色，胴部外面は褐色を呈する。

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

153は直立する甕の口縁片である。内面は斜方向擦過，口縁外面は横方向擦過，外面はナデ風の

縦・斜方向擦過。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は

良好。

154は直立する甕で，復原口径は19.0cm。内面はナデで指頭圧痕がみられ，又指紋も残ってい

る。口縁内面はナデ風の擦過。口縁外面は横方向擦過，外面は縦方向擦過。内面は黒褐色，外

面は黄褐色を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

155は直立する甕の口縁片である。内面はナデ風の横方向擦過，外面は粗いミガキ風の横方向擦

過。内面は黒褐色で一部黄白色，外面は黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良

好。

156は直立する甕の口縁片である。内面はナデで指頭圧痕がみられる。口縁外面は横方向擦過，

外面は斜方向擦過。内面から外面口縁下は黒褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

157は直立する甕の口縁片である。内面は擦過ののちナデ，外面は横・斜方向の粗い擦過。胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

158は直立する甕の口縁片である。内面はナデ風の横方向擦過， 外面は横・斜方向の擦過。 内

面は暗黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

159は直立する甕の口縁片である。内面は粗いナデ風の縦方向擦過。口縁内面はナデ，口縁上端は

擦過，外面はナデ風の縦方向擦過。内面は黄褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

160は直立する甕の口縁片である。内面は横方向条痕，外面は斜方向条痕。内面は黒色，外面
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は茶褐色～褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

161は直立する甕の口縁片である。内面はナデ，口縁上端はヘラ切り風の擦過，外面は横方向擦

過。暗赤褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

162は直立する甕で，器高は14.5cm, 底径は6.2cm, 復原口径は15.6cmを測る。内面は条痕， ロ

縁内面から胴部下半までは横方向擦過，底部近くは縦方向擦過，底部外側は横方向擦過，外底

は擦過。内面の下半は暗黄褐色，上半は茶褐色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

163は肩で屈曲する甕で，復原口径は22cm, 復原肩部径は24.0cmを測る。口縁はわずかに波状

をなす部分がある。胴部内面は削り風の粗い横方向擦過，頸部内面は粗いミガキ風の横方向擦

過，頸部外面は横方向の粗い擦過，胴部外面は縦方向の擦過。内面の下半は黒褐色，上半は灰

白色，外面の上半は暗黄褐色～淡褐色，下半は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

164は直立する甕の口縁片である。口縁上端に板木口押圧による刻目を施している。内面から

ロ縁外面にかけてはナデ風の横方向擦過，外面は粗い横方向擦過。内面は黄褐色，外面は黒褐

色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

165は直立する甕の口縁片である。口縁上端にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ風の

横方向擦過，外面は横・斜方向の擦過。内面は黒色～黒褐色，外面は黒色を呈する。胎土に砂

粒をやや多く含み，焼成は良好。

166は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面はナデ，外

面はナデ風の縦方向擦過。内面は暗褐色，外面は淡褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

167は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ，内面の

ロ緑直下から外面にかけては横方向擦過。内面は暗褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には微

量の砂粒を含み，焼成は良好。

168は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は横方向擦過，

外面はハケ目風の横方向擦過。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

169は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は横方向擦過ののち

ナデ，口縁内外は横方向擦過，外面は条痕，下半には条痕ののちナデを加えている。内面は暗褐

色，外面は茶褐色～暗褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

170は直立する甕で，復原口径は19.4cmを測る。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面

は斜方向擦過，口縁内面は横方向擦過，外面は縦方向擦過。内面は黄褐色部分と褐色部分があ

り，外面は淡褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

171は直立する甕で，復原口径は24.6cmを測る。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は，
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条痕風の縦方向擦過ののちナデ， 口縁内外は横方向擦過，外面はナデ風の縦方向擦過。内面の

上位は黄褐色，中位は暗褐色，下位は茶褐色，外面は黒褐色を呈するが，胴下半は二次的火熱

による器表の剥落がいちぢるしく，かつ淡赤褐色に赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

172は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる大きな刻目を施している。内面は

ナデで指頭圧痕がみられる。口縁内面は横方向ナデ，口縁上端は擦過，外面は粗いハケ目風の

擦過。内面は淡黄褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

173は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-12mm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具による刻

目を施している。内面は横方向擦過，口縁内面はナデ，外面は横・斜方向の擦過。黒褐色を呈

し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

174は直立する甕の口縁片である。口縁下12-2lmm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内外ともに横方向擦過。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

175は11層から出土した 8片と， 11層から出土した 1片と他の 2片が接合された。直立する甕

で，復原口径は36.0cmを測る。口縁下14-29mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を

施している。内面は横方向擦過，口縁下には部分的に爪の押圧痕がみられる。口縁から凸帯ま

ではナデ風の横方向擦過，外面は横・斜方向の条痕風の粗い擦過。内面は黄褐色～明茶褐色，

外面は淡茶色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

176は直立する甕で，復原口径は24.2,cmを測る。 口縁下 5-12mm程の間に凸帯を貼付し，爪に

よる刻目を施している。口縁内外は削り風の横方向擦過，内面の上半は削り風の縦方向擦過，

下半は横方向擦過，外面は削り風の縦方向擦過。内面は黒色，外面の上半は黒色，下半は茶褐

色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

177は直立する甕の口縁片である。口縁下 2-lOmm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内面から凸帯下までは横方向擦過，外面は縦方向擦過。内面は暗黄褐色を呈し，胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

178は直立する甕の口縁片である。口縁下 3-13血程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内外ともに横方向擦過。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

179は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，爪による

刻目を施している。内面から凸帯下までは横方向擦過，外面は縦方向擦過。内面は黒褐色，外

面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

180は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-13mm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内面は指ナデ，口縁内面から外面はナテ‘‘風の横方向擦過。内面は茶色，外面は黒色

を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

181は直立する甕の口縁片である。口縁外側に凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい
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る。内外ともに横方向ミガキ。灰黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

182は肩で屈曲する甕で，復原口径は25.8cm, 復原肩部径は31.3cmを測る。肩には凸帯を貼付

し，爪による大きな刻目を施している。肩部内面は横方向擦過，頸部下半は横方向条痕。口縁

内外はナデ風の横方向擦過。頸部から凸帯下までは横方向擦過，胴部外面は横方向の粗い擦過。

内面は淡黄褐色，外面は淡褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

183は肩で屈曲する甕で，復原口径は23.6cmを測る。口縁下 6-17mm程の間に凸帯を貼付し，

爪による大きな刻目を施している。内外ともに横方向擦過。内面は明茶色，外面は黒褐色を呈

する。胎土には微量の砂粒を含み．焼成は良好。凸帯下に石包丁の穿孔具で穿孔かつ研磨した

補修孔がある。外径は13mm, 内径は 5mmを測る。

184は肩で屈曲する甕で，復原口径は19cm, 復原肩部径は23.9cmを測る。口縁よりわずかに下

ったところと肩に凸帯をめぐらし，ヘラによる刻目を施している。内外ともにナデ風の横方向

擦過。内面は暗褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

185は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，爪に

よる刻目を施している。内面は横方向擦過ののちナデ，口縁内面から凸帯下までは横方向ナデ，

外面はきたないナデ。黒褐色～黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

186は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下4-14mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大き

な刻自を施している。内面はナデ風の横方向擦過，口縁から凸帯下までは横方向ナデ，外面は

ナデ風の横方向擦過。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

187は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下5-17mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな

刻目を施している。内外ともに横方向擦過。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

188は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 5-12mm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目

を施している。内面から凸帯下までは横方向擦過，外面は条痕風の横方向擦過。内面は淡黄褐

色，丹は内面から凸帯の上までは淡赤色，凸帯下は二次的火熱を受けたものと思われ暗赤紫色

に変色している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

189は肩で屈曲する甕の肩部片である。口縁外側には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施

している。内面は条痕，口縁内面はナデ，外面は横方向擦過。赤茶色を呈し，胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

190は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 3-13mm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目

を施している。内面はナデ風の横方向擦過，外面は横方向擦過。内面は黒色，外面は黒褐色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

191は肩で屈曲する甕である。口縁下7-17m叫呈の間と，肩に凸帯を貼付しているか，肩の凸帯は

はずれ，口縁下の凸帯も一部はずれている。口縁下凸帯にはヘラによる刻目を施している。内
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面は（甕棺の内面にみられるのと同様の，）横方向擦過，外面は横方向擦過。内面は黄白色，外

面は淡茶黄色を呈する。胎土には微量の砂粒と，金雲母の細片を含み，焼成は良好。

192は肩で屈曲する甕のロ・頸部片である。口縁下3-11mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。肩の凸帯ははずれている。内面は条痕風の横方向擦過，口縁上端は擦過，

外面は横方向擦過。内面は黄褐色，口縁上端から外面は淡赤褐色の丹塗りを施している。胎土

には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

193は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 5-14mm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目

を施している。内外ともに横方向の擦過で，内面は一部ハケ目風を呈する。内面は黄褐色，外

面は暗黄褐色および淡茶色。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

194は肩で屈曲する甕の肩・胴部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。

胴部内面は横方向の粗い擦過，頸部内面は横方向擦過で，肩部と胴部にはその上からさらにナデ

を加えた部分かある。内面には暗黄褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

195は肩で屈曲する甕の頸・肩部片である。肩には凸帯を貼付し爪による大きな刻目を施している。

内面はナデ風の横方向擦過，外面は横方向の擦過。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

196は肩で屈曲する甕の肩・胴部片である。肩には凸帯を貼付し，板木口押圧による刻目を施

している。内面はナデ，凸帯周辺はナデ，胴部外面は横方向擦過。内面は茶色，外面は黒褐色

を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

197は浅鉢底部で，径は8.0cmを測る。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ，外底は板木口によ

るカキトリ。内面は暗灰黄色，外面は明茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は

良好。

198は径9.1cmの底部である。底部外側には補修痕のごとく粘土帯を貼付している。内面は擦

過，外面は縦方向擦過，底部外側は横方向擦過，外底はナデ。内面は明茶色，外面は茶褐色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

199は径7.9cmの底部である。内面は条痕ののち擦過，外面は横方向の粗い擦過，外底は擦過。

内面は黒色，外面は茶褐色を呈する。胎土には大粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

200は11層から出土した 1片と 16層から出土した 2片が接合された。径9.9cmの底部である。内

面は条痕ののちナデ仕上げ，外面は横方向ナデ，底部外側は縦方向擦過ののち横方向ナデ，外

底は板木口によるカキトリで上げ底を呈する。内面は茶褐色，外面は茶色を呈する。胎土には

微量の砂粒を含み，焼成は良好。

201は復原径7.5cmの底部片である。内面はナデ風の横方向擦過。外面は縦方向，横方向の擦

過，底部外側には指頭圧痕がみられる。外底は擦過。内面は明茶色，外面は淡赤褐色を呈する。
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胎土には少最の砂粒を含み，焼成は良好。

202は径10.3cmの底部片である。内面は擦過，外面は横方向擦過，外底はナデ。内面は黄褐色，

外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

203は復原径8.6cmの底部片である。内面は横方向擦過，外面は縦方向擦過。内面は黄褐色，

外面は淡赤茶色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。外底に籾圧痕が 3個認め

られる。 1は長6.8mm, 幅3.5mm, 長幅比 1.94。 2は長 6.7mm, 幅は3.7mm,長幅比は1.81。 3

は長7.4mm, 幅4.0mm, 長幅比は1.85を測る。

204は復原径9.2cmの底部片である。内面は擦過ののちナデ，外面はナデ，外底はナデ仕上げ。

底部はかなりの上げ底を呈している。内面は茶色，外面は茶褐色を呈する。胎土には微量の砂

粒を含み，焼成は良好。

205は黒色磨研浅鉢の底部片で，復原径は8.6cmを測る。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含

み，焼成は良好。

206は甑底部片である。復原径は7.6cmを測る。底部中央に孔を 1個穿っている。 内面は横方

向擦過，外面は縦方向擦過，底部外側は横方向擦過，外底はナデ。内面は黒褐色，外面は茶褐

色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

207は復原径9.4cmの底部片である。内面は擦過，外面は縦方向擦過，底部外側は横方向擦過，
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外底は擦過。内面は淡黄褐色を呈するが，黒い付着物がある。外面は暗黄褐色を呈する。胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

208は復原径8.6cmの底部片である。内面は擦過，外面はハケ目ののち擦過で，底部外側にはハ

ケ目がよく残っている。内面は淡黄褐色，外面は黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

209は復原径7.0cmの底部片である。内外ともにナデ。内面は茶褐色，外面は黒褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

210は径4.0cmの平底を呈する壺底部である。内面は横方向擦過，外面は粗い横方向の擦過，

外底は擦過。内面は茶褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

211は復原径10.3cmの底部片である。外面はナデ，内面は風化のため不明。内面は白色，外面

は黄白色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。 132の短頸壺の底部と思われ，

無文土器の系統のものと考えられる。

く12~15層出土土器＞

212は丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。復原口径は14.0cm, 復原肩部径は19.5cmを測る。外

面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は横方向擦過，肩部内面は削り風の横方向擦過。

内面は黄褐色，丹は部厚く，焼成後に塗られたものとみられる。暗赤色を呈する。胎土には微

量の砂粒を含み，焼成は良好。

213は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒褐色，外面の地は黄

褐色，丹は暗赤色を呈する。精選粘土を用い，焼成は良好。

214は丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ。頸部内面はナデ

で指頭圧痕がみられる。内面は黄橙色，外面の地は淡黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

215は壺口縁片である。外面から口縁内面までは横方向ミガキ。頸部内面はナデ。淡黄色を呈

し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

216は丹塗り磨研坑で，復原口径は15.1cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹

は暗紅色を呈する。内面には黒色の有機物が付着している。胎土には精選粘土を用い，焼成は

良好。

217は黒色磨研高杯と思われる。 口縁は外反し，直下に沈線1条をめぐらす。肩には段をつくり，

肩の上には沈線状のもの 1条，肩の下には 1条の沈線をめぐらしている。形としては古い要素を

もっている。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成

は良好。

218は丹塗り磨研方形浅鉢の口縁片である。内外ともにミガキ。内面の地は暗黄褐色，丹は痕

跡的であるが暗赤色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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219は丹塗り磨研方形浅鉢の口縁片である。内外ともにミガキ。淡橙色の地に淡赤色の丹塗り

を施しているが，丹は痕跡的である。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

220は黒色磨研方形浅鉢の口縁片と思われる。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒褐色，外面は淡

黒褐色を里する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

221は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良好。

222は黒色磨研浅鉢片である。肩部内面は横方向擦過であるが，他は内外ともに横方向ミガキ。

黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

223は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は黒褐色を

呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

224は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には細粒の

砂を微量に含み，焼成は良好。

225は黒色磨研浅鉢で，復原口径は22.0cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎

士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

226は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎士には微量

の砂粒を含み，焼成は良好。

227は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量

の砂粒を含み，焼成は良好。

228は黒色磨研浅鉢の口縁片で，復原口径は25.6cmを測る。黒褐色を呈し，胎土には細粒の砂

をやや多く含み，焼成は良好。

229は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内面から肩部直下までは横方向ミガキ，体部外面は横方

向擦過。黒色を呈し，胎士には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

230は8層から出土した黒色磨研鉢の口縁片である。内面は横方向擦過，口縁上端から外面は

横方向ミガキ。内面は黒褐色，外面は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

231は直立する甕の口緑片である。内面はナデ，外面は横方向擦過。暗茶褐色を呈し，胎上に

は砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

232は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ風の横方向擦過。内面は横褐色，外面は暗

褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

233は直立する甕で，復原口径は22.0cmを測る。内面から口縁外面までは横方向擦過，外面は

縦方向擦過。内面は明茶色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

234は直立する甕で，復原口径は24.8cmを測る。内面は斜・縦方向擦過， 口縁内外は横方向擦過，

胴部上半は斜方向，下半は縦方向の擦過。内面の口縁部は淡黄褐色，他の部分は暗黄褐色～黒

褐色，外面は淡茶色を呈する。外面の下半は二次的火熱を受けて赤褐色に赤変している。又内
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面と外面の胴部上半の各所に黒色の有機物の付着が認められる。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

235は直立する甕で，復原口径は24.0cm, 器高は27cm程のものである。内面はナデ風の縦方向

擦過， 口縁内外は横方向擦過，外面は縦方向擦過。内面は淡灰黄色，外面は黒褐色を呈するが，

口縁下 9cm程より下は二次的火熱を受けて，上半は赤褐色に，下半は黄褐色に変色している。

又それと対応して，内面の下半は淡黒褐色に変色している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

236は直立する小形の甕で，復原口径は13.4cm,器高は12cm程のものである。口縁内外はナデ風

の横方向擦過，外面はナデ風の縦方向擦過，内面は風化のため不明。茶褐色を呈するが，外面

の各所に黒色の有機物の付着が認められる。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

237は直立する甕の口縁片である。内面はナデ， 口縁上端から外面は横方向擦過。内面は暗黄

褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

238は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過，口緑内外は横方向ナデ。口縁下 4cm程

までは粗いミガキ風の横方向擦過，それより下は斜方向擦過。内面は黒褐色～黒色，外面は黒

色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

239は直立する甕の口縁片である。内面は縦方向擦過，口縁内面は横方向擦過，口縁外面は横

方向擦過，外面は斜・縦方向擦過。内面は黄褐色，外面は褐色を呈する。胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

240は直立する甕の口縁片である。内面は横方向条痕， 口縁内外は横方向ナデ，外面は斜方向

の条痕。内面および口縁外面は黒色，外面は褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成

は良好。

241は直立する甕の口縁片である。内面から口縁外面までは横方向ナデ，外面は横方向擦過。

内面は黒褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

242は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過，口縁上端から口縁外面は横方向ナデ，

外面は条痕風の横方向擦過。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

243は直立する甕で，口縁はわずかに外反ぎみである。復原口径は16.8cmを測る。口縁には棒状

工具による大きな刻目を施している。内面は縦方向擦過，口緑内面は横方向擦過，外面はナデ

風の縦方向擦過。内面は淡黄橙色，外面は茶褐色を呈する。内面の上半には黒色の有機物の付

着がみられる。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

244は直立する甕で，口縁はわずかに外反ぎみで，胴部はわずかにふくらむ。復原口径は25.0

cmを測る。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面は指頭圧痕の上から粗いハケ目，

外面は粗いハケ目を施す。内面は赤褐色，外面は茶褐色を呈するが，外面は二次的火熱を受け

て器表の剥落がいちぢるしい。内面の各所には黒色の有機物が，外面にも暗茶褐色，黒色の有
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機物の付着が認められる。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

245は直立する甕で，復原口径は26.6cmを測る。口縁には棒状工具による刻目を施している。

内面は粗いハケ目風の縦方向擦過，口緑内面は横方向擦過，外面は擦過というよりも粗いハケ

目といってよかろう。内面は黄褐色，外面は褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成

は良好。

246は直立する甕で，口縁はわずかに外反ぎみで，胴部も少しふくらむものであろう。口縁には棒

状工具による刻目を施している。内面は縦方向擦過，外面はナデ。内面は茶褐色，外面は褐色

を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

247は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面はナデ，

外面は風化のため不明。口縁内面は黒褐色，他は内外ともに黄褐色，内面と外面の口縁下 3cm 

程より下には黒色の有機物の付着がみられる。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

248は直立する甕で，口縁はわずかに外反ぎみである。口縁には棒状工具による大きな刻目を

施している。内面は縦方向擦過，口縁内面は横方向擦過，外面は縦方向擦過。内面の下半は黒

褐色，上半は淡黄褐色，外面は褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

249は直立する甕の口縁片で，口縁はわずかに外反ぎみで胴部はふくらみをもつ。口縁には棒

状工具による刻目を施している。内外ともにハケ目を施しているが，口縁内面にはナデを加え

ている。口縁から刻目はナデ。内面は明茶褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

250は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による大きな刻目を施している。内

面は横方向擦過，外面はナデ風の横方向擦過。内面は茶褐色，外面は褐色を呈する。胎土には

少量の砂量を含み，焼成は良好。

251は甕である。器高は21.7cm, ロ径は19.4cm,復原底径は10.0emを測る。口縁はわずかに外

反ぎみで，口縁外側にヘラによる大きな刻目を施している。内面の下半は横方向擦過，上半は

租いハケ目風の斜方向擦過。口縁内外はナデ風の横方向擦過，外面はナデ風の縦方向擦過。内

面は淡赤褐色，外面は黄褐色～褐色を呈する。内面の上半には各所に黒色の有機物が付着する。

底部外側には漆様の黒色顔料を塗った痕跡が残っている。又外面の下半は二次的火熱を受けて

赤褐色に赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

252は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面はナデで

指頭圧痕がみられる。外面はナデ。暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

253は直立する甕で，復原口径は20.4cmを測る。口縁にはヘラによる刻目を施している。外面は

縦方向擦過が辛うじて観察できるが，内面は風化のため不明。内面の下半は淡茶褐色，上半は

黄褐色，外面は黒褐色を呈する。外面の口縁下 4cm程より下は二次的火熱を受けて赤褐色に赤

変している。又内面の各所には黒色の有機物の付着が認められる。胎土には少量の砂粒を含み，
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焼成は良好。

254は直立する甕で，復原口径は25.0cmを測る。口縁にはヘラによる刻目を施している。 内面は

ナデ風の横方向擦過。外面はナデ風の縦方向擦過。内面は黄褐色～茶褐色，外面は茶褐色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

255は直立する甕の口縁片である。口縁下 4-13mm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具先端刺突

による刻目を施している。口縁から凸帯下まではナデ，他は内外ともにナデ風の横方向擦過。

内面は茶色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

256は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，棒状工具

による刻目を施している。内面から凸帯下までは横方向擦過，外面は縦方向擦過。内面は淡黄

色．外面は淡黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

257は直立する甕の口縁片である。口縁下に凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内面

から口縁下まではナデ，外面はナデ風の横方向擦過。内面は暗黄褐色，外面は暗茶褐色を呈す

る。胎土には砂粒をやや多めに，又黒色粒子を含み，焼成は良好。

258は直立する甕の口縁片である。口縁下7-19mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内面はミガキ風の横方向擦過，口縁外面は横方向擦過，凸帯部はナデ，外面

は，横方向擦過。内面～凸帯の上までは淡黄色の地の上から淡赤色の丹を施している。凸帯下

は黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

259は直立する甕の口縁片である。口縁下 3-llmm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具による刻

目を施している。内面から凸帯下までは横方向擦過，外面は縦方向擦過。内面は暗赤茶色，外

面は暗褐色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

260は直立する甕で，復原口径は20.2cmを測る。口縁下 3-12mm程の間に凸帯を貼付し，爪に

よる刻目を施した痕跡が残っている。内面はハケ目風の横方向擦過で一部には10mmに8本ぐら

いの粗いハケ目といってよい部分もある。口縁内面から凸帯の下までは横方向ナデ，胴部上半

はナデ風の縦方向擦過，下半は斜方向擦過。内面は淡黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胴部下

半には二次的火熱を受けて赤褐色に赤変している。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

261は直立する甕の口縁片である。口縁下 4-13mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内面から凸帯下まではナテ，外面はナデ風の斜方向擦過。内面には明黄橙色，外

面は暗黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み．焼成は良好。

262は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-13mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内外ともに横方向擦過。内面～凸帯の上までは暗褐色，外面は茶褐色を呈する。

胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

263は肩で屈曲する甕で，復原口径は32.8cm, 復原肩部径は40.6cmを測る。口縁下 7-14mm程

の間に凸帯を貼付し，凸帯と肩にはヘラによる刻目を施している。胴部内面は横方向条痕，肩

-269 -



部内面は横方向擦過，頸部内面は横方向条痕ののちナデ，口縁内面から凸帯下までは横方向ナ

デ。頸部から胴部上半は横方向擦過，胴部下半は削り風の横方向擦過。内面は茶褐色，外面は

黒色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

264は直立する甕の口縁片である。口縁下 4-15mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。口縁内外は横方向擦過，他は内外ともに擦過。暗黄褐色を呈し，胎上には少量の

砂粒を含み，焼成は良。

265は直立する甕の口縁片である。口縁下 2-12mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内面から凸帯下まではナデ，外面は風化のため不明。内面は黄白色，外面は黒褐

色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

266は直立する甕の口縁片である。口縁下 4-llmm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内面から凸帯下までは横方向ナデ，外面は風化のため不明。茶褐色を呈し，胎上

には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

267は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 4-13mm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具によ

る刻目を施している。内外ともに風化のため調整法は不明。内面から凸帯の上までは黒褐色，

凸帯より下は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

268は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下4-12mm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目

を施している。口縁内面は横方向のナデ，他は内外ともに横方向擦過。内面は黄褐色，外面は

暗褐色の地の上に淡赤褐色の化粧土風の丹塗りを施している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。

269は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 9-18mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻

目を施している。内面はナデ風の横方向擦過，外面はナデ。茶褐色を呈し，胎士には微量の砂

粒を含み，焼成は良好。

270は肩で屈曲する甕である。口縁下 2-13mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施し

ている。肩には刻目は施していない。内外ともに横方向の擦過。暗赤褐色を呈するが，頸部の

一部に暗赤色の丹の痕跡が残る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

271は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内

面は削り風の粗い横方向擦過，外面は，肩より上は横方向擦過，肩より下はナデ風の横方向擦

過。内面は黄褐色～黒褐色，外面は淡褐色の地に淡赤褐色の丹塗りを施している。胎上には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。268と同一個体の可能性がつよい。

272は径8.3cmの底部である。内底は条痕，内面は斜方向擦過，外面は縦方向条痕ののち一部斜

方向の擦過，底部外側から外底周縁は横方向擦過，外底は板木口によるカキトリで，わずかに

上げ底を呈する。内面は淡黄白色を呈する。外面は二次的火熱により淡白桃色に変色している。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。外底に米圧痕か付着しているが，やや斜方向の圧痕
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W-3区包含層(12-15層）出土土器24(縮尺1/3)

である。長4.6mm,幅2.8mm, 長幅比l.64を測る。

273は径5.Ocmの底部である。内面は横方向擦過．外面は縦方向擦過，底部外側は横h向擦過．

外底は擦過。淡橙色を呈し，胎土には微擾の砂粒を含み，

の付治がみられる。

焼成は良好。内面には黒色の有機物

274は復原径9.0cmの底部片である。内面は縦方向擦過，外面はナデ風の縦方向擦過．外底は

ナデ。内面は暗黄褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み．焼成は良。

275は黒塗り磨研浅鉢の底部｝ヤで，径は8.1cmを測る。内面と外面はミガキ，外面は横方向ミ

ガキ。茶褐色の地の上から黒色顔料を塗る。胎土には微代の砂粒を含み，焼成は良好。

復原口径は7.6cmを測る。内面と外底はミガキ．外面は横方276は黒色底研浅鉢の底部片で．
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向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

277は平底の壺底部片で，復原径は7.6cmを測る。内外ともに風化のため調整法は不明。暗黄

褐色を呈し，胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良。

く16層出土土器＞

278は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は暗灰黄色，丹はやや明

るい赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

279は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面の地は暗黄

褐色，丹は暗赤紫色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

280は丹塗り磨研壺の肩部片である。頸部は残り少いが，そのたちあがりの度合から考えると，

無文土器系の短頸壺の肩部になると考えられる。肩の段の周辺は横方向ミガキ，肩部は縦方向

ミガキ，頸部内面は横方向ミガキ，肩部内面は横方向擦過。内面は淡黄白色，丹は暗赤色を呈

する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

281は丹塗り磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，内面は横方向擦過。内面は暗灰黄

色，外面はやや明るい赤色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

282は丹塗り磨研小壺の肩，胴部片である。復原肩部径は8.0cm,復原胴部最大径は12.4cmを測

る。胴部最大径付近までは横方向ミガキ，胴部は縦方向ミガキ，胴部下半の内面は横方向条痕，

胴部中央は横方向擦過，肩部から頸部の内面はナデ。内面は黒色，外面は暗赤色のきたない丹

塗り。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

283は丹塗り磨研碗の口縁片である。外面から口縁内面までは横方向の粗いミガキ，内面のロ

縁下は斜方向の擦過，内面は横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は淡赤色を呈する。胎土には微量

の砂粒を含み，焼成は良好。

284は黒色磨研培の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。 黒褐色を呈し， 胎土には精選

粘土を用い，焼成は良好。

285は丹塗り磨研境の底部片である。ほぼ完全に丸底といえるが，径4.2c両呈はミガキ方向が不

定でこの部分が底であるとわかる。内底も同様である。他は内外ともに横方向ミガキ。地色は

灰黄色，丹は暗紅色を呈する。胎土には精選粘土を用い，焼成は良好。

286は黒色磨研浅鉢片である。口縁と肩にヘラによる刻目を施している。内外ともに横方向ミ

ガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

287は黒色磨研浅鉢の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともに横方

向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

288は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

289は黒色磨研浅又は高杯である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂
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粒を含み，焼成は良好。

290は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

291は器種を決めかねる。内外ともに横方向ミガキ。黄褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含

み，焼成は良好。

292は直立する甕の口縁片である。内面は横方向の条痕の上から一部ミガキエ具による調整痕

がみられる。口縁内外は横方向擦過，外面はナデ，内面は黄褐色，外面は暗褐色を呈する。胎

土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

293は直立する甕の口縁片である。外面は横方向の擦過，外面は細かい条痕風の横方向擦過，

内面は褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

294は直立する甕の口縁片である。口縁上端には爪による刻目を施している。内面はナデ風の

擦過，口縁内外はナデ，外面は横方向擦過。黒色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成

は良好。

295は直立する甕の口縁片である。口緑下 3-12mm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内面は横方向条痕ののちナデ，口縁内面は横方向擦過ののちナデ，口縁上端から凸

帯下まではナデ，外面は縦方向擦過。暗灰褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良

好。

296は直立する甕の口縁片である。口緑下 5-16mm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具による大

きな刻目を施している。内面は横方向擦過ののちナデ，口縁から凸帯下まではナデ，外面は横

方向擦過。内面は灰褐色，外面は茶褐色～黒褐色を呈する。胎士には微量の砂粒を含み，焼成

は良好。

297は直立する甕の口緑片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し， 爪による

刻目を施している。内面は縦方向擦過，口緑内面は横方向擦過，口縁から凸帯まではナデ，凸

帯下部は横方向擦過，外面は縦方向擦過。褐色を呈し，胎土には細粒の砂を少量含み，焼成は

良好。

298は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-14mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内面は横方向擦過，口縁から凸帯下まではナデ，外面は横方向の擦過。黒色を呈

し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

299は肩で屈曲する甕で，復原口径は20.4cm, 復原肩部径は26.0cmを測る。口縁よりわずかに

下ったところと肩に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。内面は横方向の粗い擦過。内

面は黒色，外面は明茶色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

300は11層から出土した 2片と， 16層から出土した 3片とが接合された。径8.8cmの底部である。

内面は擦過，外面は縦方向の条痕，底部外側はナデ，外底は擦過。内面は黒色，外面は淡茶褐
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゜
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色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

301は径10.4cmの底部である。内面は擦過ののちナデ，外面はハケ目風の横方向擦過。底部外

側は横方向ナデ，外底はナデ。明茶色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

302は復原径9.4cmの底部片である。内外ともにナデ，外底は擦過。内面は黒褐色，外面は黄

褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

303は復原径6.6cmの底部片である。内外ともにナデ。内面は淡茶色，外面は暗茶褐色を呈す

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

304は径9.5cmの底部片である。内面は擦過，外面は縦方向の粗い条痕，底部外側の凹部はナ

デ，凸部は板木口による削り風の擦過，外底はナデ。内面は茶色，外面は暗灰褐を呈する。胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

305は復原径8.2cmの底部片である。内面は条痕，外面は縦方向の擦過，底部外側は横方向の

擦過，外底は擦過。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

306は径5.6cmの底部である。内面はナデ風の擦過，外面は縦方向の擦過，底部外側から外底

はナデ。内面は茶色，外面は黒褐色，外底は赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

307は復原径8.7cmの底部片である。内面は擦過，底部外側は横方向擦過，外底はナデ。内面は

黒色，外面は黄褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

く17層出土土器＞

308は内面黒色磨研，外面丹塗り磨研の壺又は浅鉢の口縁片と考えられる。復原口径は20.2cm

を測る。浅鉢の場合は長頸の，肩に明瞭な段をつくるものであろう。内外ともに横方向ミガキ，

内面は黒色，外面は黄褐色の地の上から淡赤色の丹塗り。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は
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良好。

309は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は淡赤色を呈

する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

310は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

311は黒色磨研壺の頸・肩部片である。外面は横方向ミガキ，内面はナデ風の横方向擦過。内

面は灰黒色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

312は丹塗り磨研碗の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は暗赤色を呈

する。胎土には精選粘土を用い，焼成は良好。

313は黒色磨研方形浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒褐色を呈し，胎土には

微量の砂粒を含み，焼成は良好。

314は黒色磨研浅鉢で，復原口径は24.2cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎

土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

315は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。淡灰黒色を呈し，胎土には微

量の砂粒を含み，焼成は良好。

316は黒色磨研浅鉢の肩部片である。肩部内面に一部ナデがみられるが内面と頸部外面は横

方向ミガキ，体部外面は斜方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

317は鉢の口縁片である。内面は横方向擦過，口縁外面は横方向ナデ，外面は縦方向擦過。内

面は茶褐色，外面は暗茶褐色～暗褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

318は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過ののちナデ。 外底はナデ。内面は暗茶褐

色，外面は暗灰黄色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

319は直立する甕で，口縁は板木口による削りでかなり波を打っている。復原口径は32.2cmを

測る。内面は擦過風の横方向条痕，口緑外面は横方向擦過，外面は条痕と擦過を併用している。

内面は黒色，外面は暗褐色～黒色を呈するか，胴部下半は二次的火熱を受けて淡赤褐色に赤変

している。胎土には微量の砂粒と金雲母片を含み，焼成は良好。

320は直立する甕で，復原口径は28.7cmを測る。内面は横方向擦過ののちナデ，外面は横方向

条痕で，口縁部の一部にミガキ風の横方向擦過と胴下半部にも一部横方向の擦過がみられる。

内面は黄褐色，外面の上半は黄褐色，下半は淡黒褐色を呈する。胎土には大粒の砂を微量に含

み，焼成は良好。

321は直立する甕の口縁片である。内面は擦過ののちナデ，口縁内面から外面はナデ。内面は

淡茶色，外面は黄褐色を呈するが，外面は二次的火熱を受けて部分的に淡赤紫色に赤変してい

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

322は直立する甕の口縁片である。内外ともに 10mmの間に 5-6本の擦過というよりもハヶ
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目というべき調整。 口緑内外は横方向ナデ。内面は淡茶色，外面は茶褐色を呈する。胎土には

微量の砂粒を含み，焼成は良好。

323は直立する甕の口縁片である。内面は横方向の擦過，外面はナデ風の縦方向擦過。内面は

黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み， 焼成は良好。

324は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過， 外面は縦方向の擦過。内面は黒褐色，

外面は茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

325は直立する甕の口緑片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内面は横方向擦過，

外面は風化のため不明。内面は黒褐色．外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

焼成は良好。

326は直立する甕の口緑片である。 ロ縁下 4-14mm程の間に凸帯を貼付し， ヘラによる刻目を

施している。内面から凸帯下まではナデ，外面は擦過ののちナデ。内面は暗褐色，外面は黒褐

色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

327は直立する甕の口緑片である。 ロ縁下 3-12IDID程の間に凸帯を貼付し．ヘラによる刻目を
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施している。内外ともに横方向ナデ。淡茶色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

328は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による大きな刻目を施

している。内面はナデ風の横方向擦過，肩部外面は横方向条痕，凸帯から下はナデ風の横方向

擦過。内面は黒色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

329は肩で屈曲する甕の肩・胴部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施してい

る。内面は横方向擦過，外面は横方向擦過と条痕を併用している。内面は黒色，外面は淡灰黒

色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

330は径8.4cmの底部である。底部外側の凹部にコ字形凸帯を貼付している。内面はナデ，凸

帯部は横方向ナデ，凸帯下はナデ風の横方向擦過，底部外側はタタキ痕がのこる。タタキの長

さは約30mm。外側の凸部は横方向擦過。外底はナデと思われるが，各種の圧痕が消されずにそ

のまま残っている。暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

331は黒塗り磨研浅鉢の底部片で，復原径は6.0cmを測る。内面はミガキ，外面は縦方向ミガ

キ，底部近くは横方向擦過，底部外側から外底はナデ。内面は淡黄褐色，外面は淡黄褐色の地

の上から黒色顔料を塗っている。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

332は復原径9.2cmの底部片である。内面にはヘラ先状のものよる擦過痕がのこる。外面は横

方向擦過，外底はナデ。暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

333は復原径9.4cmの底部片である。内外・外底ともに擦過。内面は黄褐色，外面は淡褐色を

呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

334は復原径8.8cmの底部片である。内面は条痕ののちナデ，外面は縦方向条痕，底部外側か

ら外底周縁はナデ，外底は板木口によるカキトリでわずかに上げ底を呈する。内面は黒色，外

面は暗褐色を呈するが，底部外側から外底にかけては二次的火熱により赤褐色に赤変している。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

W-4区包含層出土土器（第118-137図）

W-4区はW-3区と接して西側へ幅約 7m程発掘した。土層用畦の近くでは茶褐色土層，灰黒

色砂泥層，灰緑色土層とに分けて遺物をとりあげた。これは土層にてらしあわせると，灰黒色

砂泥層が 8-9層，茶褐色土層が12・14・15層，灰緑土層が11・16層に相当する。他は単にW

-4区としてとりあげている。では順次説明を加える。

く8・9層出土土器＞

1は8・9層か主体で， 12・14・15層から 5片が出土している。丹塗り磨研壺で，口径は10.

3 cm, 復原器高21.7cm, 復原胴部最大径20.6cmを測る。口緑は外反し，口縁下，肩ともに段を

つくらず，底部は丸底になるものと思われる。内面の胴部下半はミガキ風の横方向擦過，胴部
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上半から頸部下半にかけてはナテ｀，肩部内面には指頭圧痕がみられる。頸部内面は横方向ナデ，

頸部上半から口縁外面は横方向ミガキ，頸部から胴下半までは縦方向ミガキ，胴部下半は横方

向ミガキ。内面は灰白色，丹は暗赤色を呈するが，丹塗り部分はさらに上から黒塗りを加えて

いる可能性もある。胎土には精選粘土を使用し，焼成はきわめて硬質で良好。無文土器の丹塗

り磨研壺である。

2は8・9層と 12・14・15層から 1片ずつ出土した。丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。頸

部内面は横方向擦過，口縁内外は横方向ミガキ，頸部外面は縦方向ミガキののち部分的に横方

向ミガキ。地は暗黄褐色，丹は暗紅色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

3は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は淡赤色を呈

する。胎土には精選粘土を用い，焼成は良好。

4は丹途り磨研壺の肩部片である。内面はナテ‘・，外面は横方向ミガキ。内面は黄褐色，丹は

暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

5は黒色磨研壺の肩部片である。内面はナデで，肩部内面には指頭圧痕がみられ，指紋か残

っている。外面は横方向ミガキ。灰黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

6は黒色磨研壺の肩部片である。内面はナデ風の擦過，外面は横方向ミガキ。内面は灰黄色，

外面は黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

7は丹途り磨研碗の口縁片である。内面は横方向擦過，外面は横方向ミガキ。地は黄褐色，

丹は淡赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

8は黒色磨研方形浅鉢の口縁片である。内外ともに口縁下に段をつくっている。内外ともに

ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

9は黒色磨研方形浅鉢の口縁片である。口緑下には内外ともに段をつくっている。内外とも

にミガキ。黒色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

10は黒塗り磨研浅鉢の口縁片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内外ともに横方

向ミガキ。茶色の地に黒色顔料を塗っている。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

11は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には細粒の砂を微

量に含み，焼成は良好。

12は黒色磨研高坪と思われる。内面から頸部外面までは横方向ミガキ，体部外面は横・斜方

向のミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

13は黒色磨研高杯片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

14は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には細粒の

砂を微量に含み．焼成は良好。

15は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の
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砂粒を含み，焼成は良好。

16は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

17は浅鉢である。口縁から肩部下までは横方向ミガキがわかるが，他は内外ともに風化のた

め不明。暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。黒塗りの可能性がある。

18は丹塗り磨研の鉢口縁片である。外面は横方向ミガキ，内面は風化のため不明。内面は灰

色，丹は暗赤褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

19は深鉢の口縁と思われる。内外ともに横方向ミガキ，濃茶色を呈し，胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

20は鉢の口縁片である。口縁端はナデ，外面は擦過，内面は風化のため不明。内面は暗褐色，

外面は茶褐色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

21は直立する甕で，器高は13.1cm, 底径は7.7cm, 復原口径は16.9cmを測る。内面は擦過，外

面は条痕ののち擦過，外底はナデ。内面は黒色～黒褐色，口縁は黒色，外面は黒褐色を呈するが，

下半部は二次的火熱により赤褐色に赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

内底に米圧痕があり，長6.0mm,幅3.4mm,長幅比1.77を測る。

22は直立する甕で，復原口径は25.&:mを測る。 内面は横方向条痕，口縁内外は条痕を横方向

擦過でカキ消す，外面は斜・縦方向の条痕ののち擦過を加えるが，条痕はよく残っている。内

面は黒色，外面は濃黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

23は直立する甕で，復原口径は25.6cmを測る。内面は斜方向の擦過，外面はナデ風の横方向

擦過。暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

24は直立する甕で，復原口径は26.0cmを測る。内面はナデ仕上げ，外面は横方向条痕をナデ

消している。内面は暗茶褐色，外面は褐色を呈するが，外面は二次的火熱を受け，暗赤紫色に

赤変した部分がある。又内面の各所には黒色の有機物の付着がみられる。胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

25は直立する甕の口縁片である。内面は斜方向擦過，口縁内外は横方向擦過，外面はナデ風

の縦方向擦過。黒褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

26は直立する甕の口縁片である。口縁内外は横方向擦過，他は内外ともにナデ風の横・斜方

向擦過。内面から口縁は黒色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。

27は匝立する甕の口縁片である。内面はナデ風の縦方向擦過，口縁内外はナデ風の横方向擦

過，外面は縦方向の擦過。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

28は直立する甕の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。暗黄褐色を呈するが，

-283 -



[

4

3

 

[

＼

I
 

□

/

 

[

[

'

{

、

.9i,＇9.

[
←-
I
`
〗
←
ヘ

二三三三 砂嬰41--~ グ'/!'!;:{江`入、
ロ一三~>-~,~e 呵ぷミ又~ヘ．．
三三ーニ

ーミ塁三疇苓之戸:,t'
ミ N,.-, .. ,"• エ＊

、'45

゜
第 120図 W-4区包含層(8・9層）出土土器3 (縮尺1/3)

-284 -



外面は二次的火熱を受けて暗桃色に赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は不良。

29は直立する甕の口縁片である。内面はナデ，口縁内外は横方向擦過，外面は縦方向擦過。

黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

30は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過，外面は風化のため不明。内面は黒色，

外面は茶褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

31は直立する甕の口縁片である。内外ともにナデ。黒褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く

含み，焼成は良好。

32は肩で屈曲する甕の口縁片である。内外ともにナデ。暗褐色を呈し，胎土には細粒の砂を

微量に含み，焼成は良好。

33は直立する甕の口縁片である。内面から口縁外面はナデ風の横方向擦過。外面はナデ風の

縦方向擦過。エ具幅は24mm程のものである。内面は淡黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土に

は微量の砂粒を含み，焼成は良好。

34は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過に一部ナデ，口縁外面はナデ。外面は斜

方向の削り風擦過に一部ナデ。内面は淡茶褐色，外面は淡褐色を呈する。胎土には細粒の砂を

微量に含み，焼成は良好。

35は直立する甕の口縁片である。内面は縦方向の粗いハケ目，口縁内外は横方向ナデ，外面

はナデ風の縦方向擦過。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

36は直立する甕の口縁片である。内面は縦方向擦過ののち粗いハケ目，口縁外面は原体不明

（可能性としては糸又はタタキ痕）の圧痕ののちナデ，外面は粗いハケ目を施す。内面は暗灰

黄色～黒色，外面は暗灰褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

37は直立する甕である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面は縦方向擦過，外

面は風化のため不明。内面は暗黄褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

38は直立する甕の口縁片である。口縁には棒状工具による刻目を施している。内面は斜方向

擦過，外面は横方向擦過。内面は暗黄褐色，外面は黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み

焼成は良好。

39は直立する甕である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面下半は斜方向擦過，上

半は縦方向擦過，外面はナデ。内面下半は暗茶褐色，上半は暗褐色，外面は褐色を呈するが，

口縁下約 5cmより以下は二次的火熱を受け，器表の剥落がいちぢるしく，かつ赤褐色に赤変し

ている。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

40は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は擦過ののち

ナデ。外面は風化のため不明。暗褐色を呈するが，外面下半は二次的火熱により暗赤褐色に赤
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変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

41は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は粗いハケ目，

口縁外面は布目と思われる圧痕があり，外面は縦方向擦過。内面は暗黄褐色，外面は黒褐色を

呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

42は匝立する甕の口縁片で，口縁はわずかに外反ぎみである。口縁にはヘラによる刻目を施

している。内面は縦・ 斜方向の擦過，口縁内面は横方向擦過，口縁外面はナデ，外面は風化の

ため不明。内面は明橙色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

43は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる大きな刻目を施している。内面は斜方

向擦過，口縁内面は横方向擦過，外面はナデ。暗褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

44は直立する甕で，復原口径は12.4cmを測る。 口縁にはヘラによる刻目を施している。内外と

もに粗いハケ目ともいってよい縦方向擦過。内面は淡茶色，外面は黒褐色を呈する。胎土には

微量の砂粒を含み，焼成は良好。

45は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともに横

方向擦過。内面は黒褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

46は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には棒状工具による刻目を施している。内面は条痕

風の擦過，外面はナデ。内面から肩の上までは黄褐色，肩より下は暗茶褐色を呈する。胎士に

は少量の砂粒を含み，焼成は良好。

47は肩で屈曲する甕である。口縁と肩にはヘラによる刻目を施している。内面は粗いハケ目

といってもよい斜・横方向擦過，頸部外面は粗い横方向のハケ目，胴部外面は縦方向の擦過。

内面は暗茶褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

48は肩で屈曲する甕の肩・胴部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。胴部内面は

粗い横方向のハケ目，肩部内面は指頭圧痕，外面の肩はナデ，胴部は粗いハケ目といってもよ

い縦方向の擦過。黄褐色を呈し，胎士には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

49は直立する甕の口縁片である。口縁下10-19mrn程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内面はナデ，外面はナデ風の横方向擦過。暗茶褐色を呈し，胎士には微量の砂粒を

含み，暗茶褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

50は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-17mm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内面は縦方向の削り風擦過ののち横方向擦過，口縁上端は擦過，口縁から凸帯下ま

ではナデ，外面は斜方向の粗い擦過。内面から凸帯の上までは明茶色，外面は黒褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

51は直立する甕の口縁片である。口縁より下ったところに凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内外ともにナデ。黒褐色を呈し，胎士には砂粒を多く含み，焼成は良好。
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52は直立する甕の口縁片である。口縁下 8-19mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内面から凸帯の上までは横方向擦過，外面は風化のため不明。暗褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

53は直立する甕の口縁片である。口縁下10-24mm程の間に凸帯を貼付し，指先押圧による大

きな刻目を施している。内面は暗褐色，外面は淡褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

54は直立する甕の口縁片である。口縁下10-20mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内面は横方向擦過ののちナデ，口縁から凸帯下はナデ，外面は明茶色を呈す

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

55は直立する甕の口縁片である。口緑下 5-13mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内面はナデ，外面は擦過ののちナデ。内面は褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

56は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによ

る刻目を施している。内面は横方向擦過，口縁から凸帯下まではナデ，外面は斜・横方向の条

痕。暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

57は直立する甕である。口縁外側と肩にあたる部分に凸帯を貼付し，爪による刻目を施して

いる。内面はナデ，外面はナデ風の横方向擦過。内面は黄褐色，外面は茶褐色を呈する。胎土

には少量の砂粒を含は，焼成は良好。

58は肩で屈曲する甕である。口緑下 3-12mm程の間と肩に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内面は擦過ののちナデ，口縁内面から凸帯下までと肩の凸帯周辺は横方向ナ

デ，頸部外面は横方向擦過，胴部外面は横方向条痕。黒褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

59は肩で屈曲する甕である。口縁外側には爪による刻目を施した凸起を貼付している。内面

の頸部下半は横方向条痕ののち横方向擦過，頸部上半から凸起下までは横方向ナデ，頸部外面

は横方向条痕ののち横方向擦過を加えている。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成

は良好。刻目凸起と肩に凸帯・刻目等のない点，古い要素をもっている。

60は肩で屈曲する甕である。口縁下に凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内面は横

方向擦過，外面は風化のため不明。内面は暗茶褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には砂粒を

やや多く含み，焼成は良好。

61は肩で屈曲する甕で，復原口径は13.7cmを測る。口縁よりわずかに下ったところと肩部に

凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。口縁内面はナデ，外面はナデ風の擦過。暗赤褐

色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

62は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる大きな刻目を施して
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いる。内外ともにナデ風の横方向擦過。内面は黄褐色，外面は黒色を呈する。胎土には少量の

砂粒を含み，焼成は良好。

63は肩で屈曲する甕である。口縁下 3~llmm程の間と肩に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内面は横方向条痕，口緑内面から肩部凸帯下まではナデ，胴部外面は条痕の痕跡あ

り。内面は黒褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

64は肩で屈曲する甕である。復原口径は28.0cm, 復原肩部径は32.8cmを測る。口縁下 8~19 

mm程の間と肩に凸帯を貼付し，口縁下凸帯にはヘラによる刻目と一部棒状工具による大きな刻

目を，肩部凸帯にはヘラによる刻目を施している。内面は横方向擦過，外面はナデ風の横方向
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擦過。黒褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。肩部凸帯下は二次的火熱によ

り淡赤褐色に赤変した部分かある。

65は径10.4cmの底部である。内面は横方向擦過，外面は縦方向条痕，底部外側は横方向擦過，

外底には木葉痕が残っている。内面は淡黄褐色，外面は淡茶褐色を呈する。胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

66は径8.2cmの底部である。内面は擦過，外面は擦過ののちナデ，外底は板木口によるカキト

りでわずかに上げ底を呈する。内面は黒褐色，外面は茶色～淡黒褐色を呈する。胎士には少量

の砂粒を含み，焼成は良好。

67は径7.lcmの底部である。内面は擦過，外面は横方向擦過ののちナデ，外底は板木口による

カキトリ。内面は暗赤褐色，外面の½程は暗赤褐色，％程は黒色を呈する。胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

68は径7.2cmの底部である。内面は擦過，外面は縦方向擦過，底部外側は横方向擦過ののちナ

デ，外底は擦過ののちナデ。内面は茶褐色，外面は明茶褐色を呈する。外底には暗紅色の丹が

付着している。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

69は径7.7cmの底部片である。内面は横方向擦過，外面は縦方向擦過ののち横方向擦過，底部

外側から外底にかけてはナテ・・, 底部外側には指頭圧痕がのこる。内底は淡黄褐色，内面は黒色，

外面は暗茶褐色を呈する。胎上には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

70は径10.1cmの底部片である。内面は横方向擦過，外面は擦過，外底はナデ。内面は淡黄褐

色，外面は茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

71は復原径9.0cmの底部片である。内面は条痕，外面は擦過ののちナデ，底部外側は擦過，外

底はナデ。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

72は径9.7cmの底部片である。内底は擦過，内面は擦過ののちナデ，外面は縦方向擦過で，

部粗いハケ目風の部分がある。外底はナデ。黄褐色を呈し，胎土には少鼠の砂粒を含み，焼成

は良好。

73は甑の底部片で，復原径は8.8cmを測る。底部中央に外から内へ穿孔している。孔径は 3cm 

程になると思われる。外面は擦過，内面は風化のため不明，外底には稲わら等の圧痕か残って

いる。内面は暗黄褐色，外面は茶褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

74は復原径8.9cmの底部片である。底部はつよくひきしまり， 2.6cm程の上げ底を呈する。内面

は横方向擦過，外底は縦方向擦過，底部外側は横方向擦過。外底は風化のため不明。暗赤褐色

を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

く 12•14•15層出土土器＞

75は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面から口緑内面は横方向ミガキ，頸部内面は風化のた
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め不明。地は黄白色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

76は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は赤褐色，丹は暗紅色を呈

する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

77は丹塗り磨研大形壺の頸．肩部で，肩には段をつくるか，頸から肩に直線的につながって

いる。肩部の復原径は33.0cmを測る。内面はナデ，外面は横方向ミガキ。内面は黄白色，丹は

暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

78は丹塗り磨研壺のロ・頸部で，復原口径は10.9cmを測る。風化のため外面はミガキ方向不

明，内面は丹の痕跡もなし。内面は灰黒色，外面の地は淡黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土

には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

79は黒色磨研壺の頸．肩部で，復原肩径は19.3cmを測る。内面は横方向擦過ののち丁寧なナ

デ，外面は横方向ミガキ。内面は黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

80は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は風化のた

め不明。内面は黒色，外面の地は黄褐色，丹は暗赤褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

81は黒色磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面までは横方向ミガキ，頸部内面はナテ..。

内面は淡黒褐色，外面は黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

82は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は灰黒色を呈

する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

83は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂

粒を含み，焼成は良好。

84は丹塗り磨研壺の肩部片である。内面はナデで，肩部内面には指頭圧痕がみられる。外面

は横方向ミガキ。内面は淡黄色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良

好。

85は丹塗り磨研碗の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は暗赤色を呈

する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

86は黒色磨研方形浅鉢の口縁片である。内面の口縁下には段をつくる。外面は剥落して不明。

内面は横方向ミガキ，外面はミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

87は黒色磨研浅鉢片である。口縁下には 1条の沈線をめぐらしている。内外ともに横方向ミ

ガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

88は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良好。

89は黒塗り磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。黄褐色の地に黒色顔料を塗ってい

-291 -



5
 

7
 、̀

¥-------------, ―------------I 'l , I I 

/ : ¥¥ ―¥― 
、76

- ---=- - --=― 

I . - - - ~-- __ _ . 

{
、

.‘
 

□□ ¥,,. 
(r----- - - - ; - -------,-， I /〉

I I 11 
/ I I ¥ 

¥ 

77 

゜
10cm 

95 

第 123図 W-4区包含層(12・ 14・ 15層）出土土器6 (縮尺1/3)

-292 -



る。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

90は11・16層から出土した黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

91は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には精選粘土を用

ぃ，焼成は良好。

92は直立する甕の口縁片である。内面は擦過，外面は擦過ののちナデ。暗黄褐色を呈し，胎

土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

93は直立する甕の口縁片である。内面は縦方向擦過ののちナデ，外面は上半を横方向，下半

を縦方向擦過ののちナデ。暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

94は直立する甕の口縁片である。内面はナデ風の横方向擦過，外面はナデ。内面は黒褐色，

外面は赤褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

95は直立する甕の口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黒色，外面は

暗茶褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

96は直立する甕である。内面はナデ風の横方向擦過。口縁内外は横方向擦過，外面はナデ風

の横方向擦過。内面は茶褐色，外面は暗褐色を呈するが，口縁上端と口縁外面の一部に暗赤色

の丹塗りか認められる。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

97は直立する甕の口縁片である。内面はナテ,,風の横方向擦過，外面は縦方向擦過ののちナデ。

内面は褐色，外面は黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

98は直立する甕の口縁片である。口緑には棒状工具による刻目を施している。内面はナデ風

の横方向擦過，外面はナデ。内面は明橙色，外面は褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み

焼成は良好。

99は直立する甕で，胴部が少しふくらみぎみのものの口縁片である。口縁には棒状工具によ

る刻目を施している。内面はナデ，外面は風化のため不明。内面は淡黄褐色，外面は黒褐色を

呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

100は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩にはヘラによる刻目を施している。内外ともにナ

デであるか，肩にはハケ目風の横方向擦過の痕跡が残っている。内面は茶褐色，外面は暗茶褐

色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

101は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は擦過のの

ちナデで，指頭圧痕かみられる。外面は縦方向擦過ののちナデ。内面は淡赤褐色，外面は暗褐

色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

102は直立する甕の口縁片である。口縁下 2-14mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目

を施している。内外ともにナデ。内面は黒色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良。
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103は直立する甕の口縁片である。口縁下 3-lOmm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目

を施している。内面から口縁下までは横方向ナデ，外面は横方向擦過。黒色を呈し，胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

104は直立する甕の口縁片である。口縁よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラによ

る刻目を施している。内面は条痕風の横方向擦過，外面はナデ風の横方向擦過。黒褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

105は肩で屈曲する甕である。口縁下 5-14mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻目

を施している。内外ともに横方向擦過，内面は淡赤褐色，頸部外面は暗赤褐色，胴部外面は淡

黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。凸帯下に石庖丁穿孔具による補修

孔がある。外径は12mm, 内径は 5mmを測る。

106は肩で屈曲する甕で，復原口径は25.4cmを測る。口縁下 9-2lmm程の間と肩に凸帯を貼

付し，爪による大きな刻目を施している。胴部内面は横方向擦過ののちナデ，肩部内面は横方

向条痕ののち横方向擦過でカキ消す。口縁内面から頸部外面は横方向擦過ののちナテ｀｀，胴部外

面は縦方向擦過ののちナデ。暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

107は肩で屈曲する甕の口縁片である。口緑よりわずかに下ったところに凸帯を貼付し，ヘラ

による刻目を施している。内面から凸帯下まではナデ，外面は横方向擦過。茶褐色を呈し，胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

108は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 2-lOmm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる

刻目を施している。内外ともに横方向擦過。黒褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成

は良好。

109は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している C

胴部内面は横方向擦過，頸部内面はナテ，頸部外面はナデ風の横方向擦過。暗赤褐色を呈し，

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

110は径9.0cmの底部である。 内面はナテ‘ヽ，外面は風化のため不明。黄褐色を呈するか，外面

は二次的火熱により赤褐色に赤変している。胎土には砂粒を多く含み，焼成は不良。

111は復原径6.8cmの底部片である。内面はナテ~，外面は風化のため不明。赤褐色を里し，胎

士には少量の砂粒を含み，焼成は不良。

112は復原径9.7cmの底部片である。内面はナデ，外面は縦方向擦過，外底はナテ‘ヽ。内面は淡

赤褐色，外面は黄褐色を呈するか，底部外側から外底周縁は二次的火熱を受けて赤変している。

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

113は径7.6cmの底部片である。内面は横方向擦過，外面は縦方向擦過ののちナデ，底部外側

はナデ風の横方向擦過，外底は板木口によるカキトリ。暗赤褐色を呈し，胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。外面は二次的火熱を受けている。
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114は復原径8.4cmの底部片である。内面はナデで内底には指頭圧痕かのこる。外面は縦方向

擦過。暗赤褐色で，外面は二次的火熱を受ける。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

115は黒色磨研浅鉢の体部内面に米圧痕が付着したものである。 長さ6.0mm, 幅3.2mm, 長幅

比1.88を測る。内面は剥落いちじるしく，外面は横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

く11・16層出土土器＞

116は壺で， 口縁は外反し，頸から胴部へは明瞭な肩をつくらずにつづく。粘土紐巻上技法

による成形である。復原口径は19.Ocmを測る。内面は擦過で，一部は削り風を呈する。口縁内

外は擦過ののちナデ，外面は斜・横方向の擦過。黄褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼

成は良好。

117は丹塗り磨研壺の頸・ 肩部片である。内面は横方向擦過，外面は横方向ミガキ。内面は

灰黄色，丹は暗赤色を呈する。胎士には精選粘土を用い，焼成は良好。

118は丹塗り磨研壺の肩・胴部片である。内面は横方向擦過，外面は横方向ミガキ。内面は

灰黒色，丹はやや明るい赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

119は黒塗り磨研浅鉢片である。外面から体部内面の上半までは横方向ミガキ，下半はミガ

キ。灰褐色の地に，外面はほとんど剥落しているが，黒色顔料を途っている。胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

120は黒色磨研浅鉢の肩部片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量

の砂粒を含み，焼成は良好。

121は直立する甕の口縁片である。内面はナデ風の横方向擦過，外面はナデ風の縦横の擦過。

内面は淡黄褐色，外面は灰黄色を星する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

122は直立する甕の口縁片である。内面は横方向擦過，口縁はナデ風の横方向擦過，外面は

横方向条痕。暗茶褐色～暗褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

123は直立する甕の口緑片である。口縁下 4-12mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目

を施している。内面から凸帯下までは横方向擦過，外面は指ナデによると思われる幅広の凹線

の上から縦方向の擦過，内面は暗褐色，外面は黒褐色～茶褐色を呈する。砂土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

124は直立する甕の口縁片である。口縁下 4-14mm程の間に凸帯を貼付し，板木口による刻

目を施している。内面から凸帯下までは横方向擦過，外面はきたない縦方向の擦過。黒褐色を

呈し，胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

125は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施して

いる。内外ともに横方向擦過。内面は黒色，頸部外面は淡橙色，胴部外面は暗褐色を呈する。

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。
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126は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には爪による刻目を施している。頸部外面は横方向

擦過，他は風化のため不明。暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

以上は層位別にとりあげた遺物である。

127は丹塗り磨研壺の口縁～肩部片である。復原口径は12.8cmを測る。内面はナデ，口縁内面

から外面は横方向ミガキ。内面は黄褐色，丹は暗赤色。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良

好。

128は丹塗り磨研壺で，復原口径は約20cm, 復原肩部径は24.6cm, 復原胴部最大径は36.0cmを

測る。外面から口縁内面は横方向ミガキ，内面は斜方向擦過。内面は淡黄色，外面の地は黒色

が主で一部淡黄色，丹は部厚くてきたなく裕られており，焼成後に塗られたものと考える。胎

土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

129は丹塗り磨研大形壺の胴部片である。胴部最大径は41.0cmを測る。胴部最大径より上は横

方向ミガキ，下は縦方向ミガキ，内面は横方向擦過。内面は淡黄色，丹は暗赤色を呈する。胎

土には少鼠の砂粒を含み，焼成は良好。

130は丹塗り磨研大形壺の底部である。ほぼ丸底化しているが，あえていえば径7cm程のとこ

ろに，辛うじて稜をつくっているといえよう。外面は縦方向ミガキ。内面はナデ風の横方向擦

過。内面は黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。 144 

とは別個体である。

131は丹塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は横方向擦

過，内面は淡黄褐色，外面の地は黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微羅の砂粒を含み，

焼成は良好。

132は丹塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。丹は暗赤色を呈する。胎土に

は微量の砂粒を含み，焼成は良好。

133は丹塗り磨研壺のロ・頸部片である。外面から口縁内面は横方向ミガキ，頸部内面は横方

向擦過ののちナデ。内面は淡黄色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は

良好。

134は丹塗り磨研小壺の口縁片である。外面から頸部内面は横方向ミガキ，肩部内面はナデ。

地は黒褐色，丹は暗紅色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

135は黒塗り磨研壺の口縁片である。外面から口縁内面は横方向ミガ｀キ，頸部内面はナデ。暗

黄褐色の地の上に暗褐色の顔料を塗っている。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

136は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には少量の砂

粒を含み，焼成は良好。

137は黒塗り壺の口縁片である。内外ともに横方向擦過。茶褐色の地に黒褐色の顔料を口縁内

面から外面に塗っている。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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138は黒色磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂

粒を含み，焼成は良好。

139は黒塗り磨研壺の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。暗茶褐色の地に黒色顔料を塗

っている。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

140は丹塗り磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，頸部内面はナデ，肩部内面は横方

向擦過。内面は暗黄褐色，丹は暗紅色を呈する。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

141は丹塗り磨研壺の肩部片である。外面は横方向ミガキ，内面は横方向擦過。内面は黒色，

外面の地は黄褐色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成はやや不良。

142は丹塗り磨研壺の肩・胴部片である。外面は横方向ミガキ，胴部内面は斜方向擦過，頸部

内面は横方向擦過。内面は淡黄色，外面の地は灰黄色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の

砂粒を含み，焼成は良好。

143は黒色磨研壺の肩・胴部片である。外面は横方向ミガキ，内面は横方向擦過。内面は灰黄

色，丹は暗赤色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

144は丹塗り磨研壺の肩・胴部片である。外面は横方向ミガキ，内面は横方向擦過。内面は黄

白色，丹は暗赤色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

145は丹塗り磨研坑の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は暗赤色を呈

する。胎土には精選粘土を用い，焼成は良好。

146は丹塗り磨研墳の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。地は黄褐色，丹は赤褐色を呈

する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

147は碗の口縁片である。内面はナデ，外面は横方向ミガキ。淡茶褐色を呈し，胎土には微量

の砂粒を含み，焼成は良好。

148は黒色磨研方形浅鉢の口縁片である。内外ともに口縁下に段をつくっている。内外ともに

ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

149は黒色磨研方形浅鉢の口縁片である。内外ともに口縁下に段をつくっている。内面は黒色，

外面は灰黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

150は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ，黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良好。口縁直下に石庖丁穿孔具によって外から内へ穿孔した補修孔がある。外径

は7mm, 内径は 3mmを測る。

151は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良好。

152は黒塗り磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。茶褐色の地に黒色顔料を塗ってい

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

153は浅鉢片である。内面の体部下半は横方向擦過，体部上半から頸部外面は擦過風の横方向
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ミガキ。体部外面は風化のため不明。内面は淡茶色で，肩部内面のみは黒褐色，外面は暗褐色

を呈する。体部外面は二次的火熱を受けて器表の剥落がいちじるしい。胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

154は黒塗り磨研高杯片と思われる。器表の剥落がいちじるしく黒塗りは痕跡的である。地色

は茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

155は黒塗り磨研高坪片である。内外ともに横方向ミガキ。黄褐色の地に黒褐色の顔料を塗っ

ているが，内面は痕跡的である。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

156は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を里し，胎土には砂粒を

やや多く含み，焼成は良好。

157は黒抱り磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。暗黄褐色の地に黒色顔料を塗って

いる。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

158は高杯かと思われる。内外ともに横方向ミガキ。淡黄色を呈し，胎土には少量の砂粒を含

み，焼成は良好。

159は浅鉢片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黒褐色，外面は黒色を呈す

る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。本来は黒色磨研かと思われる。

160は黒塗り磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。淡茶褐色の地に黒色顔料を塗って

いる。胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

161は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

162は浅鉢片で，復原口径は17.7cmを測る。内外ともに風化のため調整法は不明。茶褐色で一

部黒色を呈する。黒斑かと思われる。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

163は黒塗り磨研浅鉢片で，復原口径は23.6cmを測る。肩の上に 1条の沈線をめぐらせている。

内外ともに横方向ミガキ。内面には黒塗りの痕跡はなく淡褐色を呈する。外面は茶褐色の地に

黒色顔料を塗っている。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

164は黒塗り磨研浅鉢片で，復原口径は23.6cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。茶褐色の地

に，内面と頸部外面に黒色顔料を塗っている。胎土には細粒の砂粒を少量含み，焼成は良好。

165は黒塗り磨研浅鉢で，復原口径は24.4cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。暗灰黄色の地

に黒色顔料を塗る。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

166は黒色磨研浅鉢で，復原口径は31.5cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

167は黒色磨研浅鉢で，復原肩部径は18.6cmを測る。器高は11cm, ロ径は17cm程のものである。

内面は横方向ミガキ，外面は風化のためミガキ方向は不明。内面は黒色，外面は暗褐色を呈す

る。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。
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168は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は黒色，外面は黒褐色～

黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

169は黒塗り磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。灰黄色の地に黒色顔料を塗る。胎

土には細粒の砂を少量含み，焼成は良好。

170は黒塗り磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。灰黄色の地に黒色顔料を塗ってい

るが残りは悪い。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良。

171は黒塗り磨研高杯と思われる。内外ともに横方向ミガキ。黄褐色の地に黒色顔料を塗る。

胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

172は黒色磨研浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良好。

173は浅鉢片である。内外ともに横方向ミガキ。淡茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

174は黒色磨研浅鉢の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎土には少量の

砂粒を含み，焼成は良好。

175は浅鉢口緑片である。外面は擦過，内面は風化のため不明。暗黄褐色を呈し，胎土には微

量の砂粒を含み，焼成は良好。

176は黒色磨研の高杯と思われる。復原口径は21.0cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。内面

は黒色，口縁から体部上半までは黒褐色，体部下半は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

177は高杯の脚である。復原脚裾径は15.0cmを測る。内外ともに風化のため調整法は不明。黒

褐色を呈し，胎土には砂粒を多く含み，焼成は良好。本来は黒色磨研と思われる。

178は鉢で，器高7.5cm, 口径21.4cm, 底径7.6cmを測る。内面は横方向擦過，外面は縦方向条

痕を縦方向擦過でカキ消している。底部外側は横方向擦過，外底は擦過。内面は淡黄橙色，外

面は黒色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

179は鉢の口縁片である。内面は横方向擦過ののちナデ，外面は横方向擦過。黒褐色を呈し，

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

180は鉢で，復原口径は21.8cmを測る。内外ともに横方向擦過で，外面には一部ハケ目風を呈

する部分がある。淡茶色を呈し，胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

181は鉢口縁片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黄茶色，外面は赤褐色を

呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

182は直立する甕の口縁片である。内面はナデ，外面は斜方向擦過ののちナデ。内面は暗褐色，

外面は茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

183は直立する甕の口縁片である。口縁下 6-22mm程の間に幅4-5cm程になると思われるが，
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こぶ状の隆起を貼付している。内外ともに横方向擦過。茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を

含み，焼成は良好。

184は直立する甕の口緑片である。内外ともに横方向擦過。内面は淡黄色，外面は黄白色を呈

する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

185は直立する甕の口緑片である。内外ともに横方向擦過ののちナデ。内面は黄白色，外面は

黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

186は直立する甕である。内面は横方向条痕ののちナデ，口縁内面は横方向擦過，外面は横・

斜方向の粗い擦過。内面は黒色，外面は暗茶褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼

成は良好。

187は直立する甕の口縁片である。内面は横・斜方向擦過，外面は縦方向擦過。内面は淡褐色，

外面は黄白色を呈するが，口緑外面は二次的火熱により淡赤褐色に赤変している。胎土には少

量の砂粒を含み，焼成は良好。

188は直立する甕の口縁片である。内面は斜方向擦過ののちナデ，外面はナデ風の斜方向擦過。

内面は淡褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

189は直立する甕の口縁片である。内面はナデ，外面は条痕風の縦方向擦過。内面は暗黒褐色，

外面は赤褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

190は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向ミガキ。内面は褐色～茶褐色，外面は茶

褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

191は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。内面は淡茶褐色，外面は黒褐色を

呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

192は直立する甕の口縁片である。内外ともに横方向擦過。内面は茶色，外面は黒色を呈する。

胎土には細粒の砂を微量に含み，焼成は良好。

193は直立する甕の口縁片である。内面はナデ風の横方向擦過，外面は丁寧なナデ。内面は黄

褐色，外面は赤みを帯びた黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

194は直立する甕の口縁片である。内面は斜方向の擦過，外面はナデ。内面は暗黄褐色を呈す

るが，口縁内面には一部明るい赤色の丹塗りが認められる。外面は暗褐色を呈する。胎土には

少量の砂粒を含み，焼成は良好。

195は直立する甕で，復原口径は17.6cmを測る。内面はナデ，外面は斜方向擦過ののち丁寧な

ナデを加え擦過痕を消している。内面は黄褐色，外面は黒掲色を呈する。胎土には少量の砂粒

を含み，焼成は良好。

196は直立する甕で，復原口径は19.0cmを測る。内面は横方向擦過，外面は横方向の粗い擦過。

黒色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

197は直立する甕で，復原口径は18.3cmを測る。内面はナデ風の横方向擦過，口縁内面は一部
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ミガキ風を呈する部分もある。口縁外面は横方向擦過，外面は縦方向擦過で一部ミガキ風を呈

する部分もある。暗茶褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

198は直立する甕で，復原口径は25,2cmを測る。内面はナデ，外面は横方向条痕をナデ消して，

ヘラミガキ風にみえる。内面は褐色，外面は淡黄褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

199は直立する甕で，復原口径は23,5cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。内面は暗黄褐色，

外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

200は直立する甕で，復原口径は24cmを測る。器高は19cm程のものである。内面の下半は横方

向条痕，上半は横方向擦過，外面は斜・横方向の条痕。内面は黒褐色，外面は暗褐色を呈する。

胎土に少量の砂粒を含み，焼成は良好。

201は直立する甕である。内面は条痕風の斜方向擦過，外面はナデで，一部に条痕風の粗い擦

過がみられる。内面は淡橙色，外面は暗褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は

良。

202は直立する甕の口縁片である。内面はナデ風の横方向擦過，口縁内面はナデ，口縁外面は

ナデ風の横方向擦過，外面はナデ風の縦方向擦過。内面は淡茶黄色，外面は黒褐色を呈する。

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

203は直立する甕の口縁片である。内面は横方向条痕，口縁内外はナデ風の横方向擦過，外面

は斜方向擦過で一部はハケ目風を呈している。黒褐色～暗褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を

含み，焼成は良好。

204は直立する甕の口縁片である。内面はナデ風の擦過，口縁外面は横方向擦過，外面はナデ

風の縦方向擦過。内面は黄褐色，外面は淡褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は

良好。

205は直立する甕である。内外ともに横方向擦過。口縁外面には一部粗いハケ目又は条痕風の

痕跡がある。内面は明黄色，外面は黄白色の地に丹塗り風の淡赤茶色の化粧土をかけている。

胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

206は直立する甕の口縁片である。口縁には爪による大きな刻目を施している。内面はナデ風

の横方向擦過，外面は横方向擦過。内面は黒色，外面は黒褐色を呈する。胎土には砂粒をやや

多く含み，焼成は良好。

207は直立する甕の口縁片である。口縁は折返してつくられており，可楽里式甕の影響を受け

たものといえるであろう。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面は擦過，外面はナデ。

内面は茶褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

208は直立する甕である。口縁上端にはヘラによる刻目を施している。又口縁下31-54mmの間

にヘラによる刻目を施した大きな凸起を貼付している。内外ともにナデ。内面は明黄褐色，外
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面は淡黄色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

209は直立する甕の口縁片である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内外ともに風化の

ため調整法は不明。内面は暗褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。

210は直立する甕である。口縁にはヘラによる刻目を施している。内面はナデ風の横方向擦過，

外面はナデ風の縦方向擦過。内面は赤茶色，外面は暗茶褐色を呈する。内面には黒色の有機物

の付着がみられる。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

211は直立する甕の口縁片である。口緑にはヘラによる刻目を施している。内外ともに風化の

ため調整法は不明。口縁内面には指頭圧痕がみられる。暗褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多

く含み，焼成は良。

212は直立する甕の口縁片で，口縁はわずかに外反ぎみで胴は少しふくらむ。口緑にはヘラによ

る刻目を施している。内面は斜方向の擦過，口縁内外は横方向ナデ，口縁外面は横方向擦過，

外面は縦方向擦過。内面は黄褐色～褐色，外面は黒色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

213は直立する甕で，復原口径は26.0cmを測る。内面は擦過ののちナデ，外面はナデ。内面は

赤褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

214は直立する甕の口縁片である。口縁下 7-19mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内面は横方向擦過，外面はナデ。黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼

成は良好。

215は直立する甕の口縁片である。口緑下 6-20mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内外ともにナデ。内面は黒色，外面は黄褐色を呈する。胎土には微量の砂粒

を含み，焼成は良好。

216は直立する甕の口縁片である。口縁下 2-12mm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内面はナデ，口縁から凸帯下までは横方向擦過，外面は縦方向擦過。暗茶褐色を呈

し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良。

217は直立する甕の口縁片である。口縁下 3-lOmm程の間に凸帯を貼付し，棒状工具による刻

目を施している。口縁から凸帯下までは横方向擦過，他は内外ともにナデ風の横方向擦過。内

面は黄褐色，外面は黒褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

218は直立する甕の口縁片である。口縁下 2-lOmm程の間に凸帯を貼付し，指頭押圧による不

明瞭な刻目を施している。内面は横・斜方向擦過，外面はナデ風の横・斜方向擦過。黒色を呈

し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

219は直立する甕の口縁片である。口縁下 9-23mm程の間に凸帯を貼付し，指頭押圧による刻

目を施している。内外ともに風化のため調整法は不明。暗黄褐色を呈し，胎土には砂粒をやや
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多く含み，焼成はやや不良。

220は直立する甕の口縁片である。口縁下 6-16mm程の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻

目を施している。内面から凸帯下まではナデ風の横方向擦過，外面は条痕風の斜方向擦過。内

面は淡黄色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

221は直立する甕の口縁片である。口縁下 7-17mm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内面から凸帯下までは横方向擦過，外面は斜方向の条痕と擦過を併用している。内

面は黒色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

222は直立する甕である。口緑下 5-13mm程の間に完結しない凸帯を貼付し，爪による刻目を

施している。内面は横方向の擦過，外面は斜方向の条痕。内面は黒色，外面は暗褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

223は直立する甕の口縁片である。口縁下 4-15mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内面はナデ風の横方向擦過，外面は縦方向の擦過。茶褐色を呈し，胎土には微量

の砂粒を含み，焼成は良好。

224は直立する甕の口縁片である。口縁下 5-12mm程の間に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を

施している。内面下半は横方向条痕， 口縁内面から凸帯下までは横方向擦過，外面は横方向条

痕と擦過を併用している。黄褐色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

225は直立する甕の口縁片である。口縁下 3-12mm程の間に凸帯を貼付し，板木口（ハケ目エ

具）による刻目を施している。内面はナデ風の横方向擦過，口緑内面はナデ，凸帯下は横方向

擦過，外面は縦方向擦過。内面は茶褐色，外面は褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。

226は直立する甕の口縁片である。口緑下 2-lOmm程の間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施

している。内面は横方向擦過，外面は斜方向の条痕。内面は黒色，外面は黒褐色を呈する。胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

227は直立する甕である。口縁を欠失するが，口縁より下ったところに凸帯を貼付し，ヘラに

よる刻目を施したものと思われる。内外ともに横方向条痕。内面は黄褐色，外面は暗褐色～黒

褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

228は肩で屈曲する甕の口縁片である。口縁下 3-13mm程の間に凸帯を貼付し，指頭押圧によ

る不明瞭な刻目を施している。内面は横方向擦過，口縁内面は横方向ナデ，外面は横方向擦過。

黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

229は肩で屈曲する甕で，復原口径は22.6cm, 復原肩部径は25.1cmを測る。口縁下 4-14mm程

の間に凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施している。胴部内面は横方向条痕，頸部内面は

条痕を横方向擦過でかき消す。口緑から胴部上半は横方向擦過，胴部下半は縦方向擦過。内面

は茶褐色～暗茶褐色，外面は褐色～黒褐色を呈する。口縁外面の一部には丹塗りの痕跡が認め
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られる。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

230は肩で屈曲する甕である。口縁下 4-14mm程の間と肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を

施している。内外ともに横方向擦過。明橙色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成はやや

不良。

231は肩で屈曲する（甕というよりは）鉢で，復原口径は24.8cmを測る。口縁下 3-llmm程の

間と肩には凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内外ともに横方向の粗い擦過。内面は

明橙色，外面は黄褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成はやや悪く軟質である。

232は肩で屈曲する甕で，復原口径は30.4cm, 復原肩部径は34.3cmを測る。口縁下 5-15mm程

の間に凸帯を貼付し，爪による刻目を施している。内面は横方向擦過が主体で一部条痕がみら

れる。凸帯下から胴部上半は横方向擦過，胴部下半は斜・縦方向の擦過。内面は淡赤茶色，頸

部外面は黄褐色，胴部外面は黒褐色を呈する。口緑から凸帯の上までは淡赤茶色の内面の色と

ほとんど変らない化粧土風の丹塗りを施している。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

233は肩で屈曲する甕で，口縁部を欠失している。復原肩部径は34.8cmを測る。肩には凸帯を

貼付し，棒状工具による刻目を施している。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は明黄

褐色，外面は黒色を呈する。胎土には砂粒を多く含み，焼成はやや不良。

234は肩で屈曲する甕で，復原口径は22.0cm, 復原肩部径は25.5cmを測る。口縁下 3-lOmm程

の間と肩に凸帯を貼付し，口緑下の凸帯には棒状工具による刻目を，肩部凸帯には棒状工具に

よる刻目を主とし，一部ヘラによる刻目を施している。内面は横方向擦過で，上半は粗いミガ

キ風を呈する。外面は口縁から胴部上半を横方向擦過，下半は斜・ 縦方向の擦過。内面は黄

褐色～淡褐色，外面は暗褐色を呈する。胎士には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

235は肩で屈曲する甕で，復原口径は24.0cm, 復原肩部径は27.0cmを測る。口縁下 4-12mm程

の間と肩に凸帯を貼付し，棒状工具を主とし一部ヘラによる刻目を施している。内面は横方向

擦過，外面の口緑から胴部上半までは横方向擦過，胴部下半は斜・縦方向の擦過。内面の下半

は黄褐色，上半は褐色～暗褐色，外面は暗褐色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は

良好。 234と同一個体の可能性かあるが，直接にはつながらない。

236は肩で屈曲する甕で，復原口径は16.4cm, 復原肩部径は18.4cmを測る。口緑下 5-13mm程

の間と肩に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。凸帯部はナデ，他は内外ともに横方

向擦過。肩部内面には指頭圧痕がみられる。内面は茶褐色で一部暗褐色，外面は暗茶褐色を呈

する。内面には黒色の有機物の付着がみられる。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

237は直立する甕で，口縁にはヘラによる刻目を施し，肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目

を施している。復原口径は27.6cmを測る。肩部凸帯は横方向ナデ，他は内外ともに横方向の粗

いハケ目。肩部内面には指頭圧痕がみられる。淡黄桃色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，

焼成は良好。
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238は肩で屈曲する甕

で，復原口径は37.4cm, 

復原肩部径は40.6cmを

測る。口縁下 5-13mm 

程の間と肩には凸帯を

貼付し，ヘラによる刻

目を施している。内面

は横方向条痕ののち条

痕風の横方向擦過でか

き消す。凸帯周辺はナ

デ，頸部外面は横方向

の条痕，胴部外面は条

痕ののち横方向擦過，

内面は淡黄色，頸部外

面は黄褐色，胴部外面

は褐色を呈する。胎土

には少量の砂粒を含み，

焼成は良好。

239は肩で屈曲する甕

で，復原口径は38.2cm, 

復原肩部径は39.4cmを

測る。口縁下 6-14mm 

程の間に凸帯を貼付し

ヘラによる刻目を施し

ている。胴部内面は横

方向条痕，頸部内面は

横方向擦過，凸帯部は

ナデ，頸部外面は条痕

風の横方向擦過，胴部

外面は条痕ののち擦過。

内面は淡黄色，外面は

237 暗褐色を呈する。胎土
10cm 

には少量の砂粒を含み，
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焼成は良好。

240は肩で屈曲する甕で，復原口径は32.8cm, 復原肩部径は36.8cmを測る。口縁下 2-lOmm程

の間と肩に凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。外面は横方向擦過，内面は風化のた

め不明。内面は淡橙色，外面は黒褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

241は肩で屈曲する甕で，復原口径は38.0cm, 復原肩部径は39.6cmを測る。口縁下4-13mm程

の間と肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。内面は横方向条痕，口縁内面は横

方向擦過，頸部外面は横方向擦過，胴部外面は横・斜方向の擦過。内面は黒色，外面は茶褐色

を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

242は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施してい

る。内面は横方向擦過，外面は風化のため不明。内面は黒色，外面は淡黄色を呈する。胎土に

は砂粒をやや多く含み，焼成はやや不良。

243は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施してい

る。内面は横方向擦過，外面は風化のため不明。内面は黄橙色で一部明赤褐色を呈する。外面

は淡黄色。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は不良。

244は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，棒状工具による刻目を施してい

る。内面は斜・横方向擦過，外面は横方向擦過。胴部内面は淡褐色，頸部上半は淡黄褐色，頸

部外面は暗黄褐色，胴部外面は暗褐色を呈する。頸部外面には暗赤色の丹塗りの痕跡がある。

胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

245は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，爪による大きな刻目を施してい

る。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は明橙色，外面は黄色を呈する。胎土には砂粒

をやや多く含み，焼成はやや不良。

246は肩で屈曲する甕の肩部片である。肩には凸帯を貼付し，ヘラによる刻目を施している。

内面は横方向擦過，頸部外面は横方向擦過，胴部外面は風化のため不明。淡黄色で，外面は一

部黒色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良。

247は黒色磨研浅鉢の底部で，径は8.4cmを測る。内外ともに横方向ミガキ。黒色を呈し，胎

土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

248は甕の胴・底部で，底径は 8.8cmを測る。内面は縦方向擦過，胴部外面の上半は横方向擦

過，下半は縦方向擦過，底部外側は擦過ののち横方向ナデを加えて一見指頭圧痕風にみえる。

外底は擦過。茶褐色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

249は復原径7.4cmの底部片である。内面は横方向擦過，外面は縦方向擦過ののちナデ，底部

外側は擦過ののち横方向ナデを加え一見指頭圧痕風にみえる。内面は黒褐色～暗褐色，外面は

褐色を呈するが，二次的火熱を受けて赤紫色に赤変している。胎土には少量の砂粒を含み，焼

成は良好。
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250は径8.7cmの底部である。内外ともに条痕を擦過でかき消す。底部外側はナデ，外底は擦

過。内面は明赤茶色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

251は径9.2cmの底部である。内外ともに横方向条痕であるが，器面風化のため残りは悪い。

黄褐色を呈するが，底部外側から外底周縁にかけては二次的火熱を受けて赤褐色に赤変してい

る。胎土に砂粒をやや多く含み，焼成は良。

252は径10.6cmの底部である。内面は擦過，外面は風化のため不明。内面は黒色，外面は淡茶

褐色を呈する。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良。

253は黒色磨研浅鉢の底部で，径は6.7cmを測る。内面はミガキ，外面は横方向ミガキ，外底

はナデ，黒色を呈し，胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

254は径5.1cmの底部である。内外ともに擦過，外底はナデ。内面は淡黄色，外面は暗茶褐色

を呈するが，外面は二次的火熱により暗赤紫色に赤変している。砂粒微量を含み，焼成は良好。

255は径10.9cmの底部片である。内外ともに条痕風の横方向擦過。底部外側から外底はナデ。

内面は黄褐色，外面は二次的火熱により赤桃色に赤変している。胎土には砂粒を多く含み，焼

成は良。

256は径7.8cmの底部である。底部は粘土帯を 2重に貼付している。内外ともに横方向擦過，

外底は擦過。内面は淡黄色，外面は茶褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

257は丹塗り磨研大形壺の底部片で，復原径は13.2cmを測る。内面はナデ，外面は横方向ミガ

キ，外底はナデ，内面は黄褐色，丹は暗赤色を呈するが，外面は二次的火熱を受けて丹の剥落

は著しく，かつ赤桃色に赤変している。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

258は復原径10.0cmの底部片である。内面は擦過，外面はナテ｀。内面は淡黄色，外面は黒色，

外底は黄白色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

259は径8.0cmの底部である。底部外側には二重に粘土帯を貼付している。内面はナデ，外面

は横方向擦過，底部外側から外底はナデ。内面は黄褐色，外面は暗黄褐色を呈する。胎土には

砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

260は黒色磨研浅鉢の底部片で，復原径は 8.0cmを測る。内面と外底はミガキ，外面は横方向

ミガキ。内面は黒色，外面は黒褐色を呈する。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

261は復原径7.5cmの底部片である。内外ともにナデ。内面は茶褐色，外面は暗茶褐色を呈す

る。外面は二次的火熱により赤褐色に赤変している。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良

好。

262は復原径8.8cmの底部片である。内外ともに横方向擦過，底部外側から外底はナデ。淡茶

褐色を呈し，胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好。

263は復原径8.2cmの底部片である。内外ともにナデ。内面は赤褐色，外面は黒褐色を呈する。

胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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264は復原径8.4cm程の底部片である。内外ともにナデ。内面は淡茶褐色，外面は二次的火熱

により暗赤紫色に赤変している。胎土には微量の砂粒を含み，焼成は良好。

265は復原径9.6cmの底部片である。内外ともに横方向擦過，底部外側から外底はナデ。内面

は黒色，外面は淡橙色を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

266は復原径8.0cmの底部片である。内外ともに風化のため調整法は不明。内面は黒色，外面

は淡茶褐色を呈する。外面は二次的火熱により桃色に赤変している。胎土には少鼠の砂粒を含み

焼成は良。

267は復原径9.8cmの底部片である。内面は擦過，外底はナテ‘‘。内面は淡茶色，外面は黒褐色

を呈する。胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

268は復原径9.2cmの底部片である。内面はナデ，外面は風化のため不明。淡褐色を呈し，胎土

には少量の砂粒を含み，焼成は良好。

269は黒色磨研壺の底部で，丸底化した平底を呈している。径は6.6cmを測る。内面は擦過，

外面は横方向ミガキ。外底はミガキ。黒色を呈し，胎土には少量の砂粒を含み，焼成は良好。
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4)小結

板付 I式以後，平安初期までの後世の混入の土器，床面下の縄文式土器を含めて総数2436点，

夜臼期のものだけで2192点を図示して説明を加えてきた。これら夜臼期の土器は住居跡，支石

墓副葬品，包含層から出土したものに差がみられるわけではなく，ほぽ同時期のものとしてとら

え，いままで夜臼式の古い段階と表現してきた。土器編年からいえば，夜臼式の古い段階に，

さらに一段階古い型式のものが残っている時期のものであって，型式を細分し得る資料である。

つまり佐賀県唐津市菜畑遺跡と対比すると，菜畑13層から， 9 -12層出土の土器を含み，それ

とほぼ同時期のものである。（註 1) ところが一方で晩期中頃黒川式，晩期後半山の寺式と明快

に呼称し，一方で夜臼式の古い段階というと｀問題が稲作開始期の重要な事であるだけに，あ

る面では当然といえようが，マスコミ等では一方が古いかの如く表現し，研究者のなかでも遺

物を観ることもなく伝聞によって，ほぽ同時期ではあるが，曲り田がやや新しいとかいう風評

が飛びかったりした。発掘直後に整理の間をも与えず周囲が取沙汰するこのような傾向は戒め

るべきであると考える。いずれにしてもこの土器編年の問題は学史とも関連して論議されてい

る問題でもあるので，さけて通るわけにもいくまい。考察編で詳細に検討したいと思っている。

又，弥生文化は朝鮮からの影響によって成立したと主張され，稲作開始期のこれらの遺跡は

渡来人集団による集落であるというような考え方もある。しかし土器を観ると，縄文以来の伝

統的な形態・手法を踏襲したものが圧倒的であるといえよう。曲り田で出土した夜臼期の土器

で，無文土器といえるものは2192点のなかで11点，可楽里式土器の影響を受けた折返し口縁のも

の2点，他に無文土器の可能性のある丹塗り磨研小壺のなかで縦方向ミガキを加え，薄手でか

つ焼成の良好なものをいれたにしても20点程で全体の 1%にもみたない。石器をみても，縄文

系の石器に加えて，弥生文化を構成する磨製石器群の各種がそろっている。これらはたしかに

朝鮮系のものではあるが，ほぼすべての石器に未製品があり，舶載されたものではないことを

物語っている。石材にしても朝鮮の石器に使用されたものとは異る点もあるようではあるが，

今回は未だ分析をしていない。いずれにしても縄文後晩期のなかで，除々に朝鮮からの先進的

文化の流入があり，それを在来的要素と融合させながら受容しつつ弥生文化へ漸次発展してい

った（註 2)というのが実態に近いと考える。あくまでも弥生文化の成立については主体は内部

的条件の発展であり，外来的要素は従であったといえる。

この夜臼期には既に水稲耕作が行われ，弥生文化を構成する諸要素がすべてそろっている。

したがってこの時期を弥生文化と呼ぶべきであろうと考えるが，この点についても考察で検討

することとして，今回は割愛したい。

註1 中島直幸編「菜畑ー佐賀県唐津市における初期稲作遺跡の調査一」 1982 唐津市

2 橋口達也「九州の弥生土器」『世界陶磁全集 1 日本原始』 1979 小学館刊所収
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